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昨年から今年春にかけて日本や米国のコンピュ
ータ業界では○○○バブルといった景気のよい話
が花盛りだった。○○○には、「ネット」とか
「Linux」というのが入るらしい。その間にLinux
専業メーカーのRed HatやVA Linux、Caldera
SystemsがNASDAQへ上場している。やはり
バブルは弾けるのか、そういった企業の株価も最
近はあまり芳しくないようだが……。
国内でも、ターボリナックス ジャパンやレーザ
ーファイブが、ベンチャーキャピタルなどから出
資を受けて、株式上場を目指している。
そんな中、業績好調で勢いのある日本オラクル

が、Linux事業を行うためにミラクル・リナック
ス株式会社を立ち上げた。この夏よりOracle8i
に特化したサーバOS（Miracle Linux？）を提
供する計画になっている。
そのほかに日本市場へ進出してくることが決ま

っているディストリビューションを挙げておくと、
9月にStorm Linux 2000日本語版が、2000
年第4四半期にはCorel LINUX OSの日本語版
が発売される予定だ。
また、すでに日本語版も発売されている

OpenLinuxの開発元、米Caldera Systems社
が、ここ数カ月のうちに日本法人を設立する見込
みとなっている。
Linux市場の拡大スピード以上に、ディストリ

ビュータとして参入してくる企業のほうが多いよ
うにも思える。Linux業界は、まだしばらくホッ
トな戦いが続いていくことだろう。

Linuxカンパニーの目標は？
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日本アイ・ビー・エムは、PCサーバ「Netfinity
（ネットフィニティ）」の新シリーズとして、Netfinity
7600、7100、5100、4500Rの4シリーズを追加し、
現行シリーズNetfinity 5600、3000、1000に新モデ
ルを追加した。
7600シリーズは、Pentium ⅢXeon 550MHz（2M

バイトL2キャッシュ）を搭載したハイエンド・エン
タープライズサーバで、4ウェイSMPに対応。512M
バイトメモリ、RAIDアダプタを標準装備した高さ
8Uのラックモデル。7100シリーズは、Pentium Ⅲ
Xeon 550MHz（512KバイトL2キャッシュ）を搭載
したエンタープライズサーバで、4ウェイSMPに対
応。256Mバイトのメモリを搭載し、ラック型とタ
ワー型の2モデルが用意されている。
Netfinity 5100シリーズと4500Rシリーズは、メモ

リ128Mバイト標準搭載で、2ウェイSMPに対応。
5100シリーズは、Pentium Ⅲ 667MHzを搭載した部
門アプリケーションサーバで、ラック型とタワー型

の2モデルの構成。また、4500Rシリーズは、
Pentium Ⅲ 733MHzを搭載したラック型の1モデル
のみの構成。オプションの拡張キットにより、ホッ
トスワップHDDを6台まで搭載可能。
また、現行シリーズであるNetfinity 5600シリーズ

にPentium Ⅲ 800MHzまたは733MHzを搭載した4モ
デル（ラック型またはタワー型）を追加。さらに、
3000シリーズにPentium Ⅲ 650MHz搭載の1モデル、
1000シリーズに同600MHz搭載の1モデルを追加し
た。新モデルの希望小売価格は、5600シリーズが
73万5000円から、3000シリーズが23万5000円から、
1000シリーズが13万8000円からとなっている。
今回発表した新シリーズから、従来の1年間オ

ンサイトサービスに加え、3年間の部品保証サー
ビスを実施。Red Hat Linux 6.1日本語版と
TurboLinux Server日本語版6.0が正式にサポート
された。また、Linux版の「ロータス ドミノ」を
標準添付する（1000シリーズを除く）。

Hardware

Netfinityの全モデルでLinux正式サポート
「Netfinity」新シリーズ、新モデル

発売日 2000年4月19日

URL http://www.ibm.co.jp/

発売 日本アイ・ビー・エム株式会社
TEL 0120-04-1992
価格 13万8000円～

日本SGIは、OSにLinuxとWinodws NTを採用
した「Silicon Graphics 230 Visual Workstation」、
「同 330」、「同 550」を発表した。

同社初のLinuxワークステーションで、CPUには
インテルのPentium ⅢまたはPentium ⅢXeonを採用
している。プレインストールOSは、Red Hat Linux
6.1かWindows NT Workstation 4.0を選択可能。
OpenGLハードウェアアクセラレーションを実

現する「SGI ProPack 1.2 for Linux」パッケージ
によって、Linux上でOpenGLの3Dグラフィック
ス機能をハードウェアレベルで高速化できる。
エントリーモデルの230は、CPUにPentium Ⅲ

667MHzを採用したモデルと、同733MHzを採用し
たモデルの2種類が用意されている。
ミッドレンジモデルの330は、CPUにPentium

Ⅲ 800MHzを最大2基まで搭載可能。ハイエンド
モ デ ル の 550は 、 CPUに Pentium Ⅲ Xeon-
800MHzを最大2基まで搭載可能。
価格は、230の667MHzモデルが、Linuxプレイ

ンストールで33万6000円、Windows NT4.0プレ
インストールで34万8000円。733MHzモデルが、
Linuxプレインストールで56万2000円、Windows
NT4.0プレインストールで57万4000円。330と
550は6月下旬発売で価格は未定。

Hardware

OpenGLアクセラレータ搭載のLinuxワークステーション
「Silicon Graphics 230／330／550」

発売日 2000年5月24日

URL http://www.sgi.co.jp/

発売 日本SGI株式会社
TEL 0120-161-086
価格 33万6000円～

デルコンピュータは5月10日より、サーバ製品
「PowerEdge（パワーエッジ）」の全製品ラインで、
Red Hat Linux 6.2Jを標準搭載したモデルの販売を開
始した。顧客の希望に応じて、同OSをサーバ製品に
インストールして出荷する。販売されるモデルは、
PowerEdge 1300、2400、4400、6400、2450、6450。
また、プレインストールモデル以外の製品を購

入した顧客もRed Hat Linux 6.2Jを導入できるよう
に、ドライバなどを同社のハードウェア構成に合

わせたパッケージ「Red Hat Linux 6.2J SBE
（System Builder Edition） 2」（サーバ製品に同梱）
を、同日より1万5000円で販売開始した。
付属するアプリケーションは、Red Hat Linux

6.2J デラックスと同じだが、サポートがオリジナ
ルのデラックス版より期間が長くなっており、電
話とメールが90日、専用FTPサイトへのオンライ
ンアクセスは180日間と単体で買うよりもお得な内
容となっている。

Hardware

PowerEdgeシリーズ全機種でLinuxをサポート
「PowerEdge」シリーズ

発売日 2000年5月10日

URL http://www.dell.com/jp/

発売 デルコンピュータ株式会社
TEL 044-556-6190
価格 16万3000円～

News Express

Netfinity 1000

PowerEdge 1300
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ノーザンライツコンピュータは、LinuxをOSに採
用 し た ISP（ Internet Service Provider）、 ASP
（Application Service Provider）向けサーバ「NL
Server 2100」を5月22日より発売する。価格は69
万円から。
CPUはPentiumⅢ 800MHzを最大２個まで搭載可

能。また、ストレージ・サブシステムはホットスワ
ップ可能で、ハードディスクを最大４基まで搭載で

きる。同時にソフトウェアRAIDに対応、オプショ
ンでハードウェアRAIDにも対応している。メモリは
最大2Gバイトまで拡張可能、2Uラックマウントシ
ャーシのため、ネットワークの成長に応じたサーバ
の追加が容易、OSには、Red Hat Linuxをプレイン
ストール、あらかじめISP、ASPなどでの使用を前
提としたサーバ用途の設定がなされているなどの特
徴がある。

Hardware

2UサイズのラックマウントLinuxサーバ
「NL Server 2100」

発売日 2000年5月22日

URL http://www.nlcomputer.com/

発売 ノーザンライツコンピュータ株式会社
TEL 044-850-2391
価格 69万円～

アクアリウムコンピューターは、高性能なマイク
ロサーバ「silver neon」を発売する。同社の「blue
grass」「white neon」でのデザイン重視のコンセプ
トを受け継ぎ、新機種ではCPUはCeleron 533MHz
に、メモリは128Mバイトに、内蔵ハードディスク
は20Gバイトに拡張し、大規模アプリケーション
にも対応できるようにした。価格は40万円前後、
出荷は6月末の予定となっている。
また、外部SCSI、10/100BASE-Tネットワーク、

RS-232C×2ポート、パラレル、モニター、キーボ
ード、マウス、USB×2、PCIスロットといった多
くのインターフェイスを備えている。
データ保護用に緊急バッテリーを内蔵していて、

万一停電した場合にシャットダウンする機能がある。
OSは購入時にTurboLinuxまたはRed Hat Linux

を選択する。サーバ管理ソフトとしてHDE Linux
Controllerが付属する。

Hardware

高性能マイクロサーバ
「silver neon」

発売日　　　 2000年6月

URL http://www.aqua-computer.com/

発売 株式会社アクアリウムコンピューター
価格 40万円前後

シリーズのエントリーモデル「P r e c i s i o n
WorkStation 220」の、TurboLinux Workstation日
本語版6.0バンドルモデルを5月16日から発売した。
Precision WorkStation 220は、CPUにPentiumⅢ

533MHz～866MHz、メモリにPC800／PC700の
ECC RDRAMを採用した高性能モデルで、BTOに
より組み合わせが選べる。
発売を記念して、同モデル購入者のうち限定300

台にTurboLinuxラーニングキットが無償提供され
る。そして、TurboLinux認定トレーニング・ベー
シックコース（兼松コンピュータシステム実施）
の受講料が定価（3万5000円）の半額（1万7500
円）になるという特典がある。

なお、ミッドレンジモデルの「Prec i s i on
WorkStation 420」のバンドルモデルも後日発売の
予定だ。

Hardware

Linuxをバンドルした高性能PC
「Precision WorkStation 220」

発売日 2000年5月16日

URL http://www.dell.com/jp/

発売 デルコンピュータ株式会社
TEL 044-556-6190
価格 18万1500円～

日本アイ・ビー・エムは、DB2の新バージョン
「DB2 UDB（ユニバーサル・データベース）V7.1」
を6月16日より出荷する。
インターネット技術で使われるXML（eXtended

Markup Language）を直接扱えるので、XML文書
の検索や、DB2の表からXML文書の作成が簡単に
できる。単語や語句のあいまい検索、ワイルドカ
ードを使用したメモリ内検索（イン・メモリ・サ
ーチ）も可能にしている。オプションの高速テキ
スト検索「DB2ネット・サーチ・エクステンダー」

を利用すれば、1日に9000万件を超えるテキスト
検索が応答時間0.5秒未満で可能だ。
Webアプリケーションサーバ「WebSphere」も

標準でバンドルしている。
DB2 UDB V7.1の価格は、パーソナル版が3万

8800円、ワークグループ版が12万9900円、エンタ
ープライズ版が184万8000円。エンタープライズ
拡張版は237万3000円。AIX、HP-UX、NUMA-Q、
Windows 95/98、Windows NT、Windows 2000、
OS/2、Solaris、Linuxに対応する。

Software

eビジネス対応を強化したRDBMS
「DB2 UDB（ユニバーサル・データベース）V7.1」

発売日 2000年6月16日

URL http://www.ibm.co.jp/

発売 日本アイ・ビー・エム株式会社
TEL 0120-04-1992
価格 3万8800円～237万3000円
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GNOME 1.2がリリース

2000年5月26日

GNOME Projectは5月25日、フリーな

デスクトップ環境「GNOME」（GNU

Network Object Model Environment）の

安定最新版「GNOME 1.2」をリリースし

た。GNOMEはGNUプロジェクトの一部

で、KDEと並んで人気のあるデスクトッ

プ環境だ。

GNOME 1.2では「GNOME UIチーム」

が結成され、ユーザーインターフェイスが

より洗練された。また、安定性の向上や

ヘルプ／ドキュメントの充実、GNOME

API仕様の文書化などもなされている。

ソースコードのダウンロードは、

GNOMEのFTPサイトから行うことができ

る。または、GNOMEのサポートおよびネ

ットワークサービスを販売する米Helix

Code社が公開しているバイナリパッケー

ジをインストールすることも可能だ。現

状 で は 、 Solaris 2.7（ UltraSparc）、

LinuxPPC 2000、Debian GNU/Linux 2.3

（ Woody）、 TurboLinux 6.0、 Red Hat

Linux 6.0、6.1、6.2、SuSE Linux 6.3、

6.4、Yellow Dog Linux Champion Server

1.2、 Linux Mandrake 6.1、 7.0、 7.1、

Caldera OpenLinux eDesktop 2.4に対応

したパッケージが存在する。

GNOMEプロジェクト

（http://www.gnome.org/）

PHP 4.0.0リリース

2000年5月26日

Webアプリケーション構築用スクリプ

ト言語「PHP 4.0.0（以下PHP4）」がリ

リースされた。

「PHP」は、Webサーバ「Apache」

のモジュールとして使用される、HTML埋

め込み型のスクリプト言語である（CGIに

より実行することもできる）。XML、

IMAP、LDAPなどに対応しており、

PostgreSQL、Oracle、Sybaseといったデ

ータベースと連携したWebアプリケーシ

ョンの作成などに用いられる。ライセンス

は、PHP4本体はオープンソースライセン

スのひとつである「The PHP License」、

新たに採用されたスクリプトエンジン

「Zend Engine」は「QPL（The Q Public

License Version 1.0）」を用いている。

「PHP4」の最大の特徴は、スクリプト

エ ン ジ ン が イ ス ラ エ ル の Z e n d

Technologies社（PHP開発チームのコアメ

ンバーが設立）の「Zend Engine」に変更

されたことである。この変更により、大幅

なパフォーマンスの向上が実現している。

「Zend Engine」は以下の特徴を持つ。

（1）実行時にコンパイルすることで、大

規模アプリケーションの速度向上が期待

できる。（2）「リソース管理機能」により、

メモリ節約、速度向上、リソース管理の

自動化を実現。（3）IIS（Windows NT／

2000上）やAOL Serverなどのネイティブ

APIに対応（従来は、Apacheのモジュー

ルとしてしか組み込めなかった）。（4）ア

ドオンによる機能拡張が可能。（Zend

Technologiesから商用ベースの「Zend

Optimizer」、「Zend Compiler」、「Zend

Cache」などがリリース予定）。

「PHP4」本体の主な変更点は以下の

とおり。（1）セッション管理機能を標準

的な機能として提供。（2）PHP3上位互

換、Perlの「ヒアドキュメント」と同等

な構文の追加、foreach文の追加などの言

語仕様の強化。（3）標準クラスライブラ

リ「PEAR（PHP Extension and Add-on

Repository）」の採用。

PHP（http://www.php.net/）

Zend Technologies

（http://www.zend.com/）

Linuxカーネル 2.4.0-test1リリース

2000年5月26日

Linus Torvalds氏は5月25日、Linuxカ

ーネル 2.4.0-test1をリリースした。これ

はカーネル2.4.0ではないが、従来の2.4.0

pre-xバージョンと比べて、一段とリリー

スに近づいたものだという。

またAlan Cox氏は同日、2.4.0リリース

に必要な作業のリストをLinux-kernelメー

リングリストに投稿した。そのリストに

は、「セキュリティ」「ブート時のエラー」

「修正は存在するもののマージされていな

いもの」「致命的ではないもの」など、

100点以上のバグが取り上げられている。

Linus Torvalds氏は3週間出かける予定が

あるので、そのあいだ、Alan Cox氏が

「2.4.0-ac」（Alan Coxの「ac」）シリーズ

のカーネルをメンテナンスするという。

アナウンス

（http://www.kernel.org/pub/linux/kernel/v

2.4/README-2.4）

「Motif」を使用したディストリビューション
がリリース

2000年5月23日

5月15日に、ソースコードが公開され

たGUIツールキット「Motif」を使用した

Linux ディストリビューション「Elfstone

Linux」が、米Elfstone Softwareからリリ

ースされた。

Elfstone Linuxは、ソフトウェア開発者

やネットワーク管理者をターゲットとし

て開発されているディストリビューショ

ンである。「Motif」環境として、同社の

開発した「Elfstone RTX（ Run Time

Xpress） Runtime Libraries」を使用して

いる。対応プラットフォームはx86のみと

なっている。価格は69.95USドル。

「Elfstone Linux」の主な特徴は以下の

とおり。（1）カーネル 2.2.6、XFree86

3.3.3を採用。（2）GUIツールキットに

「RTX」を使用したXFree86環境。（3）

RPMパッケージだけでなく「Slackware」

のパッケージも扱えるパッケージ管理ツ

ールを収録（今後そのほかのパッケージ

from

www.Linux24.com

News HeadlineNews Headline

News Express



Linux magazineJuly  2000 29

形式にも対応する予定）。（4）多くのライ

ブラリをアセンブラで書き換えたことに

よる、パフォーマンスの向上。

ダウンロードは同社のWebサイトか、

FTPサイトから可能。ファイルはCD-

ROMイメージ（ISO）になっており、フ

ァイルサイズは293Mバイト。

米Elfstone Software

（http://www.elflinux.com/）

韓国製のワープロが、Red Hat Linux
日本語版にバンドル

2000年5月23日

レッドハットは5月23日、韓国の

HancomLinux社と提携した。この提携に

より同社は、「Red Hat Linux日本語版」

にHancomLinuxの開発するワードプロセ

ッサ「HancomWord」日本語版を、独占

的にバンドルすることになる。

現在、「HancomWord」日本語版はベ

ータテスト中で、HancomLinuxのWebペ

ージからダウンロードできる。また、ベ

ータ版の不具合の修正は、レッドハット

と韓国のHancomLinuxの協同作業によ

り、すでに行われており、バンドル版で

は不具合が修正されるという。

「HancomWord」は、5月に行われた

「 LinuxWorld Expo/Tokyo 2000」 では

「アレアハングル2000」として展示されて

いた製品だが、今後は、正式名称として

「HancomWord」が使用される。

同製品の特徴としては、中国語、ハン

グル、英語、日本語の4カ国語への対応

や、Microsoft Word、一太郎とのファイ

ル互換性を持っていることなどがあげら

れる。

韓国のHancomLinuxは、「HancomWord」

を主力製品とするLinuxソフトウェアベン

ダー。同社は、今回の提携を機に日本法

人 を 設 立 す る 。 ま た 5 月 中 に は 、

「HancomWord」日本語版をサポートす

るために、顧客サポートセンターをレッ

ドハットの社内に開設する予定だという。

レッドハット

（http://www.redhat.com/jp/）

HancomLinuxの日本語ページ

（http://www.hancom.com/jp/）

FD 1枚で、リアルタイム機能を持つ
Linux「miniRTL」がリリース

2000年5月22日

「The Thinking Nerds Projects」は、リ

アルタイム機能を持ち、1枚のフロッピー

ディスクに収まる容量のLinuxディストリ

ビューション「miniRTL（Real-Time

Linux）」をリリースした。

The Thinking Nerds Projectsは 、

「miniRTL」のほかにも、米FSMLabsの開

発する「RTLinux」のためのリアルタイム

コントローラなどを開発しているオープ

ンソースプロジェクト。

miniRTLはの主な特徴は以下のとおり。

（1）リアルタイム機能は米FSMLabsの開

発する「RTLinux」がベース。（2）ハー

ドディスクは不要で、フロッピーディス

ク、フラッシュメモリ（2Mバイト）から

起動可能。（3）シェルは「ash」を採用。

（4）glibc 2.0.7を採用（glibc 2.1.xはファ

イルサイズが大きすぎるため）。（5）CGI

をサポートした、サイズの小さいWebサ

ーバ（thttpd）を搭載し、Web経由でシ

ステムのモニタリングが可能。

動作条件は、CPUがIntel386 DX／486

DXシリーズ、メモリ8Mバイトとなっている。

配布はディスクイメージで行っており、

同プロジェクトのFTPサイトから、以下

の2種類がダウンロードできる。どちらも

ファイルサイズは1.4Mバイト。（1）

miniRTL2.0PRE1.img：カーネル2.2.12ベ

ース、Pentium、Pentium II／IIIでも動作

可能。（2）miniRTL2.0PRE3.img：カー

ネル2.2.13ベース、Intel386 DX／486 DX

シリーズのみで動作。

The miniRTL project

（http://www.thinkingnerds.com/projects/

minirtl/minirtl.html）

SuSE Linux、IBMの「S/390」に移植へ

2000年5月19日

ドイツのSuSEは5月17日、同社のLinux

ディストリビューション「SuSE Linux」を

IBMのメインフレーム「S/390」に移植す

ると発表した。6月下旬に、初のベータ版

がSuSEのFTPサイトで公開される予定。

S/390は、独自アーキテクチャのCPU

を搭載し、ハードウェアの機能として

Virtual Machine（VM）をサポートしてい

る。これによって、1台のS/390の内部に

いくつもの仮想的なS/390を持つことがで

き、それぞれのVM上で個別のOSを動作

させることが可能だ。あるVMでOSがク

ラッシュしても、ほかのVMにまで影響が

及ぶことはない。つまり、VMとはUNIX

の「プロセス」という概念をマシンにま

で拡張したものといえる。

S/390でLinuxを動作させることによっ

て、Apacheなどのインターネットアプリ

ケーションと、基幹系OS/390上で動作す

るメインフレームのI/O性能を生かしたデ

ータベースなどを、同一マシンで稼動さ

せることができる。

メジャーなディストリビュータによる

LinuxのS/390への移植は、TurboLinuxに

続いてこれで2件目。

プレスリリース

（http://www.suse.de/en/news/news/newp

age/IBM_S390.html）

米Red Hat、IA-64対応Linux
ディストリビューションをリリース

2000年5月18日

米Red Hatは5月17日、IA-64対応Red

Hat Linuxの初期バージョンを開発者向け

にリリースした。これには、GNUの開発

ツールやXFree86、GIMPなどのプログラ

ムが含まれている。Linuxカーネルは

Trillian Projectによって、コンパイラは

Red HatやSGIによってすでにリリースさ

れており、ディストリビューション全体

が移植されるのはTurboLinuxに続いてこ

れが2番目。

IA-64アーキテクチャに関する詳細な技

術資料 は、5月10日に米Intelが同社Web

サイトで広開しており、秘密保持契約に



サインすることなしに誰でも見ることが

可能だ。Red Hatは、今回リリースされ

たディストリビューションとIA-64の技術

資料を併せて参照することで、開発者は

Itanium出荷前からLinux/IA-64で動作する

プログラムを開発することが可能になる

としている。

プレスリリース

（http://www.redhat.com/about/2000/pres

s_itanium-alpha.html）

CorelとInpriseの合併計画撤回へ

2000年5月17日

カナダCorelと米Inpriseは5月16日、両

社の合併合意を取り消したと発表した。

この件に関して違約金などの支払いは発

生しない。

CorelはCorel LINUXやCorel Officeなど

を、InpriseはJBuilderやInterBaseなどの

Linuxに対応した製品を持っている。合併に

より強力なLinux企業を目指すとしていた。

Inprise（http://www.inprise.com/）

Corel（http://www.corel.com/）

SGIがIA-64対応コンパイラを
GPLでリリース

2000年5月17日

米SGIは5月15日、Intelの次世代CPU

アーキテクチャ「IA-64」に対応したコン

パイラ「Pro64」をオープンソースでリリ

ースした。ライセンスはGPLで、C、C++、

Fortran90／95をサポート、gccおよび

g++との互換性を備えている。IA-64のプ

ロセッサは、第1世代である「Itanium」

の出荷が今年後半に予定されている。

Pro64には以下のものが含まれる。（1）

Complete C、C++、Fortran 90 optimizing

compilers（2）Fortran runtime libraries

（3）Vector math library（4）OpenMPTM

support library（ 5） Man pages（ 6）

Assign command

Linux/IA-64の開発は、主要なLinuxディ

ストリビュータなどが参加する「Trillian

Project」によって進められており、すで

に成果のソースコードが公開されている。

今回のコンパイラのリリースにより、

Itanium出荷と同時にLinux/IA-64システム

を稼動できる環境が揃ったことになる。

IA-64で採用されたEPICと呼ばれるア

ーキテクチャは、多数の命令を同時実行

できるようにコンパイラが最適化を行う

ため、性能はコンパイラによって大きく

左右されると言われている。現在のPro64

は、IA-32で動作するクロスコンパイラだ

が、近い将来にはIA-64のネイティブでも

動作可能になる予定。

Pro64についての情報

（http://oss.sgi.com/projects/Pro64/）

Trillian Project（http://www.linuxia64.org/）

LI18NUX、「LI18NUX 2000国際化
仕様」ドラフトの公開レビューを開始

2000年5月11日

Linuxおよびオープンソースの国際化に関

する標準化団体「Linux Internationalization

Initiative」（ LI18NUX） は 5月 11日 、

「LI18NUX 2000国際化仕様」（以下、

L I 1 8 N U X 2 0 0 0 ） の ド ラ フ ト を

http://www.li18nux.net/ で公開し、レビュ

ーを開始した。期間は1カ月後の6月11日

までで、li18nux2000@sun.comでコメン

トを受け付ける。仕様確定は今年8月を目

標としている。

LI18NUX2000は、商用UNIXが実現し

ている国際化機能を元に作られた仕様で、

国際化アプリケーションが必要とするOS

の機能やインターフェイスを定義する。

これに適合したLinuxディストリビューシ

ョンはUTF-8を使用した多言語機能を提

供することができる。また、APIのセット

が規定されることから、ディストリビュ

ーション間で互換性のあるアプリケーシ

ョンが容易に作成可能になる。

ドラフトでは（1）ベースライブラリ

（2）シェルおよびユーティリティ（3）プ

ログラミング言語（4）GUI（5）グラフ

ィックライブラリ（6）グラフィックツー

ルキットとXサーバ（7）入力メソッド

（8）出力メソッド（9）ネットワークサー

バ（11）インターネットツール（12）印

刷などについて、それぞれ必要とする機

能や関数、実装例、将来の方向性が規定

されている。また、仕様への適合性に応

じて「Level 1」と「Level 2」という2つ

のレベルが定義される。

LI18NUXは5月8日、Linuxディストリ

ビューションの互換性向上を目標とする

標準化団体「Linux Standard Base」との

合併を発表している。

LI18NUX（http://www.li18nux.net/）

Linux カーネル 2.2.15がリリース

2000年5月8日

Linux カーネル2.2.15がリリースされた。

Linuxのカーネルには安定版と開発版が

あり、カーネルのマイナーバージョンナン

バー、つまりバージョンナンバーの小数

点以下1ケタ目の数字が、偶数なら安定

版で、奇数なら開発版となっている。今

回リリースされた2.2 . 15は、安定版

（2.2.x）の最新バージョンとなる。ちなみ

に、次の安定版となる2.4.xシリーズは、

2000年夏のリリース予定となっている。

2.2.15は、前バージョンの2.2.14がそう

であったように、安定版の特徴であるバ

グフィックスとドライバの追加、アップ

デートが主体になっている。このバージ

ョ ン に は 、 新 た に 加 わ っ た I 2 O

（Intelligent Input／Output）のサポート、

ISDN関連における「多数」のドライバの

追加、アップデートなどが含まれる。

I2O（Intelligent Input／Output）は、

OSに依存しないドライバの作成を目的と

するPCIのスーパーセット。

ソースコードのダウンロードは、「The

Linux Kernel Archives」の日本のミラーサ

イトや、Ring Serverプロジェクトのミラ

ーサイトなどから可能。ファイルサイズは

gzipで圧縮されたものが約16Mバイト、

bzip2で圧縮されたものが約13Mバイト。

リリースノート

（http://www.linux.org.uk/VERSION/relnote

s.2215.html）

Linux magazine July  200030
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Distribution
新着ディストリビューション

グラフィック用途に特化したディストリビューションの誕生だ。Linux2000Gは、堅
牢なサーバ用OSのLinuxを、タイトなグラフィック作業のプラットホームにしよう、
というコンセプトのもと開発された。斬新なデスクトップのデザインをはじめ、デザイ
ン重視の秘密を探ってみた。

Linux2000G

x86に次ぐLinuxプラットフォームである、PowerPC用のLinuxが今、活発な動き
を見せている。日本語化されたデスクトップ環境など前バージョンの長所を引き継いだ
うえに、MacOSエミュレータという新たな力を得たLinux for PPC Japanese
Edition 3を紹介する。

Linux for PPC Japanese Edition 3

e-コマースもLinuxの時代へ。Raw I/O、クラスタリングといった、基幹サーバに必
須機能を搭載した、Red Hat Linux 6.2J プロフェッショナルのリリースだ。これま
で商用UNIXの牙城であった基幹分野へ、Linuxの先鋒としてなぐり込みをかける。基
幹業務にも耐えるという、その新機能を見てみよう。

Red Hat Linux 6.2J プロフェッショナル
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Linux2000Gは、PCとMacintosh上

で動作する、グラフィック機能を強化

したディストリビューションだ。PC用

はRed Hat Linux 6.0、Macintosh用

はLinuxPPC 1999をそれぞれベースに

して開発され、ヒロ杉山氏による、斬

新なデスクトップ（画面1）やアイコ

ン（画面2）のデザインが特徴だ。カ

ーネルはバージョン2.2.15pre4、ライブ

ラリはglibc2.1.3、XはXFree86 3.3.5

が採用されており、株式会社ホロンが

1万1800円で発売している。ユーザー

登録後90日間は電話、FAX、メール

のいずれかで、件数無制限のサポート

を受けられる。

;

;グラフィック専科

;

Linux2000Gの「G」はGraphicsの

「G」である。PhotoshopなどをWindows

やMacに導入すると、びっくりするほ

ど費用がかかるが、さいわいLinuxに

は、フリーで使えるGimpやTgifといっ

た グ ラ フ ィ ッ ク ツ ー ル が あ る 。

Linux2000Gは、デスクトップに起動用

のアイコンを配置して、それらのツー

ルが快適に使えるように環境が整えら

れている。

■Gimp

GNUが開発するこの画像処理ツール

は、とてもフリーとは思えないほど多

くの機能をもち、「Photoshopキラー」

の異名をもつ。GimpはSchemeという

言語で書かれたプログラムを理解する。

そこで、Schemeを使うScript-Fuとい

うスクリプトを書けば、かなり凝った

ロゴがなどが作成できる。Linuxの

Gimpは、とても安定しているので、タ

イトな画像処理を快適に行うことがで

きる（画面3）。

■Tgif

Tgif（画面4）はフリーのドローツー

ルで、XIMという入力方式で日本語も

使える優れものだ。Linux上で図版を

含んだ文書を作成するときに重宝する。

■Shade for Linux Preview Kit（体験版）

3Dグラフィックツールとしては、

WindowsやMacで定番のShade（画面

5）が収録されている。扱える画像サイ

ズなどに制限がある体験版だが、Shade

の高機能を体験することができる。

;

;初めての人も簡単インストール

;

LinuxはWindowsのアプリケーショ

ンと違い、インストールするのにはハ

ードディスクに専用の領域を作る必要

がある。この領域をパーティションと

Linux2000G

グラフィック専科

初めての人も簡単インストール

製品名 Linux2000G
価格 1万1800円
問い合わせ先 株式会社ホロン

03-5282-5101
http://www.linux2000g.ne.jp/

画面1

斬新なデザインのデスク
トップ

インストールCD（PC用とMac用）
ソースCD
インストーラ起動用フロッピー
Shade for Linux Preview Kit（体験版）CD 3Dグラフィックツールの体験版
インストールマニュアル（PC用とMac用） インストール解説
オペレーションマニュアル Linuxの基本操作を解説
グラフィックマニュアル グラフィックツール使用法の解説

Linux2000Gの収録物



画面5

3Dグラフィックツールとして人気のShade（体験版）

画面6

パーティションマジックプレップツール

画面2

Linux2000Gオリジナルのアイコン

画面3

Gimpに用意されたスクリプトをもとに作成した画像

画面4

ドローツールのTgif
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呼び、その作成は初心者にとって、つ

まずきやすいポイントとなっている。

誤ったパーティション作成をすると、

今までの大切なデータが消えてしまっ

たり、OSが起動しなくなったりと、か

なり深刻な問題を引き起こす。そこで

Linux2000Gでは、直感的な操作で、

Linux用のパーティションが作成でき

る、パーティションマジックプレップ

ツール（画面6）を用意している。こ

のツールは、Windowsマシンへインス

トールして使うのだが、実際に使って

みると、ハードディスク上でWindows

が使用する領域か、それ以外の領域か

を選択するくらいで、パーティション

サイズも自動で設定してくれる。この

ツールによって、初心者には鬼門のパ

ーティション作成がとても楽になって

いる。

;

;いちから始めるLinux

;

「WindowsやMacよりも安定して動

作するするのは魅力だけど、Linuxは

操作が難しいというし」という人は多

いだろう。しかし、GimpやTgifといっ

たツールは、あらかじめデスクトップ

上に配置されたアイコンから起動でき

るようになっているし、これらのツー

ルは、ほとんどマウスで操作できる。

とはいえ、Linuxを使っていると、ど

うしてもコマンド操作が必要になるこ

とがある。そこで、Linux初心者が不

慣れなコマンド操作について、ログイ

ンやログアウトといった基本操作とと

もに、付属マニュアルで解説している。

マニュアルではこのほかにも、メール

クライントや、RPMパッケージのイン

ストール方法、 さらにS am b a や

Netatalkを使ったファイルサーバの設

定方法まで解説されているので、初心

者も安心してLinuxが学べるだろう。

;

;だってLinuxだもん

;

このように、グラフィックワークス

テーションとしての性 格 が強 い

Linux2000Gだが、Linuxが元々得意と

する、ファイルサーバやプリンタサー

バという使い方も有効だ。Linux2000G

上で、SambaやNetatalkを立てれば、

各プラットホームで作成したファイル

がネットワーク上で共有できるので、

複数マシンが混在する環境で、グラフ

ィック作業を行っているユーザーにお

勧めのディストリビューションといえ

るだろう。

いちから始めるLinux

だってLinuxだもん
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マインドは、Power Macintosh向け

ディストリビューションである、Linux

for PPC Japanese Edition 3（ 以 下

Edition 3）の販売を4月25日より開始

した。価格は6800円。同社が'99年の9

月から発売していたLinux for PPC

Japanese Edition 2（以下Edition 2）

のバージョンアップ版である。

Editon 2では、オープンソフトウェ

アのみからなるスタンダード版と、商

用ソフトとサポート権を含んだオフィ

シャル版の2種類があったが、Edition

3では、パッケージは1種類に統一され、

パッケージを購入したユーザーは電子

メール、FAXでのサポートが受けられ

るようになった。

対応機種は、Edition 2よりも大幅

に拡大しており、 最新のP ow e r

Macintosh G4、 iMac、 iBookなどで

も動作するようになった。

■

■Mk Linux R1は含まれず

■

パッケージ内容は、インストール

（バイナリ＋ドキュメント）、ソースの

各CD-ROMに加えて、MkLinux R1の

CD-ROMが含まれている。現在の

LinuxPPCは、初代Power Macintosh

（使われている拡張バスに基づいて、

NuBus Macintoshと呼ばれる）では

動作しないので、これらの機種のオー

ナーには、嬉しい配慮だ。

ただ、現在出荷されているEdition 3

の一部には、MkLinux R1のCD-ROM

が含まれていないものがある。これは、

発売後にMk Linux R1に含まれるソフ

トウェアの一部にライセンス上の問題

が見つかったためのようだ。その場合

でも、ユーザー登録はがきの返送時に、

「MkLinuxを希望する」と書き添えて

おけば、問題解決後に送付してくれる

そうだ。

マニュアルは、とても丁寧に書かれ

たインストールガイドが付属している。

Power MacintoshとPCではハードウ

ェアの構成が異なるため、ディスクの

パーティション設定など、一部の重要

な部分で操作方法が異なっている。そ

のためPCのLinuxに慣れているユーザ

ーがインストールする際には、重宝す

るだろう。もちろん、初心者にとって

も心強いものだ。

Power MacintoshでLinuxを起動す

る時は、MacOS上のプログラムである

BootX（画面1）を用いるようになって

いる。BootXは、MacOSの起動前でも

デスクトップからでも実行できるよう

になっている。またカーネル起動時の

オプション設定もBootXから行える。

ここでグラフィックスドライバや、X

Window Systemの解像度と色数の指

定をするのが一般的だ。この時「No

video driver」ボックスにチェックが入

っていると、描画のアクセラレーショ

ンが行われず、Xのデスクトップ表示が

非常に遅くなってしまうが、使用する

機種に合わせてドライバを指定するこ

とで、かなり高速化できる。

Macintoshの1ボタンマウスで、X

Window Systemの3ボタンをエミュレ

ートする場合の設定もここで行えるが、

かなり無理があるので、できれば3ボタ

ン（ホイール付きがベター）のマウス

を用意すべきだろう。編集部の青白

Power Macintosh G3で試した際には、

Microsoftのオプティカルマウス（USB）

Linux for PPC Japanese Edition 3

Mk Linux R1は含まれず

製品名 Linux for PPC Japanese Edition 3
価格 6800円
問い合わせ先 株式会社マインド

http://www.PC-Mind.co.jp/

画面1 BootX

Linux for PPCは、MacOS上のBootXから起動する。カ
ーネルに渡すオプションもここで指定するようになって
いる。

画面2 デスクトップ

ウィンドウメニューは日本語化されており、操作にとま
どうことはない。違うのは、壁紙のペンギンだけ？
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を用いたが、ホイール機能も含めて完

全に使用できた。

■

■最新ソフトウェアを採用

■

カーネルは、安定版の2.2.15、Cライ

ブラリはglibc 2.1.3をそれぞれ採用し

て い る 。 ま た XFree86 3.3.6

（TrueTypeフォント対応パッチ）、

GNOME 1.0.55、 KDE 1.1.2と X

Window System関係も最新版にアッ

プデートされている。

インストーラは、Red Hatスタイル

のテキストベースでマウスが使えない

ため、マウス依存度の高いMacOSユー

ザーは、多少面食らうことになるだろ

う。余談だが、このインストーラは

RPMパッケージのインストール中に、

画面の左上に新機能の紹介文などが表

示されるようになっている。PC用の有

名なOSのインストーラに合わせたのだ

ろうか。このような表示をすることで、

慣れないユーザーでも今何をしている

のか見当がつけられるようにしてある

のだろう。

インストールが終了してX Window

Systemが起動してしまえば、Power

MacだろうとPCだろうと同じLinuxで

あり、使用感はほとんど変わらない

（画面2）。メニューを見ても、PC用デ

ィストリビューションと同様のソフト

ウェアが備わっている。

最近のディストリビューションでは、

使用中のトラブルシューティングに役

立てるために、Linux関連のメーリン

グリストのログファイルを収録してい

る も の が 多 い 。 Edition 2に も

linuxppc-jpなどのログと全文検索シス

テムのNamazuが収録されていたが、

Edition 3ではGUIの検索用クライアン

トであるTkNamazuがGNOMEやKDE

のメニューに組み込まれている。イン

ストールCD-ROMをマウントして、メ

ニューからTkNamazuを起動すれば、

簡単にコミュニティのノウハウにアク

セスできる（画面3）。

■

■目玉はMac-on-Linux

■

Edition 3最大の目玉は、Mac-on-

Linux（以下MOL）だ。MOLは名前

が示 す通 り、 PowerPC Linux上 で

MacOSを起動させるエミュレータであ

る。PC用のVMwareを思い浮かべれ

ば、どのようなシステムか想像できる

だろう。

一般にMacintosh用のエミュレータ

は、MacOSのROMイメージが必要だ

が、MOLは自身が動作しているマシン

のROMを、ファイル化するユーティリ

ティを同梱している。別のMacintosh

からROMイメージを持ってきたりする

必要はないので、法的にも問題はない。

7.5.2から9.0まで、すべてのMacOS

がブート可能で、もちろん日本語版OS

にも対応している（画面4）。メモリは、

MacOSで使いたい分量だけ割り当てら

れるので、まともに動かしたければ、

かなり大量のメモリが必要になる。デ

フォルトでは32Mバイトだが、これで

はOSを起動させただけで終わりだろ

う。設定は、/etc/molrcというテキス

トの設定ファイルを編集して行う。

編集部で青白Power Macintosh G3

（400MHz）を用意し、Edition 3をイ

ンストール後、100Mバイトを割り当て

たMOLでMacOS 8.6Jを起 動 して、

Adobe Illustratorを起動して操作して

みたところ、十分実用的な速度で、動

作することがわかった（640×480の画

面でIllustratorを使う気にはならない

が）。ショートカットキーも一部X

Window Systemが横取りするものを

除けば、正しく動作していた。

サウンド、SCSI、リムーバブルメデ

ィアなど、まだ未対応の機能も多いが、

Power Macintosh用Linuxの可能性を

広げるシステムといえよう。

画面4 Mac-on-Linux

GNOMEデスクトップでMacOSが起動している不思議
な画面。これは合成ではない。MacOSライクなデスク
トップテーマを使ったら、混乱するかも？

画面3 検索クライアントTkNamazu

インストールCD-ROMをドライブに入れておけば、メニ
ューから一発で検索が行える。

最新ソフトウェアを採用

目玉はMac-on-Linux



Linux magazine July 200036

D
is

tr
ib

ut
io

n

Red Hat Linux 6.2J プロフェッショ

ナルは、 Red Hat,Incが開 発 した、

Red Hat Linux Professional Edition

を、レッドハット株式会社が日本語化

したサーバ用ディトリビューションで

ある。4月に発売されたワークステーシ

ョン用のRed Hat Linux 6.2Jデラック

スと、インストールCDは共通で、カー

ネルのバージョンは2.2.14、ライブラリ

は glibc2.1.3、 Xは XFree86 3.3.6と 、

システムの基本部分は同じである。プ

ロフェッショナルは、デラックスに表1

に示すCD-ROMとガイドを追加した構

成になっている。

Red Hat Linux 6.2J プロフェッショ

ナルは、6月2日から販売され、電話で

30日間、メールで90日間のサポートが

提供される。さらに、正規ユーザーの

み利用可能なFTPサイトへのアクセス

権が180日間与えられる。

;

;セキュアWebサーバ

;

Red Hat Linux 6.2J プロフェッショ

ナルの最大の特徴は、セキュアWebサ

ーバのバンドルだ。インターネット上

での電子商取引は、サーバ市場で今も

っともホットな分野のひとつだが、個

人データなどを扱うため、システムに

は強固なセキュリティが求められる。

このセキュアWebサーバは、セキュリ

ティ面で安全なWebサーバを構築する

ために、128ビット暗号技術を用いた

Webサーバアプリケーションだ。128

ビットの暗号技術は、米国の輸出規制

で制限されているが、開発場所をヨー

ロッパへ移すことにより、アメリカ以

外の国でも利用可能となっている。

;

;データベース開発のプラットホーム

;

Red Hat Linuxは最新バージョンの6.2

から、ハードディスクに直接アクセスす

る機能のRaw I/O、複数のマシンを1台

のマシンとして運用するクラスタリン

グ、4Gバイトまでの物理メモリの使用

といった先進的な機能を装備している。

また、Red Hat Linux 6.2J プロフェ

ッショナルには、IBMのリレーショナ

ルデータベースシステムDB2（英語版）

や、データベース開発環境のdbMAGIC

version 8（評価版）がバンドルされ、

これらのツールと、Red Hat Linuxを

あわせて使うことにより、業務用途に

も十分耐えうるデータベースシステム

の開発と運用が可能である。

;

;エンタープライズという道

;

これまでのLinuxは、Webサーバと

しては高いシェアを誇っていたものの、

データベースやネットワーク基幹シス

テムという、エンタープライズ分野で

は、先達のUNIXに一歩遅れをとって

いた。しかし、IBMが自社サーバマシ

ンにLinuxを本格的に採用するなど、

Linux環境も着々とエンタープライズ

分野への対応を強めているようだ。こ

ういった意味で、信頼性の高いデータ

ベースシステムに求められる先進機能

で武装したRed Hat Linux 6.2J プロ

フェッショナルは、UNIXの牙城へ切

り込む急先鋒となるだろう。

Red Hat Linux 6.2Jプロフェッショナル

セキュアWebサーバ

データベース開発の
プラットホーム

エンタープライズという道

製品名 Red Hat Linux 6.2J プロフェッショナル
価格 2万9800円
問い合わせ先 レッドハット株式会社

03-3257-0411
http://www.redhat.com/jp/

サーバ用アプリケーションCD サードパーティ製のものを含む
Secure Web Server CD セキュリティ面で堅牢なWebサーバ
CPAN収録CD Perlのスクリプト集
IBM DB2開発版（英語版）CD リレーショナルデータベース
Secure Web Server インストールガイド

表1 プロフェッショナルで追加された収録物

IBM DB2 開発版（英語版） リレーショナルデータベース
HDE Linux Controller サーバ管理ソフト
ATOK12SE 日本語入力プログラム
Wnn6 ver.3 日本語入力プログラム
dp/NOTE for Linux/BSD Ver.2.01 日本語ワープロ
System Commander Lite OSブートマネージャ
DynaFont 5書体 商用フォント

表2 バンドルされる主な商用アプリケーション

本誌付録CD-ROMに収録されているのは、Red

Hat Linux 6.2Jの<FTP版>です。この記事で紹

介している、Red Hat Linux 6.2J プロフェッショ

ナルにバンドルされる商用ソフトウェアは含まれて

いません。また、レッドハット株式会社からサポー

トを受けることはできません。
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Distribution
富士マグネディスクから、サーバ専用パッケージソフト「プロ

サーバLinux Ver3.0」が6月2日に発売された。価格は1万9800円

で、ブータブルCD-ROMと日本語マニュアルが含まれる。サポー

トは、メールにより2件までが無償で提供される。

カーネル2.2.14、XFree86 3.3.6の採用や、Sendmail、Bind、

Apacheなどのサーバアプリケーションも最新版を取り入れた。

プロバイダ固有の接続方式に各種対応し、OCNエコノミー専

用回線、ODN、DION、そのほかのプロバイダ専用回線に接続可

能だ。CATV回線のルータとしても利用できる。

GUIで各種の設定を行う管理メニューに、LAN環境での特定フォ

ルダ作成と、アクセス権限の設定機能

を追加し、Windowsファイル共用フォ

ルダへのアクセスを、難しいコマンド

を使わずに設定できる。

Webプロキシサーバによって、ホ

ームページへのアクセスが、より速

く快適になった。また、タイムサー

バによるサーバ時刻調整機能の追加

も行われた。

富士マグネディスク（http://www.fujifilm.co.jp/fmd/）

Distribution
プロサーバLinux Ver3.0発売

デジタルファクトリは、SOHOなどのサーバ向けディストリ

ビューション「Kondara MNU/Linux Server 1.1」を6月8日から

発売する。価格は通常のパッケージが2万4800円、アカデミッ

クパックが1万9800円。ユーザー登録から90日間に5インシデン

ト、インストールからサーバ設定までの範囲で、電話、FAX、

メールによる24時間365日対応のサポートが含まれる。PC/AT

互換機のほかに、Alpha CPUにも対応する。

サーバの各種設定作業を容易にするGUIツールとして、独

自に開発した「mph」ツール群を利用することで、NFSや

DNS、Sendmailの設定、Apacheのアクセス制限、各種サー

バサービス機能設定、メール、FTP、エイリアスのユーザー

設定、ファイアウォール構築、

カーネルの再構築、バックア

ップなどをGUIで行うことが

できる。

また、有償サポートとして、

インシデントパック（3インシ

デント、年間15万円から）や

管理者アウトソーシングサー

ビス（年間基本サポート200

万円）も用意されている。

デジタルファクトリ（http://www.digitalfactory.co.jp/）

Kondara MNU/Linux Server 1.1発売

ターボリナックスジャパンは、サーバ向けディストリビュー

ション「TurboLinux Server日本語版6.1」を6月16日から発売

する。価格は3万9800円で、アカデミック版は2万4800円。サ

ポートは、インストールからサーバ設定までの範囲で、電話、

Web、メールによる90日間3インシデントが含まれている。

主に、セキュリティの強化やデータベース使用時のパフォー

マンス向上などが行なわれ、特にセキュリティ面の強化のため

に米RSA Security社と提携、SSL（Secure Sockets Layer）の

開発ライブラリ「RSA BSAFE SSL-C」を収録した。

カーネル2.2.15、glibc 2.1.3、XFree86 3.3.6を採用。最大

4Gバイトメモリ、RAW I/O、Async I/O、I2O（Intelligent I/O）

をサポートしている。

インストーラには「AutoCruise」

という新機能が加わり、ISPなど

で同一構成のサーバを複数構築す

ることが簡単になった。

「セキュリティホール通知サービ

ス」の提供と、年4回の最新アッ

プデートモジュール「メンテナン

スCD」も送付される。

ターボリナックスジャパン（http://www.turbolinux.co.jp/）

TurboLinux Server日本語版6.1、6月16日発売

レーザーファイブは、LASER5 Linux 6.0 Rel.2の次期バージ

ョン「LASER5 Linux 6.2」を6月30日に発売する。カーネルは

2.2.14、XFree86は3.3.6、GNOME、KDEを採用したデスクト

ップ向けディストリビューションである。価格は未定。

LASER5 Linux 6.2には、米ThinkFree.com社が開発したJava

ベースのオフィススイート「ThinkFree Office Linux」（日本語対

応版）をバンドルする。ThinkFree Officeは、ワードプロセッサ、

表計算、プレゼンテーション・グラフィックス、オンラインフ

ァイル管理機能を持っていて、Microsoft Officeと互換性がある。

レーザーファイブ（http://www.laser5.co.jp/）

LASER5 Linux 6.2、6月30日発売予定
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FutureNet eServer-200は、センチュ

リーシステムズが開発した組み込み用

の超小型Linuxサーバである。

10cm×7cmというコンパクトなメ

インボードだけでも動作可能だが、ほ

ぼ同じ大きさの2.5インチハードディス

クや（写真1）、PCMCIAインターフェ

イスボード（写真2、3）、コンパクト

フラッシュインターフェイスボードを

接続することで応用が広がるだろう。

現在は、OEM向けなので基板がむ

き出しのままだが、ケースに入れた

「ディストリビューション版」も開発

を進めており、7月より販売の予定と

なっている。なお、個人でもサンプル

品を購入することが可能だ。

;;

;;CPUは組み込み用PowerPC

;;

メインボードのCPUは、Motorolaの

PowerPC 860Tという、周辺装置コン

トローラを統合したマイクロプロセッ

サが使われていて、50MHzクロックで

動作させている。4MバイトのFlash

ROMと16MバイトのRAM、RS-232C、

ハードディスクインターフェイスを搭

載し、ネットワークインターフェイス

は、10／100BASE-TXを1ポートと

10BASE-Tを1ポートの合計2ポートが

標準装備されている。RS-232Cインタ

ーフェイスはネットワーク用と同じ

RJ-45ソケットが使われている。電源

は5VのACアダプタから供給し、7セ

手のひらサイズの組込用超小型のLinuxサーバ

FutureNet eServer-200
Windows上でシームレスにXサーバを提供する

ASTEC-X 3.00

38

40

CPU、メモリ、ハードディスク、ネットワークインターフェイスが揃っていれば立派なコンピュー
タである。はがきの半分以下のサイズにそれを凝縮して、Linuxが動作する本機は、さまざまな応
用ができるベースシステムとして大きな可能性を秘めている。

FutureNet eServer-200

手のひらサイズの組込用超小型のLinuxサーバ

製品名 FutureNet eServer-200
価格 5万9800円～9万9800円（サンプル価格）
問い合わせ先 センチュリー・システムズ株式会社

TEL 0422-37-8911
http://www.centurysys.co.jp/

CPUは組み込み用
PowerPC

写真1 FutureNet eServer-200

2.5インチのハードディスクと同じ大きさで、CD-
ROMと比べると小ささがよくわかる。
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グメントのLEDで各種ステータスを表

示する（写真4）。

OSは、LinuxかiTRON準拠のリアル

タイムOSを選択することができ、

Flash ROMに書き込まれて出荷され

る。Linuxは、LinuxPPCのサブセット

となっていて、接続するストレージの

違いでインストールされるサーバソフ

トウェアは変わってくる。メインボー

ドだけで動作させる場合には、Flash

ROMの容量によって機能が制限され

るのはしかたがないところだろう。

OSのバージョンアップといったファ

ームウェアの更新は、ユーティリティ

を使ってLAN経由で行うことができる。

;;

;;Linuxならではの豊富な機能

;;

Webサーバ（Apache）、メール、

DNS／DHCP、FTP、NTPタイムサー

バ、ダイヤルアップサーバなど豊富な

機能を実現でき、ハードディスクを付

ければNFS／Samba／Netatalkによっ

て、UNIX／Windows／Macintoshの

ファイルサーバとして利用できる。

また、2つのネットワークポートを

生かして、ファイアウォールやIPマス

カレードといったルータ機能を持たす

のもよいだろう。

今回試用したeServer-200は、6Gバ

イトのハードディスク付きで、デモ用

に調整されたものだ。Webサーバ、

FTPサーバなど一部の機能しかなかっ

たため、telnetでログインしたり、ブラ

ウザでホームページを見てみたりと、

短い時間使っただけだがレスポンスは

悪くない。ファンもなく、ノートPC用

のハードディスクなのでシーク音もか

すかに聞こえる程度で、ケースに入れ

たらまったくの無音だと思われる。

;;

;;ユーザーアプリケーションの開発

;;

製品版では、ネットワークやシステ

ム設定、サーバ機能の動作、サービス

稼働状況監視などが、すべてWebブラ

ウザからコントロールできるようにな

るということだ。

eServerには、キーボード、マウス、

ディスプレイを接続することができな

いため、ネットワーク経由で操作する

ためには、ネットワークアプライアン

スと呼ばれている特定用途向け製品と

同じように、Webブラウザでの操作は

必須といえよう。

アプリケーションの開発は、Linux

PPCが動作するMacintoshでコンパイル

するのが簡単だが、PC上のクロスコン

パイラを利用することもできるし、ハ

ードディスク付きのモデルならeServer

上でセルフコンパイルも可能だ（ただ

し、RAMを32Mバイトに増設が必要）。

応用製品としてはいろいろ考えられる

が、PCMCIAインターフェイスを利用し

て、無線LANカードやPHSデータ通信

カードを使ってアクセスポイントにした

り、SOHOや小規模オフィスなどでイン

ターネットとのファイアウォール、Web

サーバ、メールサーバとして利用したり

するのがよいのではないだろうか。小型、

無音、低消費電力という利点は家庭で使

う場合にも向いていると思われる。

Linuxならではの豊富な機能

型番 FutureNet eServer-200
CPU PowerPC 860T 50MHz
ROM（Flash） 4Mバイト
RAM 16Mバイト（最大32Mバイト）
シリアルポート RS-232×1ポート
イーサネット 10／100BASE-T×1ポート

10BASE-T×1ポート
ディスクインターフェイス IDEインターフェイス×1ポート
LED 7セグメントLED（電源、ステータス表示）
OS LinuxまたはリアルタイムOS
ストレージオプション 2.5インチハードディスク（6Gバイト）

（システム、データ用） PCMCIA Flash ROMカード（最大1枚）
コンパクトフラッシュカード（最大2枚）

基板サイズ 100mm×70mm（突起物を除く）
外形寸法（mm） 120（W）×84（D）×50（H）
最大消費電流 2.5A（DC 5V、起動時）
表1  FutureNet eServer-200の主な仕様

写真4 メインボード

CPUは組込用ワンチップPowerPC 860T。この1枚に
すべての機能が凝縮されている。

写真2 PCMCIAインターフェイスボード

このほかにコンパクトフラッシュインターフェイスボ
ードも用意されている。

写真3 PCMCIAインターフェイスとの組み合わせ

ハードディスクレスで利用することも可能。メインボ
ードに接続してFlash ROMカードを使うことができる。

ユーザーアプリケーションの
開発



Windows用PC Xサーバとして実績

のあるASTEC-Xが3.00にバージョン

アップした。PC XサーバはWindows

上でX Window Systemを実行するた

めのソフトである。WindowsとLinux

の両方を使っているような場合に非

常に便利なソフトウェアである。

今までPC Xサーバに触れたことの

ない人は、どんなものなのかちょっ

と想像がつかないかもしれない。

Windows上でXのアプリケーション

を動かすという感覚がつかめないだ

ろう。まずは画面1を見てほしい。見

慣れたGNOMEのログイン画面であ

る。これはgdmというグラフィカル

ログインの画面だ。しかしよく見る

と、下のほうにWindowsのスタート

メニューとタスクバーが表示されてい

るのがわかる。実はこれはLinuxのコ

ンソールに表示されたgdmではなく、

Windows上に表示されたgdmだ。も

ちろんログインすることができる。

■

■　Windows上でXアプリケーション

■

次に画面2を見てほしい。これも見

慣れたGNOMEのディスクトップだ。

いくつかのウィンドウが表示されてい

る。しかしよく見ると、Internet

Explorerとエクスプローラのウィンド

ウが表示されているのがわかる。これ

は当然Windowsのアプリケーション

である。このように、Windowsのア

プリケーションとGNOMEのアプリケ

ーションをシームレスに実行できるの

がPC Xサーバの素晴らしい機能だ。

画面 3 は 、 X の 壁 紙 を 隠 し て

Windowsの壁紙を表示させた状態だ。

この画面を見ればWindows上でXの

アプリケーションが動いていること

がよくわかる。もちろん、Xサーバな

の で G N O M E だ け で は な く 、

AfterStepやKDEを使うこともできる

（画面4）。

ASTEC-XはWindows上でLinuxを

動かしているわけではない。この画

面はネットワーク上の別のマシンの

Linuxにログインしているのだ。その

ため、Xで動かしているアプリケーシ

ョンのマシンパワーは、リモートロ

グインしているマシンのものを使用

する（Windows上での描画は別だが）。

Windows上のXサーバはいくつも

存在しているが、特定のウィンドウ

内で使用するものも多く、ASTEC-X

のようにマルチウィンドウで表示で

きるものは少ない。まして、日本語

が使えて、実用に耐えられる実行速
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Windows上でシームレスにXサーバを提供する

ASTEC-XはWindows用のXサーバソフトだ。X Window Systemをネットワーク接続した
Windowsマシン上で使うことができる。Xをコンソールの呪縛から解き放ち、telnetでは実
行できないGUIのアプリケーションが使えるスグレモノだ。

ASTEC-X 3.00

製品名 ASTEC-X
価格 7万8000円（個人利用の場合、3万9000円）
問い合わせ先 株式会社アステック・プロダクツ

TEL 03-5804 -1853
http://www.astec.co.jp/

Windows上で
Xアプリケーション

画面2 GNOMEデス
クトップ

左上のウィンドウは
Internet Explorerで、右
上のウィンドウはエク
スプローラだ。GNOME
のデスクトップとシー
ムレスに実行されてい
るのがわかる。

画面1 グラフィカルロ
グイン画面

よく見るとWindows上で
gdmのログイン画面が表
示されているのが分かる。
下に見えるのはWindows
のスタートメニューとタ
スクバー。
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度のものとなると探すのが難しくな

る。ASTEC-Xは他のPC Xサーバと

比べても最高峰に属しているといえ

るだろう。

■

■　どんなときに便利なのか

■

今となってはX Window Systemを

使わずにLinuxを使っている人は少な

いだろう。多くのアプリケーションは

ユーザーインターフェイスがGUIで提

供されているし、実際GUIのほうが使

いやすいと感じている人も多いだろ

う。しかも、コンソールでログインで

きない場合などはtelnetでログインす

ることになるが、これではGUIのソフ

トが使えない。また、場合によっては

Windowsのアプリケーションを使わ

なければならない場合もあるだろう。

そんなときにPC Xサーバを使えば1台

のマシン上でWindowsとX Window

Systemの両方を使うことができる。

■

■　どこが変わったのか

■

旧バージョンのASTEC-Xを使用して

いたなら、バージョン3.00になってど

こが変わったのか気になるところだろ

う。主な変更点は次のようなものだ。

・カラーエミュレーションの強化

・コンソールエミュレーションの強化

・設定ファイルの読み書き機能

・設定アシスタント

・X11R6.4対応

・XDMCP chooser機能

・高速化

・Xlaunchの改良

特に、今回追加されたXDMCP

chooser機能を使うことで、複数の

Linuxマシンをメニューから選択する

ことができるようになった。複数のマ

シンを使用してる場合に非常に便利だ。

■

■　ASTEC-Xを動かす

■

最近のディストリビューションは

セキュリティが厳しくなっており、

ネットワークからのログインができ

ないように設定されているものもあ

る。このようなディストリビューシ

ョンでASTEC-Xを使う場合は、設定

ファイルの変更が必要になる。たと

えば、GNOMEのgdmを使用する場

合は、/etc/X11/gdm/gdm.confを変

更する必要がある。変更する箇所は

[xdmcp]セクションの「enable=0」を

「enable=1」に変更する。もちろん、

ASTEC-Xを実行するマシンからリモ

ートログインできるように/etc/hosts.

allowファイルを変更する必要もある。

これでもログインできない場合は、

[daemon]セクションの「KillInitClients

=1」を「KillInitClients=0」に変更し

てみてほしい。

ASTEC-Xは非常に便利なソフトウ

ェアで、一度使うと手放せなくなっ

てしまう。WindowsのIMEをXのア

プリケーションで使うこともできる。

速度も申し分なく、ほとんどコンソ

ールでログインしているのと変わら

ない。付録CD-ROMに体験版が収録

されているので、ぜひ使ってみてほ

しい。

ただし便利なソフトである反面、

価格がやや高価である。1ライセンス

7万8000円（個人使用の場合は3万

9000円）と気軽に手を出せる金額で

はない。もう少し気軽に買える価格

設定にしてほしいところだ。

画面3 Windowsの壁紙を表示

Xの壁紙を隠してWindowsの壁紙を表示してみた。Windows上でXのアプリケーショ
ンが動いているのがわかりやすいだろう。

画面4 KDEのデスクトップ

ASTEC-XはXサーバなので、KDEやAfterStepなどのデスクトップも表示できる。
もちろん、SunやFreeBSDなどでも使用できる。

どんなときに便利なのか

どこが変わったのか

ASTEC-Xを動かす



5月11、12日の両日、有明の東京ビ

ッグサイトにおいて、LinuxWorld

Expo/Tokyo 2000が開催された。「IT

革命の中心にLinuxがある」というテ

ーマが掲げられた今回は、85社が展示

会に出展し、2日間で2万4000人を超え

る来場者を記録した。会場はLinuxの

発展と普及を願う多くの人々の熱気に

つつまれていた。

この記事が掲載される頃には、開催

からすでに1カ月近く経過していること

になる。本誌の読者の方なら、すでに

関連の情報を他のメディアを通じてご

存じのことだろう。そこで、来場でき

なかった読者のために、できるだけイ

ベント会場の生の雰囲気を伝えること

にしよう。

4月中に発表されていたとはいえ、

データベース界の巨人Oracleと、世界

有数のLinuxディストリビューター

TurboLinuxのジョイントによる「ミ

ラクル・リナックス」は大きな注目を

集めていた。ミラクル・リナックス株

式会社は、日本オラクルが中心となっ

て、ターボリナックスジャパン、日本

電気（NEC）、オービックビジネスコ

ンサルタント（OBC）などの出資を受

けて設立されたLinux事業会社である。

＠

＠注目の基調講演

＠

基調講演では、ミラクル・リナック

スの代表取締役社長に就任する矢野広

一氏が、設立の経緯と抱負を述べた。

強調されたのは、同社の実績に裏付け

られた技術とオープンソースコミュニ

ティで企業が果たす役割である。日本

オラクルのデータベース技術、ターボ

リナックスジャパンのOS技術、NEC

のPCサーバ技術を結集して、企業が安

心して使うことのできるデータベース

処理に最適化された日本語ディストリ

ビューション（Miracle Linux）を誕

生させるという目標が示された。

ほぼ同時刻に行われたターボリナッ

クスジャパンの記者発表会場では、同

社の小島國照社長が「Miracle Linux

は100％TruboLinuxとなる」と語った。
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開催

注目の基調講演



マーケットにおいてはライバル関係に

なることに触れ、「競争は歓迎する」

という発言も飛び出した。技術を共有

しながらも、ビジネス面では互いに新

しい可能性にチャレンジしていくとい

うことなのだろう。

＠

＠いっそう強まったビジネス色

＠

今回で3回目となるLinuxWorld

Expoだが（第1回はLinuxWor ld

Conference Japan '99として開催）、

回を重ねるごとに規模が拡大し、同時

にビジネス色も強まってきている。テ

ーマとしてIT革命が据えられた今回

は、本格的な企業レベルでの導入に向

けて、各社とも力の入った展示内容だ

った。

会場入りして、まず目についたのが、

クラスタリング技術を用いた大規模サ

ーバシステムのデモンストレーション

だ。ラックマウントタイプのマシンが

ずらりと勢ぞろいし、来場者の目を引

いていた。熱心に担当者に話を聞く背

広姿のビジネスマン風の人もいて、導

入側の企業でもLinuxに対する関心が

高まっていることをうかがわせた。

NEC、IBM、Compaqなど、大手コ

ンピュータメーカーに混じって、日本

進 出 を発 表 した米 国 のVA Linux

Systems、国産ハードウェアベンダー

であるノーザンライツやアダムネット

などもラックマウントタイプのサーバ

マシンを出展していた。

そんな中で異彩を放っていたのが、

IBMのS/390だ。IBMのメインフレー

ムマシンであるS/390上でLinuxが動作

するという事実にまず驚かされた。

S/390には、OS上で複数のバーチャル

マシンを動作させる機能があり、その

バーチャルマシン上でLinuxが動作す

る仕組みになっているらしい。メイン

フレームの堅牢性や高可用性を活かし

ながら、Linuxの持つ柔軟性や豊富な

ソフトウェア資産といった利点も享受

できる。会場では、S/390でOS/390と

Linuxを並行稼動させ、Linux上で動

作するApacheとOS/390上で動作する

DB2との連携によるストリーミング配

信のモデルをデモンストレーションし

ていた。

＠

＠Linuxのこれからを担う主役たち

＠

最近では一般メディアにも取り上げ

られるようになり、オープンソースに

よるソフトウェア開発が新しいビジネ
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今回はラックマウントサーバの出展が目立った。写真は、各社の1Uサイズサーバマシ
ン（フォースのGK-21、ノーザンライツのNL Server 1100、VA Linux SystemsのVA
Linux 1000 1U、コンパックのAlphaServer DS10L）。

コンパックはAlphaマシンでクラスタシステムをデ
モ。Linuxのハイエンドサーバ用途での利用は、今後
ますます加速していきそうだ。

“Penguin on S/390”というわけで、
IBMのブースでは同社の汎用機S/390で
Linuxが動作していた。アパッチとDB2
を組み合わせたストリーミングをデモ。

Linuxのこれからを担う主役たち

いっそう強まったビジネス色



スモデルとして注目を集めている。そ

の代表格ともいえるのがRed Hatと

TurboLinuxだろう。

会場内では、最大級のブースを用意

して大型スクリーンによるインストラ

クションを繰り広げたTurboLinuxが

目立っていたが、Red Hatのブースも

多くの来場者を集めていた。また、出

展されたハードウェアには、「Powered

by TurboLinux」の文字や、おなじみ

の「Red Hat Man」のステッカーが貼

られたものが多く、ここでも、お互い

の存在を主張し合っていた。

ほかのディストリビューターも、そ

れぞれのブースでアピールを行った。

Kondara MNU/Linuxの販売元デジタ

ルファクトリは6月8日にリリース予定

のKondara MNU/Linux Server 1.1を

Alphaマシンでデモンストレーション。

レーザーファイブも6月発売予定の

LASER5 Linux 6.2を中心に、クラス

タリングシステム、クレジットカード

大の超小型マシンなどを参考出展して

注目を集めた。

日本進出を予定しているOpenLinux

の Caldera Systems、 Storm Linux

2000の Stormix Technologiesといっ

た海外ディストリビューション企業も

参加して、その存在を将来のユーザー

たちに示していた。

＠

＠SOHO向けマシンも多数出展

＠

クラスターシステムやメインフレー

ムと好対象をなしていたのが、SOHO

や個人ユース向けの小型サーバマシン

の展示ブースだ。

アクアリウムコンピュータが出展し

た小型サーバ「Silver Neon」は、少

し照明を抑えたブース内で半透明の筐

体が淡い光を放つ姿がとても印象的だ

った。もちろん、SOHO向けサーバと

して十分な機能も備えている。CPUは

Celeron 533MHz、128Mバイト（ま

たは256Mバイト。購入時に選択）の

メモリを搭載し、20.4GバイトのHDD、

内 蔵 U P S 機 能 な ど を 備 え る 。

TurboLinuxとRed Hat Linuxのプリ

インストールモデルがラインアップさ

れる予定だ。

このほかにも、アダムネットのファ

イアウォール専用マシンFIREBOX

SOHO、フォースのGK-21、サイバネ

テックのPathNavigatorなどの個性的

なマシンが多数展示されていた。これ

らの元祖的存在であるCobalt Qubeも

姿を見せていた。
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日本進出を発表したVA Linuxのブース。ラックマウン
トサーバマシンを中心に出展。今後の事業展開が期待
される。

Red Hat, Inc.のCEO、ボブ・ヤング氏もビデオで登場。

ディストリビュータ界の元気者、Kondaraペンギンは会
場でも存在をアピール。住み慣れたデスクトップを離れ、
大型スクリーンで大暴れしていた。

各ディストリビュータとも大型スクリーン
を使ったデモで、多くの来場者を集めて
いた。会場内が熱気に包まれる。

テンアートニのブースで配られていた「オープンソー
ス」。同社の外食チェーン向け受発注システム「セルベ
ッサ」もオープンソースソフトウェアだ。

SOHO向けマシンも多数出展



サーバ用途ではないが、コンパクト

でキュートなマシンを発見した。ピノ

ーが出展したFoliumとTruncusがそれ

だ。特にFoliumは黄色のフロントパネ

ルが特徴的で、専用の8.5インチ液晶デ

ィスプレイを合わせると、とてもインテ

リア性が高くおしゃれなイメージがあ

る。Foliumのスペックを紹介しておこ

う。CPUにはNational Semiconductor

の Geode GXLV 266MHzを採 用 し、

64Mバイトのメモリを搭載。4.3Gバイ

トの2.5インチHDD、USB 2ポート、

PCカード、さらにモデムまで内蔵して

いる。今夏にも発売の予定だ。

＠

＠ニューカマー

＠

SGIといえば、ハリウッド映画でも

使われているというハイクオリティCG

などの高度なグラフィックス処理環境

を提供するプラットフォームとして有

名だ。これまで、独自のUNIX系OSで

あるIRIXを採用してきたが、今後

Linuxへのシフトを強めることを表明

している。同時にハードウェアに関し

ても、Intelアーキテクチャを取り入れ

た新しいシリーズ展開を始めている。

今回は、Intelアーキテクチャを採用し

たワークステーションマシンとクラス

タリングシステムを組み込んだラック

マウントサーバを展示していた。

Linuxとハードウェアだけでなく、

アプリケーションの出展が目立ったの

も今回の特徴だ。従来、Linuxが利用

されてきたサーバ用途向けのツールや

アプリケーションだけでなく、グルー

プウェア、ワープロなどのビジネス用

途向けの製品も登場してきた。

なかでは、ThinkFree.comのオフィ

ス ス イ ー ト 「 ThinkFree Office」、

HancomLinuxの多国語対応ワープロ

「アレアハングル」、日本語化はまだだ

が、Windows版の評価が高いCorelの

「WordPerfect for Linux」が注目だ。

冒頭でも紹介したように、ミラク

ル・リナックスに出資しているOBCも

テレビCMでおなじみの「～奉行」の

Linux版を発表している。

●

Linuxを取り巻く環境は、ここ1年ほ

どで急激な変化を遂げた。IT産業にか

かわる各企業がLinuxへの支援を次々

と表明した反面、「ブームにすぎない」

とする冷ややかな見方もある。ただ、

今回の盛り上がりを見る限り、ビジネ

スシーンへのLinuxの浸透は当分やみ

そうもない印象を強く受けた。
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アクアリウムコンピュータの
SOHO向け小型サーバマシン
sliver neon。中央部にある2つ
のLEDは、上がサーバの状態監
視用、下の3色に点滅している
ほうがプロセス監視用。

富士通のブースに出展されてい
た、サイバネテックの小型サー
バマシン。サイズは20cm×
3.9cm×15.5cmと、かなり小型
で、底面の磁石で垂直面にも設
置可能。

SGIはLinuxへのシフトを強調。この
クラスタシステムのデモ以外に、
Linuxをサポートするワークステーシ
ョンも展示していた。

ついにキャンギャルが！　華やかさを演出した彼女たちもイベントの盛り上げに
ひと役かっていた。

新規参入メーカーの出展も。写
真はピノーのFolium。8.5イン
チの専用モニタもイカしている。
Linuxをプリインストールして今
夏にも発売予定。

ニューカマー
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ディストリビューションディストリビューション

その誕生以来、一貫してオープンソース／フリーソフトウェアを標榜してきたLinuxだが、

相次ぐ商用ディストリビューションの登場により、いやがおうにもマーケットという戦場へ

と駆り立てられている。そこは厳しい競争原理のみが支配する世界。生き残るのは誰だ！
illustration : Aki with Tsubochi

その誕生以来、一貫してオープンソース／フリーソフトウェアを標榜してきたLinuxだが、

相次ぐ商用ディストリビューションの登場により、いやがおうにもマーケットという戦場へ

と駆り立てられている。そこは厳しい競争原理のみが支配する世界。生き残るのは誰だ！
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2000年に入ってから相次いだリリー

スラッシュも一段落し、各ディストリ

ビューションがほぼ出揃った感がある。

次期リリースはカーネル2.4を睨んで、

ということになるだろう。

そこで今回の特集では、今年リリー

スされた日本語ディストリビューショ

ンの評価と今後の動向を、ディストリ

ビューション選びのポイントなどをま

じえながら展望していくことにする。

まずは、Linuxのコア部分について

検討していこう。基本コンポーネント

のバージョンは、サウンドやグラフィ

ックス機能などのハードウェアのサポ

ートに関連する重要なポイントだ。現

状では、リリース次期によるばらつき

はあるが、どのディストリビューショ

ンも

●カーネル：2.2.13または2.2.14

●Cライブラリ：2.1.X＊1

●XFree86＊2：3.3.5または3.3.6

でほぼ揃っている（64ページの機能一

覧を参照）。この部分では大きな差異

はないと考えてよい。また、各ディス

トリビューターとも、検証作業が済み

しだい、新しいバージョーンのものを

FTPサイトなどを通じて順次公開して

いくはずだ。

公開（配布）時期は、そのスタンス

によって異なってくると予想される。

新しいバージョンを積極的に取り入れ

ていくディストリビューターもあれば、

現行リリースの安定性を重視する方針

のところもあるからだ。この点は、デ

ィストリビューションを選ぶ際のポイ

ントのひとつになるだろう。この点に

ついては、のちほどもう一度触れるこ

とにする。

Linuxのディストリビューションは、

次の3つの系列に大別される。

●Red Hat系

●Debian系

●Slackware系

世界中にはさまざまなディストリビ

ューションが存在し、これら3つの系統

に属さないパッケージもあるが、現在、

多くのユーザーを集めているディスト

リビューションのほとんどは3系統のい

ずれかに属している。日本国内では、

さらにその傾向が強い。

3つの系列は、おもにソフトウェアの

バイナリパッケージの管理方式の違い

で判別できる。バイナリパッケージに

よるインストールは、ソースコードか

らのコンパイルに比べて必要とされる

知識が少なくて済む。ただし、あるパ

ッケージをインストールし、正常に動

作させるには、別のパッケージが必要

となる、といった依存関係が存在する。

この依存関係を管理して、ユーザーが

適切にパッケージを導入できるように

支援する仕組みが各系列で異なってい

るのだ。

Red Hat系のディストリビューショ

ンは、Red Hat, Incが開発したRPM

形式という管理システムを採用してい
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基本コンポーネントの
バージョン

画面1 Red Hat, IncのWebサイト 画面2 DebianプロジェクトのWebサイト 画面3 SlackwareのWebサイト

RedHat系が
メインストリームを形成

ディストリビューションの現在ディストリビューションの現在



ディストリビューションディストリビューション

る。Debian系には、Debianプロジェ

クトが開発したdeb形式のパッケージ

を管理するためのツールが用意されて

いる。Slackwareは、パッケージを管

理するための仕組みを持たない。

今回取り上げるディストリビューシ

ョンは、Plamo 2.0（ Slackware系）

を除いて、すべてRed Hat系となっ

た。他系列のディストリビューション

を大きくリードし、Red Hat系が中心

的な役割を果たしているといってよい。

Linuxの配布形態は、パッケージ販

売、FTPサイト、雑誌・書籍の添付

CD-ROMと多岐にわたっているため、

インストールベースでのシェアを正確

に把握することはできないが、当誌で

行っている読者アンケートの結果（図

1）などを見ても、Red Hat系の優位

は確かなようだ。

これは、入手のしやすさ、商用パッ

ケージを含めたバリエーションの豊富

さ、RPMによるパッケージ管理の普及

度などに起因していると思われる。特

に、RPM形式によるバイナリパッケー

ジの配布は、ソースからのコンパイル

に自信のない（あるいはそれを好まな

い）ユーザー層に支持される大きな要

因となっているはずだ。ゲームやドラ

イバモジュールなどの配布元でも、

RPM形式での配布を優先的に行うとこ

ろが増えてきている。

ただし、ひとくちにRed Hat系とい

っても、あくまで開発ベースがRed

Hatということであって、それぞれ独

自のユーティリティやツール、より新

しい機能を取り入れることで、独自性

を強めつつある。ユーザーの立場から

すると、選択の幅が広がるという利点

がある一方で、コマンドやユーザーイ

ンターフェイスなどの統一性が損なわ

れるといったマイナス面があることも

否めない。細かいことではあるが、デ

ィストリビューション間の互換性につ

いて考えるとき、ユーザーインターフ

ェイスや操作性の問題は無視できない

要素である。

ユーザーインターフェイスに直接関

連 す る 要 素 と し て 、 X Window

Systemのウィンドウマネージャとデス

クトップ環境があげられる。これも後

述の機能一覧を見てもらえばわかるの

だが、現在の主流はEnlightment／

Sawfish＋GNOME、KDEである。特

にデスクトップ環 境 に関 しては

GNOMEとKDEがスタンダードの地位

を確立しつつあるといってよい。今回

紹介するディストリビューションのす

べてで、この2つがデフォルトまたは、

追加の設定で利用可能となっている。

いまのところ、GUI環境の操作性に関

して、ディストリビューション間での

大きな差異はないといえるだろう。
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TurboLinux 

Red Hat Linux（日本語版） 

Vine Linux 

LASER5 Linux 

Plamo Linux 

Debian GNU/Linux 

Slackware 

Kondara MNU/Linux 

OpenLinux 

LinuxPPC／MkLinux 

Red Hat Linux（英語版） 

Linux MLD 

Linux Mandrake 

Storm Linux 2000 

Corel LINUX OS 

その他のディストリビューション 

ディストリビューションは使用していない 

無回答 

図1 使用しているディストリビューション 本誌5月号のアンケート集計結果より

系　列 ディストリビューション名 公式Webサイト

Red Hat系 OpenLinux http://www.openlinux.ne.jp/

SuSE Linux http://www.suse.com/

Linux Mandrake http://www.linux-mandrake.com/en/

Debian系 Debian GNU/Linux http://www.debian.org/

Corel LINUX OS http://linux.corel.com/

Storm Linux http://www.stormlinux.com/

Slackware系 Slackware Linux http://www.slackware.com/
※今回、特集としてとりあげたディストリビューションを除く表1 各系統のおもなディストリビューション

＊1 Cライブラリ
C言語でコーディングされたソフトウェアの作成
と実行に必須の「関数」と呼ばれる小さなプログ
ラムの集まり。バージョンによって機能が異なる
ため、アプリケーションの動作に影響を与える場
合がある。
＊2 XFree86
UNIX系のOSでは、ユーザーにGUI環境を提供す
るための仕組みとしてX Window Systemを採用し
ている。XFree86はフリーのX Window Systemで、
ほとんどのLinuxディストリビューションに収録さ
れている。



この特集では、ディストリビューシ

ョンをデスクトップ系とサーバ系に大

別して紹介している。実際には、明確

な区別があるわけではなく、どのディ

ストリビューションのどのリリースを

用いても、サーバを構築することは可

能だ。必要なサービスアプリケーショ

ンを入手、インストールして、セキュ

リティなどの必要な設定を行えば、任

意のディストリビューションをベース

にサーバを構築できる。

商業ベースで販売されているサーバ

向けディストリビューションは、必要

なサービスアプリケーションや専用の

管理ツールがバンドルされており、デ

フォルトの設定もサーバ用途に合わせ

てチューンアップされている。

今回は便宜上、このようにサーバ向

けに特化されていないものをデスクト

ップ系と呼ぶことにする。繰り返しに

なるが、これらのディストリビューシ

ョンの用途がデスクトップに限定され

るわけではないことに注意してほしい。

すでに述べたように、基本となるカ

ーネルのバージョンなどについて、各

ディストリビューション間に大きな格

差はない。現状では機能的に抜きん出

たディストリビューションはない、と

いう印象が強いのも事実だ。そのため、

それぞれのアピールポイントと、改善

が望まれる部分を重点的に評価してい

くことにする。

各ディストリビューションを紹介す

るページには、それぞれの特徴をわか

りやすく示すために、タイトル部分に

「判定チャート」を掲載している。

■先進性

前述した新バージョンや新機能の採

用に関するアプローチは、「先進性」

として示している。開発バージョンの

ソフトウェアなど、積極的に新しい機

能を取り入れる姿勢を先進性とし、安

定バージョンに限定し、採用に際して

も一定の猶予期間をみていこうとする

姿勢を安定志向として評価した。

■コストパフォーマンス

商用パッケージの値段と、バンドル

ソフトウェアの充実度を比較して評価

している。Plamoについては、商用パ
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「Linux」とは、もともとOSのコア部分で

あるカーネルに付けられた呼称であるが、現

在では、カーネルを中心とするシステム全般

を示す言葉として用いられている。

■Linux誕生の経緯

ほとんどの読者はすでにご存じだと思うが、

Linuxのカーネルは、当時フィンランド在住の

学生だったLinus Torvalds氏が、1991年に開

発を始めたプログラムが原点である。このプ

ログラムは、80386に組み込まれたマルチタ

スク機能をOSとして実装するためのものであ

った。開発に際してTorvalds氏は、ソースコ

ードをネットニュースを通じて公開し、広く

開発への参加を呼びかけた。そして、世界中

のプログラマーが開発に参加して改良されて

いき、現在へと至っている。

■GNUプロジェクト

カーネルだけではOSとしても、コンピュー

タシステムとしても機能しないため、各種の

サービスやコマンド、アプリケーションが

Linuxに移植された。その多くは、Linuxカー

ネルと同じくフリーソフトウェアであるGNU

プロジェクトが開発したものであった。この

ジョイントは、Linuxカーネルをコアとする

OSが発展し、広く普及するきっかけとなっ

た。GNU/Linuxと表記されることがあるのは、

それがGNUとLinuxカーネルを組み合わせた

OSであることを示しているのだ。

LinuxもGNUプロジェクトが策定したフリ

ーソフトウェアのライセンス規約であるGPL

（GNU Public Licence）のバージョン2に基づ

いて配布されている。GPLでは、ソースコー

ドの改変や再配布の自由が認められていると

同時に、それを妨げないことを要求している。

■ディストリビューション

前述のとおり、カーネルだけではシステム

として完全ではない。そのため、Linuxカーネ

ルをコアとするコンピューティング環境を構

築するには、ほかにも多くのソフトウェアが

必要となる。それらのソフトウェアをとりま

とめてパッケージングし、ユーザーに配布す

るための完全なOSのセットが「ディストリビ

ューション」である。

初期のディストリビューションは、フリー

ソフトウェアのみで構成されていたが、やが

て、商用ソフトウェアやサポートなどを含み、

商業ベースで流通するディストリビューショ

ンも登場するようになった。商用ディストリ

ビューションであっても、フリーソフトウェ

ア部分は、GPLなどのライセンスに準拠して

FTPサイトなどを通じて公開されている。

Column

Linuxとは何か？

GNUプロジェクトのWebサイト

http://www.gnu.org/

今回の評価ポイント

デスクトップ系？



ディストリビューションディストリビューション

ッケージがないため対象外とした。

■サポート

電話、メールによる直接的なものだ

けでなく、Webサイトでの情報公開、

教育／認定制度によるユーザー、エン

ジニアの養成活動、ドキュメントの日

本語化についても考慮している。

「ユーザーのスキル」については、

特に説明の必要はないだろう。

デスクトップ系の場合、ユーザーが

選択時に考慮すべきポイントとしては、

上記のものを含め、次のようなものが

あげられる。

①バンドルされる商用アプリケーショ

ン、独自ユーティリティの必要性

②使用するハードウェア環境がサポー

トされているかどうか

③GUIの使用感、ルック＆フィール

①は、かな漢字変換システム、エデ

ィタ、メーラなど、常用するソフトウ

ェアの有無がポイントとなる。②につ

いては、公式のサポートである必要は

ないかもしれない。個人のホームペー

ジや雑誌などのメディアで公開されて

いる情報を参照してもよいだろう。当

然、公式なサポートを最重視するスタ

ンスも考えられる。③は長期にわたっ

て使用する場合、意外に重要なポイン

トとなることがある。ただし、これは

カスタマイズ可能な項目であるので、

デフォルトの設定が好みに合うか、と

いった程度の問題である。

最後に、Linux（フリーソフトウェ

ア）ならではの選択のポイントをひと

つあげておきたい。それは、プロジェ

クト（およびその成果物）へのシンパ

シーやリスペクトといったものだ。

フリーソフトウェアの開発は基本的

にボランティアベースである。Linux

ディストリビューションの場合も、

Plamoのようにまったくの非営利のも

のと、KondaraやVineのように、開発

プロジェクト自体は本来営利を目的と

しておらず、商用パッケージ製品の販

売を企業が担当しているケースがある。

Red HatやTurboLinuxなどは、販売

を行っている企業が直接開発も行って

いるが、その成果はコミュニティへと

還元されている。

これらの開発プロジェクトへの共感

や、その成果物としてのディストリビ

ューションに対する評価として、それ

を選択（購入）し、使用していくとい

う考え方もあってよいはずだ。

フリーソフトウェアの進展とか、社

会的な浸透というのは、運動体として

のプロジェクトだけで成り立つもので

はない。それを下支えするユーザー層

や協賛者が必要でなのである。具体的

なフィードバックをもたらさないユー

ザーであっても、潜在的な支持者とい

う一面を持っているのである。ユーザ

ーの側も、コミュニティを形成するメ

ンバーのひとりとして、その精神や目

的といったものを理解するよう努める

ようにしたい。
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画面4 Kondara ProjectのWebサイト 画面5 Project VineのWebサイト

ユーザーとコミュニティ



「Official」と銘打っているように、

米Red Hat, Inc.の開発した「本家」

Red Hat Linuxの日本語バージョンで

ある。以前、日本国内での開発と販売

は五橋研究所が行っていたが、1999年

9月の日本法人の設立に伴い現在はレ

ッドハット株式会社へと移行している。

Red Hat 6.2Jには、「スタンダー

ド」、「デラックス」、「プロフェッショ

ナル」の3つの製品ラインアップが用意

されている。このうち、スタンダード

とデラックスがデスクトップ系である。

デラックスは、表1に掲載した商用ア

プリケーションがバンドルされており、

30日間の電話によるインストールサポ

ートと90日間の無料優先アップデート

が提供される。

「スタンダード」は商用アプリケー

ションと無料アップグレードを除いた

廉価版だ。

前バージョンの6.1改訂日本語版で

は、カーネルなどの基本的なコンポー

ネントのバージョンアップは見送られ

た。6.2Jでは、カーネルが2.2 . 14、

XFree86が3.3.6、Cライブラリがglibc

2.1.3にアップデートされている。

また、以下のような新機能も追加さ

れ、機能面での充実が図られている。

●4Gバイトまでのメモリサポート

●パーティションレスインストール

●クラスタリング機能

●Raw I/Oのサポート

ただ、デスクトップOSとして見た場

合、ユーザーにとって有益といえるの

は、パーティションレスインストール

くらいだろう。これは、VFATファイ

ルシステムでフォーマットされたパー

ティションへのインストールをサポー

トする機能だ。既存のWindows環境を

変更する必要がないので、ちょっと

Linuxを試してみたいといったときに

便利である。

そのほかの新機能は、あくまでサー

バOSとしての利用を前提としたもの

で、個人ユーザーにとって（特にホビ

ーユースの場合）選択の決め手とはな

らないかもしれない。

6.2Jへのバージョンアップでは、デ

スクトップ用途に関連する変更点とし

て、ウィンドウマネージャ「Sawfish」

（商標登録の問題でSawmillから名称変

更された）の採用があげられる。

SawfishはGNOMEとの親和性が高く

評価されており、動作も軽快である。

el i spで開発されているので、カス

タマイズの自由度も高い。今後、

Enlightenmentに代わるウィンドウマ

ネージャとして注目の存在だ。X関連

ではMesaのグラフィックライブラリも

標準で組み込まれるようになった。ま

た、バージョン6.1で指摘された日本語
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Official Red Hat Linux 6.2J
レッドハット株式会社
03-3275-0411
http://www.redhat.com/jp/

先進性 

安定志向 先進的 

コストパフォーマンス 

低い 高い 

サポート 

プアー 充実 

ユーザーのスキル 

初心者 
向き 

上級者 
向き 

3つの製品ラインナップ

系列ディストリビューションの宗家

かな漢字変換システム ATOK12 SE for Linux、Wnn6 Ver.3

日本語ワードプロセッサ dp/NOTE

商用TruTypeフォント DynaFont和文5書体

その他 System Commander Lite（ブート管理ツール）

表1 Red Hat 6.2Jの製品版にバンドルされるソフトウェア

画面1 パーティションレスインストール

インストーラのパーティション選択画面でVFATを選択
してインストールできる

デスクトップOS
としての評価は？

新機能はサーバ寄り

スタンダード：3980円
デラックス：1万2800円



ディストリビューションディストリビューション

TrueTypeフォントが表示できない問

題も改善されている。

システムサービスに関しても細かな

変更が施されている。インストール時

に「GNOMEワークステーション」、

「KDEワークステーション」のどちら

かを選択した場合には、FTP、telnet

などのサーバサービスがインストール

されなくなった。また、デフォルトで

は、bind、DHCP、sambaなどのサー

バサービスも起動しないように設定変

更された。

インストール直後のデフォルト状態

を制約することで、まずはデスクトッ

プ向けに、より安全に、そして無駄な

く使用できるよう配慮したものと思わ

れる。つまり、知らないうちにネット

ワークサービスを起動してしまって、

セキュリティが脅かされたり、余分な

システムリソースを消費することがな

くなるわけだ。幅広いユーザー層を想

定しているという点で、デスクトップ

OSとして評価できる。

用途を問わず、うれしいのが「ドキ

ュメントCD」の添付である。このCD-

ROMには、Red Hatのオフィシャルマ

ニュアルである「インストールガイド」、

「リファレンスガイド」とともに、JF

やFMによる「HOWTO」や「FAQ」

といったLinux関連の日本語ドキュメ

ントが多数収録されている。設定に困

ったときなどは、まずこのCD-ROMを

調べるとよい。たいへん便利に使える

アイテムである。

インストールに関して気になる点が

ある。バンドルされている商用アプリ

ケーションは別CD-ROMにまとめて収

録されており、通常のインストーラか

らはインストールできないのだ。ほか

のディストリビューションでは、

TrueTypeフォントや日本語入力シス

テムなどが標準的にインストール・設

定され、すぐに使えるものもあるだけ

に、個別にRPMパッケージをインスト

ールし、設定を行わなければならない

のは少し面倒に感じられる。これは初

心者にとっては難しい作業だ。

アプリケーションCD-ROMを別個に

しているのは、製品版のバイナリCD-

ROMと、FTP版との共通化を図ると

いう意図があると思われる。これはこ

れで、評価できる姿勢なのだが、であ

れば、環境設定まで可能な専用のイン

ストーラを用意するなどして対処して

ほしいところだ。

●

総合的には、収録アプリケーション

も含め、パッケージ構成は「中庸」と

いった印象だ。ひととおりの機能が過

不足なくそろっており、「ベーシック

な」Linux環境の構築に適したディス

トリビューションといえる。そこから、

用途に合わせた環境設定をユーザーが

行っていくことになる。そのため、あ

る程度以上の知識を持ったユーザーに

向いているだろう。

基本的な機能や設定は、ほかのRed

Hat系ディストリビューションへ引き

継がれる部分も多いはずで、その意味

でも、スタンダードとして果たす役割

は大きい。ユーザーにとっては、新し

い機能をいち早く体験でき、アプリケ

ーションやハードウェアの対応に関し

ても先行しているというメリットがあ

る。各ディストリビューションが独自

性を打ち出す中で、今後も中心的な存

在としての地位を保っていくのか注目

したい。
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画面2 起動しているサービスの確認

ntsysvコマンドで起動しているサービスを確認したところ。DHCPのデー
モン（dhcpd）が起動していないことがわかる。

画面3 ファイルマネージャにSawfishを設定したデスクトップ

豊富なカスタマイズ項目が設定可能だ。現在でも設定画面などでは「Sawmill」と表示される。

中級者以上にお勧め



TurboLinux Workstation日本語版

6.0（以下TurboLinux 6.0）は、ター

ボリナックス ジャパンが開発、販売し

ているディストリビューションで、4月

7日に発売された。前バージョンの

TurboLinux日本語版4.0から、5を飛

ばして6.0になったのはRed Hatを意識

してのことだろう。そして、サーバ用

途のTurboLinux Serverと区別するた

めに、Workstationという文字が加わ

った。価格は1万2800円だが、初回3万

本は9800円のキャンペーン価格で提供

され、Linux上でWindows 95/98アプ

リケーションを実行可能な、PCエミュ

レータVMware Expressが登録ユーザ

ーに無償提供される。また、6月23日

発売分からはVMware Expressが標

準バンドルされる。

インストーラは、従来と変わらずテ

キストモードだが、Xの設定をインス

トール後に変更してステップ数を減ら

している。また、従来はLILOブートロ

ーダが対応していなかった1024シリン

ダを越える領域へのインストールが、

LILOのオプション設定（画面1）に

LBA32モードが追加されたことで可能

になった。これにより、いまでは当た

り前となった8.4Gバイト以上の大容量

ハードディスクが活用しやすくなった。

製品版のインストールCDには商用

ソフトも含まれているため、インスト

ールが終了してすぐに、ATOK12SE、

Wnn6 Ver.3、リョービ商用フォント、

翻訳魂が使える環境になる。

Xの設定では、ウィンドウマネージャと

してEn l i gh t enmen tも選べるが、

GNOMEまたはKDEのデスクトップ環

境を利用することが多いだろう（画面2）。

プリンタドライバも改良され、エプ

ソン、キヤノンなどの汎用カラープリ

ンタのフィルタを組み込んだ。エプソ

ンのPM-770C、PM-800Cでの写真画質

の印刷を実現するPIPSドライバも含ま

れている。

TurboLinux 6.0からセキュリティ強

化のために、インストール直後はネッ

トワークのポートのほとんどが閉じた設

定になっている。そのため、telnetやFTP
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TurboLinux Workstation日本語版6.0
ターボリナックス ジャパン株式会社
TEL 03-5766-1660
http://www.turbolinux.co.jp/

先進性 

安定志向 先進的 

コストパフォーマンス 

低い 高い 

サポート 

プアー 充実 

ユーザーのスキル 

初心者 
向き 

上級者 
向き 

Red Hatとは袂を分かって独自路線を歩む

画面2 Xデスクトップ

GNOMEデスクトップ環境の標準
ウィンドウマネージャには
Sawfish（Sawmill）を採用。

画面1 テキストベ
ースのインストーラ

L I L O の設定で、
LBA32モードにチ
ェックすることで
1024シリンダ以上
のパーティション
からのブートが可
能になった。

改良されたインストーラ

セキュリティを強化

1万2800円
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で接続するためには、/etcディレクトリ

にあるinetd.confやhosts.allow、hosts.

denyファイルを修正する必要がある。こ

の変更は、専用ツールTurboPortcfgで行

うことができる（画面3）。

また、telnetを利用してネットワー

ク経由でログインするときに、単に

“login:”とだけ表示され、OSやバージ

ョンが分からないようにするという工

夫も取り入れられた。

CATVやNTTのIP接続サービスな

ど、常時接続環境が手軽に手に入る状

況になりつつある現在、安全方向にセ

キュリティが設定されていることは、

初心者にとってありがたいことだろう。

TurboLinux 6.0には、バイナリ、ソ

ース、コンパニオン、ソリューション

ガイドの4枚のCD-ROMが付属する。

製品には表1のような商用ソフトが付

属する。ATOKは、ATOK12SE/R.2

にバージョンアップされ、カタカナ入

力、on the spot入力、カタカナ英語

辞書、フェイスマーク辞書などの新機

能が追加され、使い勝手が向上した。

商用フォントはリョービフォントを採

用、かな漢字変換には、Emacsとの相

性がよいWnn6 Ver.3も選べる。

日英／英日翻訳ソフトである翻訳魂

は、英文が多いLinuxのドキュメント

を読む助けとなるだろう。また、ブー

トマネージャのSystem Commander

Liteを使うことで、WindowsとLinux

のマルチブートが容易になる。

さらに、コンパニオンCDには、4G

バイトメモリ対応カーネル、XFree86

4.0、Mesa 3Dライブラリなど、多く

のLinux用フリーソフトの最新版RPM

パッケージが納められている。

TurboLinuxソリューションガイド

は、TurboLinuxで稼動が検証されて

いるアプリケーションやツール、対応

周辺機器のほか、トレーニングコース

など、約100件の情報が収録されてい

て、Webブラウザで説明を見ることが

できる（画面4）。これには、試用版、

体験版ソフトも多数収録されていて、

必要に応じて試すことが可能だ。

マニュアルは、インストール解説の

「ユーザーリファレンスガイド」と、

「活用ガイド」の2冊が付属する。

オンラインサポートは、従来のWeb、

E-mailに加えて、電話およびFAXサポ

ートも受けられるようになった。サポ

ート範囲はインストールに関して90日

間3件までとなっている。

同社のWebページから、セキュリテ

ィ情報やアップデート情報が提供され、

アップデートパッケージは無償でダウン

ロードが可能である。また、登録ユー

ザーには最新情報がメールで送られる。

当初、Red Hatベースで開発されて

いたTurboLinuxだが、インストーラ

も テ キ ス ト ベ ー ス の ま ま で 、

TurboToolsといった専用設定ツールを

用意するなど、独自路線を歩んでいる。

そのため少し癖があるともいえるが、

付属するアプリケーションも十分な内

容であり、説明不足といった点もほと

んどなく完成度は高い。初心者から上

級者まで満足するできといえるだろう。
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日本語かな漢字変換 ATOK12 SE/R.2 for Linux

Wnn6 Ver.3

日本語TrueTypeフォント リョービ商用日本語TrueTypeフォント

明朝、ゴシック、羽衣、シリウス、サンセリフの5書体

日英/英日翻訳ソフト 翻訳魂

マルチブートマネージャ System Commander Lite

PCエミュレータ VMware Express
表1  TurboLinux Workstation日本語版6.0に含まれる主な商用ソフト

画面3 TurboCentro（TurboTools）

専用設定ツールがXからも利用できるようになった。
TurboPortcfg（右の画面）でネットワークサービスを設定す
る。

画面4 TurboLinuxソリューションガイド

便利な付属ソフトウェア

充実したマニュアル、
サポート

バランスの取れた構成
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Vine Linuxは、使いやすい日本語

環境を提供するディストリビューショ

ンとして高い評価を受けている。最新

のバージョン2.0は、Red Hat 6.1をベ

ースに開発され、今年4月にリリース

された。製品版のVine Linux 2.0 CR

は、コンピュータ関連書籍の出版でも

おなじみの技術評論社より発売されて

いる。

Vine 2.0は、グラフィカルインスト

ーラの採用、GNOMEとKDEの採用に

よるデスクトップ環境の充実、Emacs

で動作する人気のメーラWanderlustな

どのアプリケーションの収録により、

デスクトップ用途での利用を強く意識

したことをうかがわせるパッケージ構

成になっている。

Vineの開発は、PJE（Pro j ec t

Japanese Extensions）のメンバーが

中心となって運営するProject Vineが

行っている。PJEはLinuxの日本語環

境の整備を目的としたプロジェクトで、

その成果はRed HatやSlackware向け

のアドオンパッケージとして、これら

のディストリビューションに組み込ま

れていた。現在、PJEは休眠状態にな

っているようだが、その成果はVineに

引き継がれている。Vineは、PJEの活

動を背景に、日本語環境の使い勝手を

重視したディストリビューションとし

て当初から開発が進められてきたので

ある。

このため、デフォルトの設定でも十

分な日本語環境が提供できるよう、次

のような配慮がなされている。

●日本語入力に対応した豊富なEmacs

設定ファイル

●独自のX用固定ピッチフォント

●国内メーカーのプリンタに対応した

プリントフィルタの開発（このプリ

ントフィルタはRed Hat 6.2Jにも採

用されている）

●cp、mvなど、主要なコマンドのメ

ッセージの日本語化

●日本語検索エンジンNamazuの標準

採用（デフォルトでデスクトップ環

境から利用可能）

ほかにも、独自開発の「Vine Tools」

という日本語アプリケーションが付属

している。いまのところは、メーラ

（Vmail）とテキストエディタ（Vedit）

のみで、それほど高機能ではないが、

Vine Linux 2.0 CR
技術評論社
03-3225-3481 http://www.gihyo.co.jp/   
Project Vine 
http://vinelinux.org/

先進性 

安定志向 先進的 

コストパフォーマンス 

低い 高い 

サポート 

プアー 充実 

ユーザーのスキル 

初心者 
向き 

上級者 
向き 

充実の日本語環境で勝負

画面2 プリンタフィ
ルタの設定

バージョン1.0に比べて
も選択できるプリン
タの種類が増えてい
る。画面1 Wanderlustの起動画面

PJEの成果を継承

9800円
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どちらもGUIアプリケーションとして

初級者でも直感的に操作しやすい作り

になっている。上記の項目とあわせて、

インストールしてすぐに、ひととおり

の日本語デスクトップ環境が整うとい

うのが大きなアピールポイントだ。こ

れは、デスクトップ用途を考えた際に、

大きな利点となるだろう。

1999年6月のバージョン1.1のリリー

スから、今回のバージョンアップまで、

ほぼ1年の期間を要した。そのため、

カーネルなどの基本コンポーネントの

部分で、ほかのディストリビューショ

ンにやや遅れをとっていた。

しかし、バージョン2.0のリリースに

より、この問題は解消されている。カ

ーネル 2.2.14、glibc 2.1.2、XFree86

3.3.6という基本コンポーネントの構成

は、今回紹介するディストリビューシ

ョンにみられる標準的なものだ。

■GUI環境も進化

前述したように、統合デスクトップ

環境としてGNOME（ウィンドウマネ

ージャはEnlightenment）とKDEも標

準採用された。デフォルトは従来どお

りWindowMakerだが、グラフィカル

ログイン画面での切り替えが可能にな

っている（この画面では、使用する日

本語入力システムも切り替えられる）。

デフォルトではインストールされない

が、製品版のVine Plus CD-ROMに

は、Sawfish（Sawmill）も収録されて

いる。このCD-ROMにはほかにも、冒

頭で触れたWanderlust、高機能ファイ

ルマネージャFileRunnerといった

Project Vineお勧めのアプリケーショ

ンが含まれている。一度チェックして

おこう。

開発ペースからもわかるように、ど

ちらかといえば安定指向のディストリ

ビューションだが、GUI環境でも最近

のトレンドに追従した形となった。も

ちろんこれはユーザーの側から見ても、

より充実したデスクトップ環境が得ら

れることから、歓迎すべき進化だとい

えるだろう。

Vineの製品版にバンドルされる商用

ソフトウェアは、表1-3に示すように、

Wnn6 Ver.3とDynaFontの和文5書体

のみで、充実しているとは言いがたい。

価格（9800円）を考えるとコストパフ

ォーマンスの点では、TurboLinuxや

LASER5などのバンドルソフトが充実

した製品版に比べると、少しもの足ら

ない気がするユーザーがいるかもしれ

ない。基本となるディストリビューシ

ョン部分がしっかりしているだけに、

かえって製品版の価格が高いと受け取

られてしまう可能性がある。

しかし、マニュアルもインストール

方法だけでなく、基本操作や各種の設

定、RPMによるパッケージ管理の手順

などがわかりやすくまとまっているし、

整備された日本語環境、そして製品版

で受けられるサポートのことも考え合

わせれば、納得できる範囲内だろう。

●

総合的にみて、「ユーザーを選ばな

い」ディストリビューションだという

ことができるだろう。しっかりした日

本語環境は、初心者にとっても、中・

上級者にとっても有益なことだ。特に、

使い始める前に、あれこれ設定したり、

余計な手間をかけたくない人にはお勧

めだ。

各ディストリビューションともバー

ジョンアップに伴い、日本語環境の整

備が進んできている。Vine Linux最大

の特徴であるこのポイントも、ほかと

の差はずいぶん縮まってきた。今後は、

フォントや印刷環境のいっそうの整備

と、Vine Toolsの充実といった面での

発展に期待したい。
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画面3 日本語化されたメッセージ

メッセージが日本語のため、日本語表示が可能なKterm
やKon上でないとメッセージが文字化けする。設定を変
更して英語メッセージにすることも可能。

画面4 TkNamazu

デフォルト設定のままでも、Vineのマニュアル、JF、
JMの文書を検索できるようになっている。

画面5 グラフィカルログイン画面

ウィンドウマネージャや言語設定をログイン時に切り替
えられる。

かな漢字変換システム Wnn6 Ver.3

商用TruTypeフォント DynaFont和文5書体
Vine Linux 2.0 CRにバンドルされるソフトウェア

待望のバージョンアップ

課題は
コストパフォーマンス？
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Kondara Projectのオフィシャル

Webサイトによると、当初はディスト

リビューションとしてリリースする予

定はなかったそうだ。 K o n d a r a

MNU/Linux（以下、Kondara）も、

あくまで最新のコンポーネントをまと

めたパッケージ集という体裁だったら

しい。新しいCライブラリなど、プロ

ジェクトのメンバーが使いたい（興味

のある）ものを日本語化したり、

Linuxで動作するように作り込んだり

していたことがプロジェクトの出発点

であったようだ。「使いたい人＝作る

人」という発想が原点にあるのだろう。

ディストリビューションとしての

Kondaraは、Red Hatの先行開発バー

ジョンRawhideをベースに開発され、

リリースに至っている。昨年12月から、

デジタルファクトリジャパン（当時。

現在は「ジャパン」がとれてデジタル

ファクトリ株式会社に社名変更）との

ジョイントにより製品版の発売も開始

された。

Kondara Projectは、発足の経緯か

らもわかるように、最新の機能をいち

早くとり入れるフットワークの軽さが

身上だ。その成果はWeb（FTP）サイ

トにおいて、すばやく公開されている。

Webサイトでの開発日誌の公開や、掲

示板での活発なやり取りなどを通じて、

プロジェクト活動を積極的にオープン

にしているのも特徴である。

製品版も、発売当時からGUIインス

トーラ「Anaconda」を採用するなど、

プロジェクトの姿勢が反映されたパッ

ケージ構成となっている。最新の製品

パッケージであるバージョン1.1では、

基本コンポーネントこそ他のディスト

リビューションと差異がないものの、

開発バージョンのGNOMEコア 1.1.4、

フリーのサウンドドライバALSA 0.5.5

などを取り入れることで、先進性をア

ピールしている。

1.0から1.1へのバージョンアップに伴

い、標準のXウインドウマネージャは、

EnlightenmentからSawfishに変更さ

れた。また新たに、統合デスクトップ

環境のGNOMEとKDEが追加されてい

る。GNOME＋Sawfishという組み合

わせは今後のトレンドになると予想さ

れる。デスクトップの環境はグラフィ

カルログイン画面、および独自開発の

Kondara MNU/Linux 1.1
デジタルファクトリ株式会社
06-6882-5850 http://www.digitalfactory.co.jp/
Kondara Project 
http://www.kondara.org/

先進性 

安定志向 先進的 

コストパフォーマンス 

低い 高い 

サポート 

プアー 充実 

ユーザーのスキル 

初心者 
向き 

上級者 
向き 

積極的な取り組みで勢いを増す風雲児

画面2 sdrでのセッションの設定

言語、かな漢字変換と入力メソッド、ウィンドウマネ
ージャをX上で切り替えられて便利である。

最新のパッケージを
いち早く

楽しい？デスクトップ環境

7800円

画面1 デフォルトのデスクトップ

画面はEmlightenment。どのウィン
ドウマネージャも、デフォルトの設
定をKondaraオリジナルに変えてあ
る。どれもかなり派手。
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スイッチングツールsdrで切り替えるこ

とが可能になっている。

オリジナルの壁紙やデフォルト設定

の凝り方も「らしい」ところか。ただ

し、この点は好みの問題でもあるので、

賛否が分かれるところだろう。シンプ

ルなデスクトップ設定が好きなユーザ

ーは設定作業が必要となる。

■豊富なアプリケーション

製品版にバンドルされる商用ソフト

ウェアは、DynaFont和文4書体のみだ

が、Wnn6 V3（日本語入力システ

ム）、dp/NOTE（ワープロ）、翻訳魂

（日英翻訳ソフト）などの優先販売ク

ーポンが同梱されており、必要なソフ

トを選んで割引で購入できる。

商用アプリケーションこそバンドル

されていないが、独自に開発したもの

も含めて、多くのフリーアプリケーシ

ョンやツールが収録されている。前述

のsdrをはじめ、テキストエディタ

mgedit、コンソールで動作するメーラ

Muttとニュースリーダslrn、Vineのと

こ ろ で も 触 れ た 人 気 の メ ー ラ

Wanderlustなど、もりだくさんだ。

マニュアルがしっかりしている点も

評価したい。インストールはもちろん、

PPPやNetscapeの設定から、ウインド

ウマネージャごとのデスクトップ環境

のカスタマイズについて、そして収録

ソフトウェアの簡単な使用方法まで、

きちんと説明されている。製品版を購

入すれば、初心者でも、インストール

するだけでなく、マニュアルを見なが

らLinuxを使ってみることができるよ

うに配慮されている。

もうひとつの大きな特徴は、国際標

準化への取り組みだ。1つの環境で多

言語に対応できる方向で開発が進めら

れており、現行でもログイン時に「英

語のみ」、「英語と日本語」、「日本語の

み」の中から言語環境を選べるように

なっている。

Kondara Projectは、UTF-8への移

行も表明している。UTF-8はUnicode

の文字コードセットのひとつで、

Linuxに関してはLi18nuxなどで国際化

への取り組みとして推進されている。

Kondaraでは、すでに前出のmgeditが

UTF - 8に対応している。今後は、

UTF-8のロケールを用意し、アプリケ

ーションでの対応やフォントの整備な

どを進めていく方針のようだ。

Kondaraは、バージョン1.0の頃から

コンパックの64ビットAlphaアーキテ

クチャをサポートしていた。バージョ

ン1.1では、PC用とAlphaチップ用のソ

ースコードを統合し、両アーキテクチ

ャで共有するようになっている。これ

により、PC版と同じタイミングで

Alphaもサポートされるようになるは

ずだ。

●

とにかく新しい機能を早く試したい

という人や、開発プロジェクトの動向

や雰囲気に触れてみたいといった、

Linuxに対してテクニカルな興味のあ

るユーザーにお勧めのディストリビュ

ーションだ。逆に企業ユースなど、安

定性や実績の評価が重視されるケース

では、この点は説得力をもち得ないか

もしれない。

日本語環境の整備も高いレベルにあ

り、マニュアルの充実も含めて初心者

にも勧められるパッケージングである

こともつけ加えておきたい。
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画面3 mgeditでの文字コード設定

Kondaraオリジナルのエディタmgeditは、すでにUTF8をサポー
トしている。

画面 4 A L S A の設定ツール
alsaconf

収録されているALSAドライバのバ
ージョンは0.5.5だ。

多言語対応と
Alphaへの取り組み



五橋研究所は、1993年以来、日本語

環境をまとめたLinuxパッケージの販

売を行ってきた老舗である。1996年か

らは、Red Hatの国内バージョンを

「日本語Red Hat Linux」として開

発・販売してきた。レーザーファイブ

は、五橋研究所のOS部門が独立して

1999年8月に設立されたディストリビ

ューターだ。以後、Red Hat互換の日

本語ディストリビューションを独自に

開発・販売している。LASER5 Linux

6.0は、1999年9月にリリースされ、今

年の1月にマイナーバージョンアップを

うけて現行の6.0 rel.2に至っている。

ベースディストリビューションはRed

Hat 6.0である。

6.0からrel.2へのバージョンアップで

は、基本コンポーネントの変更は行わ

れていない。カーネル2.2.5、glibc 2.1.1、

XFree86 3.3.5が採用されている。安

定性を重視したためだろうが、6.0のリ

リース開始からすでに1年近く経過し

ており、現在では基本コンポーネント

に関して、ほかのディストリビューシ

ョンに若干見劣りすることは否めない。

ただ、これらのコンポーネントが極

端に陳腐化しているわけではないので、

特に問題はないはずだ。UltraDMA/66

やi810など、手持ちのハードウェアが

サーポートされていない場合もあるだ

ろうが、動作確認のとれた環境で、安

定した動作を望むのであれば、気にす

る必要はまったくない。製品版に含ま

れる「contrib CD」には、カーネル

2.2.13、 glibc 2.1.2、XFree86 3.3.6も

含まれている。それぞれインストール

用のスクリプトも用意されているので、

必要に応じて、それほど手間をかけず

にアップデートすることが可能だ。

また、発売日は確定していないが、

次期バージョン（LASER5 Linux 6.2）

のリリースも準備されている。カーネ

ルが2.2.14に、glibcとXFree86が、そ

れぞれ2.1.3と3.3.6にアップデートされ

る予定で、近いうちに正式に発表され

るはずだ。

LASER5の最大の売りは、製品版に

バンドルされた豊富なソフトウェアだ

ろう。日本語入力から、英和辞書、3D

レンダリングソフトまで、デスクトッ

プOSとして幅広い用途に対応できるパ

ッケージ構成となっている。

さらに、ウイルス対策ツール、セキ

ュリティ関連ソフトウェア、Webベー

スのリモート管理ツール、周辺機器の

商用ドライバなどもバンドルされてお

り（表1）を参照）、Linuxをメインの

OSとして利用できるよう配慮されてい

る。製品版のパッケージを購入するだ

けで、Linuxを十分に活用できる環境

が整うのがうれしいところだ。1万2800

円という値段も、これだけパッケージ

画面1 XIM Switcher
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LASER5 Linux 6.0 rel.2
レーザーファイブ株式会社
03-5818-6626
http://www.laser5.co.jp/

先進性 

安定志向 先進的 

コストパフォーマンス 

低い 高い 

サポート 

プアー 充実 

ユーザーのスキル 

初心者 
向き 

上級者 
向き 

豊富なバンドルソフトを誇る老舗

表1 LASER5 Linux 6.0 Rel.2にバンドルされる商用ソフトウェア

かな漢字変換システム ATOK12 SE for Linux、Wnn6 Ver.3

商用TrueTypeフォント DynaFont和文5書体

日英辞書引きソフト eWnn Ver.1.0 for Linux（研究社「新英和・和英中辞典」）

セキュリティ関連ソフト F-SECURE SSH1/SSH2、Roxen Challenger（168ビット暗号）、

Phoenix Adaptive Firewall

アンチウイルスソフト F-SECURE Anti-Virus、Sophos Anti-Virus

3Dレンダリングソフト BLENDER

その他 System Commander Lite（ブート管理ツール）、Linux Controller

（サーバ管理ツール）、商用周辺機器ドライバ、UPS管理ソフト

あくまでも
マイナーチェンジ

使いこなしに配慮

1万2800円



ディストリビューションディストリビューション

内容が充実していれば納得できる。

Linux自体をホビーとして楽しむの

ではなく、本来のOSとしての用途で使

ってほしいというディストリビューター

側からの主張も感じられる（もちろん、

企業への導入を視野に入れたマーケテ

ィング戦略的な狙いもあるのだろうが

……）。次期バージョンでは、Microsoft

製品ともデータ互換性のあるオフィス

スイート「ThinkFree Office」もバン

ドルされる予定になっている。

Linuxを使いこなすための配慮とし

て、もうひとつマニュアル類の充実が

あげられる。製品版には、「インストー

ルガイド」、「ユーザー活用ガイド」、

「システム管理ガイド」のメインとなる

マニュアルのほかに、バンドルソフト

の マ ニ ュ ア ル （ ATOK12 SE for

L i nux、Wnn6/eWnn、Sys t em

Comander Lite）と、JFやJMによる

Linux関連の日本語ドキュメントを収

録したCD-ROM「LaserDoc」が同梱

されている。

一部のバンドルソフトのインストー

ル方法を説明したドキュメントが

（READMEなど）、CD-ROM上の各ソ

フトウェアが収録されたディレクトリ

に分散して置かれているのはもったい

ない。もちろん、ディストリビューシ

ョンによってはすべてがそうなってい

る場合もあるし、「とにかくREAD

MEを読め！」が基本ではあるのだが、

ここまできたら、全バンドルソフトに

ついて、（最低インストール方法だけで

も）マニュアルに記載してはどうだろ

うか。そこまで徹底できれば、言うこ

となしである。

X Window Systemのデスクトップ

環境は、GNOMEとKDEが採用されて

いる。デフォルトはGNOMEで、ウィ

ンドウマネージャはEnlightenmentだ。

グラフィカルログイン画面での切り替

えにも対応している。

まったく個人的な意見で申し訳ない

のだが、デフォルトでEnlightenment

の結構派手なデスクトップアイコンが

設定されているのは気に入らない。デ

フォルト設定はシンプルにしておき、

変更はユーザーの好みにまかせたほう

がベターではなかろうか。細かいこと

だが、いちおう指摘しておこう。

ユーザーインターフェイス面での優

れものとして評価したいのが、日本語

入力システムを切り替えるグラフィカ

ルツール「XIM Switcher」だ。Xで

使用する日本語入力システムの切り替

えは、初心者には難しい作業だが、こ

のツールを使えばGUI操作で簡単に切

り替えられて便利である。ただし、設

定を有効にするにはログインし直す必

要がある。デスクトップ用途からは離

れるがWebベースのサーバ管理ツール

「Linux Controller」も操作性の高い

GUIツールだ。

●

総括すると、Linuxを使いこなすた

めに必要なすべてがそろったパッケー

ジ構成は高ポイント。マニュアルの充

実と合わせて、安心して使えるディス

トリビューションとして初心者にもお

勧めだ。
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画面2 Linux Controller

WebベースでDNS、DHCP、Apacheなどの各種サーバ
を管理できる。

画面3 BLENDER

Linuxで動作する3Dレンダリングソフトの定番だ。

GUI環境は
どうなっているのか
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Linux2000Gは、タイピング習得ソフ

ト「激打」と「闘打」でおなじみのホ

ロンより発売された新しいディストリ

ビューションだ。2000Gの「G」はグラ

フィックを示しており、その名のとお

り、グラフィックス処理にLinuxを使

うことをコンセプトとしている。

グラフィックスといえばMacintosh

ということなのか、製品パッケージに

は、AT互換機用の「インテル版」と

PowerPCに対応した「Macintosh版」

が収録されている。インテル版はRed

Hat 6.0、 Macintosh版 は LinuxPPC

1999がベースとなっている。2バージョ

ンを収録した意図は、PCとMacで共通

の環境を提供し、統一した操作性によ

る処理を実現することにあるようだ。

コストパフォーマンス面からみても、

Linuxをグラフィック用途で使うこと

に は 利 点 が あ る 。 M a c に は 、

Photoshopなどのフォトレタッチソフ

トをはじめとするグラフィック処理ア

プリケーションが豊富にそろっている

が、これらのグラフィック系ソフトは

高額なものが多い。L i n u xには、

「Photoshopキラー」の異名をとる優れ

たフォトレタッチソフトであるGimpが

ほとんどのディストリビューションに

収録されている。3Dグラフィックス作

成に関しても、POV-Rayというフリー

ソフトが動作する（POV-RayはMac

OSにも対応しているが……）。

4月以降にリリースされたRed Hat

系ディストリビューションの多くがグ

ラフィカルインストーラ（Anaconda）

を採用しているなか、Linux2000Gはキ

ャラクタベースのインストーラをあえ

て採用している。これは、事前のユー

ザー調査で、初心者の場合はGUIのほ

うが誤った操作をする確率が高いとい

う結果が得られたからだそうだ。

今後、ユーザーからの要望が高けれ

ばグラフィカルインストーラの採用も

検討する予定だ。その際には、独自開

発のものになる可能性もあるらしい。

このインストーラの件だけでなく、ユ

ーザーからのフィードバックを積極的

に製品に反映して開発を進めていくと

している。発売されて間もないため、

具体的な成果はまだだが、Webサイト

に掲載されているFAQなども徐々に充

実してきている。エンドユーザーを意

識したディストリビューションとして、

この点には期待したい。

●

2バージョンが収録されているとはい

え、製品版バンドルされる商用アプリ

ケーションがShadeの体験のみで、1万

1800円という価格は少し高い気がする。

今後、Shadeのフルバージョン（現

在は試用版をバンドル）や3Dレンダリ

ングソフトなどをバンドルして、3Dグ

ラフィックスライブラリなどのグラフ

ィックス用途での使用環境の整備を進

めていけば、独自性を持ったユニーク

な存在として注目を集めるようになっ

ていくのではないだろうか。

Linux2000G
株式会社ホロン
03-5282-5101
http://www.holonsoft.co.jp/

先進性 

安定志向 先進的 

コストパフォーマンス 

低い 高い 

サポート 

プアー 充実 

ユーザーのスキル 

初心者 
向き 

上級者 
向き 

グラフィック用途を推奨して新規参入

画面2 Mac用のブートローダーBootX

Macはブートローダーもグラフィカル。少し見ずらいが
「hda7」がroot（/）として設定されている。

画面1 キャラクタベースのインストーラ

Red Hat系のグラフィカルインストーラと設定項目など
はそれほど変らないので、特に問題とはならないだろう。

インテル版と
Macintosh版を収録

ユーザーフィードバックを
重視

1万1800円



ディストリビューションディストリビューション

Plamo Linuxは今回紹介するうちで

は唯一、商用ベースで製品版が販売さ

れていないディストリビューションで

ある。Slackwareをベースに、Linux

の日本語対応に取り組んでいたPJE

（Project Japanese Extensions）提供

の日本語版ソフトウェアをまとめ、イ

ンストーラの日本語化、独自のカーネ

ルのチューニングなどを施してリリー

スされている。こじまみつひろ氏が中

心となって、ボランティアベースで開

発が進められている。

Plamoのディストリビューションと

しての特徴としてまずあげられるのが、

NECのPC-98x1シリーズに対応したバ

ージョンが用意されているということ

だ。

PC-98へのLinuxの移植は京大マイコ

ンクラブによって行われ、Linux

/98として公開されている（http://www

.kmc.kyoto-u.ac.jp/proj/linux98/）。

Plamo 2.0では、Linux/98の2.2系カー

ネルの最新版を採用している。なお、

AT互換機対応版のカーネルバージョ

ンは2.2.14である。

カーネル以外の基本コンポーネント

についても触れておこう。Cライブラ

リは、 glibc 2.1.2に Linux研 究 会 の

NLS分科会（http://www.linuxjp.org

/lrs/nls/）が作成した日本語localeパ

ッチをあてたバージョンを採用してい

る。XFree86は3.3.6。GNOMEとKDE

もバイナリが用意されている。ただし、

デフォルトではインストールされない

ので、別途セットアップが必要だ。

インストールの基本的な手順や操作

性はベースとなったSlackwareのイン

ストーラと変わらないが、メッセージ

が日本語化されていて、この手順では

なにをどうすればいいのか、わかりや

すく説明されている（画面1）。メッセ

ージに従って、作業を進めていけば、

それほどインストールで迷うことはな

いはずだ。

また、パッケージ選択時に「お勧め

パッケージセット」が選べるようにな

ってる。これは開発者の、こじま氏が

実際に使っている環境をもとにしたソ

フトウェア集で、デスクトップマシン

向けと、ノートPC向けのものが用意さ

れている。ハードウェア環境に合った

パッケージセットを選択すれば、開発

者みずからが選んだアプリケーション

やツールがインストールされる。パッ

ケージの選択に迷うことなく、Linux

を活用するために必要なものがひとと

おり揃うわけだ。

国内で利用されることの多いネット

ワークカード（3Comの3c509シリーズ、

Intelの EtherExpress Proなど） や、

SCSIカード（Adaptec、Tekramなど）

のドライバを組み込んだ、カーネルが用

意されている点も見逃せない。対応ハ

ードウェアを使っている環境であれば、

ドライバをあらためて設定する必要は

ない。初心者にはうれしい配慮である。

Red Hat系 の RPMや Debian系 の

debのようなパッケージの依存関係を

管理する仕組みがないため、インスト

ールや設 定 が難 しいと言 われる

Slackwareだが、Plamoでは上記のよ

うな対応がなされており、初級ユーザ

ーでもインストールできるように配慮

されている。ただし、使いこなすため

には、それなりの知識が必要となるこ

とも確かだ。
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Plamo Linux 2.0
Plamoのホームページ
http://www.linet.gr.jp/̃kojima/Plamo/

先進性 

安定志向 先進的 

コストパフォーマンス 

低い 高い 

サポート 

プアー 充実 

ユーザーのスキル 

初心者 
向き 

上級者 
向き 

非商用ディストリビューションの雄

画面1 インストーラのメインメニュー

日本語化されたメッセージに従ってインストールの手順
を確認しながら、ひとつひとつ実行できる。

PC-98をサポート

細かな配慮がうれしい
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製品名

販売元

URL

提供メディア

マニュアル

価格

動作条件

CPU／メモリ

ハードディスク

インストール

インストーラ

ブートメディア

インストール元メディア

システム構成

パッケージ管理システム

デスクトップ環境

日本語入力システム

バージョン

（注） カーネル

標準Cライブラリ

XFree86

GNOME

KDE

設定ツール

ユーザー管理

ネットワーク

Xサーバ設定

ウィンドウマネージャ変更

サウンド

起動デーモン

パッケージ管理

主なバンドルソフト

日本語入力

日本語TrueTypeフォント

ブートマネージャ

そのほか

サポート

サポート内容

サポート方法

サポート期間

サポート件数

備考

Official Red Hat Linux 6.2J

レッドハット株式会社

http://www.redhat.com/jp/

CD 4枚／FD 1枚※1

1冊

1万2800円※2

Pentium互換／16Mバイト以上

500Mバイト以上

日本語／グラフィカル

CD-ROM、FD、DOS

CD-ROM、HDD、FTP、NFS、HTTP

RPM

GNOME、KDE、Sawfish、

Enligtenment、TWM、Window Maker、

AfterStep、fvwm

ATOK12 SE、Wnn6 Ver.3、Canna

2.2.14

glibc 2.1.2

3.3.6

1.0.55

1.1.2

linuxconf、kuser

netcfg、linuxconf、netconf

XF86Setup、Xconfigurator

switchdesk-gnome

sndconfig

linuxconf、Control Panel、ksysv

gnorpm、kpackage

ATOK12 SE for Linux、Wnn6 Ver.3

DynaFont和文5書体

―

dp/NOTE、一太郎Ark for Java

Technology Preview

インストール、無料優先FTPアクセス、

Red Hatアップデートエージェンシー

電話、Web（メール）

30日間の電話サポート、90日間のWeb

（メール）サポート、180日間の無料FTP

サイト優先使用権（デラックスのみ）

制限なし

※1 スタンダードはCD 2枚／FD 1枚

※2 スタンダードは3980円（商用ソ

フトなし）

TurboLinux Workstation日本語版6.0

ターボリナックスジャパン株式会社

http://www.turbolinux.co.jp/

CD 4枚／FD 2枚

1冊

1万2800円

Pentium互換／32Mバイト以上

2Gバイト以上推奨

日本語／テキストベース

CD-ROM、FD、DOS

CD-ROM、NFS

RPM

GNOME、KDE、Enlightenment、TWM

ATOK12 SE、Wnn6 Ver.3、Canna

2.2.13

glibc 2.1.2

3.3.6

1.0.55

1.1.2

kusr

turbonetcfg

turboxcfg、XF86Setup

turbowmcfg

alsaconf

turboservice、tksysv、ksysv

turbopkg、gnorpm、kpackage

ATOK12 SE for Linux、Wnn6 Ver.3

リョービ日本語TrueType5書体

System Commander Lite

OSS、一太郎Ark for Java Technology

Preview

対応ハードウェアの認識・設定から、

インストール完了まで※1

電話、FAX、Web（メール）

90日間

3件まで

※1 インターネット接続、プリンタ／

サウンド設定などの有償サポートあり

Vine Linux 2.0 CR

株式会社技術評論社

http://www.gihyo.co.jp/

CD 4枚／FD 2枚

1冊

9800円

Pentium 100MHz以上／32Mバイト以上

600Mバイト以上

日本語／グラフィカル

CD-ROM、フロッピーディスク、DOS

CD-ROM、ハードディスク、FTP、

NFS、SMB

RPM

Window Maker、GNOME、KDE、

Enlightenment、Fvwm2、TWM

Canna、Wnn6 Ver.3

2.2.14

glibc 2.1.2

3.3.6

1.0.55

1.1.2

linuxconf、kuser

netcfg、linuxconf、netconf

XF86Setup、Xconfigurator

―

sndconfig

linuxconf、Control panel

gnorpm、kpackage

Wnn6 Ver.3

DynaFont和文5書体

―

―

ユーザー登録後インストールまで

書面、FAX、E-Mail

ユーザー登録から3カ月間

特に制限なし
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Kondara MNU／Linux  Ver.1.1

デジタルファクトリ株式会社

http://www.digitalfactory.co.jp/

CD 4枚／FD 2枚

1冊

7800円

Pentium以上／32Mバイト以上

1.2Gバイト以上

日本語／グラフィカル

CD-ROM、FD、DOS

CD-ROM、HDD、FTP、NFS

RPM

GNOME、KDE、Sawfish、

Enligtenment、Window Maker、

amaterasu、fvwm

Canna、Wnn6 Ver.3

2.2.14

glibc 2.1.3

3.3.6

1.1.4

1.1.2

linuxconf、kuser

netcfg、linuxconf、netconf

XF86Setup、Xconfigurator

sdr

alsaconf、sndconfig

linuxconf

kpackage

―

DynaFont和文4書体

―

―

ユーザー登録後インストールまで

電話、FAX、メール

ユーザー登録から90日間

3件

LASER5 Linux 6.0 Rel.2

レーザーファイブ株式会社

http://www.laser5.co.jp/

CD 6枚／FD 2枚

9冊

1万2800円

i486互換／16Mバイト以上

600Mバイト以上

日本語／テキストベース

CD-ROM、FD、DOS

CD-ROM、HDD、FTP、NFS、HTTP

RPM

GNOME、KDE、fvwm、fvwm2、

Window Maker、AfterStep、Lesstif

TWM

ATOK12 SE、Wnn6 Ver.3、Canna

2.2.5

glibc 2.1.1

3.3.5

1.0.11

1.1.2

linuxconf、kuser

netcfg、linuxconf、netconf

XF86Setup、Xconfigurator

switchdesk-gnome

sndconfig

linuxconf、Control Panel、ksysv

gnorpm、kpackage

ATOK12 SE for Linux、Wnn6 Ver.3

DynaFont和文5書体

System Commander Lite

ATOK12 SE for Linux、eWnn Ver.1.0

for Linux、BLENDER、SSH1、SSH2、

Adaptive Firewall、Atnti-Virusなど

基本サポート（インストールまで）※1

電話、FAX、Web（メール）

ユーザー登録後から90日間

3回

※1 インターネット接続、出張サービ

スを受けられるオプションあり

Linux2000G

株式会社ホロン

http://www.digitalfactory.co.jp/

CD 3枚／FD 2枚

5冊

7800円

i486以上／16Mバイト以上

600Mバイト以上

日本語／テキストベース

CD-ROM、FD、DOS

CD-ROM、HDD、FTP、NFS

RPM

GNOME、KDE、Sawfish、

Enligtenment、twm、Window Maker、

AfterStep

Canna、Wnn6 Ver.3

2.2.15 pre4

glibc 2.1.3

3.3.5

1.0.55

1.1.2

linuxconf、Control panel

netcfg、linuxconf、netconf

XF86Setup、Xconfigurator

switchdesk-gnome

sndconfig

linuxconf、Control panel

gnorpm

―

―

―

―

ユーザー登録後インストールまで

電話、メール

ユーザー登録から90日間

制限なし

Plamo 2.0

―

http://www.linet.gr.jp/̃kojima/Plamo/

─

─

─

i486以上／16Mバイト以上

600Mバイト以上

日本語／テキストベース

CD-ROM、フロッピーディスク、DOS

CD-ROM、ハードディスク、FTP、

NFS

─

fvwm2、twm、Window Maker、

AfterStep

Canna、Wnn4

2.2.14

glibc 2.1.2

3.3.6

（1.0.55）

（1.1.2）

linuxconf、Control panel

linuxconf、netconｆ

XF86Setup

switchdesk

sndconfig

linuxconf、Control panel

─

―

―

―

―

―

―

―

―



ここまでに取り上げた以外にも、さ

まざまなディストリビューションが存在

する。製品としてリリースされているも

のを中心にいくつか紹介しておこう。

まずは、日本国内で販売されている

商用ディストリビューションを見てい

く。ユニークなインストーラを持つも

のや、1台のマシン上でのWindowとの

共存を図ったものなど、いずれも個性

派揃いだ。

■OpneLinux

米国のCaldera Systems, Inc.によっ

て開発されたディストリビューション。

日本語対応の最新バージョンは、昨年

11月にリリースされたOpenLinux 2.3

日本語版（1万2800円）で、株式会社

ネオナジーが販売およびサポートを行

っている。

独自開発のグラフィカルインストー

ラ「LIZARD」は、その名のとおり

（LIZARD＝Linux Wizard）Windows

のウィザードに似た画面デザインと操

作性を備えている。サウンドカードの

テストを行えるのも特徴だ（画面1）。

機能とは直接関係ないが、インストー

ルファイルのコピーを待つ間、インス

トーラ画面でゲームを楽しめるように

なっているのがユニークである。

パッケージ管理方式にはRPMを採用

しており、基本的にはRed Hatベース

だが、上記のインストーラやWindows

に近いルック＆フィールを持つKDEを

標準のデスクトップ環境として採用す

るなど、独自色を打ち出している。

製品版のOpenLinux 2.3日本語版に

は、ATOK12 SE for Linux、Wnn6

Ver.3、dp/NOTE（日本語ワープロ）

などのアプリケーションのほかに、パ

ーティション管理ツールPart i t i on

MagicとブートローダBootMagicがバ

ンドルされている。

■Linux MLD4

最大の特徴は、Windows95/98のフ

ァイルシステムであるFAT16または

FAT32にインストールできる点だ。

Red Hatもバージョン6.2から、FAT

パーティションにインストールできる

「パーティションレスインストール」と

いう機能をサポートしているが、

MLD4はWindows環境での動作に特化

されたディストリビューションで、

Red Hatにはない機能をいくつか持っ

ている。

まず、専用のインストーラがWindows

上で動作する点。このインストーラは、

Windowsのレジストリに記録されてい

るハードウェアやネットワークの構成

情報を収集し、自動的にそれらを

Linuxに適用してくれるので、非常に

手軽にインストールできる。インスト

ール時に空き領域にext2パーティショ

ンを作成して、そこにインストールす

ることも可能だ。

もうひとつの違いは起動方法だ。

Red Hatの場合は専用の起動ディスク

が必須だが、MLD4は起動ディスクと

DOSプロンプトの2つの起動方法をサ

ポートしている。

製品版の開発および販売元はメディ

アラボ株式会社。価格は8800円で、

Wnn6、DynaFont和文5書体などがバ

ンドルされている。同社からはCD-

ROMブートで動作する「Live Linux」
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画面1 オリジナルインストーラ「LIZERD」
インストールタイプの選択肢も数多く用意されてい
る。サウンドカードの設定もインストーラで行える。

画面2 Windowsから起動するMLD4のインストーラ
操作は実にシンプル。Linux用に割り当てる領域のサイ
ズを指定するだけだ。

そのほかの日本語
ディストリビューション

そのほかのディストリビューションの動向そのほかのディストリビューションの動向



も発売されている。

■Linux Mandrake

日本語対応された製品にはめずらし

い、フランス生まれのディストリビュ

ーション。木村順一氏が作成した日本

語化パッケージを組み込んで、「マイス

ターMandrake 6.1」として五橋研究

所から発売されている。ユーザーサポ

ー ト は 提 供 さ れ な い が 、 D y n a

Labの商用フォントも付いて3840円と

いうリーズナブルな価格が魅力である。

Debian GNU/Linuxは、dbe方式と

呼ばれる優れたパッケージ管理システ

ムと厳格な方針（DFSG：Debian

Free Software Guidelines）に基づい

た100％フリーなソフトウェアを特徴と

するディストリビューションである。

DFSGに適合した100％フリーのもの

（mainと呼ばれる）だけで2000を超え

るソフトウェアがパッケージとして収

録されている。その多くがGNU由来で

あることから「GNU」の名が冠せられ

ている。DFSGはライセンス規約とい

うより、Debian Projrctが考えるフリ

ーソフトの配布に対してのポリシーを

示した「ガイドライン」としての性格

が強い。DFSGで認めている「フリー」

ソフトウェアライセンスにはGNUの

GPLも含まれている。

ボランティアとして世界中の多くの

人々がDebian Projectに参加して、開

発を進めている。現在、次期バージョ

ン2.2（開発コード「Potato」）がコー

ドフリーズされ、最終的なテストサイ

クルに入っている段階だ。Potatoとい

うかわいらしい名称がつけられている

が、約4000ものソフトウェアをパッケ

ージングした非常にパワフルなディス

トリビューションである。

■Debian JP Project

日本でもDebian JP Project（http://

www.debian.or.jp/）のメンバーが、

1996年8月の発足以来、日本語パッケ

ージの開発にあたっている。その成果

は、日本語パッケージとしてリリース

されてきた。現行のバージョン2.1に

Debian JPの日本語パッケージを組み

合わせた製品は、ネットビレッジ株式

会社から「Debian JP Project Officail

CD DEBIAN GNU/LINUX 2.1」とし

て販売されている（5800円）。

Debian JPは、昨年5月に今後は日

本パッケージをリリースしないことを

発表したが、これは「本家」Debianに

日本語パッケージを組み込むよう方針

を変更したためで、バージョン2.2では、

Debian Projrctのパッケージのみで日

本語に対応できるようになるはずだ。

●

Debian JP以外のDebian関連のプロ

ジェクトには、でびまる作成委員会

（http : // l l c . l i ne t . g r . j p/ ̃yoch i /

debimaru/）とProject Dice（http://dice.

debian.gr.jp/）がある。

■Omoikane GNU/Linux

オモイカネ株式会社より4月にリリ

ースされたDebianベースのディストリ

ビューション。Omoikaneとは、日本

書紀や古事記に登場する思索の神「思

兼命（オモイカネノミコト）」からとら

れている。考え方と知識をシェアする

（兼ねる）という意味で、フリーソフト

ウェア、オープンソースソフトウェア

の精神も表す。

今回リリースされたバージョン1.0は

（Intel版とAlpha版を同時リリース）、

Debian GNU/Linux 2.2をベースとし
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ディストリビューション カーネル glibc XFree86 標準デスクトップ

OpenLinux 2.3日本語版 2.2.10 2.1.1 3.3.5 KDE

Linux MLD4 2.2.12 2.1.2 3.3.5 KDE

マイスターLinux Mandrake 6.1 2.2.13 2.1.1 3.3.5 KDE

表1 各ディストリビューションのスペック－その１

画面3 Mandrakeのデスクトップ
デフォルトのデスクトップ環境は
KDE。もちろんGNOMEなど他のデ
スクトップを選ぶことも可能。

画面4 Debian JPのWebサイト
設立の趣旨、開発方針、規約などが
詳しく記載されているのが特徴。
「本家」Debianのポリシーが生きて
いる。

Debainの動き



ており、パッケージ自体には変更を加

えていないため互換性は高い。膨大な

Debianのパッケージ群の中から、必要

性の高いバイナリパッケージだけを選

び、そのソースコードと合わせて1枚の

CD-ROMに収録できるサイズまでにス

リム化している。また、インストーラ

も独自に開発し、テキストベースなが

ら対話的な設定を減らすことで作業を

簡素化している。

オモイカネでは、製品版の販売を予

定しておらず、有料サポートや技術者

の教育などの面でビジネス展開してい

く予定だとしている。

正式に日本語対応されていない海外

ディストリビューションの中で注目し

たいのが、「Storm Linux 2000」と

「Corel LINUX OS」だ。両者とも

Debianをベースとしているが、独自の

インストーラを備えるなどの拡張を施

しており、Debianの長所と使い勝手の

良さの両立を図っている。

■Storm Linux 2000

カナダのStormix Technologies Inc.

（http://www.stormix.com/）が開発

し、昨年12月にリリースされた。グラ

フィカルなインストーラ（画面）、ブート

ローダ、管理システム（Storm Admini

stration System：SAS）、パッケージ

管理システム（Storm Package Mana

ger）など、多くの独自開発された機

能を備えている。

SASは、モジュールを追加すること

で管理項目を増やせるようになってい

る。統一されたインターフェイスでさ

まざまな管理項目を操作できるという

コンセプトは、Windows 2000のMMC

（ Microsoft Management Console）

に似ている。現在のところ、ネットワ

ーク、ダイヤルアップ、ユーザー管理

の3項目が用意されており、今後順次

モジュールを開発していく予定だ。

Storm Package Managerは、Debian

のパッケージ管理プログラムである

dpkgにGUIフロントエンドをかぶせた

もので、DebianオリジナルのCGIイン

ターフェイス（dselect）に比べ、操作

性が大幅に改善されている。

このユーザーフレンドリな「ネオ

Debian」は、9月に日本での発売が予

定されている。

■Corel Linux OS

WordPerfectなどのWindowsアプリ

ケーションでおなじみのCorelが開発・

販売しているディストリビューション。

Storm Linuxと同様に、グラフィカル

インスートーラを備え、ほかにも独自

の機能を盛りこんで操作性を向上させ

ている。

驚かされるのが、わずか3ステップで

設定が完了するインストーラだ。設定

項目を絞り込んで、自動認識によるハ

ードウェアやネットワーク構成の検出

に従ってインストールが実行される。

正式にサポートされているハードウェ

ア環境であれば、非常に簡単にインス

トールが行えるだろう。インストール

する環境の既存OSも自動的に検出さ

れ、起動リストに登録されるようにな

っている。

もうひとつの注目は、独自開発され

たファイルマネージャである（Corel

File Manager）。WindowsのExplorer

に似た操作性を備えているだけでなく、

ネットワーク上のWindowsサーバを検

索して、シームレスにアクセスするこ

とが可能になっている。L inuxと

Windowsが混在した環境では、とても

有効な機能である。
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表2 各ディストリビューションのスペック－その2

ディストリビューション カーネル glibc XFree86 標準デスクトップ

Storm Linux 2000 2.2.13 2.1.1 3.3.5 KDE（1.1.2）

Corel LINUX OS 2.2.12 2.1.2 3.3.5 KDE（1.1.2）

画面5 Storm Pakage
Manager
GUIインターフェイスの
採用により、操作性が大
きく向上している。

画面6 Corel File
Manager
ネットワーク上の
Windowsサーバにシ
ームレスにアクセス
できる。

注目の海外
ディストリビューション



かつて、Linuxは初心者には使いこ

なしが困難なOSというイメージで捉え

られることが多かった。公開されたソ

ースコードを入手し、ユーザーが自ら

コンパイルしていた時代から比べれば、

バイナリパッケージとしてディストリ

ビューションが配布されている現在は、

インストールと設定は格段に楽になっ

ている。ハードウェアの自動検出もサ

ポートされ、この点でもユーザーの負

担が軽減は軽減された。しかし、デス

クトップ用途ということを考えると、

まだ不十分な面残されている。ここで

は、Linuxがデスクトップ用途で普及

していくための課題としてユーザーイ

ンターフェイスについて考えてみたい。

Red Hat系のディストリビューショ

ンの多 くは、 新 しいリリースで

「Anaconda」というグラフィカルなイ

ンストーラを採用した。少なくともマ

ウス操作によるGUI環境がユーザーに

提供されたわけだ。しかし実際には、

以前のテキストベースのインストーラ

をGUIに置き換えただけのもので、設

定項目やメニューの遷移といったユー

ザーインターフェイスの基本部分は変

更されていない。

今回取り上げた中では、OpenLinux、

Storm Linux、Corel LINUX OSが独

自のインストーラを採用しており、改

善の可能性を示している。今後、その

ほかのディストリビューションでも、

改良されていくことを望みたい。

インストーラが行うデフォルトの設

定についても改善が図られている。

Red Hat 6.2では、起動するネットワ

ークサービスを制限することで、知ら

ないうちにセキュリティ上の問題を抱

えてしまうという問題への対応がなさ

れた。TurboLinuxもこの点に配慮し

て、ネットワークサービスのデフォル

ト設定を変更している。

GNOMEやKDEをはじめとする統合

デスクトップ環境の登場によって、

LinuxのGUI環境は大きく前進した。

ユーザーによるカスタマイズの自由度

や操作性ではWindowsと遜色ないレベ

ルになってきている。

ただ、デフォルトのメニュー構成に

はやや難点がある。どこに何が配置さ

れているのか把握しずらいのだ。たと

えばGNOMEを使用する場合に、同じ

マシンにKDEがインストールされてい

ると、GNOMEのメニューにKDEのメ

ニューが取り込まれる。両方の環境を

シームレスに利用できて便利なように

思えるが、メニューの階層が複雑すぎ

てわかりずらい。初めて使うユーザー

はとまどうのではないだろうか。

メニューについては、同じ設定項目

に対して、異なるツールが使用可能に

なっていたり（tksysvとksysvなど）、

ほぼ同等の機能を持ったアプリケーシ

ョンがメニューに複数ある（複数のタ

ーミナルなど）といった場合もある。

初期状態はなるべくシンプルで、よ

く使われるアプリケーションなどの必

要最低限のものだけがメニューに登録

されているほうが、どこに何があるか

混乱することなくスムーズに使い始め

られるはずだ。その後、ユーザーの側

で、スキルの向上に合わせてカスタマ

イズしていけばよい。

標準のデスクトップだけでなく、イ

ンストールされる各デスクトップ環境

ごとに、きちんと初期設定されていれ

ば、初心者でも好みのデスクトップを

安心して使えるようになるはずだ。

GUIはユーザーとシステムをつなぐ

大切な窓口である。今後も、さらに改

良されていくことを期待したい。
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画7 GNOMEメニ
ューの中のKDEメニ
ュー
メニュー階層が深す
ぎて複雑化してしま
っている。このメニ
ュー階層内だけで4
つの「アプリケーシ
ョン」メニューがあ
る。

Linuxのユーザーインターフェイスを考える



最近のディストリビューションでは、

サーバ系といわれるものがいくつか発

売されるようになった。Linux（とい

うかUNIX）には、サーバ機能が含まれ

ているので、Windows NTやWindows

2000のようにWorkstationとServerと

いった明確な機能の違いはない。もち

ろん、サーバと銘打って販売されてい

ないディストリビューションにもサー

バとしての機能はきちんと備わってい

る。それでもサーバとして販売されて

いるディストリビューションがあるの

は、Workstation版に比べて、セキュ

リティ設定や、パッケージのインスト

ール内容などがサーバ用にチューンさ

れているからである。これらのディス

トリビューションを使えば、最小限の

設定でサーバマシンを構築できる。も

ちろん設定だけではなく、UPSドライ

バなどサーバを運用するうえで役立つ

ソフトがバンドルされている。

もともとサーバ版といわれるディス

トリビューションは昨年3月18日に発

売されたTurboLinux Server日本語版

1.0が最初である。これを機に、各ディ

ストリビューターからサーバ版が発売

されるようになった。サーバといって

も、家庭内や小規模オフィスで使用さ

れるようなSOHO向けのものから、ISP

やASPが使用するようなeビジネス向

けのサーバまで幅広いものがある。今

回取り上げる4つのサーバ版は、どちか

かというとeビジネス向けのディストリ

ビューションだが、もちろん小規模な

サーバとしても使用できる。

サーバ系に求められる機能をいくつ

か挙げてみよう。

・大容量メモリサポート

・セキュリティ

・Raw I/Oモード

・クラスタリング

・遠隔操作

これらはデスクトップ用途ではほと

んど使われない機能だ。逆にいえば、

サーバ系ディストリビューションの要

といえるだろう。それではこれらの機

能の概要を順に説明する。

エンタープライズ向けサーバには、

高速なレスポンスが必要になる。その

ため、プログラムやデータ領域がハー

ドディスクにスワップされずにメモリ

上で動作することが要求される。また、

大容量のメモリを搭載することで、大

量の同時アクセスを扱うことができる。

このような理由で、サーバ系のディス

トリビューションでは、大容量メモリ

をサポートする必要がある。

ここでいうセキュリティとは、サー

バのポートやサービスを閉じるという

意味ではなく、eビジネスソリューショ

ンに関するセキュリティを指す。

eビジネスでは、Web上での決済が

ベースとなるが、その際には暗号化な

どが必須となる。これらの機能はデス

クトップ用途には必要ないものだ。そ

のため、サーバ系ディストリビューシ

ョンは、どれもeビジネス向けにセキュ
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サーバ系の
5つのキーワード

大容量メモリサポート

セキュリティ

Linuxサーバ系徹底比較

ターボリナックスジャパン株式会社
最初にサーバ系を発売したディスト
リビュータである。TurboLinux
Server日本語版6.1を発売してい
る。
http://www.turbolinux.co.jp/

レッドハット株式会社
http://www.redhat.com/jp/
老舗のディストリビューターで
ある。Red Hat Linux 6.2Jプロフ
ェッショナルを発売している。

Linuxサーバ系徹底比較



リティ機能が強化されている。ただ、

その内容は各ディストリビューション

ごとにセキュリティライブラリなどが

異っている。

データベースのように頻繁にディス

クにアクセスするアプリケーションの、

信頼性とパフォーマンスを向上させる

ため、Raw I/Oがサポートされるよう

になっている。Raw I/Oは、アプリケ

ーションがカーネルのディスクバッフ

ァを使用せずに直接ハードディスクに

書き込むことで、高い信頼性とパフォ

ーマンスを実現する。このような機能

はデスクトップの用途としては必要が

ないし、SOHOサーバ程度ではあまり

利用されない。

クラスタリングはLinuxのもっとも

ホットな話題のひとつだ。クラスタリ

ングとは、ネットワークで接続された2

台以上のマシンを使って、フェイルオ

ーバー（障害復旧）と、ロードバラン

シング（負荷分散）を行うテクノロジ

ーだ。外部からは複数のサーバが1台

のマシンであるかのように機能する。1

台のマシンに障害が発生したとしても、

他のマシンが処理を継続するのでサー

バ機能が完全にダウンすることがない。

また、負荷の高いサーバの処理を分散

することで、高いレスポンスを提供す

ることができる。このような高い可用

性とスケーラビリティはエンラープラ

イズのサーバに要求される。

クラスタリング機能は一部のディス

トリビューションに装備されており、今

後のサーバ系ディストリビューションで

は標準的な機能となっていくだろう。

また、どこにいてもサーバ状態を設

定できるように、遠隔地からのリモー

ト設定機能を強化しているものもある。

24時間オンサイトのサーバを管理する

のは非常に大変だ。常に管理者を待機

させるのはコストがかかる。そこで、

遠隔地からでもサーバ状態をコントロ

ールできるようにしてあるのだ。遠隔

地から操作する場合、セキュリティが

心配されるが、もちろんそれも考慮さ

れている。

今回ここで取り上げるサーバ版は、

次の4つである。

・TurboLinux Server日本語版6.1

・Red Hat Linux 6.0Jプロフェッショナル

・OpenLinux eServer 2.3日本語版

・LASER5 Linux 6.0 Server

どれも人気ディストリビューション

のサーバ版という位置づけだ。このほ

かにも今回の記事には間に合わなかっ

たが、Kondara MNU/Linux Server

1.1がデジタルファクトリから発売され

る（6月8日発売）。詳しくは、オフィ

シャルページ（http://www.kondara.

org/）を参照してほしい。

サーバ版は通常のディストリビューシ

ョンと比べて、システム管理者が利用

するものと考えられているためか、初心

者向けのマニュアル類が充実していない

ことが多い。商用ソフトなどのインスト

ール方法に関しても詳しく記述されてい

なかったり、CD-ROMに英語ドキュメ

ントが収録されているだけだったりす

る。これは、ワークステーション版ほど

数が出ないためかもしれないが、できれ

ば改善してほしいところだ。せめて、商

用アプリケーションのインストール方法

や、セキュリティがどのように設定さ

れているのかを詳しく解説したマニュ

アルをバンドルしてほしい。
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株式会社ネオナジー
http://www.openlinux.ne.jp/
Caldera Systems, Inc.のOpenLinux
を販売している。

レーザーファイブ株式会社
http://www.laser5.co.jp/
日本のディストリビュータの老舗
である。以前はRed Hat Linuxの
日本国内向けのディストリビュー
タだった五橋研究所の子会社だ。



TurboLinux Server日 本 語 版 6.1

（以下、Turbo Server 6.1）は、ター

ボリナックス ジャパンから6月16日に

発売される、セキュリティ対策を充実

させたディストリビューションだ。安

全なサーバを構築するための機能が充

実しているのが特徴だ。

ターボリナックス ジャパンは、以前

からデスクトップ系とサーバ系を明確

に差別化して提供しているディストリ

ビューターで、デスクトップ系はWork

stationという名前で販売している。

なお、今回の記事ではβ3を使用し

ているので、製品版とは若干異なる可

能性がある。

カーネルのバージョンは2.2.15、標準

Cライブラリにglibc 2.1.3と最新のもの

を使用している。これはTurboLinux

Workstation 日本語版6.0よりも新しい

（カーネル2.2.13、glibc 2.1.2を採用）。

また、 Raw I/Oモードにおける

Asynchronous I/Oをサポートしている

点に注目したい。Raw I/Oモードは、デ

ータベース使用時の信頼性とパフォーマ

ンスを向上させるものだが、通常は同期

書き込みを行っている。Asynchronous

I/Oは、ディスクの読み書きを非同期に

行うことで、ディスクアクセスのパフォ

ーマンスが大幅に向上する。

さらに、サーバでは大容量のメモリサ

ポートが求められるが、最大4Gバイトの

メモリに対応しているので、Webサーバ

などを大量に同時実行させても安心だ。

Turbo Server 6.1のインストーラは、

TurboLinux Workstation 日本語版6.0

と同等のもので、キャラクタベースの

ものである。しかし、インストーラが

商用バンドルソフトや、商用フォント

を一緒にインストールしてくれるとい

う非常にありがたい仕組みになってい

る。このため、他のサーバ系ディスト

リビューションのようにインストール

後にひとつひとつインストールしてい

くような煩わしさがない。このような

機能を持っているのは今回紹介するサ

ーバ系4ディストリビューションの中で

は、Turbo Server 6.1が唯一である。

セキュリティ対策のため、セキュリ

ティホールになりやすいポートとサー

ビスはすべて閉じられている。また、

もっともクラックされやすいバッファ

オーバーフロー対策にもぬかりはない。

さらにOpenSSHを使うことで、遠隔地

からtelnetでリモートコントロールする

場合のセキュリティも万全だ。

eビジネスが普及するに従い、eコー

マスでの決済に対する暗号化の強化も

求められている。多くのディストリビ

ューションではOpenSSLを採用してい

るのに対し、Turbo Server 6.1ではよ

り解読されにくい128ビットRSA

BSAFE SLLライブラリを使用し、安

全性を高めている点が大きく異なる。

なお、後述するTurbo Cluster Server

4.0Jと組み合わせれば、大規模なeコー

マスサイトの構築も可能となる。

商用ソフトには、BRU（バックアッ

プユーティリティ）、 HDE Linux

Controller 1.0（Webベースシステム

管理ツール）、Norton Ghost（ディス

クイメージバックアップツール）、リョ

ービ日本語TrueTypeフォント5書体、

EnlightenDSM（システム管理スイー

ト）と、前述したRSA BSASE SSLを

収録している。決して多くはないが、

サーバ運営に必要な十分なソフトウェ

アが揃っている。

サポートは、90日間3件まで（電話、
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TurboLinux Server 日本語版 6.1
ターボリナックス ジャパン株式会社
03-5766-1660
http://www.turbolinux.co.jp/

サーバ指向 

SOHO エンター 
プライズ 

コストパフォーマンス 

低い 高い 

サポート 

プアー 充実 

管理者のスキル 

初心者 
向き 

上級者 
向き 

カーネル

インストーラ

セキュリティ

商用バンドルソフト

サポート

ひとつ未来をみすえた

3万9800円



ディストリビューションディストリビューション

Web、メール）のサポート権が付属し

ている。このサポート権には、インス

トールだけでなくインターネットサー

バの設定までが含まれている。また、

新たに発見されたセキュリティホール

をユーザーにメールで通知するなど、

安心のサポート体制だ。

さらに、年4回のメンテナンスCDの

無償送付サービスが付属している。な

お、サーバの構築から運用までをカバ

ーする有償サービスも用意されている。

Turbo Server 6.1ではクラスタリン

グをサポートしていないが、Turbo

Cluster Server 4.0J（以下、Cluster

4.0J）を使えば、高性能なクラスタリ

ングが実現できる。Cluster 4.0Jのク

ラスタリング機能は、Linux Virtual

Server Projectで開発していたものを

ベースに、ターボリナックスが独自に

開発したもので、フェイルオーバーと

ダイナミックロードバランシングを実

現している。

フェイルオーバー機能は、クラスタ

ノードに障害が発生した際に、自動的

にノードを切り替えて対処する機能で、

ダイナミックロードバランシングは、

クライアントからのトラフィックを自

動認識して最適なサーバに処理を分散

し、ピーク時の負荷を軽減する機能だ。

いずれも信頼性の高いサーバを実現す

るうえで重要な機能だ。

また、独自のクラスタ管理／設定ソ

フトであるTCSWATが付属している。

TCSWATはWebベースのソフトで、

クラスタのステータスを表示したり、

構成を変更したりすることができる。

このソフトを使えば、リモートでも簡

単に管理作業が行える。

Cluster 4.0Jは、「J」とはなってい

るものの、実際の中身は英語版である。

インストーラもマニュアルも英語版そ

のものだ。konコマンドも、ktermも

収録されていないため、日本語の表示

はできない。Cluster 4.0Jに付属して

いるディスク2の「アップデートCD」

にクラスタリングのテストに関する日

本語のドキュメントが収録されている

が、このドキュメントも見ることがで

きなかった。リモートで使うことを前

提にしているのかもしれないし、事実

それで不便はないが、コンソールで使

う場面もないとはいえないので、最低

限の日本語化はほしいところだ。
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クラスタリング

図1 クラスタの概念図

クラスタサーバがユーザーからのリクエストを分散する。

インターネット 
イントラネット 

ユーザー 

クラスタサーバ 

PC1 PC … PCn

画面1 ターボリナックス ジャパンのホ
ームページ

クラスタ機能についての解説がある。



Official Red Hat Linux 6.2日本語

版プロフェッショナル（以下、Red

Hat 6.2 Pro）は、先日発売された

Official Red Hat 6.2日本語版のサーバ

版だ。これまでレッドハットでは、デ

スクトップ系とサーバ系とを明確に分

けていなかったが、この6.2からRed

Hat 6.2 Proを発売し、サーバ系として

位置づけるようになった。スタンダー

ド、デラックスとの大きな違いは、セ

キュアWebサーバの対応やUPSなど、

サーバ系ソフトのバンドルだ。

Red Hat Linux 6.2Jでは、3種類の

バージョンを用意しているが基本的な

スペックは同じである。プロフェッシ

ョナルでもスタンダードと同一のCD-

ROMが付属しており、まずこのCD-

ROMを使ってインストールする。した

がって、インストール直後は、スタン

ダードと変わらない。サーバパッケー

ジはその後からインストールすること

になる。このような構成のため、カー

ネルのバージョンは2.2.14、標準Cライ

ブラリにglibc 2.1.3とデスクトップ系

と全て同じ構成だ。

また、Raw I/Oモードと4Gバイト

までのメモリの自動認識をサポートし

ている。これもプロフェッショナルの

みの機能というわけではなく、スタン

ダードでも利用できる機能で、サーバ

系独自の機能というわけではない。

インストーラには、トレンドである

Anacondaを使用したGUIを採用して

おり、非常にわかりやすい。ただし、

これは前述したように全てのバージョ

ンを同一の構成にするためで、インス

トールできるのはスタンダードの機能

だけである。プロフェッショナルでは

この後にバンドルソフトをインストー

ルすることになるが、こちらのインス

トールはあまりわかりやすいとはいえ

ない。必要なパッケージを自分でひと

つひとつインストールしていくことに

なる。もちろん、対象がシステム管理

者ということなのでこれでも問題はな

いのかもしれないが、Windows系の技

術者などへの配慮があってもよかった

かもしれない。もっとも、慣れるまで

は苦労するかもしれないが、慣れれば

こちらのほうが使いやすいのだろう。

ちなみに、IBM DB2はテキストベ

ースのインストーラが付属している

（画面3）。

なお、パッケージの詳しい内容はホ

ームページを参照するといいだろう。

英語だが、パッケージの名前と簡単な

説明が付いている。
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Red Hat Linux 6.2J プロフェッショナル
レッドハット株式会社
03-3257-0411
http://www.redhat.com/ja/
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インストーラ

玄人好みの総本山
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画面1 Red Hat Linux 6.2パッケージリスト
（US）

US版に収録されているパッケージリストと簡単
な説明を見ることができる。
http://www.redhat.com/commerce/package_list.
html



ディストリビューションディストリビューション

スタンダードと基本構成は同一であ

るため、ポートやサービスは完全に閉

められていない。telnetなどもデフォ

ルトの状態で使えるようになっている

ので、各自必要ないポートやサービス

を閉じる必要がある。

eコーマスに対するWebサーバセキ

ュリティは、Apacheのmod_sslと、

OpenSSLライブラリを利用している。

Red Hat Linux 6.2Jでは、標準でク

ラスタリングをサポートしている。こ

の機能は、スタンダードでもサポート

されているものだ。クラスタリングは

インストーラのカスタムインストール

から選択することでインストールでき

る。Turbo Cluster Server 4.0Jと同

様に、フェイルオーバー機能とロード

バランシング機能を実現し、サーバの

信頼性とトラフィックの軽減を行う。

クラスタリングのアーキテクチャに

関しては、Turbo Cluster Server 4.0J

との違いはない。Red Hat 6.2Jのクラ

スタリングは、Linux Virtual Server

Projectで開発されていたものであり、

もともとターボリナックスも開発に参

加していた。しかし、ターボリナック

スはクラスタリングのスループットを

向上させるためにフレームワークを見

直し、独自開発を行った。このように

して同一のアーキテクチャのクラスタ

が2つ生まれることになったのだが、タ

ーボリナックスはAdvanced Traffic

Manager（turboclusterd）をGPLで公

開せず、再配布も許可しないというこ

となので、オープンソースということ

にはならないようだ。一方、Red Hat

6.2JのクラスタはGPLで公開されてい

るのでこちらが一般的になるだろう。

商 用 ソ フ ト に は 、 HDE Linux

Controller、Jun for Java、ARC Power

Chute（UPS管理ソフト）、パワーバイ

ザ（UPS管理ソフト）、FREQUPS

（UPS管理ソフト）、Comprehensive

Perl Archive Network（CPAN。パー

ルスクリプト集）、IBM DB2（英語

版）がバンドルされている。DB2は、

PCから汎用機に至るまで、一貫したシ

ステムを提供するデータベースだ。イ

ンターネットにおけるスケーラビリティ

の高いデータベースとして実績がある。

そのほか、デラックスに付属してい

るソフトも全て付属している（詳しく

は、本誌52ページのRed Hat 6.2Jを参

照）。さらに、US版に収録されている

ソフトもそのまま収録されているので、

バンドルしているソフトが最も多いデ

ィストリビューションでもある。US版

のバンドルソフトの詳細は、レッドハ

ットのホームページ（画面1）に記載

されている。

サポートは、90日間のメールと、30

日間の電話によるインストールサポー

トを行っている。また、180日間のア

ップデートプログラムへの優先アクセ

ス権が付いている。

インストール後のサポートに関して

は、ワールドワイドサポートグループ

が企業向けにApach e、Samba、

Sendmailのサポートを行うということ

が発表された。詳細は不明だが、ワー

ルドワイドサポートグループというこ

とで、英語サポートになると思われる。
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クラスタリング

商用バンドルソフト

サポート

画面2 IBMのDB2のホームページ

http://www.jp.ibm.com/software/data/udb/in
dex.html
PCから汎用機に至るまで一貫したシステム
を提供

画面3 DB2のイン
ストール

たとえCUIでもインス
トーラがついていると
ありがたい。

セキュリティ



OpenLinux eServer 2.3日 本 語 版

（以下、eServer 2.3）は、eビジネス向

けサーバだ。OpenLinuxは米国で非常

に評価の高いディストリビューション

だ。開発はNove lの子会社である

Caldera Systems, Incが行っており、日

本語化されたのはつい最近である。販

売は株式会社ネオナジーが行っている。

以前からKDEを標準デスクトップ環

境に採用しており、サーバ系といえど

も使いやすいディスクトップ環境が提

供されている。また、COASという独

自のGUIによる管理ツール群を使用す

る点にも特徴がある。

カーネルは2.2.14、標準Cライブラリ

は2.1.2と比較的新しいものを採用して

いる。同じバージョンのOpenLinux

2.3日本語版が採用しているカーネル

2.2.10、glibc 2.1.1よりも新しいもの

だ。さらに、大規模サーバ向けの大容

量メモリとRaw I/Oなどをサポートす

るためにカーネルにパッチをあてて独

自拡張を行っている。ただし、4Gバイ

トまでのメモリを使用するには、カー

ネルの再構築が必要になる。

インストーラには、OpenLinux独自

のLizardが使われている。GUIのグラ

フィカルなインストーラで非常にわか

りやすい。さらに、細部まで細かい配

慮がされており、インストールの煩わ

しさを軽減してくれる。インストール

パーティションなどはツリー表示する

ので、マウントポイントを分ける場合

など直感的で間違えない。非常によく

できたインストーラだ。

また、Lizardの面白い特徴だが、パ

ッケージのインストール中にテトリス

ライクなゲームで遊べるようになって

いる。本当にこのような機能が必要な

のかどうかは賛否両論だろうが、新し

いアイデアとして注目したい。

バンドルソフトのインストールは

eServer 2.3のインストール後に個別に

行うことになる。インストール方法は

マニュアルには書かれておらず、CD-

ROM内に収録されているドキュメント

を参照する必要がある。商用フォント

もRPMパッケージのみで提供されてお

り、インストーラは付属していない。

また、設定ファイルをエディタで修正

しなければならないなど、やはりシス

テム管理者向けという印象だ。商用ソ

フト1本、トライアル版1本、試用版1

本とバンドルしているソフトも少ない

ので、今後はインストーラを用意して

もいいのではないだろうか。

標準状態のセキュリティはそれほど

厳しくはなっていない。telnetなどの

ポートやサービスも閉じられていない

ので、実際にサーバを運用するには、

マニュアルを熟読してセキュリティを

設定することになる。また、OpenSSL

などは収録されていないので、eコーマ

スサーバを構築する場合は別途用意す

る必要がある。

商用ソフトには、IBM Visual Age

for Java for Linux（Java統合開発環

境）のみが収録されている。また、商
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OpenLinux eServer 2.3日本語版
株式会社ネオナジー／Caldera Systems, Inc.
03-3252-4300
http://www.openlinux.ne.jp/

サーバ指向 

SOHO エンター 
プライズ 

コストパフォーマンス 

低い 高い 

サポート 

プアー 充実 

管理者のスキル 

初心者 
向き 

上級者 
向き 

カーネル

インストーラ

セキュリティ

商用バンドルソフト

独自の路線で使いやすく

2万9800円

画面1 ［さいもん］シリーズのホームページ
http://www.logix-press.com/Symon/
書体のサンプルをみることができる。
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用フォントとしてFon t f a c e 4 5 5 0

Symon［さいもん］バージョン1.2が収

録されている。そのほか、IBM Web

Sphere Application Server Standard

Edition, V2.03 for Linux 90日試用版

が収録されている。

商用バンドルソフトは1本と少ない

が、管理ツールなどのソフトがバンド

ルされていないわけではない。管理ツ

ールはCaldera Systems, Incが開発し

たオープン管理システムであるCOAS

（画面2）と、ブラウザベースのリモー

ト管理ツールであるWebmin（画面

3・4）が収録されている。COASは、

X上で使用する管理ツールで、ネット

ワークの設定やデーモンの実行、ファ

イルシステムの操作などが行え、非常

にわかりやすいツールだ。Webminは

同様のツールだが、HDE Cotrollerと

同じく、Webブラウザから設定を行う

ためのツールだ。Webminを使えば、

ネットワーク経由でサーバの設定が可

能になる。

そのほかにもPostgreSQLや、ほか

のディストリビューションでは珍しい、

MySQL（リレーショナルデータベース）

などサーバ用途のソフトが多数収録さ

れている。

マニュアルは「システム管理者ガイ

ド」1冊のみだが、インストールからサ

ーバ運用、セキュリティまで詳しく解

説されている。構成もよくできており、

非 常 に わ か か り や す い 。 特 に 、

Netwatchやtcpdumpを用いたネット

ワークの監視や、パケットフィルタリ

ングの解説など有用な情報も網羅され

ている。なかなかよく出来たマニュア

ルだ。初めてサーバを構築する人でも

マニュアルをじっくり読めばひととお

りの設定ができるだろう。

サポートは、30日間の電話によるサ

ポートまたは、90日間までのメールサ

ポートを最大5件まで行っている。サポ

ート内容はインストールまでだ。
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マニュアル

サポート

画面2 システム管理ツール群「COAS」 X上で使うシステム管理ツール。

画面3 システム管理ツール「Webmin」
Webベースでシステムを管理するツールだ。

画面4 Webminでのシ
ステム管理

Webブラウザ内からtelnet
でリモートログインして
いる。



LASER5 Linux 6.0 Server Edition

（以下LASER5 6.0 Server）は、もとも

とRed Hat Linux 6.0 Server Edition

として発売されていたディストビュー

ションである。レーザーファイブの

Red Hat社との商標権の使用期限が切

れたために、LASER5 6.0 Serverとし

てリファインして発売されたものだ。

基本的な機能はRed Hat Linux 6.0

Server Editionと変わらないが、新た

にいくつかの商用ソフトをバンドルし

た。また、Alpha版も同梱されている

点が大きく異なる。今回紹介するサー

バ系ディストリビューション中、唯一

Alpha版が含まれている。

LASER5 6.0 Serverは、今回紹介す

るサーバ系4ディストリビューションの

中で、もっともエンタープライズ向け

の商品であり、ISP/ASP向けのディス

トリビューションといえるだろう。

基本的な構成はRed Hat Linux 6.0

Server Editionと変わらない。カーネ

ルも2 . 2 . 5 、 標 準 C ライブラリに

glibc2.1.1と同じ構成だ。Alpha版も同

様の構成である。今となっては若干古

いという感は否めないが、サーバとし

て安定した動作を望むのであればかえ

って安心といえるかもしれない。なお、

カーネル2.2.14（セキュリティパッチ済

み）を採用したLASER5 Linux 6.5

SecureServer Editionが7月に発売さ

れる。価格は4万9800円（予定）。

インストーラには、少し前まで使わ

れていたRed Hat系のCUIベースのイ

ンストーラが使われている。使いやす

いとはいえないが、以前からのユーザ

ーは違和感なく使用できるだろう。

LASER5 6.0 Serverは、多くのバン

ドルソフトが付属しているが、やはりバ

ンドル版のソフトはひとつひとつインス

トールしていくことになる。CD-ROM

に収録されているソフトの一覧が添付

されており、おのおののソフトのインス

トール方法は、各ディレクトリのドキ

ュメントを参照する。慣れないとなか
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LASER5 Linux 6.0 Server Edition
レーザーファイブ株式会社／株式会社サードウェア
03-3818-6626
http://www.laser5.co.jp/

サーバ指向 

SOHO エンター 
プライズ 

コストパフォーマンス 

低い 高い 

サポート 

プアー 充実 

管理者のスキル 

初心者 
向き 

上級者 
向き 

カーネル

インストーラ

eコーマスもお手のもの

4万9800円

画面1 システム管理ツール
「HDE Linux Controller」
Webminと同様にWebブラウ
ザでシステムを管理する。

画面2 HDE Linux Cont
rollerでサーバの設定を変更
遠隔地から自由しサーバを
設定できる。
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なか大変な作業なので、初めてインス

トールする場合は1日作業になる。

なお、標準ではX Windows System

の設定はされていない。リモートで使

うことを前提にしているためだ。ISP

やASPがeビジネス用のサーバとして

設置するような場合、「X Windows

Systemのような無駄なリソースを使い

たくない」、「キャビネットに納めた状

態で使用するのだからリモートログイ

ン し か 使 わ な い 」、「 X Windows

Systemの導入はセキュリティホールを

生む」といった考えが前提にあるよう

だ。レーザーファイブの、サーバ用途

でX Window Systemは使わないとい

うポリシーは明確で、7月に発売され

る LASER5 Linux 6.5 SecureServer

Editionは、X Windows Systemを収

録しないということだ。しかし、使い

方はユーザー次第なので、インストー

ラで選択できるようにしてほしいと思

うユーザーも多いのではないだろうか。

セキュリティポリシーは、インスト

ール時に選択するサーバのタイプによ

って最適化される。セキュリティマネ

ージャを使えば、パケットフィルタリ

ングによるファイアウオール設定が簡

単に行え、インターネット経由の不正

アクセスを防止することができるよう

になっている。さらに、SSHを使うこ

とでtelnetを使って安全にサーバをコ

ントロールすることができる。

商用ソフトには、BRU、HDE

Linux Controller 1.0が付属している。

それ以外にも多くの非商用版ソフトや

試用版、体験版が収録されている。

UPSドライバはAPS、アルファテック、

関西蓄電池、三菱電機など、多くの

UPSに対応したものが収録されている。

また、強力な128／168ビットの暗号を

サポートするRoxen Challenger 1.3が

収録されている（ 現在はR o x e n

WebServerに名称変更）。Roxen

Challenger 1.3を使えば、安全なWeb

サイトを構築することができる。

マニュアルは非常に充実しており、

「サポートガイド」、「ご利用案内」、

「インストールガイド」、「Alpha版イン

ストールガイド（追補）」、「サーバリフ

ァレンス」の計5冊が付属している。

総ページ数は300ページ超という立派

なものだ。インストールからサーバ運

用までを図入りで詳しく解説している。

これらのマニュアルは、バインダーに

CD-ROM/FDメディアと一緒に綴じら

れていてとても使いやすい。

サポートは、各種サーバ系ディスト

リビューションの中で、最も充実して

おり、インストールサポートだけでな

く、サーバ機能の設定や、運用方法まで

をカバーしている（Alpha版はインスト

ールからサーバ設定まで）。サポート期

間は半年間と長く、電話、FAX、メール

で行う（インストールサポート3件まで、

それ以外は2件まで、合計3回まで）。さ

らに、延長サポートサービス（1年間5

件までのフルサポート。12万円）と、

追加サポート(5件までのフルサポート。

5万円）が用意されている。さすがに老

舗だけあって、長年のノウハウの蓄積

があってこそできるサポートだろう。

安心のバックアップ体制だ。
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マニュアル
セキュリティ

商用バンドルソフト

サポート

画面3 HDE-WUIのホーム
ページ
http : / /www.hde -wu i .
com/jp
HDE-WUIはHDEが開発して
いる管理ツールである。

画 面 4 Enhanced Soft
ware Technologies, Inc.
のホームページ
http://www.hde-wui.com/
jp/
BRUは、ESTが開発している
バックアップツールである。
今後、このようなツールが増
えるだろう。
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TurboLinux Server 6.1

ターボリナックスジャパン株式会社

http://www.turbolinux.co.jp/

CD4枚/FD2枚

3冊

3万9800円

Pentium相当以上

32Mバイト以上（64Mバイト以上推奨）

600Mバイト以上推奨

（最低200Mバイト）

日本語／テキスト

CD-ROM、FD、DOS

CD-ROM、NFS

RPM

GNOME、fvwm、fvwm2

Wnn6 Ver.3、Canna

2.2.15

glibc 2.1.3

3.3.6

1.0.55

－

－

turbonetcfg

turboxcfg、XF86Setup

turbowmcfg

－

turboservice

turbopkg

Wnn6 Ver.3

リョービ和文5書体

－

BRU、HDE Linux Controller、Norton Ghost

インストールおよび、

インターネット系サーバ設定

メール、Web、電話

90日

3件

セキュリティホール発見時の緊急メールアナウンス、年

間4回のメンテナンスCD無償送付

TurboCluster Server4.0J

ターボリナックスジャパン株式会社

http://www.turbolinux.co.jp/

ＣＤ２枚/FD2枚

1冊（英語）

2ノード：12万8000円

ノード無制限版：24万8000円

i486DX以上（Pentium相当以上推奨）

32Mバイト以上

（128Mバイト以上推奨）

150Mバイト～700Mバイト

英語／テキスト

CD-ROM、FD、DOS

CD-ROM、HDD、NFS、FTP

RPM

TurboDesk/AfterStep、fvwm、

fvwm2、twm

－

2.2.12

glibc 2.0.7

3.3.5

－

－

turbousercfg

turbonetcfg

turboxcfg、XF86Setup

turbowmcfg

－

turboservice

turbopkg

－

－

－

BRU

インストールからサーバ設定まで

メール、Web、電話

90日

3件

－

製品名

販売元

URL

提供メディア

マニュアル

価格

動作条件

CPU

メモリ

ハードディスク

インストール

インストーラ

ブートメディア

インストール元メディア

システム構成

パッケージ管理システム

デスクトップ環境

日本語入力システム

バージョン

カーネル

標準Cライブラリ

XFree86

GNOME

KDE

設定ツール

ユーザー管理

ネットワーク

Xサーバ設定

ウィンドウマネージャ変更

サウンド

起動デーモン

パッケージ管理

主なバンドルソフト

日本語入力システム

日本語TrueTypeフォント

ブートマネージャ

そのほか

サポート

サポート内容

サポート方法

サポート期間

サポート件数

備考
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Red Hat Linux 6.2J Professional

レッドハット株式会社

http://www.redhat.com/jp/

CD8枚/FD1枚

2冊

2万9800円

x86プロセッサシステム

16Mバイト

500Mバイト（推奨）

日本語／グラフィカル

CD-ROM、FD、DOS

CD-ROM、HDD、NFS、FTP、HTTP、PCMCIA

RPM

GNOME、KDE、fvwm、fvwm2、Window Maker、

Enlightenment、AfterStop

ATOK12 SE、Wnn6 Ver.3、Canna

2.2.14

glibc 2.1.3

3.3.6

1.0.55

1.1.2

linuxconf、kuser

netcfg、linuxconf

XF86Setup、Xconfigurator

switchdesk-gnome

sndconfig

linuxconf

rpm、gnorpm

ATOK12 SE、Wnn6 Ver.3

DynaFont和文5書体

System Commander Lite

Deluxeに加え、IBM DB2など多数

インストールサポート

メール、電話

90日（メール）、30日（電話）

制限なし

180日間の無料FTPサイト優先使用権

OpenLinux eServer 2.3 日本語版

株式会社ネオナジー

http://www.openlinux.ne.jp/

CD3枚

1冊

2万9800円

Pentium以降

64Mバイト以上

（128Mバイト以上推奨）

40Mバイト以上

（フルインストール時1.3Gバイト）

日本語／グラフィカル

CD-ROM、FD、DOS

CD-ROM、NFS

RPM

KDE、twm

Wnn Ver.4、Canna

2.2.14

glibc 2.1.2

3.3.5

－

1.1.2

COAS、Webmin

COAS、Webmin

XF86Setup

－

－

COAS、Webmin

COAS、Webmin、rpm

－

Fontface 4550 Symon［さいもん］1書体

－

IBM VisualAge for Java for Linux

インストールサポート

メール、電話

90日（メール）、30日（電話）

－

カルデラ・システムズのサポートデータベース（英語）

LASER5 Linux 6.0 Server Edition

レーザーファイブ株式会社

http://www.laser5.co.jp/

ＣＤ6枚/FD4枚

5冊

4万9800円

i486相当以上またはAlpha Chip

16Mバイト以上（Intel）

128MB以上（Alpha）

800Mバイト以上推奨

日本語／テキスト

CD-ROM、FD、DOS

CD-ROM、ＨＤＤ、NFS、FTP、HTTP

RPM

GNOME、KDE、fvwm、fvwm2、Window Maker、

Enlightenment、AfterStop

Canna

2.2.5

glibc 2.1.1

3.3.3.1

1.0.7

1.1.2

linuxconf、kuser

netcfg、linuxconf、netconf

XF86Setup、Xconfigurator

switchdesk-gnome

sndconfig

linuxconf、tksysv、ksysv

gnorpm、ｒｐｍ

－

－

－

BRU Personal Edition、HDE Linux Controller

指定なし

メール、電話、FAX

180日

インストール3件、その他2件、最大3件

追加サポートあり
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2000年はPC界にとって歴史的な年と

なった。ついにCPUのクロックが1GHzを

超えるという歴史的瞬間を迎えることが

できたのだ。まず、3月6日にAMDが

Athlon 1GHzを発表すると、2日後の3月

8日にはインテルがPentium III 1GHzを発

表した。僅差でAMDが先に1GHzオーバ

ーの名誉を手中に収めることとなった。

すでにクロック数ではAMDに先行され

ていたインテルだが、1GHzオーバーとい

う名誉は手中に収めたかったに違いない。

この時期、1GHz CPUの発表日の情報は

二転三転し、両社の「歴史的瞬間」争い

が激化していたことがうかがえる。また、

両社とも発表と同時という迅速な出荷

（インテルは限定出荷）にも歴史的瞬間に

かける意気込みが感じられた。

10年前のPCといえば、まだNECのPC-

9800シリーズ全盛期であった。CPUは

80386DX 20MHz、メモリは1.6Mバイト

という構成だった。クロックだけを単純

に考えると、50倍の性能になっていると

いうことになる。わずか10年の間にすさ

まじい進歩を遂げたということをあらた

めて実感する。インテルとAMDのCPU開

発戦争が、CPU高速化に拍車をかけたこ

とは間違いない。

そして待ちに待った1GHzマシンが市場

に出回るようになった。これら両雄の戦

いの結果は…果たしてLinuxにおいて

Pentium III 1GHzとAthlon 1GHzはどち

らが速いのかを徹底検証する。

マシン
対決！
最速最速

1G対決！ Linuxで速いのはどっちだ！

Photo : Tetsu Ohgushi  (Dee)



Gateway Select 1000（以下、Select

1000）は世界で最初に発売された1GHz

マシンだ。CPUにAMD Athlon 1GHz

を搭載している。Athlon 1GHzを搭載

したマシンは米国ではコンパックも販

売しているが、日本国内で販売してい

るのは日本ゲートウェイだけである。

Athlon 1GHzは、OEMメーカーへ優先

的に出荷されているため秋葉原でも入手

するのは困難であり、事実上日本で入

手できる唯一のAthlon 1GHzマシンだ。

■

■　スペック

■

チップセットはAMD-750を採用して

いる。AMD-750チップセットは、

AMD-751とAMD-756の2チップで構成

されている。AMD - 7 5 6はU l t r a

ATA/66に対応しているが、AMD-751

はAGPは2×、メモリはPC100と若干

古さは否めない。システムバスクロッ

クは200MHzとなっているが、CPUと

AMD-751システムコントローラ間だけ

が、ダブルデータレート転送を使い200

MHzで稼働し、AMD-751とメモリ間

は100MHzで稼働する。安価なPC100

のSDRAMが使用できるというメリッ

トはあるものの、システム全体の高速

化は望めないだろう。ただし、AMD

は100MHzまたは133MHzのFSBに比

べ50％～100％高速であると公表して

いる。

消費電力が高く、高熱を発するAthlon

のクーリング対策は、CPUに直付けさ

れたファン付きヒートシンクで行って

いる（写真1）。その他の特別なクーリ

ング対策は行っていない。一部の

Athlonマシンではケース側面に排気口

を設け、ファンで強制排気を行ってい

るものすらあるのに、本当に大丈夫だ

ろうかと心配になるが、編集部の連続

稼働では全く問題なかった。実際に

CPUを触ってみても、さほど熱くはな

らなかったので、いわれるほど発熱に

対して神経質になる必要はないのかも

しれない。

マザーボードは1AGP、5PCIスロッ

トを備え拡張性が高い。DIMMスロッ

トも3本用意されている。メモリスロッ

トが多いというのは、個人ユーザーに

とってありがたい拡張性だ（写真2）。

標準構成では、サウンドカードとモデ

ムカードを装着しているので、空き

PCIは3スロット、空きDIMMスロット

が2本になっている。

ゲートウェイのAthlonマシンで使用

されているマザーボードは共通で、先

月号の特集で紹介した「JI-SAKU-KI」と

マザーボードは同じだった。このマザー

ボードはUSBポートが3ポートついてい

るというユニークな特徴を持っている。

ビデオカードは標準構成でnVIDIA

GeForce 256 DDR 32MBを搭載して

いるが、今回テストに使用したモデル

はBTOで選択できるnVIDIA RIVA

TNT2 M64 16MBを搭載している（共

にOEM版）。これはTNT2の廉価版で

あり、すでに1世代前のスペックだ。Athlon

1GHzのシステムとしては相応しくない

と思える。2つのビデオカードの差額が

1万3千円であることを考えると、TNT2

M64をラインナップする必要性は低い

と思われる。

ハードディスクも標準で10Gバイト

と今となっては少ない部類である。価

格を抑えるために周辺機器を抑えてあ

るのだろう。もっとも、Athlon 1GHz

を搭載してサウンドカード、56kモデ

ム、最大40倍速CD-ROM、17インチデ

ィスプレイ込みで30万円を切るという

価格設定はかなりお買い得であろう。

■

■　1GHz! Athlon

■

Athlonの1次キャッシュは128Kバイ

トとPentium IIIの32Kバイトに比べ4

倍もの容量を誇っている。しかし、Athlon
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写真1 ケース側面を開けたところ
ヒートシンク付きファンのみでクーリング対策を行って
いる。発熱はさほど大きくない。

スペック

1GHz! Athlon

Gateway Select 1000
日本ゲートウェイ株式会社
価格：28万9800円（標準構成）
http://www.gw2k.co.jp/



1GHzの2次キャッシュのクロックは

333MHzとコアクロックの3分の1での

動作だ。これは、2次キャッシュのクロ

ックが350MHzのAthlon 700MHzより

遅い。今までは同クロックのAth lonと

Pentium IIIであれば、Athlonのほう

が速いといわれていたが、ここにきて2

次 キャッシュと等 速 で動 作 する

CoppermineコアのPentium IIIに比べ

て遅いといわれるようになった。2次キ

ャッシュが遅い理由は、Athlonの2次

キャッシュであるSRAMがCPUコアダ

イに内蔵されていないからだ。しかし、

CPUコアダイにSRAMを内蔵していな

いために歩留まりがよく、512Kバイト

という容量の2次キャッシュを搭載して

いるにも関わらず、CPU自体を低価格

に抑えられるというメリットもある。

ただし3月の発表時では、Athlonの単

価は15万5880円（1,000個ロット）と

Pentium IIIの10万8460円に比べて5万

円も高い。

Athlonの最大の特徴は、新たに追加

されたスーパースケーラ浮動小数点ユ

ニットにより浮動小数点演算が高速だ

ということだ。これはPentium IIIに

比べ、3Dジオメトリ演算を大量に行う

3Dゲームなどに適しているといえるだ

ろう。ただしソフトが対応していなけ

ればこのありがたい機能を利用するこ

とはできない。

■

■　Linux Ready!?

■

Select 1000に標準で搭載されている

OSはWindows 98 Second Editionだ。

Windows NT Workstation 4.0も選択

できる。もちろんLinuxは…選択でき

ない。当然ながら自己の責任において

インストールすることになる。しかし、

カーネル2.2.14、XFree86 3.3.6以降で

は問題ない。ただし、内蔵されている

CONEXANTのチップを使っているモ

デムに関してはドライバが存在しない

ために利用できない。Linuxを使用す

るつもりならBTOでモデムを削除した

ほうがいいだろう。

なお、Ultra ATA/66に関しては、

正式対応ではないもののTurboLinux

Workstation 6.0 など、最新のディス

トリビューションを使用すれば利用で

きる。ただし、デフォルトでは設定さ

れないのでhdparmコマンドで転送モ

ードを変更する必要がある。

Ultra ATA/66はともかく、標準で

はDMAがオフになっているのでかなり

遅くなってしまう。高速なAthlonを使

うのであれば忘れずに設定しよう。
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写真2 マザーボード
1AGP／5CPI。拡張性が高い。RIMMスロットも3本
用意されている。USBが3ポートというのも珍しい。

写真3 1GHz Athlon
これが世界初の1GHz CPUだ。見た目はいままでのAthlonと変わらない。

CPU 1GHz AMD Athlon

メモリ 64MバイトPC100 SDRAM （64Mバイト×1）

チップセット AMD-750チップセット

ハードディスク 10GバイトUltra ATA HDD 

ビデオカード nVIDIA DDR GeForce 256 32MB w/DVI 出力 AGP グラフィックス

フロッピードライブ 3.5インチフロッピードライブ

CD-ROMドライブ 最大40倍CD-ROM ドライブ

サウンドカード Sound Blaster Live! Value w/デジタル出力カード

スピーカ なし

モデム 56K PCI モデム

モニタ 17インチカラーモニタ

ケース ミッドタワーケース

キーボード 109日本語キーボード

マウス MSインテリマウス

OS Windows 98

価格 28万9800円
表1 Gateway Select 1000標準構成のスペック

Linux Ready!?



Dimension XPS B 1000r Special

Edition（以下、XPS B 1000r）は世界で

最初に発売されたPentium III 1GHz

マシンだ。Pentium III 1GHzを搭載

したマシンはHP、IBMからも発表され

ているが、現時点で実際に製品として

出荷しているのはデルコンピュータだ

けだ。Pentium III 1GHzは現状では

限定生産のためAthlonよりも入手困難

であり、日本では事実上デルコンピュ

ータからのみ入手できる。

■

■　スペック

■

XPS B 1000rはCPUだけでなく、そ

の他のスペックでも最強マシンとして

相応しいシステム構成だ。今回テスト

に使用したモデルはPC700 RDRAM

256Mバイトメモリ、CD-R/RW、

DVD-ROMドライブが内蔵されている。

クーリング対策に巨大なヒートシン

クと排気ダクトを設け、ファンによる

強制排気を行っている。このため、ケ

ースを開けただけでは排気ダクトに隠

れてCPUは見えない（写真4）。

マザーボードはインテルのVC820を

使用している。1AGP、5PCIとGateway

Select 1000と同様に拡張性が高い。

チップセットはi820だ。i820チップセッ

トは、インテルのハイエンド向けのチ

ップセットで、FSB 133MHz、Ultra

ATA/66に対応している。しかしなん

といってもi820チップセットの最大の

特徴は、PC800 RDRAMの対応だ。

CPUが高速化するに伴い、高速なメ

モリが必要になる。互換チップセット

メーカーはSDRAMの高速化でその場

をしのいでいるが、インテルはラムバ

スが開発した高速RDRAMを使用する

ことで対処している。PC800 RDRAM

を使えば、100MHz SDRAMに比べ約

2倍のメモリ帯域幅である1.6Gバイト／

秒が得られる。Pentium III 1GHzの

性能を引き出すのに十分なチップセッ

トである。しかし、RDRAMはまだ高

価で、SDRAMに比べ8倍近い値段の

開きがある。このため、基本的に

Pentium III 1GHzマ シ ン は Athlon

1GHzより高くなってしまう。

なお、RDRAMを使ったシステム構

成では、すべてのRIMMスロットが埋

まっていなければならない。これは

Rambusインターフェイスの反射を防

ぐためで、RIMMスロットに空きがあ

る場合は、C-RIMMと呼ばれる導電モ

ジュールを装着しなければならない

（写真5）。また、i820チップセットのバ

グの問題でRIMMスロットは2本しか

搭載されていない。このため最大メモ

リは512Mバイトとなっている。

ビデオカードは現時点の最高スペッ

クに位置するnVIDIA DDR GeForce

256 64Mバイト(OEM版）を搭載して

いる。BTOでもこれ以外のビデオカー

ドは選択できない。

この構成で45万3300円という価格設

定になる。もっとも、PC700 128Mバ

イトとPC700 256Mバイトの差が6万

円ということで、いかにRDRAMの値

段が高いかがわかる。

ハードディスクは標準で30Gバイト

と申し分ない容量である。BTOで選択

できる構成に34Gバイトもある。

ゲートウェイのGateway Select 1000が

ハイエンドマシンを低価格で提供する
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Dimension XPS B 1000r
Special Edition
デルコンピュータ株式会社
価格：39万7300円～
http://www.dell.com/jp/

写真3 DVDドライブ（上）とCD-RWドラ
イブ（下）
標準構成ではCD-RWドライブのみ

写真4 ケース側面を開けたところ
巨大な排気ダクトが目立つ。この
ダクトで強制排気している。

スペック



路線であるのと対照的に、デルコンピ

ュータのXPS B 1000rでは最高スペッ

クのハイエンドマシンという路線を展

開している。

■

■　1GHz! Pentium III

■

CoppermineコアのPentium IIIの特

徴は、Athlonと違いCPUコアダイに内

蔵されCPUコアと等速に動作する2次

キャッシュにある。このため、1次キャ

ッシュ32Kバイト、2次キャッシュ

256KバイトとAthlonに比べ少ないキ

ャッシュ容量だが、高速化されている。

しかし、CPUコアダイにSRAMを内蔵

しなければならないため歩留まりが悪

い。実際問題として、インテルは

Pentium III 1GHzの発表を急ぐあま

り、量産体制が整っていない。このた

め限定生産という生産体制をとってい

る。CPUの単価はAthlonよりも安く設

定されているが、出荷量が少ないので

あれば意味はない。当然入手困難な

CPUはプレミア価格がつくだろう。

■

■　Linux Ready!?

■

XPS B 1000rのOSはWindows 98

Second Editionしか選択できない。

Linuxに 関 し て は Gateway Select

1000同様だ。こちらも、カーネル

2.2.14、XFree86 3.3.6以降では問題な

い。ただし、編集部で確認したところ

今月号の付録CD-ROMに収録されてい

るVine Linux 2.0やRed Hat 6.2Jのイ

ンストーラではVGA表示になってしま

った。XPS B 1000rに付属している

nVIDIA DDR GeForce 256を認識が認

識できないようだ（XFree86 3.3.6では

対応済み）。もしかするとAnacondaを

使用したインストーラでは認識できな

い可能性があるので注意が必要だ。も

っとも、セットアップ後にX Window

Systemの設定をすれば正常に認識させ

ることができたので問題ないだろう。
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写真6 マザーボード
1AGP／5PCI。i820チップセットの問題で2本のRIMMスロ
ットしかない。巨大なヒートシンクがひときわ目立つ。

写真5 RDRAM（上）とC-RIMM
（下）
RIMMスロット2本を埋めるためにC-
RIMMが装着されている。

写真7 1GHz Pentium III
Coppermineコアを採用。コアダイに2次キャッシュを内蔵して高速化している。

CPU 1GHz Pentium III

メモリ 128MバイトECC PC700 RDRAM（128Mバイト×1)

チップセット Intel 820チップセット

ハードディスク 30GB Ultra ATA66 HDD  

ビデオカード nVIDIA DDR GeForce 256 + 3D 4× AGP 64MB

フロッピードライブ 3.5インチフロッピードライブ

CD-R/RWドライブ 読み込み最大32倍/書き込み8倍/書き換え4倍速CD-RWドライブ

サウンドカード Sound Blaster Live! Value 512ボイスサウンドカード

スピーカ Altec ACS340

モデム なし

モニタ 17インチカラーモニタ

ケース 109日本語キーボード

マウス MSインテリマウス

OS Windows 98

価格 39万7300円

表2 Dimension XPS B 1000r Special Edition標準構成のスペック

1GHz! Pentium III

Linux Ready!?



今回紹介した2機種を使ってPentium

III 1GHzとAthlon 1GHzの実力を調べ

てみることにする。もちろん2つの機種

はハードウェア構成が異なるため、純

粋にCPU同士の対決とはいえない点に

留意してほしい。それでもCPU自体の

ポテンシャルは十分感じられるはずだ。

特にCPUキャッシュの容量と、キャッ

シュの速度がどのように影響するのか、

SDRAMとRDRAMの性能にどのくら

いの違いがあるのかは十分わかるはず

だ。ベンチマークは、TurboLinux

Workstation 6.0で行った。ベンチマ

ークソフトの測定誤差をなくすために

ベンチマークを3回行い平均している。

まず最初に本誌でもおなじみの

HDBENCH clone 0.14.1を使ってベン

チマークを取ってみた（図1）。結果は

Pentium III 1GHzの圧勝であった。

期待された浮動小数点も3割ほど

Athlon 1GHzのほうが遅いという結果

が出た。メモリに関してはPentium III

1GHzはAthlon 1GHzに比べて2倍の性

能が出ている。しかし、HDBENCH

cloneの作者は互換CPUの結果が遅く

なると明言しているのでベンチマーク

の結果ほどの差はないだろう。参考ま

でにWindowsのHDBENCH 3.22の結

果を載せておく（図2）。Windowsでは

両者は僅差である。

次に、ベンチマークではないがseti@

homeを実行してみた。seti@homeは

宇宙からの微弱な電波をインターネッ

ト上のコンピュータを使って解析し、

地球外知的生命体を検索するという壮

大なプロジェクトだ。seti@homeのサ

ーバからデータを受け取り分析する。

この分析時間をベンチマークとして利

用した（画面1）。もちろん、公正さを

保つために同一のデータを使用する。

結果は僅差でPentium III 1GHzが勝

利している（図3）。しかし、7時間近

い計算を行っている中で僅か14分ほど

の違いはほとんど無視できるだろう。

最後にnbench 2.1.0を実行してみた

（図4）。nbenchはソートやフーリエ計

算など、さまざまな演算を行いメモリ

性能と正数演算、浮動小数点演算の能

力を測定するベンチマークソフトだ。

自分の環境でコンパイルすることもで

きるが、今回は公平性を保つためにコ

ンパイル済みで提供されているバイナ

リRPMパッケージを使用した（gcc 2.7.23

でコンパイル済み）。全てのベンチマー

クの中で、nbenchでの結果だけがAthlon

1GHzの圧勝である。nbenchは比較的

小さなプログラムのため、512Kバイト

という巨大なAthlon 1GHzの2次キャ

ッシュによる効果があったものと思わ

れる。このベンチマークの結果から、

高速なキャッシュよりも、大容量のキャ

ッシュのほうが効果が高いということ

が推測できる。ただし、通常使われる

ソフトは当然キャッシュに収まること

はあり得ないので、ベンチマークほど

の大きな差は生まれないだろう。これ

らのベンチマークの結果から、若干

1GHz Penitum IIIのほうが有利に思

えるが、さほどの差はないと思われる。
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1G対決！　結果は予想どおりほぼ互角…
Pentium III 1GHz vs. Athlon 1GHz

画面1 seti@homeの分析画面
膨大な量のデータを分析し地球外知的生命体を探索す
る。残念ながら地球外知的生命体は見つかっていない…

図3 seti@homeでの分析時間
ほとんど差は出ていない。ベンチマークよりも実際の体感速度に近い。

HDBENCH clone http://www.enjoy.ne.jp/̃gm/index-ja.html

HDBENCH http://www.lares.dti.ne.jp/̃ep82kazu/

seti@home http://setiathome.ssl.berkeley.edu/

nbench http://members.xoom.com/Gavrilov_Con/

表3 ベンチマークに使用したソフトの入手先URL

図1 HDBENCH cloneでのベンチマーク
Disk Read（66）はDMA66オン、Disk ReadはDMAオフ。

図2 HDBENCH（Windows）でのベンチマーク
浮動小数点がAthlonのほうが速い。メモリもRDRAMの
効果はあまりない。

図4 nbenchでのベンチマーク
メモリを含め、すべてのベンチマークでAthlonが速い。
キャッシュの問題と思われる。
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Integer 40312 
40125 

Float 48978 
42164 

Memory Read 12348 
11876 

Memory Write 16423 
11530 

Memory Read&write 20058 
20769 

Disk Read  18651 
 22657 

FileCopy  11559 
 21653 

Disk Write  16903 
 27451 

Fast

Athlon
Pentium III

0

108642

MEMORY INDEX 5.766 
4.714 

INTEGER INDEX 4.872 
3.706 

FLOATING-POINT INDEX 8.674 
7.510 

Fast

0

Athlon
Pentium III

07:0006:0005:0004:0003:0002:0001:00

Athlon 6:59:30 

Pentium III 6:45:04 

SlowSlow

00:00hour
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X
XFree86フルチューニング
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Linuxのウィンドウシステムといえば、X Window

Systemだ。そして、実際にはLinuxを利用しているほと

んどの人がX Window Systemを利用しているといって

もよいだろう。また、X Window Systemがなければ

Linuxもこれほど利用されることはなかっただろう。

■

■ウィンドウシステム

■

ウィンドウシステムとはなにか。見た目だけでいえば、

画面上にプログラムがいくつもの窓を開いていれば、それ

がウィンドウシステムだといえるだろう。しかし、表示は

もちろんのこと、キーボードやマウスなどからの入力をど

のプログラムに渡すのかを制御することもウィンドウシス

テムの役割だ。

そして、現実には、そのシステム上で動作するためのア

プリケーションプログラム、さらに、そのプログラムを開

発するためのライブラリが存在しなければ、そのシステム

は役には立たない。さらに操作方法に統一性を持たせるた

めの規約が用意されている場合がほとんどだ。

X Window Systemはもちろん、Microsoft Windows

やMacintoshのMacOSといったウィンドウシステムもこ

れらを備えている。

■

■X Window Systemの特徴

■

X Window Systemには以下のような特徴がある。

1. ソースコードが公開されていること。

2. サーバ／クライアント方式のシステムであること。

3. ネットワーク透過型のシステムであること。

それぞれ、順を追って見ていこう。

●ソースコードの公開

X Window System自体は、初期のバージョンからソ

ースコードが公開されている。ソースコードの公開がその

ソフトウェアの普及に果たす役割は、本誌読者にはいうま

でもないだろう。LinuxやBSDはもちろん、多くのUNIX

システムや、Microsoft Windows、Macintoshなどで動

作するXサーバも存在する。

Linux（やFreeBSDなどの俗にいうPC UNIX）上で、

もっとも使われているXFree86も、i386系のCPU上で動

作するフリーの X Window Systemのひとつである。

XFree86以外にもi386系のCPUで動作する商用のものと
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画面表示 

Xサーバ 

キーボード 

マウス 

ネットワーク 

入力 

Xクライアント 

図1 Xのサーバ／クライアントモデル
Xは、Xクライアント（アプリケーションプログラム）と、画面表示や各種デバイスからの入力をXクライアントに伝えるXサーバのサーバ／クライアントモデルで動作する。

Part 1

Xの仕組みとXFree86
文：山岸典将
Text : Norimasa Yamagishi
文：山岸典将
Text : Norimasa Yamagishi

XXウィンドウシステム

XXX Window Systemの特徴



してXi Graphics社のAccelerated-Xや、Metro Link社

のMetro-Xがある。

●サーバ／クライアント方式

X Window Systemは、XサーバとXクライアントから

構成される。

XクライアントとはX Window System上で動作する

アプリケーションプログラム。そして、XサーバはXクラ

イアントとさまざまな入出力機器との仲介を担うプログラ

ムだ（図1）。

たとえ、ネットワークに繋がずに、1台でマシンを使っ

ているとしても、X Window Systemはサーバ／クライア

ントモデルで動作しているのだ。

Xサーバの役割は基本的な役割は以下の2つ。

1. Xクライアントからの要求に従い画面に表示を行う。

2. キーボード、マウス、ネットワークなどからの入力をX

クライアントに伝える。

Microsoft Windowsや Macintoshの MacOSと違い、

X Window System自体にはファイルマネージャなどの機

能は存在しない。

そして、XサーバとXクライアントの通信方法はXプロ

トコルで規定されている。

実際の表示そのものに関してはXサーバが受け持つた

め、XクライアントはXプロトコルに準拠した通信を行う

だけで、どのようなグラフィックハードウェアを使ってい

るかは気にしないでよい。入出力についても同様だ。その

ため、特殊なハードウェアに直接アクセスするようなプロ

グラムでもない限りは、同一のソースコードをコンパイル

し使用することができる。

●ネットワーク透過型のシステム

X Window Systemがネットワーク透過型のシステム

だということは、Microsoft WindowsやMacintoshとの

大きな違いだろう。これは簡単にいえば、XサーバとXク

ライアントは同じマシン上で動作している必要がない、と

いうことだ（図2）。

実は、キーボードなどからの入力、ディスプレイへの出

力は、すべてネットワーク上で通信されている。これはた

とえ同一のマシン上でサーバとクライアントが動作してい

ても同じである。

すなわち、ネットワーク上で通信が可能であれば、（理

論的には）地球の裏側にあるマシン上でWebブラウザを

立ち上げ、その操作と表示を手元のマシンで行うことも可

能なのだ。イメージとしては、Webサーバで実行される

CGIプログラムをWebブラウザから動かしているのと似て

いるかもしれない。
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X Window SystemはMIT（マサチューセ

ッツ工科大学）とDEC による Athena

Pro j ec t において開発された。Athena

Projectはネットワークを利用したサーバ／

クライアント構成の環境を整える目的のも

のだった。なぜ、「X」なのかといえば「W」

というウィンドウシステムを元に開発され

たものだからだ。

X Window Systemのソースコードは、ハ

ードウェアやソフトウェア（OSなど）に依

存した部分と、それ以外の部分が切り放さ

れて開発されており、ハードウェアに依存

した部分のみを開発することにより、新し

い環境でX Window Systemを利用できる。

XFree86もそのような形で開発された。

X Window Systemは、そのバージョンを

X11R6といった形で表現する。これはバー

ジョン11リリース6と読む。最初に一般公

開されたのは1986年のX10R3だ。そして

1987年のX11R1でプロトコルの変更が行

われ、現在の最新バージョン、X11R6.4は

1998年に公開された。

なお、開発の管理は、M I T 内の X

Consortiumから、X Consortium, Inc.、The

Open Groupを経て、現在はX.Orgにより行

われている。

Column

X Window Systemの歴史

入力と表示を行うマシン 

Xプロトコル 

実際にプログラムが動作しているマシン 

入力
 

表示
 

図2 ネットワーク透過型のウィンドウシステム
他のマシン上でプログラムを実行し、手元のマシンでは表示と入力を行うことがで
きる。



XP r o j e c t

Windows NT Terminal Server、Metaframeといっ

たソフトウェアを使用すれば、Windowsでもネットワー

クの向うにあるマシンのプログラムを利用することが可能

だが、そのライセンス料等を考えると、限られた予算の範

囲で簡単に導入できる代物ではない。基本的にフリーであ

るというのもX Window Systemの大きなメリットだ。

余談だが、ネットワーク上でX Window Systemを使

う場合、通常のサーバとクライアントのイメージとは逆に

なるので、気をつけよう。X Window Systemの場合、

手元で動作しているのはXサーバで、ネットワークの向う

で動作しているのはXクライアントだ。

■

■ウィンドウマネージャ

■

「サーバ／クライアント方式」のところでXサーバは表

示および入出力を担当すると書いた。しかしXサーバによ

る表示とは、本当に単にウィンドウを表示するだけの、非

常にシンプルなものだ。ウィンドウの切り替えや、ウィン

ドウタイトルの表示といった機能は一切ない。このような

機能はウィンドウマネージャが提供する。ウィンドウマネ

ージャもXクライアントの一種だが、X Window System

のルック＆フィールを管理するという意味で特殊なものと

いえる。もちろん、ウィンドウマネージャなしでもX

Window Systemがまったく使えなくないというわけでは

ないが、普通はウィンドウマネージャを利用することにな

るだろう（画面1）。

ウィンドウマネージャには多くの種類があり、これが一

番良いというものは存在しない。好みに応じて選択するの

がよいだろう。

ここではその中でもよく使われていると思われるものを

紹介する。もっとも、当然筆者もすべてのウィンドウマネ

ージャを試して使い込んでいるわけではない。ちなみに筆

者が好んで使うのはWindow Makerだ。これは、画面の

狭いノートパソコンを使っているので仮想デスクトップが

必須であること、そして、使い勝手と設定のしやすさ、動

作の軽快さのバランスから選択した。また、CPUパワーの

あるマシンではGNOMEも使いたいため、GNOMEが対

応しているというのも、選択のポイントとなった。

●twm

X11R4から標準として含まれているウィンドウマネージ

ャがtwm（Tab Window Managerの略）だ（画面2）。

そのためX Window Systemがインストールされていれ

ば、まずtwmも使えると考えてよいだろう。古くからあ

るウィンドウマネージャで、見た目も非常にシンプル、機

能もシンプルだ。

設定についても、最近のウィンドウマネージャのように

専用のツールは用意されておらず、自分で設定ファイ

ル.twmrcを記述する必要がある。また、最近のウィンド

ウマネージャにはほとんど用意されている仮想デスクトッ
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昔（といっても7、8年前）はX端末という、Xサーバのみを

実行する端末がよく使われていた。これは現在のようにX

Window Systemが動作するようなPCが安く手に入る時代では

なかったためだ。そのため開発現場でもなければ、1人に1台

UNIXワークステーションとはとてもいかない。そこで、強力な

パワーのある1台のサーバにプログラムを実行させて、表示は手

元のX端末という使い方をしていた。

現在ではマシンの値段も下がり、1人1人がそれなりのパワー

を持ったマシンが使えるようになった。そのため1台の強力なマ

シンを何人もが同時に使うというやり方は当時に比べれば減って

きている。

そして逆に、クラスタリングを利用し、何台ものマシンを1つ

の強力なシステムにまとめあげるという方法が、主流になりつつ

ある。もっとも、この場合も、その強力なマシンを何人かで使う

ためにもX Window Systemが使われることになるだろう。

Column

X端末とは

画面1 ウィンドウマネージャなしのX 画面2 twmのデスクトップ 画面3 fvwm2のデスクトップ

XXウィンドウマネージャ



プ機能はない。

もっとも、機能が少ないといっても、もちろん本来ウィ

ンドウマネージャに必要とされる機能は備えているので、

「ウィンドウマネージャには余計な装飾は必要なく、軽い

ほうがよい」ということで、昔から使い続けているユーザ

ーもいる。

なお、twmを拡張し仮想デスクトップ機能を使えるよう

にしたvtwm、tvtwm、ctwmというウィンドウマネージ

ャもある。

●fvwm2

fvwm2も今となってはかなりシンプルなウィンドウマネ

ージャだ（画面3）。現在の華やかなフリーのウィンドウマ

ネージャのはしりといえるfvwmの進化したものだ。twm

と比較すると、仮想デスクトップ機能を持っていること、

Motif風、Open Look風といった複数のルック＆フィー

ルのサポートが特徴といえる。

fvwm から派生したウィンドウマネージャには、

Windows 95のユーザーインターフェイスをまねた

fvwm95がある。

設定は.fvwm2rcを書き換えて行う。

（fvwmのWebページ http://www.fvwm.org/）

●AfterStep

AfterStepはNEXTSTEPライクなウィンドウマネージ

ャだ。その外観こそが一番の特徴だろう（画面4）。

AfterStepはfvwmを元にしたウィンドウマネージャ

BowManの発展型であるため、機能的にはfvwmとよく

似たものになっている。

Wharfと名付けられた、右側に表示されるアプリケーシ

ョンランチャは、アイコンを階層的にして、収納すること

ができる。もちろん仮想デスクトップ機能もある。

設定はAfterStep-1 .0 では.steprc を書き換えて、

AfterStep-1.6以降ではGNUstep/Library/AfterStepの

中のファイルを書き換えて行う。

（AfterStepのWebページ http://www.afterstep.org/）

●Window Maker

Window MakerもNEXTSTEP風のウィンドウマネー

ジャだ。仮想デスクトップ、テーマのサポート、またGUI

による設定の変更も可能になっている（画面5）。

特に設定の容易さが特徴といえるだろう。これまでに出

てきたウィンドウマネージャなら設定ファイルを書かなけ

ればいけなかったようなことも、GUIの設定ツールで行う

ことができる。

また、右側にあるのはDockと呼ばれるアプリケーショ

ンランチャだが、これへの登録は、アプリケーションを起

動すると下に表示されるアイコンをドラックして一番左に

持っていくだけでよい。

そして、これは賛否両論あるだろうが、マウスのクリッ

クにより表示されるメニューを、そのままウィンドウとし

て残すこともできるのも便利だろう。Vine Linux標準の

ウィンドウマネージャに採用されている。

（Window MakerのWebページ http://www.window

maker.org/）

●Enlightenment

「E」とも呼ばれるEnlightenment（画面6）の特徴は、

何といってもそのテーマ機能だろう。テーマを切り替える

ことにより、まったく違ったウィンドウマネージャにした

ような雰囲気を味わうことができる。カスタマイズできる

機能も豊富で、自分で使いやすいように設定できる。設定

はGUIのツールで行うことができる。

また、GNOMEに対応しているウィンドウマネージャと

しても有名で、Red Hat Linux 6.2J、Laser5 Linux6.0

Rel.2といったGNOMEを採用しているディストリビュー

ションの多くがEnlightenmentをウィンドウマネージャと

して採用している。
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画面4 AfterStepのデスクトップ
画面5 Window Makerのデスクトップ

画面6 Enlightenmentのデスクトップ
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（En l i g h t e nmen t の Web ページ ht t p : / /www .

enlightenment.org/）

●sawfish（sawmill）

sawfishはrepというlisp言語処理系を内蔵したウィン

ドウマネージャだ（画面7）。そのためrepを記述すること

によりさまざまな拡張が可能になる。もちろん、GUIのツ

ールでもかなり細かく設定を変更できる。

またGNOMEとの親和性も非常に高くTurboLinux

Workstation 日本語版 6.0 、Kondara MNU/Linux 1.1

でも標準のウィンドウマネージャとして採用されている。

Enlightenmentに比べると動作が軽いので、あまりパワー

のないマシンでも使うことができるだろう。

なお、sawfishは今年の5月まではsawmillという名前

だったが、バージョン0.27より名前を変更した。

（sawfishのWebページ http://www.dcs.warwick.

ac.uk/̃john/sw/sawfish/）

■

■デスクトップ環境

■

ウィンドウマネージャは、ウィンドウシステムの管理を

目的としている。そして、X Window Systemをさらに

使いやすくする目的のソフトウェアにデスクトップ環境が

ある。

デスクトップ環境は、ファイルマネージャ、へルプ、シ

ステム設定ユーティリティ、そして、メールやワープロ、

表計算といったさまざまなGUIのアプリケーションプログ

ラムを提供する。

現在のディストリビューションの多くは、GNOMEか

KDEのデスクトップ環境を利用できるようになっている。

●GNOME

GNOME（GNU Network Object Model Environment）

はGNUライセンスに基づくフリーなデスクトップ環境だ

（画面8）。GTK+をツールキットとして利用している。対

応するウィンドウマネージャはEnlightenment、sawfish、

Window Makerなどがある。

設定はGUIのツールGNOMEコントロールセンターの

中から変更できる。

GNOMEを標準で採用しているディストリビューション

は TurboLinux Workstation 日本語版 6.0、Red Hat

Linux 6.2J、Kondara MNU/Linux 1.1、LASER5 Linux

6.0などだ。

（GNOMEのWebページ http://www.gnome.org/、日

本GNOMEユーザー会のWebページ http://www.

gnome.gr.jp/）

●KDE

KDE（The K Desktop Environment）は、ノルウェ

ーのTroll Tech社のQtというツールキットを利用して作

成された、フリーの統合デスクトップ環境だ（画面9）。

標準でkwmというウィンドウマネージャが用意されて

いるが、EnlightenmentもKDEに対応している。ファイ

ルマネージャやへルプ、メールソフトなどは日本語化され

ている。

設定に関しては、KDEコントロールセンターという

GUIのツールが用意されている。この中にあるシステムイ

ンフォメーションでは、現在のハードウェアの環境を知る

ことができる。

日本製の電子辞書検索やゲーム、エディタといった

KDE用のソフトウェアもリリースされている。また、日

本語化はされていないがKOfficeというオフィススイート

もある。

標準で採用しているディストリビューションはCaldera

OpenLinux 2.3、Corel LINUX OSなどだ。

（KDEのWebページ http://www.kde.org/、日本KDE

ユーザ会のWebページhttp://www.kde.gr.jp/）
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画面7 sawfishのデスクトップ 画面8 GNOMEのデスクトップ 画面9 KDEのデスクトップ

XXデスクトップ環境



Part 2

XFree86 3.3.6の設定方法
文：山岸典将
Text : Norimasa Yamagishi
文：山岸典将
Text : Norimasa Yamagishi

最近では、ディストリビューションのインストーラによ

ってLinux本体とともにXFree86もインストールされる

ことが多くなった。ただし、すべてのハードウェアが自動

認識されるわけではないし、グラフィックスカードやモニ

タを入れ替えた場合、またディスプレイドライバをアップ

デートする場合などは、再設定が必要になることがある。

■

■XF86SetupによるXFree86の設定

■

XFree86の設定は、/etc/X11ディレクトリなどに置か

れたXF86Configというファイルに書かれている。このフ

ァイルはテキストファイルなので直接編集してもよいが、

なにもないところから作成するのは大変だ。そこで、VGA

用の X サーバを利用して動作する GU I のツール、

XF86Setupを使ってXFree86の設定をしてみよう。ディ

ストリビューションによっては、独自の拡張を行った

XFree86の設定ツールが付属するが、ここではXFree86

のパッケージに含まれる標準の設定ツールである

XF86Setupを取り上げる。

なお、ハードウェアを交換したり設定を変更したりする

と、Xの表示がうまくいかない場合がある。その場合は、

Ctrl＋Alt＋Back Spaceキーを押せば、XFree86が強制

終了することも覚えておいてほしい。

●XF86Setupの起動

XF86SetupはXが起動していない状態でスーパーユー

ザーになって使用する。そのため、すでにXが立ち上がっ

ている状態であれば、いったんXを終了する必要がある。

グラフィカルログインで使用しているなら、テキストログ

インに変更しよう。一時的な変更であれば、起動時に

LILOのbootプロンプトで「linux 3」のようにテキスト

モードのランレベル（この例では3）を指定すればよい。

テキストモードからroot（スーパーユーザー）でログイ

ンしたら、XF86Setupを起動しよう。マシンの中にXの

設定が存在すれば、まず最初に「Would you like to use

the existing XFree86Config file for defaults？」と聞か

れる。設定をちょっと変更するのが目的であれば既存の

XF86Configを使うと楽なので＜YES＞を、まったく新規

に作るなら＜NO＞を選べばよいだろう。

XF86Setupでは、最上部にあるタブをクリックして設

定項目を選択する（画面1）。

●マウスの設定

特殊なマウスを使っていない限り、マウスの設定はほと

んど必要ないはずだ。念のため、マウスを動かしたりボタ

ンを押したりして、右側にあるマウスの絵が反応するかど

うかをチェックしてみよう（画面2）。

2 ボタンマウスを使っている場合には「Emulate3
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画面1 XFree86Setupの起動画面
XがVGA 16色モードで起動し、GUIで設定できる。

Red Hat Linux 6.2Jでは、インストール時にXF86Setupはイ

ンストールされない。以下の手順でXF86Setupとその実行に必

要となるVGA16サーバをCD-ROMからインストールしよう。も

ちろん、GnoRPMやKpackageを使用してもよい。

$ su （スーパーユーザーになる）

# mount /mnt/cdrom

# cd /mnt/cdrom/RedHat/RPMS

# rpm -ihv XFree86-VGA16-3.3.6-20j1.i386.rpm

# rpm -ihv XFree86-XF86Setup-3.3.6-20j1.i386.rpm

Column

システムにXF86Setupが存在しない！

XXXF86SetupによるXFree86の設定



XP r o j e c t

Buttons」をチェックしておくと、2つのボタンを同時に

押したときに真ん中のボタンを押したことになる。3ボタ

ンマウスによる動作を基本としているX Window System

を使うためには便利だ。

●キーボードの設定

キーボードの設定では、主に「model」と「Layout」

を選ぶことになる（画面3）。「model」はキーボードにひ

らがなが印刷されているキーボードであれば「Japanese

106-key」を選べばよい。「Layout」も「japanese」だ。

なおLinuxではCtrlキーと何かのキーを組み合わせて使

用する場合も多い。右側の「Swap Control and Caps

Lock」を選ぶと、Caps LockキーとCtrlキーの位置が入

れ替わる。CtrlキーがAキーの左隣にないとダメというユ

ーザー向けの機能だ（アメリカ人はキーボード左下にある

Ctrlキーを手の腹で押すらしいが……）。

●グラフィックスカードの設定

グラフィックスカードの設定はXの設定でも最も重要な

部分だ。まず、「Card List」をクリックし、自分の使用し

ているグラフィックスカードを選ぶ（画面4）。それから、

「Detailed Setup」を選んで、「Video RAM」の項目を設

定すればよい。もっとも現在は「Video RAM」に関して

もかなりの確率で自動認識が成功するはずだ。その場合は

「Probed」という文字が表示されているだろう（画面5）。

●モニタの設定

まず、自分のモニタと同じ最大解像度のものをリストか

ら適当に選ぼう。次に、モニタのマニュアルを見て、水平

走査周波数を「Horizontal」に、垂直走査周波数を
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画面2 マウスの設定
画面右側のマウスの絵を見ながら設定を確認しよう。

画面3 キーボードの設定
異常終了する場合は直接XFree86Configを書き換える。

画面4 グラフィックスカードをリストから選ぶ
使用しているカードか、同じチップのカードを選ぶ。

画面5 グラフィックスカードの詳細設定
RAMDMCやVideo RAMは自動認識が成功する場合が多い。



「Vertical」に入力する。最大と最小は「－」で結び

「31.5－64.3」というように入力すればよい（画面6）。

●ビデオモードの設定

使用する解像度は複数選ぶことができる（画面7）。ここ

で選んだ解像度は、すべてXF86Configに登録され、簡単

に変更することができる。また、色数は32ビットカラーま

で選べるが、グラフィックスカードが32ビットカラーをサ

ポートしているかは調べてくれない。

●その他の設定

この中には、チェックしておきたい項目が2つある（画

面8）。ひとつは、Ctrl＋Alt＋Back SpaceキーでXサー

バを強制終了させるための「Allow server to be killed

hotkey sequence」。もうひとつはCtrl＋Alt＋（テンキ

ーの）“＋”か“－”でビデオモードの変更を許可する

「Allow video mode switching」だ。

この2つは、これでもうXの設定は変更しない、という

ときまではチェックしておいたほうがよいだろう。

以上を設定したら画面の下にある［Done］をクリック

する。そのあと、xvidtuneというツールでディスプレイ

の設定を確認することができる（画面9）。

xvidtuneでは、XF86Setupでの設定に基づいて画面が

表示される。「Next」ボタンを押し、すべての解像度での

設定をチェックしたら、「Quit」をクリックし、設定を保

存して終了する。

■

■XF86Configを自分で書こう

■

XF86Setup を使えば、XFree86 の設定ファイル

XF86Configを作成することができる。多くの場合はこれ

でうまくいくのだが、きめ細かい設定をしたい場合や、

XF8 6 S e t u p ではうまく設定できない場合は直接

XF86Configを編集する必要がある。

XFree86の設定ファイルは、下記の順に検索され、最初

に見つかったものが使用される。なお、Linuxの場合、通

常 XF86Setup で変更されるファイルは/etc/X11/

XF86Conf ig だが、これは/usr/X11R6/ l ib/X11/

XF86Configからリンクされている。

/root/XF86Config （スーパーユーザーの場合のみ）

/etc/XF86Config

/usr/X11R6/lib/X11/XF86Config

/usr/X11R6/lib/X11/XF86Config.hostname

●問題の発見

Xがうまく起動しないなど、なにか問題がある場合は、
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画面6 モニタの設定
選択肢は多くないが、解像度と周波数さえ正確に入力すればほとんど問題はない。

画面7 ビデオモードの設定
利用したい解像度をすべて選ぶ。

画面8 その他の設定
Xの強制終了と解像度変更のホットキーを有効／無効にできる。

水平走査周波数

Ctrl＋Alt＋Back SpaceでXサーバを強制終了

垂直走査周波数

Ctrl＋Alt＋“＋”か“－”でビデオモードの変更を許可

シグナルをトラップしない

他のホストからのビデオモードの変更を許可

他のホストからのキーボードやマウスの設定の変更を許可

XXXF86Configを自分で書こう
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まず現在のXF86Configのどの部分でエラーが出ているの

かを調べることが重要となる。これを調べるには、Xサー

バのprobeonlyオプションを利用しよう。

# X -probeonly &> x.log

このようにすることで、x.logというファイルにエラーメ

ッセージが出力されるのでよく読んでみよう。

XF86Configは基本的に表1にある7つのセクションか

ら構成されている。Xサーバがうまく動かない場合は、

「Monitor」「Device」「Screen」の3つのセクションの設

定が間違っている場合が多い。ここでは、この3セクショ

ンを中心に見ていこう。

●Monitorセクション

モニタの設定はかなり重要な部分となる。というのは、

このセクションを正しく設定していないと、ハードウェア

が表示可能なビデオモードでも、Xサーバが立ち上がらな

くなってしまうからだ。

リスト1にMonitorセクションの例を示す。この中でも

Modelineの内容が最もわかりにくいだろう。これは各解

像度でのモニタ走査周波数などの情報を記述している。こ

こで記述された解像度が、このモニタで利用可能だという

ことになる。逆にいえばここに書いていない解像度ではX

サーバを動作させることはできないということだ。特にノ
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画面9 xvidtuneの画面
本来は表示を調整するためのツールだ。ここで確認したHsyncStartなどの値をXF86Configに記述することによって、モニタ上の表示位置を微調整することができる。

▼リスト1 Monitorセクションの設定例

Section "Monitor"

Identifier  "RD17G3" …Screenセクションでモニタの判別に使う
VendorName  "MITSUBISHI" …製造社名
ModelName   "RD17G3" …モデル名
HorizSync   31.5-82.0 …水平走査周波数
VertRefresh 40-100 …垂直走査周波数

Modeline "1280x1024" 135    1280 1312 1416 1664  1024 1027 1030 1064 …各解像度ごとの設定
Modeline "1024x768" 98.9  1024 1056 1216 1408   768 782 788 822 -HSync -VSync

Modeline "800x600" 69.650 800  864  928 1088   600  604  610  640 -HSync -VSync

Modeline "640x480" 36     640  696  752  832   480  481  484  509 -HSync -VSync

EndSection

セクション 説明

Files フォントやカラーデータベースのファイルのパス。ここ

で指定されているファイルがまったく見つからないと、

Xサーバは起動しない

ServerFlags XF86SetupのOtherタブで設定する、Xサーバを強制終

了するかどうかなどの設定

keyboard キーボードの設定。XF86SetupのKeyboardに対応する

Pointer マウスやその他のポインタデバイス（タブレットなど）

の設定。XF86SetupのMouseに対応する

Monitor モニタの設定。XF86SetupのMonitorに対応する

Device グラフィックスカードの設定。XF86SetupのCardに対

応する

Screen MonitorセクションとDeviceセクションの関連づけ

表1 XF86configの各セクション



ートパソコンで、特殊な画面の大きさのものを利用してい

る場合は、このセクションを自分で変更しなくてはならな

いことが多い。

ただし、解像度以外の値はかなり難解だろう。なにもな

いところからこの行を書くのは難しいので、/usr/X11R6/

lib/X11/doc/Monitorsに記載されているいくつかのモニ

タの設定値を参考にトライしてみてほしい。もちろん、

XF86Setup で設定できた解像度については、すでに

Modeline行は記載されているはずだ。

Xが起動したら、xvidtuneを使いそれぞれの値を確認し

微調整することができる。これらの値はxvidtuneで表示

される以下の値に対応している。

解像度 PixelClock HDisplay HsyncStart HsyncEnd HTotal

VDisplay VsyncStart VsyncEnd VTotal Flags

●Deviceセクション

ここには、グラフィックスカードの設定が記載される

（リスト2）。この項目については自動認識される確率が高

いので、実際に自分で指定しなくてはならない項目はほと

んどないだろう。

もっとも、一部のグラフィックスカードについては特殊

な設定が必要になる。それらについては、/usr/X11R6/l

ib/X11/doc/READMEや同じディレクトリにあるドキュ

メントを参考に記述するしかない。

●Screenセクション

ここは前述の、MonitorセクションとDeviceセクショ

ンを関連づけて、実際にどのモードで起動するかが記載さ

れている（リスト3）。

Xサーバはまず、DefaultColorDepthで指定した色数の

Displayサブセクションを見る。そして、Modesに記述さ

れた解像度を行頭から順に見て、Monitorセクションの

Modelineと合致するものを調べる。最初に合致した解像

度で、Deviceで指定されたグラフィックスカードを使い

表示しようとする。ハードウェアの性能に比べて、Xの解

像度が低いようであれば、ModesとMonitorセクションの

Modelineの記述を見直してみよう。

なお、（Identifierの異なる）複数のMonitorセクション

を記述しておき、使われるモニタによってScreenセクシ

ョン内のMonitorの値を変更するといったことも可能だ。

また、リストには存在しないが、Displayサブセクショ

ンの中に仮想スクリーンを指定するVirtualというキーを

記述することも可能だ。

Virtual 1024 768

上のように記述すると実際のモニタが800×600のサ

イズだったとしても、画面全体をスクロールさせながら

1024×768のサイズを使うことができる。

Linux magazine July 2000100

Li
nu

x 
m

ag
az

in
e 

Sp
ec

ia
l

▼リスト3 Screenセクションの設定例

Section "Screen"

Driver    "svga" …使用するXサーバ
Device    "Matrox G200" …カードの指定（DeviceセクションのIdentifierで指定した名前）
Monitor   "RD17G3" …モニタの指定（MonitorセクションのIdentifierで指定した名前）
DefaultColorDepth    24 …デフォルトの色数
Subsection "Display"

Depth     8 …色数
Modes    "1280x1024" "1024x768" "800x600" "640x480" …解像度

EndSubsection

Subsection "Display"

Depth     16 …色数
Modes    "1280x1024" "1024x768" "800x600" "640x480" …解像度

EndSubsection

Subsection "Display"

Depth     24 …色数
Modes    "1280x1024" "1024x768" "800x600" "640x480" …解像度

EndSubsection

EndSection

▼リスト2 Deviceセクションの設定例

Section "Device"

Identifier  "Matrox G200" …カード名
VendorName  "Matrox" …製造社名
BoardName   "G200 AGP" …モデル名
VideoRam    8192 …VRAM容量（Kバイト）

EndSection



Part 3

XFree86 4.0の新機能と設定
文：山岸典将
Text : Norimasa Yamagishi
文：山岸典将
Text : Norimasa Yamagishi

今年3月にXFree86 4.0がリリースされた。XFree86

3.3系列はX11R6.3系列をベースに開発されていたが、

XFree86 4.0は、X11R6.4をベースにしている。これ以外

にもさまざまな新機能が搭載されている。ここでは、

XFree86 4.0の新機能を紹介して、その後、インストール

について解説しよう。

■

■XFree86 4.0の新機能

■

X11R6.3からX11R6.4への変更点は、ほとんどがそのま

ま4.0の新機能となる。X11R6.4の新機能としては、複数

のディスプレイを1つのデスクトップとして利用する

Xinerama、カラーマップの利用規定であるTOG-CUP

（the Open Group Colormap Utilization Policy）、Xク

ライアントのリソースを再起動なしに変更できるRCM

（Resource Configuration Management）があげられる。

そして、XFree86 4.0固有の新機能は、主に以下のもの

があげられる。

●モジュールのダイナミックロード

XFree86 3.3では、Xサーバのプログラムがグラフィッ

クスチップによって異なっていたが、4.0では、Xサーバプ

ログラムが1つとなった。そして、必要とされる機能や各

ハードウェアに依存した部分は、ダイナミックにロードさ

れる個別のモジュールとして用意されている。

●XAAの見直し

アクセラレータチップの機能を利用して描画を高速化す

るXAA（XFree86 Acceleration Architecture）関係の

コードが新たに書き起こされ、速度の改善、機能強化がな

された。ただし、この書き直しにより、3.3系列でサポー

トされていたグラフィックチップの中には、4.0ではサポー

トされなくなったものもある。

●マルチヘッドのサポート

マルチへッドと呼ばれる、複数のディスプレイや入力デ

バイスを利用できる機能が追加された。このマルチへッド

をX11R6.4で実装されたXineramaとともに利用すること

で、複数のディスプレイを1つのデスクトップとして利用

できるようになった。

●VESA DCCサポート

VESA DCCとは、ディスプレイとグラフィックスカー

ドの双方向の通信機能の規格だ。これにより、今までマニ

ュアルを見て入力しなければならなかったディスプレイの

仕様などを、自動認識することが可能になる。もっとも、

これはその通信機能がサポートされただけであり、現在は

まだすべての仕様が自動認識されるというわけではない。

●フォントフォーマット追加

新規に追加されたのは、TrueTypeフォントとCIDフォ

ントのサポートだ。日本において特に重要なのは

TrueTypeフォントのサポートだろう。XFree86 4.0では

標準でX-TrueType、xfsftに対応し、XFree86 3.3のよ

うにX-TrueTypeパッチをあてなくてもスケーラブルな

TrueTypeフォントのラスタライズが可能だ。

●Unicodeサポート

Unicodeサポートにより、Unicodeでエンコードされた

ヨーロッパ系のいくつかの言語をxtermで表示することが

可能になった。またUnicodeのフォントも追加されている。

●GLX／DRIのサポート

これらにより3D描画の高速化が期待できる。GLXは

Mesa 3Dライブラリを利用することによりOpenGLの表

示を行う。またDRI（Direct Rendering infrastructure）

は、グラフィックチップの3Dアクセラレーション機能を

XFree86で利用するためのシステムだ。

現時点では、4.0の新機能はすぐユーザーのメリットに

結び付くものではない。これらの機能の多くは、あくまで

も、基礎的な部分を用意したに過ぎないからだ。

安定したX環境を求める場合には、まだその信頼性が実

証されていないXFree86 4.0はお勧めできない。しかし、

新しい技術を追い求めたいならば、4.0を試してみる価値

はあるだろう。
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■

■設定ファイルXF86Configの変更点

■

新機能への対応のため、XF86Configについても記述方

法が変わった。大きく変わった部分は、以下のとおりだ。

なお、/usr/X11R6/lib/doc/XF86Config.egというサ

ンプルも用意されているのでそちらも見てほしい。

●Moduleセクション

ここは、ロードするダイナミックモジュールを定義する。

TrueTypeやGLX、DRIの利用などもモジュールとして

実現されているので、ここに定義しなくてはならない。

●Filesセクション

フォントやカラーデータベースの定義をする。また、モ

ジュールを標準以外のディレクトリにインストールした場

合もここで定義できる。

●ServerFlagsセクション

XFree86 3.3と同様に、サーバの動作に関する定義はこ

こに書く。記述内容に関して大きな変更はない。

●InputDeviceセクション

キーボードやマウスなど、入力デバイスの定義は

InputDeviceセクションに統合された。ここには、複数の

キーボードやマウスなども定義できる。それぞれのデバイ

スについて別々のInputDeviceセクションを作成し、

IdentifierとDriverを書けばよい。Driverはキーボードの

場合は「keyborad」、マウスの場合は「mouse」だ。それ

ぞれのデバイスのオプションは、4.0になって記述方法が若

干変わっている。

なお、XFree86 3.3との互換性を確保するため、

KeyboardやPointerセクションも残されている。

・InputDeviceセクションのキーボードの定義の例

Section "InputDevice"

Identifier  "Keyboard1"

Driver      "keyboard"

Option "XkbRules" "xfree86"

Option "XkbModel" "jp106"

Option "XkbLayout" "jp"

EndSection

●Monitorセクション

Monitorセクションについては、3.3からの変更はほとん

どない。

●Deviceセクション

Deviceセクションの大きな変更は、BusIDというエン

トリーが加わったことだ。これはPCI／AGPのカードが

複数あった場合、どのカードに対応するかを判別するため

に使われる。カードが1つの場合は特に必要ない。

●ServerLayoutセクション

4.0では、マルチへッドをサポートしたため、複数のデ

ィスプレイや入力デバイスに対応できる。そのため、利用

するデバイスごとにServerLayoutセクションを書く。そ

して、Screen、Monitor、InputDeviceセクションで定義

したIdentifierの組み合わせを書いておく。

-layoutオプションで使用するレイアウトを決定でき、指

定がなければ最初に定義されたセクションが利用される。

・ServerLayoutセクションの例

Section "ServerLayout"

Identifier   "Server1"

Screen       "screen1"

：

InputDevice  "keyboard1"

InputDevice  "Mouse1"

：

options

：

EndSection

●DRIセクション

DRIの設定を記述する。

■

■XFree86 4.0のインストール。

■

XFree86 4.0を標準のX Window Systemとして採用

しているディストリビューションはまだない。そのため、

4.0を使うには、FTPやCD-ROMを利用してパッケージを

入手し、自分でインストールする必要がある。FTPで入

手する場合は、XFree86 ProjectのWebページhttp://

www.xfree.org/を見て近くのミラーサイトを探すとよい

だろう。Linux用のバイナリは、libc5、glibc 2.0、glibc

2.1対応のものが用意されている。また、本誌5月号の付録
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XX設定ファイルXF86Configの変更点

XXXFree86 4.0のインストール
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CD-ROMにソースコードと、glibc 2.0、glibc 2.1用のバ

イナリを収録しているので、お持ちの方はご利用いただき

たい。

今回使用したディストリビューションはTurboLinux

Workstation 日本語版 6.0なので、glibc 2.1用のものを

使用することになる。インストールを開始する前に、

XFree86 4.0が自分の使うグラフィックスカードに対応す

るかをRelease Notesなどで確認するのをお忘れなく。

●準備とインストール

ここでは、glibc 2.1用のバイナリパッケージを例として

インストール作業を説明する。すべての作業はスーパーユ

ーザーになって行う。

まず、XFree86 3.3用のXF86Configのバックアップを

とっておこう。これは後で4.0用の設定ファイルを作成す

るのにも使う。

# cp /etc/X11/XF86Config ~/XF86Config.33

4.0をそのままインストールすると3.3の環境が上書きさ

れてしまうので、3.3の環境を保存しておこう。そのため

には、3.3がインストールされているディレクトリの名前を

変更する。

# mv /usr/X11R6 /usr/X11R6.old

3.3環境の保存ができたら、XFree86 4.0のバイナリパ

ッケージを展開したディレクトリに移動し、インストール

スクリプトを実行する。

# cd Linux-ix86-glibc21

# sh Xinstall.sh

スクリプトを実行すると、現在利用しているX Window

Systemの環境をバックアップしておくことを勧めると表

示され、インストールを続行するか尋ねられる。すでに

XFree86 3.3.x環境をバックアップしていれば「y」を入

力し、あとは質問に答える形でインストールをしよう。

●設定ファイルXF86Configの作成

インストールが終了したら、いよいよXFree86の設定

に入る。しかし、XFree86 4.0には3.3系列で用意されて

いたXF86Setupがまだ存在しない。そこで、コマンドラ

インから対話的に使うxf86conf ig コマンドを使って

XF86Configを作成することにする。

xf86configの欠点は、モニタの細かい設定ができないこ

と、古いグラフィックスカードしかサポートしていないこ

とだ。そこで、まずxf86configで基本的なXF86Configを

作成し、モニタの設定は3.3のものを流用する。そしてグ

ラフィックスカードの設定は、4.0のXサーバに搭載され

た、XF86Configを「ある程度」作成する機能を利用する

ことにする。では、xf86configを実行しよう。

# xf86config

マウスとキーボードの設定は慎重に行う。モニタとグラ

フィックスカードの設定はあとから入れ替えてしまうので

適 当 な も の を 選 べ ば よ い 。 設 定 が 終 わ る と 、

/etc/X11/XF86Configが作成される。

次に、Xサーバの設定ファイル作成機能を利用して、グ

ラフィックスカードの設定ファイルを作成しよう。

# XFree86 -configure

これを実行すると、ホームディレクトリにXF86Config.

newというファイルが作成される。

さて、この時点で以下の3つのXF86Configファイルが

存在することになる。

/etc/X11/XF86Config 元になる4.0用の設定ファイル

~/XF86Config.new グラフィックスカードの設定の元に

するファイル

~/XF86Config.33 モニタの設定の元にする3.3用の設

定ファイル

これらを統合してXFree86 4.0を利用するための設定フ

ァイルを作成しよう。まず、/etc/X11/XF86Configの

MonitorセクションとDeviceセクションをすべて削除す

る。そして̃/XF86Config.newのDeviceセクションと、

̃/XF86Config.3.3のMonitorセクションを、/etc/X11/

XF86Configに書き込む。

そして、/etc/X11/XF86ConfigのScreenセクションの

DeviceとMonitorをそれぞれのセクションのIdentifierで

指定されているものに書き換える。

これで設定ファイルXF86Configの作成は完了だ（リス

ト1）。
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■

■XFree86 4.0の起動

■

設定ファイルが完成したら、あとは立ち上げるだけだ。

# startx

ウィンドウマネージャをtwmとしてXが起動する（画

面 1）。起動しない場合はログファイル/va r / l o g /

XFree86.0.logを参照すると、設定の問題を見つけること

ができるだろう。

うまく起動したらウィンドウマネージャなどの設定をす

れば作業は終了だ。それでは成功を祈る。
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▼リスト1 作成した/etc/X11/XF86Configの一部

Section "Monitor" …Monitorセクションは~/XF86Config.33のものに入れ替える
Identifier  "RD17G3"

VendorName  "MITSUBISHI"

ModelName   "RD17G3"

：
：

Modeline "640x480" 36     640  696  752  832   480  481  484  509 -HSync -VSync

EndSection

：
：

Section "Device" …Deviceセクションは~/XF86Config.newのものに入れ替える
### Available Driver options are:-

#Option     "SWcursor"

：
：

#Option     "Rotate"

Identifier  "G200"

Driver      "mga"

VendorName  "Matrox"

BoardName   "MGA G200 AGP"

BusID       "PCI:1:0:0"

EndSection

Section "Screen"

Identifier  "Screen 1"

Device      "G200" …DeviceセクションのIdentifierの値を指定する
Monitor     "RD17G3" …MonitorセクションのIdentifierの値を指定する
DefaultDepth 24

：
：

Subsection "Display"

Depth       24

Modes       "640x480" "800x600" "1024x768" …優先したい順に並べ替える
ViewPort    0 0

EndSubsection

EndSection

画面1 XFree86 4.0の画面
XFree86を入れ換えることで、ウィンドウマネージャがXFree86標準のtwmに換わ
る。

XXXFree86 4.0の起動



Part 4

AGPグラフィックスカード8機種をLinuxで使う

近ごろでは大手メーカーのPCも低価

格化が進み、安く上げるためにPCを自

作する意味も薄れている。それでもPC

を自作するユーザーが減らないのは、

完成後もパーツを交換していくという

楽しみがあるからだ。

なかでもグラフィックスカードは、

交換することで、解像度、色数、3D描

画機能などが劇的に改善する場合もあ

るので、交換しがいのあるパーツとい

えるだろう。

2Dの描画性能に関しては、どのカー

ドを用いても十分な速度が得られるよ

うになっており、ほとんど差がない状

態だ。現在、差別化のポイントは、画

質と3D描画機能である。

画質についてはユーザーの主観や好

みがあるので、万人が「良い」と評価

するベストの製品は選びにくい。それ

に対して3D描画機能は、速ければ速い

ほどよいわけだし、結果が数値で表さ

れるため、優劣は簡単に判定できてし

まう。メーカーにとっては厳しい分野

である。

どのメーカーも短いサイクルで新製

品を投入するため、競争は非常に激し

い。また高性能3Dエンジンの設計と、

対応するドライバの作成には高い技術

が要求されるため、脱落するメーカー

も多く、アクセラレータチップのメー

カーは淘汰が進んでいるというのが現

状だ。

■

■Linuxの場合

■

以上の状況は、基本的にWindows環

境での話であり、Linuxでは少々異な

っている。ほとんどのディストリビュ

ーションで標準のX Window System

として採用されているXFree86のドラ

イバは、メーカーによって公開されて

いる情報を元に作成されている。その

ため、ドライバ（Xサーバ）のチュー

ニングの程度はアクセラレータごとに

大きく異なっている。また、多く使わ

れているカードほど開発者も多くなる

ので、人気のあるカードほどドライバ

もチューニングが進む傾向がある。

3D描画機能に関してはどうであろう

か。X Window System上での3D環境

は、OpenGLまたは、フリーの互換環

境 である M e s a 3 D が 一 般 的 だ。

XFree86 3.3.xまでは、統一されたイ

ンターフェイスが用意されていなかっ

たため、3D描画をハードウェアでサポ

ートする方法は、メーカーやプロジェ

クトごとに異なっていた。

このような状況下で、性能的には

3dfx社のVoodoo3／Bansheeが頭ひと

つ抜きん出ていた。それは、同社が

Glideと呼ばれる3Dライブラリを有し

ており、これを利用してMesa3Dのハ

ードウェアアクセラレーションを実現

していたからだ。

しかし今年の3月に発表された

XFree86 4.0で は 、 DRI（ Direct

Rendering Infrastructure）やGLXと

いった仕組みが提供されており、ハー

ドウェアによる3D描画機能が利用しや

すくなっている。

今回のテストでは5月現在、パソコ

ンショップで購入可能なグラフィック

スカードを、アクセラレータチップ別

に7＋1機種用意した。「＋1」というの

は、チップセットにアクセラレータ機

能を統合したインテルのi810を用いた

マザーボードである。先月号の自作PC

特集で紹介したようなベアボーンキッ

トや、メーカー製の低価格PCに採用さ

れることが多く、普及が進んでいると

考えて、取り上げることにした。

機種選定の基準は、実際に購入可能

な AGP（ Accelerated Graphics

Port）バスの製品である。PCIバス用

のグラフィックスカードは、種類が少

ないうえに、マルチモニタ環境での利

用を想定しないかぎり、積極的に選択

する理由がないと考えたからだ（AGP

バスを持たないマザーボードを利用し

ている場合は別だが）。

購入時にXFree86で利用可能かどう

かは、特に確認しなかった。これはち

ょっとした賭けだったが、最終的にす

べての機種でXFree86を利用できた。

設定に工夫が必要な機種については、

個別に記載した。

今回紹介する製品には、パッケージ

に「Linux対応」をうたったものはな

いので、メーカーへの問い合わせは遠

慮していただきたい。また編集部で動

作を保証するものでもないので、こち

らもご了承いただきたい。
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最新グラフィックスカードカタログ
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XXLinuxの場合
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ATI社は最大規模のグラフィックス

カードメーカーのひとつで、同社のグ

ラフィックスカードは、大手メーカー

製のPCへのOEMが多いことで知られ

ている。RAGE 128は、同社初の128

ビットコアを採用したアクセラレータ

チップで、RAGE 128 PROはその高

クロック版である。99年の7月にリリ

ースが予定されていたが、半年以上遅

れて今年の2月に市場に出回り始めた。

ATI RAGE 128はXFree86 3.3.6で

サポートされているが、本カードは

Red Hat Linux 6.2に含まれている

XFree86 3.3.6のXサーバが起動できな

かった。そこで独SuSE社が提供する

最新のXサーバを手に入れて試したが、

結果は変わらなかった。インストール

時に「RAGE 128（PF）」と認識はさ

れるので、RAGE 128 PROは単なる

高クロック版ではなく、何らかの変更

が施されている可能性がある。

その代わりXFree86 4.0では最初か

らサポートされており、普通にインス

ト ー ル し た Red Hat Linux 6.2を 、

rawhide（Red Hat Linuxの開発版）

のXFree86 4.0 RPMパッケージを使っ

てアップデートすることで、X Window

Systemを利用できた。現状では3Dア

クセラレーションは利用できないが、

対応が予定されている。

3dfx社は、3D専用のVoodooアクセラ

レータシリーズで知られていたが、

Voodoo Banshee以降は他社と同じく

2D／3D統合型のアクセラレータのみを

リリースしており、本カードも2D／3D

両方をハードウェアで描画できる。以前

はグラフィックスカードメーカーにアク

セラレータを提供していた同社だが、現

在ではグラフィックスカードの自社生産

のみを行っている。そのため「Voodoo3」

は、アクセラレータと同時に、グラフィ

ックスカードの名称でもある。

Voodoo3シリーズは高性能の代償と

して、非常に発熱量が多いことで知ら

れている。本カードにもかなり大きめ

なヒートシンクが取り付けられている

が、動作中は触れないほど高温になる。

長時間にわたって運用するつもりなら、

ケース内の換気に注意する必要がある

だろう。

XFree86 3.3.6／4.0ともにサポート

されており、2D環境のみなら、特にト

ラブルもなくインストールが完了し、

使用できる。3Dアクセラレーションは、

同社のWebサイトで提供されている

Glide、XFree86 4.0、Direct Rendering

Manager（DRM）モジュールの3つの

rpmパッケージをインストール後、ラ

イブラリのリンクを調整することで利

用できる。

アクセラレータチップ：Voodoo3
購入価格：1万7800円
http://www.3dfx.com/

3dfx Interactive, Inc.

Voodoo3 3000 AGP

アクセラレータチップ：RAGE 128 PRO
購入価格：1万8800円
http://www.ati.com/

ATI Technologies Inc.

ATI RAGE FURY PRO

3dfx Voodoo3
Voodoo2の後継というよりは、Bansheeの後継。本カ
ードでは166 MHzで動作している。

ATI RAGE 128 PRO
ATI社のRAGE 128シリーズの第二世代に相当する。コ
アを高速化し、AGP 4xモードに対応している。
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クリエイティブメディアは、音源カ

ードのSound Blasterを販売している

会社だが、今ではグラフィックスカー

ド、MP3プレイヤーなど多くの製品を

扱っている。最新のアクセラレータを

用いたグラフィックスカードを、いち

はやく製品化することで知られている。

TNT2 Ultraは、NVIDIA社のアク

セラレータで、1クロックに2ピクセル

のテクスチャ処理（TwiN Texel）が可

能なことから「TNT」と名付けられて

いる。なかでもTNT2 Ultraは、シリー

ズ中最高速のコアクロック（150MHz）

で動作する。

XFree86 3.3.6では、インストール時

に自動認識され、そのまま問題なく利

用できた。また4.0でも、XFree86本体

をインストールした後に、NVIDIAの

Webサイト（http://www.nvidia .

com/）で提供されているカーネルモジ

ュールとGLXライブラリをインストー

ルすることで、2D／3Dともに完全に

動作することを確認した。3D描画はき

わめて高速で、動作も安定していた。

同社は3.3.6用にもドライバを提供して

いたが、それほど高性能ではなく、ドキ

ュメントにも率直に「それほど速くな

い」と記されていた。4.0用ドライバの

ドキュメントには、当然そのような記述

はない。NVIDIAの本気が感じられる。

Matrox社の製品は初代Millennium

以来、高速／高画質の評判が高く、昔

からの自作PCユーザーなら1枚は同社

のカードを持っていることだろう。

G400は、本格的3D描画機能を持っ

た同社初の製品だ。また「DH」とい

う型番は「Dual Head」を表し、1枚

のカードで2台のモニタへの表示ができ

るという特徴を持つ。残念ながら、現

状ではG400 DH 1枚でXFree86 4.0の

マルチヘッド機能を用いることはでき

ないようだ。

初代Millennium以降の同社製品に対

応するXサーバは、XFree86 3.3.6／

4.0ともに非常にチューニングが進んで

おり、2D環境は快適に利用できた。

3Dアクセラレーションについては、

XFree86 4.0での対応が予定されてい

る。XFree86プロジェクトが提供して

いるソースを見ると、カーネルモジュ

ールを収録したディレクトリに「mga」

で始まるファイルがたくさん置かれて

いるので、マイナーバージョンアップ

時に対応されると思われる。

またXFree86 3.3.6環境では、accele

rated GLX projectによるUtah-GLX

（後述）を用いることで、G400のハー

ドウェア機能を用いた3D描画を行うこ

とが可能だった。

アクセラレータチップ：G400
購入価格：1万8800円
http://www.matrox.com/

Matrox Electronic Systems Ltd. 

Millennium G400 DH

アクセラレータチップ：Riva TNT2 Ultra
購入価格：1万5800円
http://www.creative.com/

クリエイティブメディア

3D BLASTER RIVA TNT2 Ultra

Matrox G400
Matrox社製品の高画質には定評があり、G400も画質で
選択されることが多いという。

NVIDIA RIVA TNT2 Ultra
TNT2シリーズの最上位品であるUltraは、150MHzとい
う高クロックで動作する。
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カノープスは、独自のハードウェア

設計技術とドライバにより、チップメ

ーカーのリファレンスデザインそのま

まの製品よりも高性能なグラフィック

スカードを開発・販売している。また

画質についても気を使っており、本カ

ードでもコネクタに至る部分を別基板

にするなどの工夫が施されている。ま

た消費電力が大きいため、ケース内の

12V電源コネクタから電力を供給する

ようになっている。

このような独自のブランドイメージ

を持つため、同社の製品は、ほかのメ

ーカーよりも高めの価格にもかかわら

ず、新製品が発売されるとすぐに売り

切れてしまうほどの人気だ。

アクセラレータチップのGeForce256

DDRは、ハードウェアによるジオメト

リ演算をサポートし、クロック信号の

両エッジに同期可能なDDR（Double

Data Rate）メモリに対応している。

大量のテクスチャデータを必要とする

3Dアクションゲームなどでは、効果が

ある。それ以外はGeForce256とまっ

たく同じで、XFree86 3.3.6／4.0とも

に利用できた。

今回のテストでは、通常のSDRAM

を用いているELSA ERAZOR Xとほ

ぼ同等の結果が得られた。メモリ帯域

が必要な用途では差がでるだろう。

ELSAはドイツの会社で、一般的な

製品に加えて、CAD／CGなど業務用

の高級グラフィックスカードも扱って

いる。ハイエンド製品が好まれる日本

市場では人気のあるメーカーだ。本カ

ードは、ゲームなど一般的な用途向け

のラインに含まれる製品だが、用途に

よっては業務用に迫る性能を発揮する。

GeForce256は、NVIDIAが開発し

たアクセラレータで、3D描画に加え、

座標計算（ジオメトリ演算）もハード

ウェアで行える、一般的なPC用のアク

セラレータとしては初めての製品だ。

同社では3Dアクセラレータではなく、

GPU（Graphic Processing Unit）と

呼んでおり、CPUに匹敵するほどの機

能があることを示している。

NVIDIAのアクセラレータは、RIVA

128以降GeForce256まで、共通のドラ

イバで動作する。そのためRIVA

TNT2 Ultraと同様に、XFree86 3.3.6

ではインストール時に自動認識され、

利用できるし、4.0でもXFree86の本体

をインストール後、同社が提供してい

るカーネルモジュールとGLXライブラ

リをインストールすれば4.0上で2D／

3Dともに利用可能だった。

3 D 描 画 の性 能 は非 常 に高 く、

OpenGL（Mesa3D）の性能基準を大

幅に上げた感がある。

アクセラレータチップ：GeForce256
購入価格：2万1500円
http://www.elsa.com/

ELSA AG

ELSA ERAZOR X

アクセラレータチップ：GeForce256 DDR
購入価格：4万1800円
http://www.canopus.co.jp/

カノープス

SPECTRA 7400 DDR

NVIDIA GeForce256
PC用アクセラレータで、ハードウェアによるジオメト
リ演算を可能にした最初のチップだ。

NVIDIA GeForce256 DDR
DDR（Double Data Rate）メモリに対応しており、広
帯域が必要な処理に威力を発揮する。
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インテルのi810は、チップセットの

MCH（Memory Controller Hub）と

2D／3Dグラフィックスコアを1つのチ

ップに統合した製品である。メモリは、

メインメモリの一部を使うようになっ

ており、独立したグラフィックスカー

ドなしでPCが完成するようになってい

る。そのため低価格でコンパクトなベ

アボーンキットでシェアを広げている。

またメーカー製の低価格PCでも採用さ

れることが多いようだ。

i810はXFree86 3.3.6でサポートされ

ているが、「agpgart.o」というAGP用

のドライバモジュールをマニュアルで

入れる必要があり、使うにはちょっと

工夫がいる。しかし正しく設定できれ

ば、安定して動作させることができた。

Matrox G400と同様に、accelerated

GLX projectによるUtah-GLXにも対

応しているはずだが、今回テストした

環境では、Utah-GLXを組み込んだ状

態でX Window Systemを動作させる

ことができなかった。

i810は、XFree86 4.0でも対応機種

にあげられている。だが、編集部で

Red Hat Linux 6.2をフルインストー

ル後に、rawhide（Red Hat Linuxの

開発版）のXFree86 4.0パッケージを

インストールしてみたところ、ハード

ウェア情報を取得するためのXサーバ

のオプション（XFree86 -configure）

でエラーが出てしまい、結局動作させ

ることができなかった。

4.0の機能を利用した3Dアクセラレ

ーションについても、現在開発が進め

られており、マイナーバージョンアッ

プ時（4.0.1？）に対応されると予想さ

れる。

ダイアモンド・マルチメディアは、

グラフィックスカードメーカーとして

始まり、現在では各種周辺機器を開

発・販売している。アクセラレータチ

ップを開発しているS3社に買収された

ため、主に同社のチップを用いたカー

ドを製造していた。

S3社は、PC用の2Dアクセラレータ

チップを最初に開発した会社だが、そ

のグラフィックスLSI開発部門をVIA

Technologiesとの合弁会社に移管する

ことになった。同社がアクセラレータ

の開発をやめてしまうというのは、グ

ラフィックスカードの競争の厳しさを

象徴するようなできごとといえよう。

Savage2000は3Dの描画に加えて、

3D描画時の座標計算（ジオメトリ演算）

もハードウェアで行えるはずだった。

実際には、Windows版でさえも、ジオ

メトリ演算に対応したドライバがリリ

ースされておらず、今後新しいドライ

バが出る可能性はないだろう。

XFree86上でも事情は同様で、3.3.6

はSavage2000に対応しているため、イ

ンストール時に自動で認識され、動作

させることができた。しかし4.0では、

Savageシリーズはサポートされていな

いので、同シリーズを利用しているユ

ーザーは、XFree86 3.3.6を使うことに

なる。

アクセラレータチップ：Savage2000
購入価格：1万7800円
http://www.diamondmm.com/

ダイアモンド・マルチメディア・システムズ

VIPER II

アクセラレータチップ：i810
購入価格：2万3980円
http://www.pcchips.com/

PC CHIPS

SF-BKi810

S3 Savage2000
S3社はアクセラレータ開発から撤退したため、おそら
くこれが最後の製品であろう。



グラフィックスカードは、モニタへ

の出力という目に見える形でその違い

がわかるため、交換したときの効果が

大きく、自作PCユーザーが最も関心を

寄せるパーツである。

今回揃えた7＋1機種のグラフィック

スカードはいずれも、5月の時点で現行

製品として容易に入手可能な製品だ。

これらをLinux上のXFree86で用いた

ときの描画性能を比較し、ベストな製

品を探っていく。

■

■使用したプログラム

■

X Window System上の描画系ベン

チマークプログラムには、定番と言え

るほど一般的なものはない。2D描画能

力のテストにx11perfが用いられること

もあるが、これは直線や四角形などの

基本的な図形の描画を繰り返すもので、

実際の使用感を反映したベンチマーク

というよりは、ドライバプログラムの

チューニング用途に適したものと言え

るだろう。

Part3でも紹介したように、XFree86

4.0にはOpenGL（Mesa3D）の表示を

X Window System上で行うための

GLXや、ハードウェアの3Dアクセラレ

ーション機能を直接利用するDRI

（ Direct Rendering Infrastructure）

が組み込まれており、各グラフィック

スカードの3D描画性能についても気に

なるところだ。

だが、今までPC UNIX上でハード

ウェアアクセラレーション可能な環境

がそれほど多くなかったせいか、X

Window System上で3Dの性能を評価

する一般的な方法もまだ確立していな

い。

今回Linux magazine ラボでは、2D

描画能力の測定には、二之宮氏の作成

したHDBENCH clone Ver 0.14.1を用

いた。また3D描画能力の測定には、id

Software社のQuake Ⅲ Arena（デモ

版）と、川瀬氏の作成したglclock Ver

5.0を使用した。なおglclockは、5月の

時点ではVer 6.0のβ版が川瀬氏の

Webサイトで公開されている（表1）。

テスト環境には、i810を搭載したベ

アボーンキットと標準的な自作PCを1

台ずつ用意し、CPU、メモリの条件を

揃えて測定を行った（表2）。ディスト

リビューションは、カーネル2.2.14を採

用したRed Hat Linux 6.2（英語版）

を使用している。XFree86 3.3.6は、

ディストリビューションに含まれてい

るRPMパッケージをそのまま使用し、

4.0は「Rawhide」版のRPMパッケー

ジを利用した。

■

■設定方法

■

XFree86 4.0は、リリースされてか

らあまり時間がたっていないため、ハ

ードウェアアクセラレーションを利用

するドライバのインストール方法は、

各カードによってまちまちである。

またaccelerated GLX projectによ

るUtah-GLXを組み込むことで、ハー

ドウェアアクセラレーションを利用で

きるカードもあるが、Utah-GLXは

XFree86 3.3.x用であり、これもまた

インストール方法は異なっている。

今回のテストのために、L inux

magazine ラボで行った設定方法を紹

介するが、ハードウェア構成、ディス

トリビューション、ソフトウェアのバ

ージョンの違いにより、ここの記述ど

おりにはいかない可能性があることを
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Webサイト URL

3dfx http://linux.3dfx.com/

NVIDIA http://www.nvidia.com/

Utah-GLX http://utah-glx.sourceforge.net/（G400、i810などに対応）

glclock http://www.daionet.gr.jp/̃masa/glclock/（現在は6.0βを公開中）

HDBench clone http://www.enjoy.ne.jp/̃gm/program/hdbench/index-ja.html

Quake III Arena http://www.quake3arena.com/

表1 関連URL

ハードウェア

マザーボード MSI MS-6309 PC CHIPS SF-BKi810（ベアボーン）

チップセット VIA Apollo Pro 133A Intel i810

CPU Celeron 500MHz（66×7.5） Celeron 500MHz（66×7.5）

メモリ PC100 SDRAM 128Mバイト PC100 SDRAM 128Mバイト

ハードディスク Quantum FBlct17.3AT（17.3Gバイト） IBM DPTA351500（15Gバイト）

グラフィックスカード 実験ごとに交換 チップセットに統合

ソフトウェア

OS Red Hat Linux 6.2 Red Hat Linux 6.2

カーネル 2.2.14 2.2.14

XFree86 3.3.6／4.0 3.3.6／4.0

表2 テスト用PCのスペック

Part 5

ベンチマーク
～最適なグラフィックスカードは？～ 文：Linux magazine ラボ

Text : Linux magazine Lab.
文：Linux magazine ラボ
Text : Linux magazine Lab.

XX使用したプログラム

XX設定方法



お断りしておく。

実際に試してみる際には、プログラ

ムのパッケージに付属しているドキュ

メント類や、配布しているWebサイト

の情報ページを参考にしよう。また、

うまく動かない場合には、エラーメッ

セージやログファイルを参照して、ど

こに問題があるのかを見極めて、解決

していこう。

●3dfx Voodoo3 3000 AGP

3dfxのVoodoo3／Bansheeは、同社

のグラフィックスカード専用の3Dライ

ブラリであるGlideを利用して、高速な

3D描画を実現している。XFree86上で

もこのGlideライブラリをラッパーを介

して利用できる。3.3.x／4.0の両環境用

のドライバ類が提供されているが、今

回は4.0に対応したものを用いた（表3）。

Red Hat Linux 6.2で全パッケージを

インストールしたマシンに、上記のド

ライバ類をインストールする。以下の

作業は、root権限が必要だ。

インストール手順はリスト1のとおり

だ。XFree86の設定ファイルのバック

アップを作成し、ソースRPMをリビル

ドする。できあがったパッケージを

Glideライブラリ、専用のXFree86、ロ

ーダブルモジュールの順番でインスト

ールする。その後、設定ファイルのバ

ックアップから必要な設定を書き戻し

て終了だ。

以上のように設定した後、Mesa3D

を起動した時に、「必要なライブラリが

ない」というようなエラーが出ること

がある。これはMesa3Dライブラリが更

新されているのに、シンボリックリン

クが以前のままになっていことが原因

だ。リスト2を参考に修正すればよい。

●Matrox G400

acclerated GLX projectの Utah-

GLXを用 いると、 XFree86 3.3.xで

GLXを利用してハードウェアによる3D

描画が実現できる。同プロジェクトの

Webサイトによると、Matrox G400／

G200やi810以外にATI Rage Pro、S3

VIRGEなどにも対応しているようだ。

だがG400以外は、3Dの性能がそれほ

ど高い製品ではないので、アクセラレ

ーションが有効になってもあまり性能

は出ないと思われる。

インストールは、Utah-GLXのWeb

サイトから、Utah-GLXとMesa3Dを組

み合わせたソースRPMを取得して行っ
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▼リスト1 操作手順（Voodoo3 3000 AGP）

# cp /etc/X11/XF86Config /etc/X11/XF86Config.orig

# rpm --rebuild Glide_V3-DRI-3.10-6.src.rpm

# rpm --rebuild tdfx_dri-4.0.00-1.src.rpm

# rpm --rebuild tdfx_drm-1.0-1.src.rpm

# cd /usr/src/redhat/RPMS/i386

# rpm -Uvh Glide_V3-DRI-3.10-6.i386.rpm

# rpm -Uvh tdfx_dri-4.0.00-1.i386.rpm

# rpm -Uvh tdfx_drm-1.0-1.i386.rpm# 

設定ファイルのバックアップ

リビルド

インストール

▼リスト3 操作手順（G400）

# rpm -e Mesa-devel

# rpm -e Mesa

# rpm --rebuild glxMesa-20000328-1.src.rpm

# cd /usr/src/redhat/RPMS/i386

# rpm -Uvh glxMesa-20000328-1.i386.rpm

▼リスト2 リンクの修正の例

# cd /usr/X11R6/lib

# ls -l libGL*

669 Mar 10 09:40 libGL.la*

14 Apr 12 05:18 libGL.so -> libGL.so.1.2.0*

14 Apr 12 05:18 libGL.so.1 -> libGL.so.1.2.0*

3647156 Mar 10 09:40 libGL.so.1.2.0*

622 Mar 10 09:40 libGLU.la*

15 Apr 12 05:18 libGLU.so -> libGLU.so.1.0.0*

15 Apr 12 05:18 libGLU.so.1 -> libGLU.so.1.2.0*

306044 Mar 10 09:40 libGLU.so.1.2.0*

# ln -sf libGLU.so.1.2.0 libGLU.so

リンク間違い！

修正

ファイル名 内容

Glide_V3-DRI-3.10-6.src.rpm Linux用Glideライブラリ

tdfx_dri-4.0.00-1.src.rpm 専用のXFree86 4.0

tdfx_drm-1.0-1.src.rpm DRI用モジュール

NVIDIA_GLX-0.9-2.src.rpm Mesa3Dライブラリ

NVIDIA_kernel-0.9-2.src.rpm DRI用ローダブルモジュール

XFree86-4.0-0.12.i386.rpm など XFree86 4.0本体（Rawhide版）

glxMesa-20000328-1.src.rpm Utah-GLX＋Mesa3D

Voodoo3／Banshee

Riva TNTシリーズ／GeForce256

Matrox G200、G400、Intel i810

表3 機種別に必要なパッケージ ※バージョンナンバーは異なっている可能性がある。



た。リスト3のように、あらかじめ

Mesa3Dのパッケージをアンインスト

ールしておくほうがよいだろう。その

後ソースRPMをリビルドし、インスト

ールすればよい。

なお同様のやり方で、i810を搭載し

たマシンにもインストールを試みたが、

Xサーバを起動することはできなかっ

た。GLXの最新のスナップショット版、

Mesa、i810用のagpgart.oなど考えつ

くものはすべて新しいバージョンに変

更してテストを重ねたが、結果は同じ

だった。

● NVIDIA RIVA TNT2 Ultra／ Ge

Force256

NVIDIAのRIVA TNTシリーズ、

GeForce256は、同社が提供する専用

のMesa3Dライブラリと、ローダブル

モジュールを利用することで、ハード

ウェアによる3D描画を実現できる。こ

れ以外にXFree86 4.0の本体が別途必

要である。XFree86プロジェクトが提

供するtarボールや、ディストリビュー

ションのRPMパッケージを利用しよ

う。今回のテストでは、Rawhide版の

RPMパッケージを利用した。

インストールはリスト4の手順で行

う。XFree86 4.0のパッケージをイン

ストール後、NVIDIAが提供するドラ

イバをリビルドする。NV ID IA _

kernel-0.9-2.i386.rpmは問題なくインス

トールできるが、NVIDIA_GLX-0.9-

2.i386.rpmは、ファイルの依存関係に

問題があると警告が表示されるはずだ。

指摘されたファイルを待避してから、

再度インストールしてみよう。

パッケージのインストール終了後に、

設 定 ファイルを作 成 する。 まず

xf86conf igコマンドで/etc/X11/

XF86Con f i gを作成する。さらに

XFree 8 6の設定機能を利用して、

̃/XFree86Config.newを作成し、リス

ト5のように/etc/X11/XF86Configを

修正する。

最後に/usr/X11R6/lib/modules/

drivers内にあるnv_drv.oというモジュ

ールを、別のディレクトリに移動して

おく。これをしないと、NVIDIAのパ

ッケージからインストールされる

nvidia_drv.oがうまく読み込まれずに

エラーになるからだ。
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# ls XFree86*

XFree86-4.0-0.12.i386.rpm        XFree86-xdm-4.0-0.12.i386.rpm

XFree86-devel-4.0-0.12.i386.rpm  XFree86-xf86cfg-4.0-0.12.i386.rpm

XFree86-libs-4.0-0.12.i386.rpm   XFree86-xfs-4.0-0.12.i386.rpm

XFree86-tools-4.0-0.12.i386.rpm

# rpm -Uvh --force --nodeps XFree86*

# ls NVIDIA*

NVIDIA_GLX-0.9-2.src.rpm  NVIDIA_kernel-0.9-2.src.rpm

# rpm --rebuild NVIDIA_GLX-0.9-2.src.rpm

# rpm --rebuild NVIDIA_kernel-0.9-2.src.rpm

# cd /usr/src/redhat/RPMS/i386

# rpm -Uvh NVIDIA_kernel-0.9-2.i386.rpm

# rpm -Uvh NVIDIA_GLX-0.9-2.i386.rpm

# cd /usr/X11R6/lib

# mkdir orig

# mv libGL.so* orig

# cd /usr/X11R6/lib/modules/extensions

# mkdir orig

# mv libGLcore.a libglx.a orig

# cd /usr/src/redhat/RPMS/i386

# rpm -Uvh NVIDIA_GLX-0.9-2.i386.rpm

# xf86config ←/etc/X11/XF86Configを作成
# XFree86 -configure ←~/XFree86Config.newを作成

▼リスト4 操作手順（RIVA TNT2 Ultra／GeForce256）

警告が表示される

ファイルの待避

成功

# This loads the GLX module

#   Load       "glx"

EndSection

：
：

Section "Device"

Identifier  "geforce256ddr"

Driver      "nvidia"

VendorName  "NVidia"

BoardName   "GeForce DDR"

BusID       "PCI:1:0:0"

#    Driver      "vga"

# unsupported card

#VideoRam    32768

# Insert Clocks lines here if appropriate

EndSection

▼リスト5 /etc/X11/XF86Configの修正

行頭の「#」を取る

XF86Config.newの「Device」
セクションに変更する

元の「Device」セクション



■

■ベンチマーク結果

■

では、ベンチマークの結果を見てい

こう。テストを行う際には、解像度を

1024×768×16ビットカラー（65536

色）、リフレッシュレート75Hzにして

Xサーバを起動している。Quake Ⅲ

Arenaデモ版は、640×480のフル画面

で動作させた。glclockは、320×320

のウィンドウで1秒あたりの表示画面数

（フレームレート）で評価している。

●HDBENCH Clone

2D描画速度の評価には、HDBENCH

Cloneを用いた。「VIDEO」のテスト

は、矩形、円、テキスト、スクロール、

イメージの計5種類の項目がある。項

目間で数字の大きさにばらつきがある

ため、ATI RAGE Ⅱ cという古い

（1995年の製品）グラフィックスカー

ドでも測定を行い、同カードの値を1

とした相対値で評価した。

まずXFree86 3.3.6上での結果をグ

ラフ1に示す。どのカードともリファレ

ンスのRAGE Ⅱcを大きく上回ってお

り、製品間の差もi810を除けばそれほ

ど大きくないことがわかる。実際に使

用している際にも、2Dの描画でストレ

スを感じることはまったくない。

RAGE Ⅱcでは大きいウィンドウを移

動する時に少し動作が遅れたりするが、

最も値の低いi810でもスムーズに動か

せた。RAGE ⅡcはXF86_Mach64と

いうXサーバを使用するが、このXサ

ーバは2Dのアクセラレーションを行わ

ないので、これだけの大差がついたと

考えられる。

2Dの描画については、どのカードを

選択してもストレスなく使用できるレ

ベルに達している。また画質の点でも、

特に気になるような問題点はなかった。

X Window SystemでもWindowsと同

様に、2D描画ではもはや差がつかない

レベルに到達しているようだ。

さらにXFree86 4.0でも動作させる

ことができたVoodoo3、RIVA TNT2

Ultra、GeForce256について、3.3.6／

4.0間で比較した結果をグラフ2に示す。

実際の使用感はともかく、ベンチマ

ーク上はどのカードも4.0になってかな

り性能が上がっていることがわかるだ

ろう。4 . 0は、XAA（XF r e e 8 6

Acceleration Architecture）を一新

しており、その効果が明確に表れてい

るといえよう。

●Quake Ⅲ Arena

Quake Ⅲ Arena（画面1）は、非

常に高負荷の3Dアプリケーションであ

り、ハードウェアの3D描画機能が使え

ない環境で動かしても無意味だ。その

ため実際にテストしたのは、Voodoo3、

NVIDIAの3機種、G400の計5種類のカ

ードのみだ。

測定方法は、「｀」（バッククオート）

キー（日本語キーボードでは半角／全

角キー）を押してコンソールを表示さ

せ、
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矩形の描画 
円の描画 
テキストの描画 
スクロール 
イメージの描画 

グラフ1　2D描画速度の比較（XFree86 3.3.6） 

Rage 2c（リファレンス） 1 1 1 1 1 

Voodoo3 1.8 4.1 5.9 6.7 4.3 

G400 1.8 3.1 4.5 7.2 4.8 

RIVA TNT2 Ultra 1.8 4.5 6.3 5.6 5.6 

GeForce256 1.8 4.8 6.3 5.9 5.2 

GeForce256 DDR 1.8 7.2 6.2 5.9 5.4 

Savage 2000 1.8 3.7 3.7 7.3 4.9 

i810 1.8 1.9 3.7 3.3 3.6 
0

3530252015105

矩形の描画 
円の描画 
テキストの描画 
スクロール 
イメージの描画 

グラフ2　2D描画速度の比較（XFree86 3.3.6 vs 4.0） 

3.3.6

4.0

3.3.6

4.0

3.3.6

4.0

Voodoo3

RIVA TNT2 Ultra

GeForce256

1.8 4.1 5.9 6.7 4.3 
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グラフ3　　Quake III Arena（fps） 

Voodoo3 32.8 34.6 

RIVA TNT2 Ultra 37.8 40.5 
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と入力し、用意されている2種類のデ

モをそれぞれ実行して、1秒あたりの表

示フレーム数を確認することで行った。

テキスチャの綺麗さ、ポリゴン数、

光源の処理などの画面設定は、デフォ

ルトのままで行っている。この条件で、

Voodoo3やNVIDIAのチップを用いた

カードは、実用的に使えるかどうかの

基準である30フレーム／秒（fps）を超

えている（グラフ3）。特にGeForce256

を用いた2機種は、約60fpsにも達して

おり、別格の高性能である。また

GeForce256では、画面設定をすべて

最高にして、1024×768×32ビットカ

ラーに設定しても、DEMO1で57.7fps

という結果が得られており、GeForce

256にはまだまだ余裕があることがわか

る。フルに性能を発揮させるためには、

もっと高速なCPUを用意する必要があ

るということだ。

●glclock

glclockは、さまざまな設定で3Dの

懐中時計を表示させられるアプリケー

ションだ。配布されているtarボールに

は「benchclock」というスクリプトが

含まれており、条件を変えながらfpsを

算出することで、3D描画能力の評価に

用 い る こ と が で き る 。 Quake Ⅲ

Arenaと同様に、ハードウェアで3D描

画が行えるカードに限って測定をした

が、ソフトウェアで描画した場合の例

として、Matrox G400を3.3.6で動作さ

せた環境でも測定を行った。ソフトウ

ェアでの描画では、カードの種類によ

らずほぼ同等の値が出ることは確認済

みである。

benchclockを実行すると、9通りの

条件をダブルバッファ／シングルバッ

ファの両方で測定し、合計18通りの値

が得られる。ダブルバッファとは、フ

レームバッファ（画像データを保持す

るメモリ領域）を2つ用意し、非表示

のフレームバッファで描画作業を行っ

てから表示するフレームバッファに切

り替えることで、表示のちらつきをな

くす仕組みである。すべてを掲載する

スペースはないので、興味深い結果を

いくつか選んで紹介する。

グラフ4の「透明」は、クリスタルの

ような時計（画面2）を表示するもの、

「モーションブラー」（画面3）は、ボ

リゴン数を減少（時計が六角形！）さ

せるかわりに、少しずつずらした画像

を作って平均化することで、動く物体

の「ぶれ」を表現したものだ。比較的

重い処理だが、GeForce256はここで

もほかを圧倒する高性能を見せつけた。

Voodoo3は、「透明」の項目で75fps

となっているが、もっと負荷が小さい

テストでもほとんど75fpsという結果が

出ている。同じ設定の時計をシングル

バッファで表示させると、より高い値

が得られることから、これはおそらく

3dfx社のソフトウェアの仕様だと推定

できる。つまり、ダブルバッファで表

示する場合には、画面のリフレッシュ
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グラフ4　glclockその1（fps）　 

Voodoo3 62 75 

Voodoo3（シングルバッファ） 61 100 

RIVATNT2 Ultra 67 106 

GeForce256 206 307 

GeForce256 DDR 206 326 

G400 41 66 

G400（ソフトウェア） 2
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グラフ5　glclockその2（fps）　 

Voodoo3 22 69 

Voodoo3（シングルバッファ） 22 68 

RIVATNT2 Ultra 21 67 

GeForce256 105 163 

GeForce256 DDR 106 166 

G400  14 44 

G400（ソフトウェア） 

0
2
3

通常 
ハイクオリティ 

画面2 「透明」時計。 画面3 「モーションブラー」 画面4 美しい時計（負荷は高い）



レート（75Hz）以上には表示を行わな

いということだ。3Dゲームなどでは、

画面表示以外にもCPUパワーが必要な

ので、このような仕様はリーズナブル

である。

グラフ5の「通常」は、多くの処理

を重ねて行う、美しい時計（ただし負

荷は高い）を表示するもの、「ハイクオ

リティ」は、さらにポリゴン数を「通

常」の4倍に増やしているものだ（画

面4）。両者を比較すると「ハイクオリ

ティ」にすることで、GeForce256以外

のカードがどれも3分の1くらいまでfps

が低下するのに対して、GeForce256

では3分の2程度の低下に収まっている

ことがわかる。これはGeForce256が

3D描画を行う際の座標計算（ジオメト

リ演算）をハードウェアで実行できる

ためである。RIVA TNTシリーズと

共通のドライバを用いているが、チッ

プの種類を判別してジオメトリ演算を

行っているのであろう。

以上のように、2Dではほとんど差が

つ か な か っ た が 、 3 D の 場 合 は

GeForce256がほかを圧倒する高性能

を示している。

■

■グラフィックスカードの選び方

■

LinuxでXFree86を利用するにあた

って、どのグラフィックスカードを選

べばよいのか、今回のテスト結果を踏

まえてまとめてみよう。

グラフィックスカードを選ぶ際には、

まず次の2点を確認したい。

1. XFree86で利用できること

2. 必要とする性能を有していること

1 .についてはいうまでもないが、

XFree86が動作しなければお話になら

ない。本特集や、Webなどの情報をも

とに対応機種を確認しよう。

また、初心者は設定に手間のかかる

製品を避けたほうがよいだろう。今回

取り上げた7＋1機種のうち、RAGE

128 PROはXFree86 3.3.6では動作せ

ず、X環境を使うためにはXFree86 4.0

をインストールする必要があった。現

状ではXFree86 4.0を標準構成として

いるディストリビューションはないた

め、インストールは簡単とはいえない。

もちろん、多少の苦労はいとわないと

いう方や、動かなければドライバをハ

ックしてしまおうという方はこの限り

ではない。

次に、2.の描画性能だが、自分が求

めるスペックに合わせてカードを選ぶ

必要がある。たとえば、3D描画を利用

することがなければ、高価な3Dアクセ

ラレーション機能付きカードを選ぶ必

要はないのだ。

最近のグラフィックスカードを使う

限り、2Dの描画性能はまったく問題な

いといえる。今回テストした機種の中

では、i810の2D描画性能がいくぶん劣

るが、実際には体感できるほどの差は

なかった。i810で問題になるのは、あ

とからマシンの拡張をしたくなっても

外付けのグラフィックスカードを使う

ことができないという点かもしれない。

一方、3Dの描画性能を見ると、カード

ごとの差は非常に大きくなる。3D描画

を行うアプリケーションプログラムを

利用するなら、ハードウェアによる3D

アクセラレーションは必須といえよう。

ハードウェアの性能もさることながら、

ドライバなど、ソフトウェアの対応状

況も重要だ。

■

■どのカードを選ぶべきか

■

自分の求めるスペックが決まったら、

あとは財布と相談するだけだ。

2Dのみで利用するということであれ

ば、比較的新しいカードからXFree86

で利用できるものを選べばまず問題は

ない。数年前では、高解像度ではリフ

レッシュレートを上げられず、チラチ

ラした画面になるグラフィックスカー

ドもあったが、現在のグラフィックス

チップに統合されたRAMDACは十分

な性能を持つので、その心配は無用だ。

i810を搭載したベアボーンキットなど

のコストパフォーマンスも大きな魅力

だ。用途に合わせ、賢い選択をしたい。

Linux上で3Dゲームを快適にしたい

なら、現状ではGeForce256以外の選

択肢はありえない。ただし、これはあ

くまで「現状」での話だ。グラフィッ

クスチップの世代交代は非常に速く、

まもなくVoodoo4／5（チップ名：

VSA-100）、ATI Radeon256など強力

な新製品が各メーカーから登場する。

特にVSA-100は、XFree86 4.0のDRI

対応ドライバも開発中であり、その性

能には期待できる。NVIDIAも最新チ

ップGeForce2 GTSでさらに性能を上

げてきている。

XFree86 4.0への移行、ドライバモ

ジュールの開発状況などからも目が離

せない。最強のグラフィックス環境を

構築するなら、常に最新の情報をチェ

ックしておこう。Linuxのグラフィッ

クス環境は、これから急速な進化を見

せることになりそうだ。
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写真1 NVIDIA GeForce256 DDR
現在、Linuxで最強のグラフィック環境を提供する。し
かし、ライバル達がその座を虎視眈々と狙っている。

XXどのカードを選ぶべきか

XXグラフィックスカードの選び方
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●ビルドとインストール

Sylpheedは、ソース一式をtar＋

bzip2したtarボールのほか、RPMのパ

ッケージが別サイトで配布されている

（上記URLを参照）。

tarボールはbzip2により圧縮されて

いるので、「bzip2 -dc sylpheed-0.3.8.tar.

bz2 ¦ tar xvf -」として展開する。ビ

ルドとインストールは、「./configure」

→「make」→「make install」とい

う一般的な手順だ。

一方、RPMはソースとバイナリのパ

ッケージがそれぞれ用意されている。

ただし、バイナリパッケージはVine

2.0用なので、他のディストリビューシ

ョンではソースパッケージからリビル

ドしたほうがいいだろう。

「rpm --rebuild sylpheed-0.3.8-1.src.

rpm」とすると、ソースパッケージか

らバイナリパッケージが作成されるの

で、「rpm -Uvh /usr/src/redhat/RPMS/

i386/sylpheed-0.3.8-1.i386.rpm」とし

てインストールする。

●画面構成とアカウントの作成

「sylpheed&」として起動するとメ

インウィンドウが開く。画面構成は

Outlook ExpressなどのWindows系メ

ールクライアントでおなじみの3ペイン

方式だ。[受信箱]などのフォルダが並

ぶ「フォルダツリー」、メールの送信者

やサブジェクト（件名）などが一覧表

示される「サマリビュー」、メールの本

文が表示される「メッセージビュー」

で構成される（画面1）。

まずは、アカウントの登録を行おう。

ツールバーの[アカウント]ボタンを押

し、「アカウントの設定」ダイアログの

[基本]ページで名前やメールアドレス、

POP／SMTPサーバ名などを設定する

（画面2）。他の設定は後で行えばいい。

登録したアカウントは「アカウント

の編集」ダイアログに一覧表示される

る。Sylpheedでは1人のユーザーが複

数のアカウントを扱えるため、このダ

イアログから別のアカウントを追加し

たり、既存のアカウントを編集・削除

するといった操作が可能だ。

なお、メインウィンドウで現在選択

しているアカウント名は、ウィンドウ

の右下に表示される。別のアカウント

に切り替えたい場合は、メニューの[設

定]－[現在のアカウントを変更]以下の

項目から、目的のアカウント名を選択

すればいい。

●メールの受信と閲覧

ツールバーの[受信]ボタンを押すと、

現在のアカウントのメールサーバに接

続して新着メールを受信する。登録し

たすべてのアカウントの新着メールを

一度に受信する[全受信]ボタンも用意

されている。このほか、ローカルなメ

ールボックスの内容をインポートする

ことも可能だ。

受信したメールは[受信箱]フォルダ

に格納される。[受信箱]フォルダを選

択すると、メールのタイトルや日付、

送信者などがサマリビューにスレッド

表示され、サマリビューで選択したメ

ールの本文がメッセージビューに表示

される。なお、フォルダツリーやメッ

Sylpheedは日本発の軽快で使いやすいメールクライアント兼ニュー

スリーダだ。Outlook Expressに代表されるWindows系メールクライ

アントと同様の外見と、MewやWanderlustといったEmacs系メール

クライアントの操作感を併せ持つ。複数アカウントへの対応をはじめ、

スレッド表示、振り分け、マルチパートMIME、クリッカブルURLなど、

機能も充実している。動作にはGTK+ 1.2.6以降が必要だ。http://www.kcn.ne.jp/̃hiro-y/
http://www.linuxstart.com/̃sunnyone/mylinux/sylpheed.html（RPM）

Sylpheed
安定して使いやすいメールクライアント

バージョン：0.3.8 ライセンス：GPL

画面1
Outlook Expressなどと同じ3
ペイン構成のウィンドウ。

画面2
アカウントの設定はこの
ダイアログで。複数アカ
ウント対応だ。



セージビューを別ウィンドウとして表

示する設定も可能だ（画面3）。

未読メールを閲覧するには、スペー

スキーを押せばいい。次の未読メール

への切り替え、画面に収まりきらない

本文のスクロール、次のフォルダの切

り替えなどをインテリジェントに処理

してくれる。また、Emacs系メールク

ライアントの挙動をエミュレートする

機能も用意されている。

●フォルダの作成と振り分け

流量の多いメーリングリストに加入

している場合は、振り分け機能を利用

してメールをフォルダに分類しよう。

まずは、整理用のフォルダ（階層化可

能）を作成する。フォルダツリー上で

の右クリックメニューから[新規フォル

ダを作成]を選択し、フォルダ名を入力

すればいい。

続いて、ツールバーの[設定]ボタン

で設定ダイアログを開き、[振り分け]

ページに切り替える（画面4）。ここで

は、振り分けに利用するヘッダ名

（Subject、From、Toなど）とその内

容（キーワード）、移動先フォルダを

「ルール」として登録する。複数のルー

ルを登録した場合は、上位のルールか

ら順番に適用される。

メール受信後に、[サマリ]－[メッセ

ージを振り分ける]を選択すると、これ

らのルールに基づいて振り分けが行わ

れる。なお、メールの受信と同時に自

動的に振り分けるには、「アカウントの

設定」ダイアログの[受信]ページで、

[受信時にメッセージを振り分ける]を

チェックしておく必要がある（画面5）。

●メールの作成

メールを新規作成する場合は、ツー

ルバーの[作成]ボタンを押す。また、

メールの返事を書くには[返信]ボタン、

相手の発言を引用して返事を書くには

[引用]ボタン、相手とは別の人にメー

ルの内容を転送するには[転送]ボタン

をそれぞれ押せばいい。

いずれにせよ、メッセージ作成ウィ

ンドウが開くので（画面6）、件名

（Subject）や宛先（To）、本文を入力

しよう。返信などの場合は、件名や宛

先はすでに入力済みだ。本文には自動

的に署名（シグネチャ）が挿入される。

なお、マルチパートMIMEによるフ

ァイル添付は、現時点では読み込みの

み対応している。指定したファイルの

内容をメール本文に挿入する機能が用

意されているので、メールにファイル

を添付する場合は、自分でファイルを

エンコードして挿入しよう。

●アドレス帳はXMLで管理

メインウィンドウのメニューで[ツー

ル]－[アドレス帳]を選択するか、メッ

セージ作成ウィンドウのツールバーの

[アドレス]ボタンを押すと、メールアド

レスを管理するアドレス帳ウィンドウ

が開く（画面7）。
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画面3
フォルダツリーやメッセージビューを
ウィンドウ表示した状態。

画面4
メールをフォルダに振り分け
るためのルールを設定する。

画面6
メッセージ作成ダイアログで送信するメールを書く。画面5

受信したメールを自動振り分けするにはここで設定を変
更。



アドレス帳に登録するには、このウ

ィンドウで[登録]ボタンを押し、メー

ルアドレスと名前、備考を入力すれば

いい（画面8）。このほか、分類用の仮

想フォルダを作成したり、名前を指定

してメールアドレスを検索する機能も

用意されている。

メッセージ作成ウィンドウからアド

レス帳を開いた場合は、[宛先:]や[Cc:]

ボタンが有効になる。一覧中のメール

アドレスを選択してからこれらのボタ

ンを押すと、メッセージ作成ウィンド

ウの宛先やCcにそのメールアドレスが

設定される。

なお、アドレス帳の内容はXMLを使

って記述されており、̃/.sylpheed/

addressbook.xmlに保存されている。

メールアドレスを大量に登録しなけれ

ばならない場合には、このファイルを

テキストエディタやスクリプト言語で

直接変更するとよいだろう。

●ニュースリーダ機能を使う

Sylpheedには、ネットニュースを購

読するニュースリーダとしての機能も

用意されている。メールを読むのと同

じ感覚でニュースグループの記事を閲

覧可能だ。ただし、現時点では記事を

投稿できない。

ニュースリーダとして使うには、利

用するニュースサーバやニュースグル

ープの名前をSylpheedに登録する必要

がある。

ま ず は 、 フ ォ ル ダ ツ リ ー の

[NetNews]フォルダ上で右クリックメ

ニューを開き、[ニュースサーバを追加]

を選択してサーバ名を入力しよう。

[NetNews]フォルダの下に、サーバ名

のフォルダが作成される。

続いて、そのフォルダ上で右クリッ

クメニューを開き、[ニュースグループ

を購読]を選択して、グループ名（たと

えば「fj.os.linux」など）を入力する。

これを、購読したい各グループに対し

て行えば準備完了だ。

ニュースグループの記事を取得する

には、そのグループ名のフォルダをク

リックするだけでいい。自動的にニュ

ースサーバに接続して、新しいニュー

スを取得する。

サマリビューには、ニュースの件名

や投稿者の一覧がスレッド表示され、

メッセージビューには選択したニュー

スの本文が表示される（画面9）。あと

は、メールを読む場合と同じようにし

て閲覧すればいい。もちろん、スペー

スキーだけを使って未読のニュースを

読み進められる。

なお、フォルダツリーのペインを拡

大すると、ニュースの新着数・未読

数・総数が表示される。ニュースグル

ープ名は長くなることが多いので、メ

ニューの[表示]－[フォルダツリーを分

離]を選択してフォルダツリーを独立さ

せ、横幅を広げると見やすいだろう

（画面10）。上記のメニューを再度選択

すれば、ウィンドウが消えて元のペイ

ン表示に戻る。
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画面9
ネットニュースをメールと同じ
感覚で読み進められる。

画面10
フォルダツリーを
ウィンドウ表示に
して横幅を拡大す
る。

画面7
XMLで管理さ
れるアドレス
帳。メールア
ドレスの検索
も可能だ。

画面8
設定内容は名前とメールアドレス、備考の3種類だけ。
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●ビルドとインストール

BluefishはtarボールのほかRPM／

DEBなどのパッケージでも配布されて

いる。ただし、RPMはi586／686用の

バイナリパッケージしか用意されてい

ないので、tarボールを利用したほうが

いいだろう。ビルドとインストールは

「./configure」→「make」→「make

install」という一般的な手順だ。

このバージョンからは日本語カタロ

グ（ja.po）が標準添付され、日本語環

境ではメニューやダイアログが日本語

表示されるようになった。また、ロケ

ール設定やフォントセットにも対応し

ているため、ソースを修正することな

く日本語を入力できる。

●Weblintのインストール

続いて、Webページの文法チェック

を行う「Weblint」の導入を行う。日

本語を使ったWebページのチェックを

行う場合は、オリジナルに加えて日本

語化パッチ（jweblint）も必要だ。い

ずれもtarボールでソースが配布されて

いるので、同じディレクトリに展開し

よう。

まず、Red Hat系ディストリビュー

ションの場合は、Perlをパッケージで

インストールしているはずなので、ラ

イブラリのインストール先を変更する

必要がある。具体的には、Makefile.ja

の 1 1 行 目 の L I B D I R の設 定 を、

「/usr/local/lib/perl」から/usr/lib以

下のディレクトリ（/usr/lib/perl5/な

ど）に変更する。

変 更 が 終 わ っ た ら 、「 make -f

Makfile.ja」→「make install」とする

と 、 パ ッ チ 当 て な ど が 行 わ れ 、

/usr/local/binにweblintとjweblintが

インストールされる。

●Bluefishの起動と画面構成

「bluefish&」として起動すると、

スプラッシュが表示された後、ツール

バーが並んだウィンドウが開く（画面

1）。日本語環境では、メニューなどが

日本語で表示されるはずだ。

ツールバーは2段構成で、上段がフ

ァイルオープンや保存、カット＆ペー

ストなどの編集用、下段がタグ入力用

となっている。タグ入力用のツールバ

ーはジャンル別にページ分けされてお

り、目的のタグを素早く見つけられる。

各ボタンの機能は、マウスポインタを

置くと表示されるチップヘルプ（日本

語）で調べられる。

その下の編集領域には、HTMLファ

イルをはじめ、CSSスタイルシートや

通常のテキストなどを記述できる。複

数ファイルを編集している場合は、ウ

ィンドウ下のタブで切り替え可能だ

（画面2）。なお、Ctrl－Oキーはオープ

ンダイアログに割り当てられているた

め、日本語入力のオン／オフには

Shift－スペースキーを利用する。

http://bluefish.openoffice.nl/
http://www.weblint.org/（Weblint）
http://www.sfc.keio.ac.jp/̃mimasa/jweblint/index.html.en（jweblint）

Bluefishは、カラー構文表示に対応したタグ挿入型のHTMLエディタ

だ。ツールバーのボタンを使ってタグを効率よく入力できる。日本語カ

タログによるメニューの日本語化や、日本語の入力・編集にも対応して

いる（日本語EUCのみ）。また、作成したWebページをWeblintでチェ

ックしたり、実際の表示をNetscapeで確認できるなど、外部ソフトと

の連携も考えられている。動作にはGTK＋が必要だ。

Bluefish
日本語に対応した使いやすいHTMLエディタ

バージョン：0.4 ライセンス：GPL

画面1
日本語カタログによってメニューなどが日本語で表示される。

画面2
複数のファイルを同時にオープンし、タブで切り替え可能だ。



●HTMLファイルの入力

使い方は一般的なタグ挿入型の

HTMLエディタと同じで、ツールバー

のボタンを押してカーソル位置にタグ

を挿入し、要素をキーボードから入力

する。もちろん、タグをキーボードか

ら入力してもいい。

なお、HTMLファイルを新規作成す

る場合、まずはツールバー下段の[クイ

ックバー]ページ左端にある[クイック・

スタート]ボタンを押そう。DTD（文

書型定義）やタイトルなど、基本的な

設定をダイアログで行い、まとめてタ

グと要素を挿入できる（画面3）。

空要素タグ（<BR>など）の場合は、

ボタンを押すだけでタグが挿入される。

一方、要素の前後を挟むタイプのタグ

（<P>など）では、ボタンを押してか

ら要素を入力してもいいし、先に入力

した要素を選択した状態にしてボタン

を押してもいい。

なお、<A>や<IMG>のように属性

の指定が不可欠のタグでは、それぞれ

専用のダイアログが開いて属性値を設

定する（画面4）。[OK]ボタンを押す

と、指定した属性と属性値を持ったタ

グがカーソル位置に挿入される。

スタイルシートの設定では、[CSS]ペ

ージの左端のボタンでジャンル別にペ

ージ分けされたダイアログが開き（画

面5）、すべてのスタイルを設定できる。

HTMLファイルのタグへのクラスの追

加や、要素を<DIV>や<SPAN>で囲

む作業もボタンを押すだけだ。

●日本語の色分けには問題あり

Bluefishの特徴のひとつに、タグや

属性、属性値などをカラー表示する色

分け（カラー構文表示）機能がある

（画面6）。なお、初期設定ではカラー

表示が自動更新されないので、適当な
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画面3
HTMLファイルを新規作成する場合に便利な「クイッ
ク・スタート」

画面4
イメージタグの設定ダイアログでは画像をプレビューで
きる。

画面5
スタイルシートの設定はこのダイアログで行う。

画面6
タグや属性値などを色分け表示す
るカラー構文表示。

画面7
色分け表示に関する設定はこのダイアログで行う。

画面8
NetscapeとWeblintのコマンドの設定は必ず行うこと。



タイミングでF5キーを押して手動で更

新する必要がある。

編集行のカラー表示を自動的に更新

させることも可能だ。ツールバー上段

右から2番目の[詳細設定]ボタンを押し

て設定ダイアログ（画面7）を開き、

[タグ色分けを常に更新する]をチェッ

クすればいい。さらに、[編集行のかわ

りにウィジェット全体を更新する（低

速）]もチェックすると、編集領域全体

が自動更新されるようになる（処理は

それだけ遅くなるが）。

残念ながら、現時点では日本語に関

する色分け処理にバグがあり、日本語

を含むHTMLファイルは正常に色分け

されない。日本語を含むHTMLファイ

ルを編集する場合は、メニューの[表

示]－[タグの色分け]のチェックを外し

ておく必要がある。また、常に色分け

を行わない状態にするには、設定ダイ

アログの[デフォルトでタグ色分け]を外

せばいい。

●Netscapeで実際の表示を確認

Bluefishでは、編集中のHTMLファ

イルの実際の表示を、Netscape Navi

gator（以下Netscape）で確認できる。

まずは、設定ダイアログの[起動]ペ

ージで、Netscapeの設定を行う（画面

8）。 [ブラウザコマンド]の「##

WHERE_IS_NETSCAPE ##」 を実

際のパス（/usr/X11R6/bin/netscape

など）に変更し、「Op e nU r l ¥¥

（%s¥¥））」の最後の「）」を削除する。

Netscapeの起動は、ツールバー下段

[ そ の 他 ] ペ ー ジ 左 か ら 4 番 目 の

[Netscapeで確認]ボタンで行う。自動

的にファイルの保存が行われた後、

Netscapeにより編集中のWebページが

表示される（画面9）。すでにNetscape

が起動している場合は、それを利用し

てWebページの表示が行われる。

●Weblintによる構文チェック

WeblintでHTMLファイルの構文チ

ェックを行うには、設定ダイアログの

[起動]ページの[Weblintコマンド]を

「/usr/local/bin/weblint」から、日本

語対応版であるjweblintのフルパス

（通常は「/usr/lcoal/bin/jweblint」

になる）に変更する。

jweblintの起動は、メニューの[起

動]－[Weblint]で行う。子プロセスで

jweblintが実行され、HTMLファイル

のチェック結果が別ウィンドウに表示

される（画面10）。

チェック結果をダブルクリックする

と編集領域の対応行が反転する。内容

を修正したら、[再チェック]ボタンで

再度チェックしよう。

●プロジェクトの作成

一般に、Webサイトは複数のHTML

ファイルで構成されている。Bluefish

には、こうした複数のファイルを「プ

ロジェクト」としてまとめて扱う機能

が用意されている。

プロジェクトを新規作成するには、

[プロジェクト]－[編集]を選択してダイ

アログを開き（画面11）、ベースディ

レクトリやWebディレクトリなどを設

定する。

編集中のファイルをプロジェクトに

ファイルを追加するには、[プロジェク

ト]－[現在編集中の文書を追加]を選択

する。プロジェクトへのファイルの追

加や削除といった処理は、このダイア

ログの[ファイル]－[ファイル]で開くダ

イアログで行う（画面12）。また、[リ

スト]以下のメニューで、各ファイルで

共用する色やURL、CSSなどのリスト

を作成可能だ。

作成したプロジェクトは、[プロジェ

クト]－[名前をつけて保存]で保存して

おけば、次回からは[プロジェクト]－

[開く]で読み込める。
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画面9
Netscape Navigatorで編集中のページの実際の見栄え
を確認。

画面10
Weblint（jweblint）によるHTMLファイルの構文チェッ
クも可能だ。

画面11
複数のファイルをプロジェクトしてまとめて扱える。

画面12
プロジェクトへのファイルの追加・削除はここで行う。



Linux magazineJuly 2000 123

●インストール

Explorer2fsは、ソースとバイナリの

ZIPファイルがそれぞれ配布されてい

る。通常は、実行ファイルやDLLファ

イルなどが含まれるバイナリ版を取得

すればいい。インストーラは付属しな

いので、適当なフォルダで展開し、実

行ファイルのショートカットを作成し

ておこう。

●使い方はエクスプローラと同じ

起動すると2ペイン構成のウィンドウ

が開く（画面1）。左側にはLinuxの

ext2ファイルシステムのパーティショ

ンのディレクトリ構造がツリー表示さ

れ、右側には選択したディレクトリの

ファイル一覧が表示される。ファイル

の表示は大小アイコン／一覧／詳細を

切り替えられる。

ファイルに対する操作は、エクスプ

ローラと同様にドラッグ＆ドロップや

右クリックメニューを使用する。たと

えば、Windowsのパーティションにフ

ァイルをコピーするには、エクスプロ

ーラなどにファイルをドラッグ＆ドロ

ップすればいい。

また、テキストの内容を閲覧するに

は、右クリックメニューから[View]を

選択する。日本語EUCを自動判別する

ビューアを用意すれば、日本語テキス

トの閲覧も可能だ。

●ユーザー名の表示も可能

初期設定では、詳細表示のユーザー

IDとグループIDが数値のまま表示され

る。これをユーザー名やグループ名に

変更するには、「/etc/passwd」（シャ

ドウ化済みのもの）と「/etc/group」

をWindowsの適当なフォルダにコピー

し、オプションダイアログ（画面2）

の[Users]ページで指定すればいい。そ

れらのファイルの情報に基づいて、ユ

ーザーIDとグループIDが対応する名前

で表示されるようになる（画面3）。

Explorer2fsは、Linux上で設定され

ているファイルのアクセス権限に関係

なく、全ファイルを読み書きできる強

力なツールだ。起動時スクリプトなど

の間違いを修正したり、Ext2ファイル

システム内のデータファイルを再起動

することなくWindowsから利用すると

いった便利な使い方ができる。

だがその反面、大きなセキュリティ

ホールにもなりかねないので、他人が

直接パソコンに触れられる環境での運

用には注意が必要だ。またLinuxの起

動に不可欠なファイルを消してしまう

ことも可能なので、注意しよう。

http://uranus.it.swin.edu.au/̃jn/linux/explore2fs.htm

Explorer2fsは、Windows 9x／NTでLinuxのext2ファイルシステ

ムを読み書きできるソフト。ルック＆フィールはエクスプローラによく

似ており、パーティションごとのディレクトリツリーとファイル表示領

域で構成される。ドラッグ＆ドロップや右クリックメニューでファイル

を自由に閲覧／コピー／移動／削除可能だ。WindowsとLinuxをデュア

ルブートしているマシンで導入すると便利なソフトだ。

Explore2fs
WindowsからLinuxのパーティションを読み書きする

バージョン：1.00 pre3 ライセンス：フリー

画面1
ex2fsファイルシステムのパーティションの内容が表示される。

画面3
詳細表示のユーザーIDとグループIDが名前で表示される。

画面2
オプションダイアログでユーザー名とグループ名のリス
トを設定。
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●ビルドとインストール

MagicPointは、tarボールのほかに

RPMパッケージも配布されている。た

だし、バイナリパッケージはVFlibを

無効にした状態でビルドされているの

で、日本語フォントの扱いに難がある。

RPMを利用する場合は、以下のように

して、ソースパッケージからリビルド

したほうがいいだろう。

「rpm --rebuild mgp-1.07a-1.src.rpm」

とすると、ソースパッケージからバイ

ナリパッケージが作成されるので、

「rpm -Uvh /usr/src/redhat/RPMS/

i386/mgp-1.07a-1.i386.rpm」としてイ

ンストールしよう。

一方、tarボールからのビルドとイン

ストールは、「 . / c o n f i g u r e」→

「xmkmf」→「make Makefiles」→

「 make」 → 「 make install」 →

「make install.man」という手順にな

る。

なお、RPMパッケージでは日本語ド

キュメント（USAGE.jpなど）がイン

ストールされない。必要ならばtarボー

ルから取得しよう。

●サンプルで操作方法を学ぶ

まずは、付属のチュートリアルで基

本的な操作方法を学んでみよう。tarボ

ールなら展開先、RPMパッケージの場

合は/usr/doc/mgp -1 . 07a以下の

sampleディレクトリに、MagicPoint

用のデータファイル（mgpファイル）

のサンプルが用意されている。

たとえば、日本語のチュートリアル

（tutorial-jp.mgp）を表示するには、

ktermなどのコマンドラインで「mgp

tutorial-jp.mgp」とすればいい。通常

は、各ページの内容がフルスクリーン

表示される（画面1）。－gオプション

でサイズを指定してウィンドウ表示に

することも可能だ（画面2）。

画面操作にはキーボードかマウスを

使用する。スペースキーや↓キー、マ

ウスの左ボタンなどで次のページに進

み、Delキーや↑キー、マウスの右ボ

タンで前のページに戻る。MagicPoint

を終了するには、EscキーかQキーを押

せばいい。

さらに、「ページ番号」＋Gキーで指

定したページに直接飛んだり、Ctrlキ

ーで左下に表示されるページ一覧をマ

ウスでクリックしてページを切り替え

ることも可能だ（画面3）。また、

Shift－Gキーで画面の下に前後のペー

ジのタイトルや現在のページ番号がガ

イドライン表示される。

ちょっと変わった機能として「落書

きモード」がある。これは、Xキーを

押すとマウスポインタがペンの形に変

わり、マウスのドラッグ操作でページ

上に描画できるというもの（画面4）。

プレゼンテーション中に内容を補足し

たり、アンダーラインを引くのに使え

るだろう。Shift－Xキーで色を変更す

ることも可能だ。なお、描いた内容は、

ページを切り替えるか、Lキーを押す

と消去される。落書きモードから抜け

るには再度Xキーを押せばいい。

●mgpファイルを記述する

続いては、自分でmgpファイルを作

http://www.mew.org/mgp/
http://puchol.com/cpg/software/mgp/（RPM）

MagicPointは、スライドやOHPの代わりにパソコンのディスプレイ

や液晶プロジェクタでプレゼンテーションを行うためソフト。

WindowsのPowerPointとは異なり、テキスト形式のmgpファイルか

ら各ページの画面を生成する。TrueTypeやType1フォントによる高品

質な文字に加え、背景にグラデーションを使ったり、各種形式の画像を

表示することも可能だ。最新版ではPNG形式にも対応した。

MagicPoint
定番のプレゼンテーションソフトがPNG対応に

バージョン：1.07a ライセンス：フリー

画面1
通常はフルスクリーン
でページの内容が表示
される。

画面2
起動時オプションに
よりウィンドウに表
示することも可能
だ。



成してみよう。テキスト形式なので、

ふだん使っているEmacsなどのエディ

タで作成可能だ。

mgpファイルは行指向のデータ形式

を採用しており、先頭が「%」で始ま

る行はコマンドと解釈される。文字の

大きさや色などを変えるコマンドなど

が用意されており（リスト1）、複数の

コマンドを「,」で区切って1行に並べ

ることもできる。

まず、mgpファイルの先頭には

「%include default.mgp」と書こう。

これは、各ページのスタイルの初期設

定

（/usr/X11R6/lib/X11/mgp/default.m

gp）を読み込むコマンドだ。

続いて、ページごとの内容を次のよ

うな構造で記述する。まず、ページの

開始を「%page」というコマンドで宣

言し、空行、タイトル、空行、本文と

続く（画面5）。

コマンドの内容は、通常はそれ以降

の行で有効になる。例外として、行番

号を指定して属性を設定する「default」

と、タブで字下げした段数を指定して

属性を設定する「tab」がある（通常

はdefault.mgpで指定された内容がその

まま使われる）。

●画像データの埋め込みも可能

MagicPointには、画像データをmgp

ファイルに埋め込む「mgpembed」、

mgpファイルをPostScript形式に変換

する「mgp2ps」、HTTPサーバとして

動作し、ネットワーク上でプレゼンテ

ーションできる「mgpnet」などのツー

ルが付属している。各ツールについて

の詳細は、manコマンドで表示される

マニュアルを参照されたい。

mgpembedは、「mgpenbed 元ファ

イル名 > 埋め込み先ファイル名」と

して使う。通常は画像ファイルを外部

から読み込むが、mgpembedで作成さ

れたm g p ファイルには、 画 像 を

uuencodeでテキストデータに変換した

内容が埋め込まれている。このため、

mgpファイルをメールやWebで配布し

たり、持ち運ぶときに便利だ。
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％size 文字のサイズ

％fore 前景色

％back 背景色

％bgrad 背景グラデーション

％left 左寄せ

％leftfill 左寄せ（長い行）

％center センタリング

％right 右寄せ

％lcutin 左端からカットイン

％rcutin 右端からカットイン

％cont 改行なしで表示

％deffont フォント名定義

％font フォントの指定

％bar 横線表示

％image 画像表示

％prefix 前置文字

％icon アイテム用アイコン

％bimage 背景画像表示

％default 指定行の属性

％tab 指定タブ数の属性

％include ファイルの読み込み

％page ページ開始

％vgap 行間隔

％hgap 文字間隔

％pause 表示の一時停止

％mark 現在位置をマーク

％again 上記マークに戻る

％system 子プロセス実行

％filter 同上（テキスト指定）

％endfilter テキスト指定の終了

％pcache ページの先読み

リスト1
mgpファイルで使えるコ
マンド（SYNTAXより
抜粋）

画面3
Ctrlキーでページ一覧
を表示し、マウスの
クリックで切り替え。

画面5
各ページのソースはこのよう
にテキストで記述されてい
る。

画面4
表示中のページに自
由に書き込みを行え
る「落書き」機能。
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●ビルドとインストール

LnxZipは、ソース一式をtar＋gzip

したtarボールのほかに、RPMパッケ

ージも配布されている。tarボールから

の作成手順は、「./conf igure」→

「make」→「make install」という一

般的なものだ。

RPMはソースとバイナリのパッケー

ジがそれぞれ用意されている。ただし、

バイナリパッケージはMandrake用な

ので、他のディストリビューションで

はソースパッケージからリビルドした

ほうがいいだろう。

「rpm --rebuild LnxZip-0.1-1.src.rpm」

とすると、ソースパッケージからバイ

ナリパッケージが作成されるので、

「rpm -Uvh /usr/src/redhat/RPMS/

i386/LnxZip-0.1-1.i386.rpm」としてイ

ンストールしよう。

●起動と初期設定

「lnxzip&」として起動すると、ツ

ールバーとファイルリストで構成され

たウィンドウが開く。なお、初めて起

動したときには、RPM作成関連の設定

ファイルやディレクトリを作成するか

どうか尋ねられるので、[OK]ボタンで

許可しよう。

既存のアーカイブを開く場合は、

[Open]ボタンを押してダイアログから

アーカイブを選択する。また、[New]

ボタンでアーカイブを新規作成するこ

とも可能だ。いずれにせよ、ウィンド

ウにはアーカイブに含まれるファイル

が一覧表示される（画面1）。

ファイルの展開、追加、削除、閲覧

などの操作には、ツールバーのボタン

や右クリックメニューを利用する。た

とえば、アーカイブ内のファイルを外

部に展開するには、[Extract]ボタンを

押し、展開先ディレクトリをダイアロ

グで指定する。対象となるファイルを

選択（複数可）してからボタンを押せ

ば、一部のファイルだけ展開すること

も可能だ。

外部のファイルをアーカイブに追加

する場合は、[Add]ボタンを押して、

対象となるファイルをダイアログで選

択する。逆に、アーカイブ内のファイ

ルを削除するには、対象となるファイ

ル（複数可）をマウスで選択してから

[Remove]ボタンを押せばいい。

また、ファイルを選択してから右ク

リックメニューの[View]を選択すると、

別ウィンドウにその内容が表示される

（画面2）。日本語EUCで書かれた文章

も表示可能だ。

●設定変更とRPM作成の準備

メニューから[設定]－[設定]を選択す

ると、設定ダイアログが開く（画面3）。

[General]ページには、デフォルトのア

ーカイブタイプ（初期設定は「.tar.bz2」）

などが設定されており、[Archiver]ペ

ージには、アーカイブや圧縮を処理す

る各種コマンドのフルパスが設定され

ている。

このあとで説明するRPM作成機能を

使う場合は、[General]ページで以下の

2箇所の設定を変更する必要がある。

まずは、[Default Paths]の[RPM]の設

定だ。初期設定では、ユーザーのホー

ムディレクトリを意味する「̃ 」を使

って「̃/LnxZip」に設定されている

が、このままでは正常に動作しないた

http://visionary-hawk.webjump.com/lnxzip.html

LnxZipは、tar／gzip／bzip2／zip／arjなどでアーカイブ・圧縮さ

れたファイルを統一的に扱うフロントエンドだ。見た目はWindows用

の統合アーカイブソフト「WinZip」に似ており、アーカイブの形式を

気にすることなく、ファイルの追加や削除、閲覧を行える。また、RPM

パッケージの作成を支援する機能を持ち、一般ユーザーのままRPMパッ

ケージを作成可能だ。動作にはGNOMEが必要となる。

LnxZip
RPMの作成も可能な統合アーカイブソフト

バージョン：0.1 ライセンス：GPL

画面2
内蔵ビューアで
テキストファイ
ルの内容を閲覧
できる。

画面1
ウィンドウには
アーカイブ内の
ファイルが一覧
表示される。
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めフルパスで再設定する。たとえば、

ホームディレクトリが「/home/hoge」

の場合、「/home/hoge/LnxZip/」と

設定すればいい。末尾に「/」が必要

なことにも注意されたい。

次 に 、 [RPM's]の [Auto Name

Patch File]のチェックを外す。これが

チェックされたままだと、実際にはパ

ッチファイルが必要ない場合でも

SPECファイルにパッチファイル情報

が設定されてしまい、RPMパッケージ

作成時にエラーが起こるからだ。

このほか、初回起動時にホームディ

レクトリに作成される「.rpmmacros」

も一部修正する必要がある（そのまま

だと、RPMパッケージの作成時にエラ

ーとなる）。修正内容は単純で、最後

の行「%_tmppath …」の末尾に改行

を追加するだけだ。

●RPMパッケージを作成する

それでは、LnxZipの特徴である

RPM作成機能を説明しよう。RPMの

パッケージ作成の中心となるのは、

「SPECファイル」と呼ばれる設定ファ

イルの作成だ。パッケージ名や依存関

係、インストールするファイルやディ

レクトリなどの情報は、すべてこのフ

ァイルに書かれている。

メニューから[RPM]－[Spec File]を

選択すると、SPECファイルの設定内

容がジャンル別にページ分けされたダ

イアログが開く（画面4）。[Page 1]ペ

ージでは、パッケージ名やバージョン、

リリース番号、依存関係などを設定す

る。以下、[Page 2]ページではパッケ

ージに関する説明、[Page 3]ページで

はビルドやインストールの際のコマン

ド、[Page 4]ページではインストール

するファイルのフルパスといった情報

を設定する。

各項目の意味や設定内容についての

詳細は、本誌2000年3月号の記事「賢

く使うUNIX」や、Webページでは

「 Making RPM」（ http://vinelinux.

org/MakingRPM/index.html）などの

情報を参考にされたい。

[適用]ボタンを押すと、設定内容に

基づくSPECファイルが̃/LnxZip以下

に作成される。内容はダイアログの

[Spec File]ページで確認できる（画面

5）。続いて、ソースのディレクトリを

指定すると、そこに含まれるファイル

がtar＋bzip2でアーカイブ・圧縮され、

LnxZipのウィンドウに表示される。こ

れで準備完了だ。

メニューから[RPM]－[Build RPM]

を選択すると、Gnome terminal上で

rpmコマンドが実行され（画面6）、ソ

ースパッケージは̃/LnxZip/RPM/

SRPMSに、バイナリパッケージは

̃/LnxZip/RPM/RPMS以下に作成さ

れる。

なお、rpmコマンドの実行中にエラ

ーが起きてパッケージが作成されなか

った場合は、コマンドの出力を記録し

たログファイル（̃/LnxZip/tmp/

rpm-build.log）で原因を調べよう。

画面3
設定ダイアログ。
RPM作成機能を使
う場合は変更の必要
あり。

画面4
RPMのSPECファイ
ルの内容をダイアロ
グで設定する。

画面5
実際のSPECフ
ァイルの内容を
[Spec File]ペー
ジで確認。

画面6
rpmコマンドによ
ってソースとバ
イナリのパッケ
ージが作られる。
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●ビルドとインストール

Cannon Smashは、ソース一式を

tar＋gzipしたtarボールのほか、RPM

パッケージやKDE用GUIインストーラ

付きのバイナリも配布されている。た

だし、これらはバージョンが古いので、

tarボールの最新版をインストールした

ほうがよいだろう。

ビ ル ド と イ ン ス ト ー ル は 、

「./configure」→「make」→「make

install」という一般的な手順だ。なお、

ビルドと実行に必要な3Dライブラリ

（Mesa3DおよびGLUT）をあらかじめ

インストールしておく必要がある。

●ゲームの起動とプレイヤーの選択

「csmash」として起動すると、メニ

ュー画面が表示され、バックで白熱し

たラリーが展開される（画面1）。はじ

めてプレイする場合は、 [How to

play]を選択して、操作を解説したデモ

を見るとよいだろう。[Start Game]を

選択するとゲーム開始だ。

まずは、以下の3種類のプレイヤー

の中から、好みのプレイタイプを選択

する（画面2）。

・Pen Attack（前陣速攻型）

最もテーブルに接近した状態で戦う

攻撃型。浮いた球を逃さず叩き付ける

スマッシュが武器。

・Pen Drive（ドライブ主戦型）

テーブルから少し下がった状態で戦

う攻撃型。球に強烈な前進回転をかけ

るドライブが武器。

・Shake Cut（カット主戦型）

テーブルからかなり下がった状態で

戦う守備型。球に逆回転をかけるカッ

トが武器。

はじめのうちは、攻撃が入りやすい

前陣速攻かドライブ主戦がお勧めだ。

一方、対戦相手となるコンピュータの

タイプは、この3種類の中から毎回ラ

ンダムに決定される。

●マウスとキーボードで操作

プレイヤーの操作には、キーボード

とマウスを併用する。キーボードは球

を打ち込む位置の指定に、マウスはプ

レイヤーの移動とショットのために使

用する。

球を打ち込む位置は、キーボードの

フルキー部分を相手コートに見たて、

左奥の1キーから右手前の¥キーまで44

カ所にも及ぶ細かな指定が可能だ（画

面3）。指定した位置にはインジケータ

（▼）が表示される。もちろん、プレ

イ中にも位置を変更できるので、「フォ

アの浅い位置にサーブして、レシーブ

された球をバックの深い位置へ返す」

といった戦術を実現できる。

マウスのボタン（どれでも可）をク

リックすると（サーブを含む）ショッ

ト動作が行われる。こちらのサーブか

ら始まるので、ボタンを押してショッ

トしよう。インジケータ（▼）に向か

って球が飛んでいく（画面4）。

コンピュータが操作する相手プレイ

ヤーがレシーブすると、返ってくる球

の軌道が点線で表示される（画面5）。

最適な打点が赤く表示されるので、赤

い点のそばに球が来るのを待ってボタ

ンをクリックしよう。

Cannon Smashは、本格的な3D卓球ゲームだ。プレイヤーのタイプ

が3パターン用意されており、多彩な戦術が要求されるスポーツとして

の卓球を楽しめる。また、サウンドドライバEsounD（esd）のある環

境では、球がテーブルやラケットに当たる音が再現され、気持ちよくラ

リーを続けられる。動作には3DライブラリのMesa3DとGLUTが必要

になる。快適にプレイするには3Dアクセラレータが必須だ。http://cannonsmash.sourceforge.net/
http://www.utmc.or.jp/̃nan/csmash/（日本語）
http://mesa3d.sourceforge.net（Mesa3D）

Cannon Smash
ラリーが気持ちいい本格卓球ゲーム

バージョン：0.3.9 ライセンス：GPL

画面1
メニュー画面のバッ
クでは白熱したラリ
ーが続く。

画面2
操作するプレイヤー
を3種類のタイプか
ら選択。



うまくタイミングが合うと「Nice!」

と表示されて強い球を打てる。一方、

タイミングがずれると「Bad」と表示

され、返球が浮いて相手にスマッシュ

されたり、ひどいときにはそのまま空

振りしてしまう。

相手が返す球の強さやコースによっ

ては、マウスを動かしてプレイヤーを

移動させないと、最適打点を示す赤い

点が表示されない場合もある。たとえ

ば、相手が短いサーブをしてきたとき

には前進して返さなくてはならないし、

球が浮いてスマッシュされるときには、

後ろに大きく下がってロビングする必

要がある。

なお、ドライブ主戦型のプレイヤー

はバックハンドよりフォアハンドのほ

うが強い球を打てるため、操作に慣れ

たら、バックに返された球に対しても、

フットワークを生かしてフォアで返す

ようにするとよい。

●ルールと設定変更

ルールは実際の卓球に基づいており、

5球ごとにサーブをチェンジし、先に21

ポイントを取ったほうが勝ちだ（1セッ

トマッチ）。設定によっては、5ポイン

ト先取や11ポイント先取に変更するこ

ともできる。

メニュー画面で[Config]を選択する

と設定変更画面になる（画面6）。勝利

ポイントの変更のほか、コンピュータ

の強さやサウンドドライバの切り替え

も可能だ。たとえば、コンピュータが

強すぎて何度対戦しても勝てない場合

は、[Level Select]を[Easy]に変更す

るとよいだろう。

これまでの卓球を題材としたゲーム

は「温泉でピンポン」レベルのものが

多かったが、Canon Smashは球のス

ピードや軌道がスポーツとしての卓球

にかなり近い。このため、ラリーを続

けているだけで実に爽快感がある（試

合をしないでラリーを続けられる練習

モードも欲しいところだ）。球がテーブ

ルやラケットに当たる音を聞いている

と、卓球部に所属していた人はありあ

りと記憶がよみがえってくるのではな

いだろうか。

なお、作者のWebページの情報によ

れば、サウンドエフェクトの充実など

に加え、人間同士の通信対戦について

も検討されているようだ。実現する日

を楽しみにしている。
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画面3 相手のコートに打ち込む位置はキーボードで指定する。

画面5 返球の軌道上に表示された赤い点が最適打点だ。 画面6 勝利ポイントやコンピュータの強さはこの画面で変更する。

画面4 こちらが打った球はインジケータ（▼）めがけて飛んでいく。



Linux magazine July 2000130

Fr
ee

 S
of

tw
ar

e

●ビルドとインストール

LavaPSは、tarボールとRPMパッケ

ージの両方で配布されている。Red

Hat系のディストリビューションでは

RPMパッケージを利用したほうが簡単

だ。バイナリパッケージのほか、ソー

スパッケージも用意されている。tarボ

ー ル か ら ビ ル ド す る 場 合 は 、

「./configure」→「make」→「make

install」という一般的な手順をとる。

●プロセス情報を視覚的に表現

「lavaps&」として起動すると、さ

まざまな色のブロブを含んだウィンド

ウが開く（画面1）。ウィンドウのサイ

ズは自由に変更可能だ。ブロブとプロ

セスは1対1で対応しており、プロセス

が生成されると新たなブロブが追加さ

れ、プロセスが終了する対応するプロ

プが消滅する。

各プロセスの情報は、対応するブロ

ブの大きさや動き、色などによって表

現される。たとえば、ブロブの大きさ

はメモリ消費量、動きはCPU使用量に

比例する。つまり、メモリを大量に消

費しているプロセスのブロブは大きく

表示され、CPUを多く使うプロセスの

ブロブはよく動く。

また、ブロブの色合い（色相）はプ

ログラム名をハッシュした数値によっ

て決まる。たとえば、Xのブロブはオ

レンジ、Emacsのブロブはブルーとい

った具合だ。また、色の鮮やかさ（彩

度）はプロセスの実行頻度に比例して

おり、実行されないプロセスのブロブ

はくすんだ色に変わっていく。

●詳細情報の表示

ブロブ上でマウスの左ボタンを押し

続けると、ウィンドウがポップアップ

して、そのブロブに対応するプロセス

の情報（プログラム名や実行ユーザー

名、プロセスID、メモリ消費量など）

が表示される（画面2）。

また、右ボタンのクリックで開くポ

ップアップメニューでは、ユーザーご

とのプロセス表示と全プロセス表示の

切り替えや、LavaPSに関する各種ヘ

ルプを表示を行う。ヘルプの中には、

ドキュメントに書かれていないリソー

ス情報も含まれているので、目を通し

ておきたい（画面3）。

http://www.isi.edu/̃johnh/SOFTWARE/LAVAPS/

LavaPSは、プロセス情報を不定形な「ブロブ（メタボール）」状のグ

ラフィックで表示するソフトだ。各プロセスのメモリ消費量やCPU使用

量、名前などの情報をブロブの大きさや動き、色相、彩度などのアナロ

グな要素によって表現するため、現在のシステムの状況を感覚的に理解

できる。さらに、ポップアップウィンドウで各プロセスに関する詳しい

情報を表示することも可能。動作にはTcl/Tkが必要だ。

LavaPS
プロセス情報をグラフィカルに表現する

バージョン：1.10 ライセンス：GPL

画面1
実行中のプロセスに対応
する「ブロブ」が表示さ
れる。

画面2
プロセスの詳細な情報を表示するポップアップウィンド
ウ。

画面3
リソース情報などをヘ
ルプで確認できる。



●ビルドとインストール

まずは、FFTライブラリのFFTWか

GSLをインストールする。FFTWのほ

うがGSLよりも30％ほど高速に動作す

るとのことなので、特に理由がなけれ

ばFFTWを使うとよいだろう。

eXtaceは、ソース一式をtar＋gzip

したtarボールで配布されている。ビル

ドとインストールは、「./configure」

→「make」→「make install」とい

う一般的な手順だ。

なお、ソース展開先のextaceディレ

クトリに、テスト用ツール「sine」が

用意されている。これは、周波数を

が段階的に変化するサイン波を発する

もので、eXtace起動後に「 ./sine ¦

esdcat」とすることでeXtaceの動作確

認が可能だ。

●ボタンひとつで表示を切り替え

「extace&」として起動すると、上部

にボタンが並んだウィンドウが開く。

その後、EsounD（esd）を利用したサ

ウンド再生ソフト（FreeAmpなど）

を使用すると、FFTにより得られたス

ペクトル情報がリアルタイムに3Dサー

フェス表示される（画面1）。

表示方法を変更するには、ウィンド

ウ上部のボタンを押す。サウンド再生

中の切り替えも可能だ。3D表示には、

サーフェス以外にもワイヤフレーム

（[Wire 3D]）とスパイク（[3D Spikes]）

が用意されており、表示の傾きや更新

速度を「Direction」ウィンドウで変更

できる。

上記の3D表示以外に、イコライザ

（画面2）やグラディエントスコープ、

スペクトログラム（画面3）などの表

示方法が用意されており、再生中でも

切り替え可能だ。

また、[Option]ボタンで開くダイア

ログでは、バンド数やディケイ速度

（バーなどが落下していく速度）などを

細かく調整できる（画面4）。

Linux magazineJuly 2000 131

eXtaceは、再生中のサウンドを高速フーリエ変換（FFT）して得ら

れたスペクトル情報をリアルタイムに視覚化するソフトだ。表示方法は、

3Dワイヤフレーム、サーフェス、スパイク、グラフィックイコライザ、

グラディエントスコープ、スペクトログラムの6種類で、再生中もボタ

ン操作でこれらを自由に切り替えられる。動作にはサウンドドライバ

EsounD（esd）と、FFTライブラリが必要だ。http://extace.sourceforge.net/
http://www.fftw.org/（FFTW）
http://sourceware.cygnus.com/gsl/（GSL）

eXtace
再生中のサウンドをさまざまに視覚化する

バージョン：1.2.23 ライセンス：GPL

画面1
再生されるサウンドの
スペクトル情報を3D
サーフェス表示。

画面2
2Dのイコライザ表示。
ディケイをかけると格
好いい。

画面3
スペクトログラム（ス
ペクトルの時間的変
化）の表示も可能だ。

画面4
バンド数やディケイ速度の設定はこの設定ダイアログで
行う。



前回はLASER5 Linux 6.0 Rel.2を

使用して説明しましたが、Red Hat

6 . 1 日本語版をサポートしている

JBuilder 3.5 Foundationは Red Hat

6.1をベースとしているVine Linux 2.0

上でも問題なく動作します（画面1）。

Vineがお好きな方はVine上で使用して

みてください。今回はVine Linux 2.0

を使って解説していくことにします。

今月号の付録CD-ROMにVine Linux

2.0が収録されていますので、これを使

うのもいいでしょう。ただし、Vine

Linux 2.0はJBuilder 3.5製品版でオフ

ィシャルにサポートしているディストリ

ビューションではありません。JBuilder

3.5 Foundationにはサポートがありま

せんので関係ありませんが、製品版を

使用される場合は注意が必要です。

■

■　環境設定

■

さて、前回のJBuilder 3.5 Foundation

のインストールのときに表示されるフォ

ントがあまりきれいではないと思われた

方も多いと思います。これはLinux版の

JDKがデフォルトで使用しているフォ

ントの問題です。今回はまず、デフォ
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環境設定

前回はJBuilder 3.5 Foundationのインストー
ル、デバッグ機能の説明、簡単なアプリケーション
の作成を行いました。今回はJBuilder 3.5
Foundationの提供しているコンポーネントについ
て解説し、簡単なアプレットを作成してWebサー
バへ配布する方法について解説します。
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Foundation日本語版

文： 加藤大受
Text：Daiju Kato
daiju@ms.tokyo.jcom.ne.jp

Linux上でのビジュアル開発を実現する

JBuilder 3.5
Foundation日本語版

短期
集中連載

第2回 アプレットを作る

画面1 Vine 2.0
上のKDEで実行

画面2 フォント
の選択



ルトで使用しているフォントを商用フ

ォントに変更してみましょう。ただし、

この変更はディストリビューションの

FTP版を使用している方は行わないで

ください。商用フォントが利用できな

いと、まったく日本語が表示されなく

なりますので注意してください（付録

CD-ROMも同様）。

JDKが使用する日本語フォントの設

定はfont.properties.jaというファイル

に 記 述 さ れ て い ま す 。 前 回 、

/usr/local/jdk1.2.2にJDKをインスト

ールしましたので、このファイルは

/usr/local/jdk1.2.2/jre/libのディレク

トリにあります。このファイルにはリ

スト1のようにフォントの設定が記述

されています。このファイルをよく見

ると、wadalabフォントを使用してい

るのが分かります。このwadalabフォ

ントの設定を商用フォントの設定に変

更することで、きれいなフォントを表

示することができます。

emacsなどのエディタでfont.properties.ja

を開き、リスト2を参考にしてwadalab

の設定をDynaLabに置換してください。

使用しているディストリビューショ

ンがLASER5 Linux 6.0でも同じ設定

でフォントを変更できます。Vine 2.0、

LASER5 Linux 6.0以外のディストリ

ビューションの場合は、使用している

商用フォントを確認のうえ行ってくだ

さい。ここで行った設定は筆者の環境

の例ですが、このファイルをチューニ

ングしていくことでフォントをよりき

れいに表示することができます。

font.properties.jaを変更したら、続

いて環境変数を設定します。JDK

（およびJRE）は、環境変数JAVA_

FONTSに設定しているパスから

font.properties.jaに書かれているフォ

ントを探します。

次 の よ う に し て 環 境 変 数

JAVA_FONTSを設定してください。
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画面3 デフォルトの
font.properties.jaの
場合

画面4 DynaLab
を使用するように変
更した場合（フォン
トサイズは同じ14
に設定）

▼リスト2 フォントの置換文字列

▼リスト1 font.properties.jaの一部

# Serif font definition

#

serif.0=-b&h-lucidabright-medium-r-normal--*-%d-*-*-p-*-iso8859-1

serif.1=-wadalab-mincho-medium-r-normal--*-%d-*-*-c-*-jisx0201.1976-0

serif.2=-wadalab-mincho-medium-r-normal--*-%d-*-*-c-*-jisx0208.1983-0

■明朝の設定
置換前　"-wadalab-mincho-medium-r-normal--*-%d-*-*-c-*-jisx0201.1976-0"

置換後　"-DynaLab-DFMinchoP-W3-r-normal--0-0-0-0-c-0-jisx0201.1976-0"

置換前　"-wadalab-mincho-medium-r-normal--*-%d-*-*-c-*-jisx0208.1983-0"

置換後　"-DynaLab-DFMinchoP-W3-r-normal--0-0-0-0-c-0-jisx0208.1983-0"

■ゴシックの設定
置換前　"-wadalab-gothic-medium-r-normal--*-%d-*-*-c-*-jisx0201.1976-0"

置換後　"-DynaLab-DFGothicP-W5-r-normal--0-0-0-0-c-0-jisx0201.1976-0"

置換前　"-wadalab-gothic-medium-r-normal--*-%d-*-*-c-*-jisx0208.1983-0"

置換後　"-DynaLab-DFGothicP-W5-r-normal--0-0-0-0-c-0-jisx0208.1983-0"

▼リスト3 .bash_profileに追加

PATH=$PATH:$HOME/bin

BASH_ENV=$HOME/.bashrc

USERNAME=""

JAVA_FONTS=/usr/X11R6/lib/X11/fonts/TrueType:/usr/local/jdk1.2.2/jre/lib/fonts

export USERNAME BASH_ENV PATH LESSOPEN JAVA_FONTS



$ export JAVA_FONTS=/usr/X11R6/lib/

X11/fonts/TrueType:/usr/local/jdk1.

2.2/jre/lib/fonts

ここで設定しているのはDynaLabの

フォントのパスとJDKに含まれている

フォントのパスです。 この設 定

を.bash_profileに書き込んでおけば、

ログイン時のデフォルトの環境になり

ます。.bash_profileはホームディレク

トリ（/home/＜ユーザー名＞）にあ

ります。こちらのファイルを開いて、

リスト3のように追加してください。

続いてJBuilder 3.5 Foundationを起

動し、メインメニューから［ツール

（T）］－［IDEオプション（O）］を選

択して、［IDEオプション］ダイアログ

ボックスを表示し、［表示］のぺージを

選択します。［フォントファミリ］のリ

ストボックスで「DFGothicP-W5」を、

［フォントサイズ］のリストボックスか

ら「14」を選択します（画面2）。選択

したら［OK］ボタンをクリックしてダ

イアログボックスを閉じます。

ソースを表示させて見てみると前よ

りもきれいに表示されていることがわ

かると思います（画面3・4）。

■

■　AWTとJFC/Swing

■

Javaでユーザーインターフェイスを

作 成 す る 場 合 、 A W T ま た は

JFC/Swingと呼ばれるGUIのクラスを

利用します。AWT はAb s t r a c t

Window Toolkitの略で、JDK 1.0の時

代からあるJavaの基本的なGUI用のコ

ンポーネントです。このコンポーネン

トの提供しているユーザーインターフ

ェイスの機能は低く、Windows 3.1レ

ベルのものです。一方、JFC/Swingは

その後に登場し、より洗練されたGUI

を提供するコンポーネントです。

JFC/Swingを使用すると非常にきれい

なGUIを作成することができるのです

が、アプレットで使用した場合、ファ

イルサイズが大きくなる問題が発生し

ます。そのため、アプレットはAWT

ベースで作成することをお勧めします。

これらのコンポーネントを設計画面で

使用していくことで、JBuilderでは

GUIを簡単に作成することができます。

■

■　アプレットとは？

■

前回は、簡単なJavaアプリケーショ

ンを作成しました。今回はブラウザ上

で実行されるJavaプログラムであるア

プレットに挑戦してみましょう。まず、

アプレットの仕組みを説明します。

図1はJavaアプレットの仕組みにつ

いて簡単に図にしたものです。

ブラウザがWebサーバにURLを渡す

とWebサーバは指定されたファイルを

ブラウザに送り返します。ブラウザが

受 け 取 っ た H T M L フ ァ イ ル に

<APPLET>タグがある場合、ブラウ

ザはWebサーバにアプレットファイル

のダウンロード要求を送り、希望する

アプレットを受け取ります。受け取っ

たアプレットはブラウザに組み込まれ

ているJava VMの上で実行されます。

つまり、Javaアプレットとはブラウザ

上で実行されるJavaプログラムのこと

です。クライアント側にプログラムの

配布の必要がない非常に便利なテクノ

ロジーなのですが、配布されるアプレ

ットのサイズが大きい場合、時間がか

かるなどの問題点もあります。また、

ブラウザで使用できるJDKのバージョ
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AWTとJFC/Swing

アプレットとは？

リクエスト 

ダウンロード 

アプレット アプレット 
ダウンロード 

リクエスト 

<HTML>

<APPLET>

ブラウザ Webサーバ 

図1 アプレットの仕組み

画面5 AWTコンポーネントパレット（上）、JFC/Swing
コンポーネントパレット（下）



ンは1.1がまだ一般的なため、JBuilder

3.5 FoundationなどJava 2に特化した

製品を使用する場合は多少の注意が必

要です（JBuilder 3.5の製品版では

JDK 1.1を使用することができます）。

■

■　アプレットの作成

■

それでは、JBuilder 3.5 Foundation

を使用して簡単なアプレットを作成し

てみましょう。今回作成するアプレッ

トは「Welcome!」という文字列がゆっ

くりと１文字ずつ点滅しながら表示さ

れるアプレットです。

JBuilder 3.5 Foundationを起動し、

「Welcomeプロジェクト」などのプロ

ジェクトが開いている場合はメインメ

ニューの［ファイル（F）］－［プロジ

ェクト "＜プロジェクト名＞"を閉じる

（E）］で開いているプロジェクトを閉

じてください。続いて、［ファイル

（F）］－［新規（N）］で表示される

［オブジェクトギャラリ］のダイアログ

ボックスから［アプレット］を選択し

ます。プロジェクトを作成していない

ため、画面6のようなプロジェクトウィ

ザードが起動します。プロジェクトフ

ァイルの名前を「/home/＜ユーザー名＞

/jbproject/appletDemo/appletDemo.jpr」

と入力し、［終了］ボタンをクリックし

ます。続いて、画面7のようなアプレッ

トウィザードが起動されます。クラス

名を「Applet1」から「MyApplet」に

変更し、ベースクラスのリストボック

スで「java.applet.Applet」を選択しま

す。選択したら、［次へ］ボタンをク

リックしてウィザードを進めます。「ス

テップ 2/3」でアプレット引数の画面

が表示されますが、今回は引数を使用

しませんので、［次へ］ボタンをクリッ

クしてウィザードを進めます。「ステッ

プ 3/3」ではアプレットを使用する

HTMLについての設定になります。タイ

トルを「JBuilder Foundation Applet

Demo」に、高さを「40」に変更し、

［終了］ボタンをクリックします（画面

8）。アプレットウィザードが終了すると、

アプレット本体である「MyApplet.java」

とアプレットを呼び出すHTMLファイル

である「MyApplet.html」が生成され

ました（画面9）。ここで、［ファイル

（F）］－［すべて保存（A）］を選択し、

生成されたすべてのファイルを保存し

ます。プログラムを書くときは不慮の

事故に備えてこまめに保存する習慣を

つけておくことをお勧めします。

■

■　アプレットの実行

■

ではここで生成されたアプレットを

実行してみましょう。［プロジェクト

（P）］－［プロジェクトのメイク

"appletDemo.jpr"（M）］を選択してコ

ンパイルを実行します。続いて、［実行

（R）］－［プロジェクトの実行（N）］

を選択します。デフォルトで実行され

るファイルが設定されていない場合、

［実行時プロパティ］のダイアログボッ

クスが表示されます。ここで、アプレ

ットのページを選択します（画面10）。

「メインクラス」の［設定］ボタンをク

リックして、「appletDemo.MyApplet」

クラスを選択します（画面11）。ここ
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アプレットの作成

アプレットの実行

画面6 プロジェクトウィザードステップ 1/2 画面7 アプレットウィザードステップ 1/3

画面8 アプレットウィザ
ードステップ 3/3



で［OK］ボタンをクリックすると、指

定されたメインクラスが実行されます。

本来なら、これで作成したアプレット

が実行されるはずなのですが、画面12

のようなエラーに遭遇します。これは

JBuilder 3.5 FoundationのSolaris版、

Linux版の既知の問題で、インプライ

ズ社のWebサイトに回避方法が書かれ

ています（表1）。この回避方法に従っ

て、アプレットが正しく実行できるよ

うに設定しましょう。

まず、rootでログインまたはsuでスー

パーユーザーになり、JBuilder.config（デ

フォルトでは/usr/local/jbuilder35/

binディレクトリ内）をエディタで開き

ます。次に「addjars」エントリを相対

パスから絶対パスに変更します。変更

したJBuilder.configはリスト4のように

なります。この設定を行うとJBuilder

Foundation内からアプレットを実行す

ることができます。

設定が終了したら、再度JBuilder

F o u n d a t i o n を起 動 して［ 実 行

（R）］－［プロジェクトの実行（N）］

を選択してみましょう。画面13のよう

な画面が表示されます。この画面は

appletviewerと呼ばれるアプレットの

テスト用のツールです。JBuilder 3.5

Foundationはアプレットの作成時は自

動的にこのツールを呼び出して、作成

しているアプレットのテスト実行を行

えるようにしています。アプレットの

動作をこの画面でテストしながらアプ

レットを作成していくことになります。

実行時は画面下に標準出力の内容が表

示されます。このウィンドウは実行し

たメインクラス名のタグの上で右クリ

ックすることで表示されるスピードメ

ニューから、［すべてのタブを削除（A）］

を選択することで非表示にすることが

できます。
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画面9 MyApplet.java
とMyApplet.htmlが生
成された

画面10 実行時
プロパティ

画面11 メインクラスの選択

Exception in thread ÅgmainÅh

java.lang.noClassDefFoundError:com/Borland/jbuilder/runtime/AppletTested

画面12 アプレット実行時のエラー

画面13 アプレットを実行したところ

▼リスト4 修正したJBuilder.config

・
省略
・

#addjars ../lib

#addjars ../lib/ext

#---アプレットの実行の不具合の回避
addjars /usr/local/jbuilder35/lib

addjars /usr/local/jbuilder35/lib/ext

・
省略
・

URL http://www.inprise.co.jp/jbuilder/papers/javamadness/javamadness_append.html
表1 Linux、Solarisでアプレットが実行できない現象について



■

■　アプレットの実装

■

それではアプレットの中身を実装し

ていきましょう。設計のタグを選択し

て、設計画面を表示します。まず、ア

プレットの背景色を変更します。イン

スペクタでbackgroundのプロパティ横

のリストボックスから「Black」を選

択します（画面14）。続いて、AWTの

ページから「A」の絵のアイコンの

Labelコンポーネント（画面15）を選

択し、フォーム上に貼り付けます。貼

り付けたLabelの背景色と文字の色が

黒になっているので見えませんが、構

造ペインを確認するとlabel1というオ

ブジェクトがあることがわかります。

構造ペインでlabel1が選択されている

ことを確認して、label1のforeground

プロパティを「Black」から「Cyan」

に変更します。文字の色が変更された

のでlabel1という文字列が表示されま

す。続いて、textプロパティの値を

「label1」から「Welcome!」に変更し

ます。ここで、デフォルトのフォント

サイズでは小さいのでフォントサイズ

を大きくしましょう。fontプロパティ

を選択して、「Font」ダイアログを表

示し、サイズを12から30に変更します

（画面16）。これで、表示する文字列の

設定が終わりました。ソースのタグを

選択して、ソースエディタに戻ります。

メインの処理とは別に他の処理を行

うにはスレッドという方法を利用しま

す。メインの処理では表示しているア

プレットに関する処理、たとえば位置

を移動したときにそれに対応する処理

などを行います。スレッドを使用する

ことで、文字の描画が可能になります。

もし、スレッドを使用しないで行った

場合、文字の描画以外の処理はいっさ

いできなくなってしまうという問題が

発生します。複数の処理を同時に実行

するときに使用される方法がスレッド

というわけです。Javaはマルチスレッ

ドに対応した言語であり、スレッドを

簡単に扱える特徴があります。Java

APIにThreadクラスが用意されてお

り、次の３つのメソッドが用意されて

います。

start() スレッドの開始

run() スレッドの中身

stop() スレッドの停止

スレッドを開始するとrun()メソッド内

の処理が実行されていくわけです。今

回のアプレットでは文字を１文字ずつ

描画していく処理をこちらに書いてい

きます。描画する文字列は8文字

（Welcome!）です。例では文字数が9

文字以上にならないようにする必要が

あります。リスト5は完成したアプレッ

トのソースコードです。また、リスト6

はアプレットを呼び出すHTMLファイ

ルです。<APPLET>タグでアプレッ

トを指定していることが分かります。

完成したソースコードを利用しながら

説明していきましょう。

Appletクラスを継承してMyApplet
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アプレットの実装

画面14 背景色の変更

画面15 Label
コンポーネント

画面16 フォントサイズの
変更



クラスを作成していますが、アプレッ

トウィザードで生成したコードに変更

を加え、implements Runnableを追加

しています。Runnableというのはイン

ターフェイスです。アプレット自体は

スレッドを扱うことができません。ス

レッドを扱う場合はこのインターフェ

イスをインプリメントすることになり

ます。インターフェイスとは、その名

のとおりインターフェイスだけを実装

したクラスのことをいい、中身があり

ません（正確に説明すると抽象メソッ

ド の み か ら な る ク ラ ス で す ）。

Runnableインターフェイスはrun()と

いうメソッドを持っています。インタ

ーフェイスを使用する場合、そのイン

ターフェイスが持っているメソッドを

すべて実装しなければなりません。し

かし、スレッドを使用する場合、必ず

run()メソッドは実装しますので、それ

ほど気にすることはないでしょう。

run()メソッド内でアプレットの実行

中、ずっとループするようにしていま

す。ここではwhile文を使用していま

す。while文などの処理を書くときは

CTRL+Jを押すことで、コードテンプ

レートという機能を呼び出すことがで

きます。コードテンプレートはwhile、

ifなどの条件文などのテンプレートが入

っている入力支援機能です。

while (条件) {

＜条件に一致する場合に実行する処理＞;

}

また表示を遅らせるため、毎回200

ミリ秒だけ待たせるようにしています。

なお、スレッドに関する処理などを

行うときは必ず例外処理を書きます。

例外処理はtry…catch構文を使用しま

す。例外処理を使えば、例外の内容に

よって処理を変更することができます。

たとえば、入出力に関する例外であれ

ば、IOExceptionを指定します。今回

使用しているExceptionはすべての例

外に対応できる一番上位のクラスです。

try {

＜処理＞;

} catch (例外クラス) {

＜例外が発生したときに行う処理＞;

}

run()メソッドではwriteText()メソ

ッドを呼んでいます。writeText()メソ

ッドは文字列を書いていく処理を行っ

ています。文字型の変数を引数に取り、

現在のlabel1オブジェクトの文字列を

渡しています。「Welcome!」という文

字列は8文字ですので、switch文を使

用して文字数ごとに処理を行っていま

す。switch文で指定できる変数は文字

型または整数型です。break文を入れ

ないと条件に一致するすべてのケース

に対してそれらの処理が行われますの

で、かならずb r e a k文を入れて、

switchのループから抜け出すようにし

てください。文字列の設定が終了した

ら、label1オブジェクトにテキストを

設定します。label1の文字列を取得す

るときはgetText()メソッド、設定する

ときはsetText()メソッドを使用してい

ます。Javaでは直接プロパティにアク

セスすることが禁止されていますので、

必ずset～()/get～()というメソッドを

利用してプロパティにアクセスします。

これらのメソッドをセッター、ゲッタ

ーと呼んでいます。

switch (変数) {

case ＜値1＞ :

＜処理＞;

case ＜値2＞ :

＜処理＞;

....

default:

＜デフォルトの処理＞;

}

■

■　アプレットの実行と配布

■

以上でアプレットの作成が終了しま

したので、JBuilder Foundation内から

実行してみましょう。appletviewer内で
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アプレットの実行と配布

画面17 JBuilder 3.5 Foundation内で実行したところ
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▼リスト5 MyApplet.java

/*------------------------------------------------------
JBuilder Foundationで作成するアプレットのデモ

--------------------------------------------------------*/

package appletdemo;

import java.awt.*;
import java.awt.event.*;
import java.applet.*;

//アプレットにRunnableインタフェースを指定する
public class MyApplet extends Applet implements Runnable{
boolean isStandalone = false;
Label label1 = new Label();

//引数値の取得
public String getParameter(String key, String def) {
return isStandalone ? System.getProperty(key, def) :
(getParameter(key) != null ? getParameter(key) : def);

}

//アプレットの構築
public MyApplet() {
}

//アプレットの初期化
public void init() {
try {
jbInit();

}
catch(Exception e) {
e.printStackTrace();

}
}

//コンポーネントの初期化
private void jbInit() throws Exception {
label1.setFont(new java.awt.Font("Dialog", 0, 30));
label1.setForeground(Color.cyan);
label1.setText("Welcome!");
this.setBackground(Color.black);
this.add(label1, null);

}

//アプレットの情報取得
public String getAppletInfo() {
return "Applet Information";

}

//引数情報の取得
public String[][] getParameterInfo() {
return null;

}

//スレッド変数の作成
Thread thr=null;

//スレッドの開始メソッド
public void start() {
if (thr==null) {

//スレッドを新規に作成
thr = new Thread(this);
thr.start();

}
}

//スレッドの停止メソッド
public void stop() {
if (thr != null) {

thr.stop();
}

}

//スレッドの中身
public void run() {
while (true) {
try {
//200ミリ秒待つ
thr.sleep(200);
//文字列を書くメソッドを呼び出す
writeText(label1.getText());

} catch (Exception e) {
//エラー情報の表示
e.printStackTrace();

}
}

}

//文字列を書くメソッド
private void writeText(String str) {
//今の文字数を判断して次の文字を指定
switch (str.length()) {
case 0:

str = "W";
break;

case 1:
str = "We";
break;

case 2:
str = "Wel";
break;

case 3:
str = "Welc";
break;

case 4:
str = "Welco";
break;

case 5:
str = "Welcom";
break;

case 6:
str = "Welcome";
break;

case 7:
str = "Welcome!";
break;

case 8:
str = "";
break;

default:
}
//ラベルに設定
label1.setText(str);
}

}



作成したアプレットが実行され、

「Welcome!」の文字列が1文字ずつ点滅

しながら描画されていきます(画面17）。

描画の速度を変更したい場合は、sleep()

メソッドの値を変更してください。

続いて、Webサーバに配布します。

マシンにApacheがインストールされて

いるかを確認します。

$ rpm -q apache

「apache-1.3.11-0v11」と表示されれ

ばApacheがインストールされていま

す。「パッケージapacheはインストール

されていません。」と表示された場合は

Apacheがインストールされていないの

で、CD-ROMからインストールします。

$ su

# mount /mnt/cdrom

# rpm -ivh /mnt/cdrom/Vine/RPMS/

apache-1.3.11-0v11.rpm

続いて、Apacheが起動しているか

どうかを確認します。

$ ps aux | grep 'httpd'

起動している場合、画面18のように

表示されます。画面19のように表示さ

れた場合は起動されていませんので、

Apacheを起動します。

$ su

# /etc/rc.d/rc.init/httpd start

Apacheが起動したら、Netscapeを

実行してサーバにアクセスしてみまし

ょう。トップのindex.htmlが表示され

ると思います（画面20）。

それでは、作成したアプレットをコ

ピーしてWebサーバ経由でアクセスし

てみましょう。Apacheのドキュメント

ディレクトリにHTMLファイルとクラ

スファイルをコピーします。クラスフ

ァイルはappletdemoディレクトリごと

コピーします。これは、HTMLファイ

ルからパッケージ.クラス名で呼び出し

ていますので、パッケージ名にあたる

ディレクトリがないとクラスファイル

が見つからないためです。

$ su

# cd/home/dkato/jbproject/appletDemo

# cp src/appletdemo/MyApplet.html/

home/httpd/html

# cp -r classes/appletdemo /home/

httpd/html
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$ ps aux | grep 'httpd'

root       532  0.0  0.6  2576 1080 ?        S    03時07分 0:00 httpd

nobody     538  0.0  0.5  2764  916 ?        S    03時07分 0:00 httpd

・

省略

・

nobody     548  0.0  0.6  2764  984 ?        S    03時07分 0:00 httpd

dkato     2256  0.0  0.2  1628  480 pts/0    S    12時00分 0:00 grep httpd   

画面18 起動している場合

$ ps aux | grep 'httpd'

dkato     2256  0.0  0.2  1628  480 pts/0    S    12時00分 0:00 grep httpd  

画面19 起動していない場合

▼リスト6 MyApplet.html

<HTML>

<HEAD>

<META HTTP-EQUIV="Content-Type" CONTENT="text/html;

charset=EUC-JP">

<TITLE>

JBuilder Foundation Applet Demo

</TITLE>

</HEAD>

<BODY>

appletdemo.MyApplet は Java が使用できるブラウザで下に表示されます
<BR>

<APPLET

CODEBASE = "."

CODE     = "appletdemo.MyApplet.class"

NAME     = "TestApplet"

WIDTH    = 400

HEIGHT   = 40

HSPACE   = 0

VSPACE   = 0

ALIGN    = middle

>

</APPLET>

</BODY>

</HTML>
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ファイルのコピーが終了したら、URL

に＜サーバ名＞/MyApplet.htmlを入

力してアクセスしてみましょう。Java

が起動され、Netscape上でアプレット

が起動されます（画面21）。

■

■　まとめ

■

アプレットはWebサイトの表現力を

高める有効な手段です。また、アプレ

ットから他のJavaプログラムを呼び出

すことでさまざまな処理を行うことも

可能です。アプレットを作成するとき

はダウンロードするサイズをできるだ

け小さくすることと、JDK 1.1ベース

で動作することを確認することが重要

です。JBuilder 3.5 Foundationで使用

しているJDKが 1.2.2なので、JDK 1.1

ベースの開発は多少面倒ですが、

AWTベースで作成している限りそれ

ほど問題はありません。

今回はできるだけシンプルに作成で

きるように文字列を点滅させる処理の

ためにラベルを使用しましたが、本来

文字列を点滅したりする場合は、イメ

ージバッファというものを使用して行

います。インターネット上にはたくさ

んのアプレットのサンプルがあります。

また、書籍も数多く出版されています

ので、それらの書籍を利用してJavaの

持っている可能性の深さを理解してい

ただきたいと思います。

なお、今回作成したアプレットのソ

ースコードが付録CD-ROMに収録され

ています。ソースコードの入力が面倒

な方や、うまく動かない方は付録CD-

ROMに収録されているソースコードを

利用してください。

Column

JBuilder 3.5 Foundation日本語版とJDK

（Java 2 SDK Standard Edition version 1.2.2）は

先月号のCD-ROMに収録されています。詳し

いインストール方法も記載されていますので

あわせてご覧ください。なお、JBuilder 3.5

Foundation日本語版はインプライズのWeb

サイトから、JDKはSun Microsystemsの

Webサイトからダウンロードすることもでき

ます。WebサイトのURLについては、表3を

参照してください。ただし、サイズが非常に

大きいので注意してください。また、

JBuilder 3.5 Foundationを使用するためには

ライセンスキーも必要になります。ライセン

スキーはインプライズのWe b サイト

（JBuilder 3.5 Foundationの入手先と同じ）

で登録することで入手できます。Webサイト

で必要な情報を記入すると、記載したメール

アドレスにインストールに必要なインストー

ル番号とインストールキーが送付されます。

JBuilderとJDKの入手方法

画面20 トップのindex.html 画面21 Netscape上で実行したところ

Jbuilder 3.5の入手先 http://www.inprise.co.jp/jbuilder/foundation/download/
Java 2 JDKの入手先 http://java.sun.com/products/jdk/1.2/ja/download-linux.html
表3 JBuilderとJDKの入手方法

まとめ

CPU Intel Pentium II 233MHz以上
メモリ 128Mバイト以上
ハードディスク 150Mバイト以上の空き容量
モニタ SVGA以上(256色以上)
OS LASER 5 Linux 6.0

Red Hat Linux 6.1 日本語版
その他 CD-ROM、マウスなどの

ポインティングデバイス
表2 JBuilder 3.5 Foundationの動作環境
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＠

＠前回までの復習

＠

第3回の内容に入る前に、これまでの連載内容を簡単に

復習しておきましょう。

■WINGZについて

WINGZはスプレッドシート（表計算）機能をベースと

したソフトウェアで（画面1）、搭載しているHyperScript

言語を使って GUI（グラフィカルユーザーインターフェ

イス）ベースのアプリケーションを作成することができま

す。また、アドインのDataLink機能を使ったリレーショ

ナルデータベースとの接続や問い合わせ処理も可能なた

め、社内業務システム、データベースのフロントエンドな

どとして幅広く利用されています。

■HyperScriptについて

HyperScriptはBASICに似た言語形態のインタープリ

タです。実行環境としてはWINGZ自身が必要となります

が、インタープリタであるため試作～実行のサイクルが短

くてすむなど、一般のツールキットよりも比較的気軽にプ

ログラミングすることができます。

HyperScriptで扱う変数には基本的に型の制限がなく、

255バイトまで格納できる変数、3次元まで定義できる配

列変数を、グローバル変数やユーザー関数内のローカル変

数として使い分けることができます。またワークシートの

セルの座標や範囲、セル範囲名を扱うプログラミングも可

能です。

◇スクリプトの実行形態

HyperScriptの実行方法としては、スクリプトエディタ

に記述しておいたスクリプトを直接実行する方法、ワーク

シートのエントリーバーに入力した文字列をHyperScript

としてダイレクトに実行する方法、対象（ワークシート、

ダイアログボックス、コントロール）に処理とその実行の

タイミング（イベント）をスクリプトで記述しておくこと

で、指定されたイベントが行われた際に記述した処理を実

文： 株式会社アイフォー 久米繁之
Text： i4 CORPORATION   Shigeyuki Kume

WINGZは、スプレッドシートをベースとした簡易GUI構築を実現する
アプリケーションです。この連載ではWINGZ v2.5J for Linuxの体験
版をもとに、WINGZのHyperScriptを使ったプログラミングを紹介し
ています。今回は、HyperScriptプログラミングの発展例として、
DataLink機能を使ったRDBへの問い合わせと、C言語を使って
WINGZにアドイン機能を追加する外部ツールについて解説します。

最終回 発展編 －RDB接続とC言語とのリンク－

WINGZによるHyperScriptプログラミング

WINGZ v2.5J
for Linux

前回までの復習

画面1 スプレッドシート機能をベースとしたWINGZ
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WINGZによるHyperScriptプログラミング

WINGZ v2.5J
for Linux

行させる方法があります。もちろん、それぞれのスクリプ

トの中で、条件分岐や変数、ユーザー定義関数の定義を行

うことができ、ほかのスクリプトから変数を参照したり、

ユーザー関数の呼び出しを行うことも可能です。

◇イベント処理

「マウスが押された」、「ウィンドウのサイズが変わった」

……などといった場合に、それぞれの動きに対応した処理

が行われることをイベントドリブンな処理といいます。

HyperScriptでは、対象となるコントロールやウィンドウ

に対し、イベントハンドラと呼ぶ文節にスクリプトを記述

することでイベント処理を行います。

◇ダイアログボックスビルダー

WINGZでは、もちろんスクリプトの記述のみでも、コ

ントロールを作成できますが、スクリプトを意識せずにコ

ントロールをGUIベースで作成できるダイアログボックス

ビルダー（画面2）もバンドルしています。

スプレッドシート、ダイアログボックス、コントロール

などを組み合わせた処理を比較的簡単に作成できるのが

HyperScriptの特徴です。WINGZはもちろんスプレッド

シート（表計算）アプリケーションとしても十分な機能を

備えていますが、この連載では表題のとおりHyperScript

のプログラミングを主題に解説しています。

復習の最後として、HyperScriptで作成したサンプルを

いくつかご紹介します。スプレッドシートという枠を超え

たWINGZの可能性を感じていただけるとさいわいです。

●WINGZでLifeGame（sample3_01.scz、画面3左）

●WINGZでフラクタル（sample3_02.wkz、画面3右）

●WINGZでパズル

●html形式データの出力

■体験版について

本号の付録CD-ROMに、WINGZ v2.5J for Linuxの体

験版を収録していますのでご利用ください。体験版はイン

ストールから3カ月間、使用可能です。ただし、最終使用

期限を2000年11月末日までとさせていただきます。イン

ストール手順や動作環境については、CD-ROMに添付の

ドキュメンを参照してください。

体験版には、WINGZの関数／コマンドリファレンス、

DataLinkのユーザーズマニュアル（いずれもPDF形式。

体験版をインストールしたディレクトリに作成される

manualディレクトリにあります）も付属しています。本

文中のサンプルスクリプトで使用している関数の詳細につ

いては、こちらのマニュアルを参照してください。

＠

＠DataLinkの概要

＠

WINGZは、後述する外部関数という機構を使って、機

能を追加、拡張することができます。DataLink は、

DataLinkの概要

画面3 カスタムボタンを使った描画の例

画面2
ダイアログボ
ックスビルダ
ー

編集部からのお知らせ

CD-ROM作成の日程の都合上、本号のサンプルスクリプトは付
録CD-ROMに収録されていません。筆者の久米氏および株式会
社アイフォーのご好意により、Webサイトで公開させていただい
ておりますので、お手数ですが下記のURLからダウンロードして
ご覧ください。

URL http://www.ifour.co.jp/wingz/
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WINGZとリレーショナルデータベース（RDB）との間で

データのやり取りを行うための外部関数（DataLink関数）

と、それを使ったダイアログボックスなどのインターフェ

イス部をまとめたものです。

DataLink機能を使うことで、WINGZをRDBのフロン

トエンドとして使用することが可能になります。DataLink

関数にはRDBにログオンする関数から、組込みSQL文の

発行、エラーステータス確認、ワークシートへのデータの

一括出力の指定、配列や変数へのデータの格納／データの

更新削除を行う関数など、RDBとのやり取りに必要とな

る関数が用意されています。このためDataLink関数を使

ったHyperScriptプログラミングでは、動的な問い合わせ

の実現や、ストアドプロシージャのトリガ発行なども行え

ます。

ここでは、DataLinkのユーザーインターフェイス部の

解説とDataLinkダイアログボックスを使った問い合わせ

の実際、DataLink関数を使ったプログラミングについて

解説します。

■体験版での制限事項

体験版ではInformix社のRDB製品（v7.3以降）との接

続が行えるバイナリを用意しました。製品版では、Oracle

社のサーバーにつながるバイナリも、バンドルされます。

■接続サーバについて

INFORMIX DynamicServer for Linuxのトライアル

バージョンが公開されています（http://www.informix.

com/jp/を参照してください）。今回のサンプルでは、

RDBへの接続はローカルで行っています。サンプルには、

サーバ製品にバンドルされているデモンストレーション用

データベースstores7を使っているものがありますので、

必要に応じてこのデータベースを作成しておいてくださ

い。

■DataLinkのための環境設定について

WINGZインストール先の bin/ ディレクトリに、

WINGZとDataLinkを起動するシェルスクリプトdlを用

意しています。同ファイルをホームディレクトリにコピー

するなどしたうえで、環境を設定してお使いください。同

ファイルで記述している環境変数の意味と設定個所は次の

とおりです。

●INFORMIXDIR：INFORMIXインストール先ディレク

トリ

●INFORMIXSERVER：サーバの指定

●DB_LOCALE：接続先データベースで運用する言語ロ

ケールの指定（オプション）

●DBLANG：クライアントアプリケーションに表示する

INFORMIXのメッセージの言語ロケール（オプション）

●CLIENT_LOCALE：クライアントアプリケーションで

使用する言語ロケールの指定（WINGZではja_jp.sjis-s

を指定。オプション）

●WINGZ2：WINGZのインストール先ディレクトリ

●WINGZDL：DataLinkのインストール先（“$WINGZ2”

を指定）

●DATALINK：DataLinkが作成する一次ファイルの作成

ディレクトリを指定（オプション）

■DataLinkの起動

DataLinkの環境設定が有効なコンソールから、WINGZ

を起動し、WINGZのインストール先にあるスクリプト

DLRun.sczを実行します（画面5）。あるいは、以下のライ

ンコマンドで直接DataLinkの起動まで行うこともできます。

$WINGZ2/bin/Wingz $WINGZDL/DataLink

画面5 DataLinkの起動画面画面4 HTMLデータの出力例



Linux magazineJuly 2000 145

WINGZによるHyperScriptプログラミング

WINGZ v2.5J
for Linux

＠

＠DataLink既存インターフェースの利用方法

＠

それでは、DataLinkを使ったRDBへの接続と問い合わ

せの実際を見ていきましょう。

◇データベースへのログオン

WINGZの［データリンク］メニューからログオンを選

ぶと、接続先データベースの設定を行うダイアログボック

ス（画面6）が表示されます。このダイアログボックスに

は、データベース名や、必要に応じてデータベースパスを

指定し、その組み合わせに対する名称を設定します。一度

設定した名称は、［データリンク］メニューの［ログオン］

サブメニューに登録され、次回以降はメニューから選ぶだ

けでログオンまで行われるようになります。

◇問い合わせ（ワークシートへの出力例）

WINGZの［データリンク］メニューの［問合せ］─

［問合せ実行］を選ぶと、問い合わせのダイアログボック

ス（画面7）が表示されます。ダイアログボックスには、

接続先データベースの有効な表と列の情報が表示されま

す。それぞれの目的に合わせて、条件や出力先を指定する

ことで、SQL文をいっさい意識せずにデータベースへのデ

ータの問い合わせを行うことができます。

また、ダイアログボックスで指定した内容と同義のSQL

文を発行したり、問い合わせ用のフォームを自動生成する

ことも可能です。

◇フォーム機能

接続先データベースの中から、利用したい表と列を指定

して、簡易検索フォームを作成することができます。作成

したフォームは、フォームパレットを使って操作します。

フォーム機能（画面8）は、簡易データベースフロントエ

ンドの作成を支援します。

◇その他のダイアログボックスの紹介

その他の特徴的なダイアログボックスを紹介しておきま

す。これらのダイアログボックスを使って、DataLinkの

既存インターフェイスだけでもRDBとのやり取りをひと

とおり行うことが可能です。利用できる部分はできるだけ

DataLinkの既存インターフェイスを利用し、カスタマイ

ズする必要のある部分のみをDataLink関数を使って作り

込むなどすることで、RDBフロントエンド構築のための工

数を削減できます。

●［データベース情報の表示］ダイアログボックス

接続先データベースを切り替えます（画面9、画面10）。

●［表・列の編集］ダイアログボックス

既存の表や列の設定を変更できます（ログオンユーザーが画面8 フォーム機能

画面6
ログオンダイア
ログボックス

画面7
問い合わせダイ
アログボックス

DataLink既存インターフェイスの利用方法
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変更の権限を持つ場合に限ります。画面11）。

●［SQLダイレクト実行］ダイアログボックス

SQL文を直接ダイアログボックスに書き込んで発行するこ

ともできます。このダイアログボックスは主にメンテナン

ス時に使用します。

＠

＠HyperScriptによるデータベース操作

＠

次に、DataLink関数を使って直接スクリプトでRDBと

のやり取りを行う例を紹介します。DataLink関数の使用

はもちろん、DataLinkの既存インターフェイス機能と組

み合わせて使用することもできます。

■ハイレベル関数とローレベル関数

DataLink関数は動作上、ハイレベル関数とローレベル

関数の2つに分類されます。ハイレベル関数は、エラーチ

ェックをDataLinkが管理している関数で、エラー時のイ

ンターフェイスなども用意されています。 たとえば

WINGZからRDBにデータの問い合わせを行った際に、該

当するデータがないなどのエラーになった場合には、必要

に応じて所定のダイアログボックスが表示され、ユーザー

が対応を指示できます。またハイレベル関数では戻り値も

設定されています。

一方ローレベル関数は、DataLinkによるユーザーイン

ターフェイスやエラーチェックはありません。ステータス

や状況に対する対応は、すべてユーザーが設計、管理する

ことになります。このようにローレベル関数は、より単純

な処理に特化した個別関数となっていますが、その分ロー

レベル関数を組み合わせることで、用途に合わせた独自関

数を作成することができます。実際には、ハイレベル関数

についても、ローレベル関数とHyperScript関数を組み合

わせることで実装されています。

■DataLinkハイレベル関数を使った問い合わせの例

sample3_03.scz

CALL DB:Logon(1)

CALL DB:DBBreak(0)

CALL DB:DBSend( "SELECT * FROM customer ;" )

CALL DB:DBExec

NEW WORKSHEET ""

SELECT ALL

CALL DB:Wingzoutput()

SELECT RANGE A1

UNSELECT

この例（sample3_03.scz）では、ハイレベル関数

WINGZOUTPUT( )を使った問い合わせを行っています。

DBSend( )、DBExec( )で発行したSQL文をワークシー

トに出力するところで、WINGZOUTPUT( )を使用して

います（画面12）。

このスクリプトでは、事前に新規ワークシートを開いて、

SELECT ALLを発行していますので、該当データが自動

的に出力されますが、たとえば選択範囲を限っている場合

などでは、出力するデータの数と選択中のセルの数が異な

っていると、選択範囲外にもデータを出力してもよいかを

確認するダイアログが表示されます。このように、ハイレ

ベル関数を使用すると、DataLink側で状態を判断して適

切なダイアログを表示するなどの対応がとられます。逆に

ダイアログボックスの表示といった、いっさいの割り込み

を行いたくない場合は、ローレベル関数を使用します。

WINGZで扱えるコントロール

画面10
データベース情報の
表示

画面9
データベース選択ダイア
ログボックス



◇問い合わせの初期化

問い合わせ状態の初期化は、DB:DBBreak(0)関数を

CALLして行います。問い合わせ文を発行する前に、必ず

問い合わせの初期化を行ってから、問い合わせ文を発行す

る必要があります。

◇ステータスの確認

DataLink関数の中には戻り値を返すものもありますが、

この関数の戻り値は、関数を発行した時点でのDataLink

の状況を返す値がほとんどであることに注意をしてくださ

い。DataLink関数を発行した結果データベースの状況に

ついては、 DB:DBState( )関数を発行し、この関数の戻

り値を確認することで行います。

◇その他のハイレベル関数

sample3_04.scz では、列を追加するハイレベル関数

ADDROWS( )を使用しています。この関数は、ワークシ

ートセルに追加する列名を記述しておき、その下の領域に

追加するデータを配置します。そして、設定した列名とデ

ータを選択した状態で関数を発行することで、データを追

加しています。

PUT "fname" INTO A1

PUT "lname" INTO B1

PUT "Linux" INTO A2

PUT "Magazine" INTO B2

SELECT RANGE A1..B2

CALL DB:ADDROWS()

データ型が違うなどのエラー時には、DataLinkが用意し

ているダイアログボックスが表示され、処理を促します。

■DataLinkローレベル関数を使った問い合わせの例

sample3_05.sczでは、ローレベル関数の GETVAL( )

を使って、問い合わせたデータを取り出しています。該当

するデータがまだ残っているか否かは、DBGETROW( )

の状態を確認することで行います。処理によっては、この

例のように逐一データを変数に格納する方法も選べます

が、結果セットを配列に格納するローレベル関数

GETROWARR( )を使うと、問い合わせ結果とそのステ

ータスを一気に処理できるので便利です。sample3_06.scz

では、配列を使った結果セットの格納例を記述しています

（画面13）。

■DataLinkアプリケーションの例

このようにDataLink ではRDB への問い合わせを

WINGZから直接行える機能を提供しています。WINGZ

本体のHyperScriptの機能と組み合わせることで、データ

ベースのGUIベースのフロントエンドを構築したり、問い

合わせた結果をグラフ化するなどして、結果をHTML形
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画面12
WINGZOUTPU
T( )の実行結果

画面11
表と列の編集ダ
イアログボック
ス

画面13
sample3_06.sc
zの実行例



式で定期的に出力、保存するといった定型業務の自動化を

行うことも可能です（sample3_07.scz、画面14）。

＠

＠外部関数

＠

システムコール、リソースへの直接アクセス、独自モジ

ュールとのデータ交換などといった、WINGZ本体には用

意されてない機能については、Cによるモジュールを

WINGZの外部関数として使用することで、機能拡張でき

ます。外部関数では引数や戻り値を利用して、WINGZ本

体とCの関数の間でデータのやり取りを行うことが可能で

す。前述のDataLink機能も、WINGZの外部関数を使っ

た機能拡張のひとつです。

HyperScriptプログラミングの連載の最後の項目とし

て、外部関数によるWINGZの機能拡張について解説しま

す。なおサンプルは、Linuxのシステム情報取得などの基

本関数のみを使用するものとし、WINGZとCのmake環

境があれば作成な可能なようにしています。簡単な内容で

すのでぜひお試しください。

■WINGZの外部ツール

WINGZに機能追加するためにCで作成したモジュール

の実行形式ファイルを「WINGZの外部ツール」と呼んで

います。この外部ツールの中に、複数の外部関数を定義す

ることができます。

GET EXTERNALコマンドでメモリに外部ツールを組

み込むことで、外部関数は実行が可能になります。用途に

応じて、それに関連する外部関数を同一の外部ツールにま

とめておくと、メンテナンスなどの面で有効です。

■実習1－数値（UserID）を戻す外部関数

では、実際に外部ツールを作成し、WINGZから外部関

数を呼び出してみましょう（sample3_08）。

外部関数で扱えるデータ型は数値、文字列、配列、およ

びエラータイプ（WINGZへ戻す外部関数のエラーコード）

です。この中では数値が一番単純な扱いとなるでしょう。

次の外部ツールtest1には、外部関数が1個含まれてい

ます。外部関数の名前はuserid( )で、引数の指定はなく、

WINGZを起動しているユーザーのユーザーIDをOSから

取得し、単純に数値で戻すだけの機能とします（画面15）。

なおサンプルでは、関数内でのエラーチェックについては、

単純化のために省略しています（オンラインマニュアルに

よると、使用しているgetuid( )関数は必ず成功する仕様

でありますし:-)  Cf. man getuid）。

◇make手順（外部ツールと外部関数）

Makefileを用意していますので、環境が合っていれば

makeだけで外部ツールが作成できます。必要に応じて

Makefileを変更して、外部ツールtest1を作成してください。

# make

# ls test1*

test1*    test1.c

Makefileではなく、以下の手順でも作成できます（環境

変数WINGZ2にはWINGZのインストール先ディレクトリ

を指定しておきます）。

# cc test1.c -L$WINGZ2/lib -lwztools -I$WINGZ2/incl

-o test1

◇WINGZからの呼び出す手順

まずは、作成した外部関数を実行してみましょう。

外部関数を実行するには、まず、外部ツールをGET

EXTERNALコマンドでメモリに格納してWINGZから呼

び出し可能な状態にします。外部ツールがGETできたら、
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画面15
sample3_08で
表示されるメッセ
ージダイアログ

外部関数

画面14
sample3_07.sczの
実行例
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MESSAGEコマンドを使って、外部関数を呼び出します。

あとは必要に応じて、REMOVE EXTERNALコマンド

を用いて、メモリから外部ツールを削除します。

外部ツールは一般のHyperScriptコマンドと異なり、デ

ィレクトリとファイル名を指定してGETする必要があり

ます。このサンプルでは単純にフルパスで指定しています

が、実際にアプリケーションを作成する際には、

HyperScriptで事前に外部ツールのファイルが存在してい

ることをチェックしてからGETするようにしましょう。

サンプルでは、実行中のスクリプト自身の情報を戻す関数

CURRENTSCRIPTNAME( )を使っています。

◇外部関数の機能記述部分

外部ツールtest1と外部関数userid( )の内容を見ていき

ましょう。

test1.c

#define numfuncs 1

#include <pwd.h>

#include "WZTools.h"

extern void    xfTest1();

extern void    ExitFunc();

ROUT rout =    

{

numfuncs,

ExitFunc,

{

{xfTest1, "\006userid", 0}

}

};

WZMAINFUNC()

{

return(&rout);

}

void xfTest1(pret)

PVAL    pret;

{

pret->flag = NUMERIC;

pret->val.numeric = getuid();

return;

}

WZFUNC ExitFunc()

{

return;

}

◇外部関数の構造とCの書式について

外部ツール、外部関数が一般のCの書式と異なる点は以

下のとおりです。

●メイン関数はWZMAINFUNC( )

●外部関数の実体のC関数の型はextern voidを指定

●WINGZとの引数、戻り値のやり取りはVAL構造体を使用

●外部ツール自身の定義はROUTE構造体で行う

●個々の外部関数の定義はRERUT構造体で行う

●WINGZでは文字列はパスカル文字列を使用

◇メイン関数WZMAINFUNC( )

外部ツールでは、WZMAINFUNC( )がメイン関数の役

割を担います。 WZMAINFUNC( )では、外部ツール自

身の定義を行っているROUTE構造体を引数に指定するこ

とで、外部ツール自身の初期化が行われます。

◇C関数の定義について

外部関数の実体であるCの関数は、戻り値を持たない

extern voidで指定します。WINGZとのデータの交換は、

後述するVAL構造体を使って行います。

◇ROUTE構造体

ROUTE構造体で外部ツール自体の定義を行います。構

造体のメンバーは次の通りです。

●nrout：外部ツールに含まれる外部関数の総数

●exitfunc：exit時のクリーンナップ処理など

●relt：このROUTE構造体で個々の外部関数の定義を行う

◇RERUT構造体

RERUT構造体で個々の外部関数の定義をします。構造

体のメンバーは次の通りです。
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●pfunc：該当する外部ツール内のC関数名の指定を行う

●name：WINGZから呼び出す際の関数名を定義する。関

数名はパスカル文字列（先頭に文字長を格納）を定義する

●narg：WINGZから呼び出す際の引数の個数を定義する

◇VAL構造体

WINGZと外部ツールとの間でデータのやり取りを行う

ために用意されているのがVAL構造体です。WINGZか

ら外部関数へ引数を渡す場合も、外部関数からWINGZへ

戻り値を渡す際もすべてVAL構造体（を示すポインタ）

を使用します。

VAL構造体では、数値、パスカル文字列、配列、エラ

ー値が扱えます。 VAL構造体には、どのデータ型を使用

するかの指定をするメンバーflagと、型ごとに値を格納す

る共用体valが用意されています。VAL構造体の定義は、

$WINGZ2/incl/WZTools.hで確認できます。

外部関数userid( ) （C関数名xfTest1( )）では、数値

であるユーザーIDをWINGZに戻していますので、戻り値

が数値であることをflagに格納して、valの共用体のうち、

数値を格納するval.numericに値を格納することで、機能

を実装しています。

pret->flag = NUMERIC;

pret->val.numeric = getuid();

なお、外部関数の実体のC関数では、第1引数がWINGZ

への戻り値、第2引数がWINGZから外部関数へ与えられ

る引数を格納したVAL構造体のデータになります。

■実習2－文字列を戻す外部関数

次に、 外部関数で文字列を扱ってみましょう

（sample3_09.scz、画面16）。前述のとおり、VAL構造体

で扱える文字列は先頭に文字数が格納されたパスカル文字

列であるため、通常のCの文字列をそのままVAL構造体

で扱うことはできません。用途によってCの文字列とパス

カル文字列を変換して使用します。WINGZでは、C文字

列からパスカル文字列へ、またはその逆の変換を行うなど

といった外部関数作成のためのプロトタイプ関数を

用意しています。プロトタイプについての解説は、

$WINGZ2/manual/wz_external_prototype.txtにあり

ますので参照してください。この例では、C文字列からパ

スカル文字列への変換を行うプロトタイプ関数c2pcopy( )

を使用しています。

◇外部関数でのエラー処理

外部ツールtest2には、外部関数info1( )が含まれます。

info1( )のC関数xfTest( )には、簡単なエラー処理も加え

ています。この例では、uname( )の実行が行えなかった

場合、WINGZへエラーが戻る仕様になっています。

WINGZの外部関数におけるエラー処理は、戻り値用の

VAL構造体のメンバーflagにエラーを設定し、メンバー

valの共用体errに外部関数用のエラー番号を格納すること

で実現しています。ここで使用しているNOMEMはメモ

リ不足を表すエラー番号です。エラー番号の定義は、

$WINGZ2/incl/WZTools.hで行っています。

test2.c

void xfTest(pret, parg)

PVAL    pret;

PVAL    parg;

{

struct utsname uts;

if (uname(&uts) != 0)

{

pret->flag = ERR;

pret->val.err = NOMEM;

}

else

{

pret->flag = STRING;

c2pcopy(uts.sysname,pret->val.string);

}

return;

}

画面16
sample3_09/test2で表示され
るメッセージダイアログ



◇実習3─配列でデータを戻す外部関数

次は、配列を戻す外部関数の例です（sample3_10.scz）。

外部ツール test3には外部関数 info2( )が含まれます。

WINGZからinfo2( )を実行すると、ホスト情報などの文

字列を配列で戻します（画面17）。

外部関数info2( )のC関数xfTest( )の中では、まず外部

関数のプロトタイプxfNewArray( )を使って配列の領域

を設定しています。領域が確保できたら、配列の個々の要

素を格納していきます。要素ごとにデータ型を変えること

も可能ですが、この例では、tmpVal.f lagにはすべて

STRINGを格納し、文字列情報を戻すようにしています。

Cでは配列の最初の要素は0と数えますが、HyperScript

の配列要素は1から始まる点に注意してください。

◇実習4－WINGZから引数を渡してアプリケーションを起動

これまでは、WINGZからは引数を与えずに、システム

情報などを外部関数からWINGZへ戻す例をあげてきまし

た。今回は逆に、WINGZから引数を与える例と、与えら

れた文字列を使って、所定のアプリケーションを外部関数

から起動する例を示します。

外部ツールtest4には外部関数exec( )が格納されてい

て、起動するアプリケーション名を文字列で与える仕様に

なっています（画面 18）。外部関数 info2( )の C関数

xfTest( )はVALで指定された引数を2つ持ち、2つ目の

引数がWINGZから外部関数に与えられる引数になりま

す。外部関数の引数は0～50個まで設定できますが、この

例のように引数を1つ持つ関数の場合は、VALの0番目の

要素がそれに相当します。

また、文字列の扱いについても、前述のとおりWINGZ

内部ではパスカル文字列を使用しているため、外部関数の

プロトタイプp2ccopy( )を使って事前にC文字列へ変換

しています。

char  execname[64];

p2ccopy(parg[0].val.string, execname);

system(execname);

このように、外部関数を使うことでシステム情報を

WINGZで直接取り扱ったり、他のアプリケーションを

WINGZから制御したりすることが可能になります。ここ

ではごく簡単な例を使って外部関数の概要を紹介ました

が、外部関数で扱える情報の取扱いについて、ひととおり

おわかりいただけたのではないでしょうか。外部関数によ

るオリジナルの機能をWINGZに付加してみてください。

＠

＠最後に

＠

3回にわたって連載してきたHyperScriptプログラミン

グ、如何だったでしょうか ? できるだけ簡単な例による

イントロダクションを記述するよう心がけてきましたが、

WINGZをご存知の読者にはやや易しい内容だったかもし

れません。また機会がありましたら、さらに応用編などに

も取り組みたいと思います。ご意見、ご感想をお寄せいた

だけますと幸いです。ありがとうございました。
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WINGZ v2.5J
for Linux

画面18 sample3_11/test4の実行例画面17 sample3_10/test3で表示されるメッセージダイアログ

お知らせ

これまで体験版として付録CD-ROMに収録してきたWINGZ
for Linuxの発売が決定しました。GUIベースのアプリケーション
の簡易作成やリレーショナルデータベースのフロントエンドとし
ての利用など、ビジネスシーンでLinuxのクライアントデスクト
ップ環境の利用を大きく推進します。

WINGZ v2.5J for Linux

発売日： 2000年7月14日

価格：1万2000円（6カ月間のインストールサポート付）

問い合わせ先: 株式会社アイフォー営業部

TEL 03-5436-7850

URL http://www.ifour.co.jp/wingz/

最後に



Linuxはなぜペンギンなのか

ペンギンはLinuxのシンボルである。正確には、Linux

のカーネルのシンボルである。それでは、なぜペンギンな

のか、理由については、よくわからない。ペンギンは、

Linuxカーネルそのものをシンボライズしているというよ

りは、むしろ、カーネルをオープンソースで開発するとい

う、その開発の運動の質をシンボライズしているように思

える。多数のペンギンが集まって、大集団をつくる。何十

万羽にもおよび集団を形成することもあるらしい。そうし

た集団形成の性質は、オープンソース運動のバザール的な

側面をシンボライズするのにふさわしいだろう。

また、Linuxカーネルそのものは、ペンギンが住んでい

る南極大陸によってシンボライズさせることもできるだろ

う。南極大陸は、南極点を中心に広がる大陸である。南極

点を地球のひとつの中心とみなすことができるように、カ

ーネルもソフトウェアのひとつの中心とみなすことができ

る。もちろん、カーネルは点ではなく、さまざまな拡張性

という広がりがあるのだから、その意味で、大陸的である。

また、アルゼンチン、オーストラリア、チリ、フランス、

イギリス、ニュージーランド、ノルウェーは、南極大陸の

領有を主張しているが、1961年の南極条約によって、これ

らの主張は保留されていて、国際協力による科学研究が進め

られている。南極大陸が特定の国家の領土ではないのと同じ

ように、Linuxカーネルも特定の企業の占有技術ではない。

このように、Linuxのシンボルがペンギンであることを、

いろいろ解釈することはできるのだが、それだけでは何か

が欠けている気がしてならない。このシンボルについては、

2つの側面から考えることができる。ひとつは、ソフトウ

ェアのシンボルに、ペンギンという動物が使われることの

意味、もうひとつは、シンボルの表現のテイストについて、

である。

オライリー本のカバーの意味

動物といえば、たとえばオライリー社の本のカバー・イ

ラストがある。

1998年、ラリー・ウォールとティム・オライリーが来日

したとき、池袋のジュンク堂という本屋さんで講演会があ

った。そのとき、オライリー氏にカバー・イラストで動物

のイラストを使っている理由を質問してみた。オライリー

氏によると、もともとデザイナーのアイデアであるらしい。

それまで、オライリー社はコンピュータ関連のマニュアル

文：豊福 剛
Text  : Tsuyoshi Toyofuku
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制作などを手掛けていたのだが、いかにもハイテクな感じ

のブックデザインに飽き飽きしていたこともあって、そう

いうのとは違うデザインを求めていたらしい。そのデザイ

ナーには、UNIXのコマンドの名前の多くが、まるで動物

の名前のように感じられたそうだ。動物のイラストは、そ

れまでのデザインにない、独特の暖かい感じがあるという

ことで、採用されたそうだ。

オライリー本のカバーでは、たとえばPerlのシンボルと

して駱駝が使われている。ラリー・ウォールは、駱駝は

（外見が）汚らしいけれども、働きもので、そういうところ

はPerl的だ、と説明している。プログラミング言語でいえ

ば、最近ではPythonのシンボルに蛇が使われている。ギリ

シア神話で、アポローン神がデルポイ（デルファイ）で退

治した大蛇の名前ピュートーンが、その語源になっている。

このほかにもたくさんの動物がカバーに使われているの

だが、個人的には、『Sendmail』のカバーの蝙蝠（コウモ

リ）が気に入っている。蝙蝠といえば、吸血鬼ドラキュラ

が連想されるのだが、これについては後述する。

もちろん、オライリー本のカバーにかぎらず、それ以前

から、コンピュータにおけるある種の擬似生物的な隠喩と

いうのは、存在していた。たとえば、プログラムのバグと

いう言い方や、コンピュータ・ウイルスという言い方など

は、その代表例といえるだろう。

動物、あるいは生物的な隠喩が成立するのは、おそらく

ソフトウェアが複雑であることと関係しているのだろう。

生命をある種の情報システムとして見る観点は、サイバネ

ティクス以来のものだし、複雑系の科学にも継承されてい

る。生命が情報システムとみなせるのであれば、その逆に、

情報システムを擬似生命とみなしたとしても、それほど違

和感がないだろう。

不気味なものと可愛いもの

Linuxで注目すべきは、そのシンボルがペンギンである

ことではなくて、そのペンギンがどのようなテイストで表

現されているか、であるように思う。Linuxのペンギンは、

オライリー本のカバーのような、写実的な表現ではなく、

キャラクターとして表現されている。

こうしたシンボル・キャラクターに感じられるポップさ

は、Linuxだけでなく、BSDのデーモンくんの特徴でもあ

る。キャラクターの可愛さという点では、Linuxのペンギ

ンよりもBSDのデーモンくんのほうが、若干勝っている気

がするが、いずれにせよ、どちらのキャラクターも、オラ
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イリー本のカバーの動物よりは、むしろ、たとえばポスト

ペットのMOMOに近いテイストであるように感じられる。

このようなテイストは、少なくとも、アップルやマイク

ロソフトのパソコン文化には存在しなかった。可愛いさを

表現したシンボル・キャラクターの台頭は、コンピュータ

文化における新感覚の台頭を感じさせる。この新感覚の背

景には、いったいどのような変化があったのだろう。

東浩紀は『サイバースペースは何故スペースと呼ばれる

か』で、情報技術の進展とともに「不気味なもの」が出現

することの意味を考察している。この「不気味なもの」と

いう概念は、フロイトによるもので、「生命か非生命か決

定不可能な自動人形、分身（ドッペルゲンガー）、死者と

の対話、反復される謎めいたメッセージ、アニミズム的精

霊」などが、これに該当する。これらは、情報技術以前か

ら存在していたのだが、現在においては、テレプレゼンス

の効果として、自己の分身化が実現されたり、あるいはビ

デオなどの記憶媒体によって、自己の幽霊化が実現される

など、「不気味なもの」の様態は、常にテクノロジーの進

展と密接に連動している。

こうした「不気味なもの」に深い関心を寄せていた作家

として、東はフィリップ・K・ディックを参照している。

東は、『アンドロイドは電気羊の夢を見るか？』の自動人

形、『暗闇のスキャナー』の分身、『ユービック』の死者と

の対話、『銀河の壷直し』の謎めいたメッセージ、などな

ど、ディックの小説に「不気味なもの」のモチーフが頻出

することを指摘したうえで、「不気味なもの」の描写を

「可愛いもの」へと偏差させる戦略に長けていた点に注目

し、また、ディックの世界における「可愛いもの」とは、

「不気味さ＝擬似生命性」に対する感情的負荷が逆転した

ものとして説明している。

メディア理解の二重性

東が指摘する、ディックの作品における「感情的負荷の

逆転」（ディック自身の表現では「感情移入」）について考

察する前に、「不気味なもの」について、もうしばらく検

討してみたい。

東は、電子メディアの本質に関する理解の仕方には、速

度＝距離的なものと空間的なものの2種類があることを指

摘する。

ハイデガーは30年代にラジオを「遠隔性の克服」を目

指し、「世界の近さを保証する装置」と解釈していた。現

実空間の距離性が、ラジオというメディアによって克服さ
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れた点が強調されているのだ。このように「情報の移動と

モノの移動を同じカテゴリーで思考する」観点を、東は

「速度＝距離的メディア理解」と形容している。

『グーテンベルクの銀河系』を書いたマクルーハンは、

電子メディアの発展によって、グローバル・ビレッジとい

う地球規模の村が成立することを予見したが、このことを、

現実空間としての世界が小さくなったと理解するとき、そ

の理解は「速度＝距離的」といえる。

マクルーハンの「地球村」という概念には、ある神秘的

な過剰さを含んでいる。マクルーハンは、地球規模の「集

団意識」が形成され、人々は地球規模の「ミサ」に参加す

ると予見した。東は、マクルーハンのメディア論で語られ

ている「精神圏」という概念に着目する。

――そこではもはやメディアは視点と終点（発信者と受信

者）、二つの現実空間に挟まれた単なる時間経過ではない。

両者のあいだには情報経路がある。そしてその経路のネッ

トワークにある奇妙な「空間性」が宿る。

東は、このような神秘思想的なメディア理解を、「速

度＝距離的」と対比して、「空間的」と形容する。ここで

いわれている「空間」とは、現実空間ではなく、隠喩とし

ての空間を意味する。こうした「空間」の隠喩が成立する

のは、前回述べたように、電子メディアによる「不気味な

もの」の効果が悪魔祓いされるかぎりにおいてである、と

東は考察している。

ただし、メディアにおける「不気味なもの」の効果に注

目する観点は、ポスト構造主義において、かなり共有され

た概念であるようだ。ジル・ドゥルーズ／フェリックス・

ガタリは『カフカ』の中で、次のように書いている。

――カフカは二つの系列の技術的発明を区別する。ひとつ

は距離を克服し、人間たちを接近させることによって《自

然な関係》を復活させようとする技術（汽車・自動車・飛

行機）であり、もうひとつは、亡霊の吸血鬼的な復讐を表

象するか、《人間のあいだにある亡霊的なもの》を再導入

するような技術（郵便・電信・電話・無線電信）である。

ドゥルーズ＝ガタリは、文学機械／表現機械としてのカ

フカにおける「亡霊的」技術系例を代表するものとして、

手紙に注目している。引用にある「吸血鬼」とは、ドラキ

ュラをさしているのだが、蝙蝠がドラキュラの分身である

のと同じように、手紙はカフカにとって分身なのだ。
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やっぱり「愛」ってやつは、国境を越えたがる

ものなんだろうか。ちょっと前に「I LOVE

YOU」というメールが世界を駆けめぐった。被

害額は10億ドルとも100億ドルともいわれるが、

小さなプログラムが一夜にして世界中にこれだけ

の衝撃を与えることができるのだからすごい。

幸か不幸か、ぼくのところにはこの有名なラブ

レターが1通も飛んでこないので、いまいちピン

とこないのだが、要するに、「世界には100億ドル

に値する間抜けの大集団が存在する」ということ

を証明した事件なんじゃないかと思っている。

うっかり被害にあった人にはお気の毒だけど、

これが実生活の場面だったら、玄関のチャイムが

鳴ってドアを開けたら強盗だった、というような

話である。強盗が犯罪であることは言うまでもな

いが、しかし相手を確認せずにドアを開けた人に

も過失がある。まして、マスコミでそんな強盗の

話題が毎日のように騒がれていたとすれば、簡単

にドアを開けてはいけないことぐらい誰にでもわ

かる。

ところがサイバーワールドでは、なぜか強盗を

招き入れただけじゃなく、強盗に知り合いの家ま

で教えて送り出した間抜けの大群が、「被害にあ

った、どうしてくれよう!」と大騒ぎをしている。

その上、亜種・変種の登場で、二度も三度も同じ

手口にひっかかる間抜けがいるらしい。こうなる

と、絶対、ひっかかる方が悪い。どうして誰も

「あんたも加害者なんだよ」と言わないんだろう?

フィリピン人は痛くもかゆくもない

7月に開かれる九州・沖縄サミットの大きなテ

ーマのひとつが情報分野なんだそうだ。ここでは、

IT革命に伴う格差の解消、途上国の支援、そし

てネットワークの不正な利用やハッカーなど国境

を越えた犯罪の防止などが取り上げられる予定だ

という。

インターネットのメリットはいうまでもないが、

問題はこれが先進国に有利に進められているとい

うこと。しかしその先進国では、今回のワームの

ように無防備に広がったネットワークの脆弱性が

問題にもなっている。

今回、FBIが見つけ出したI LOVE YOUワー

ムの容疑者とやらが、途上国フィリピンの人間だ

ったそうだが、少なからぬフィリピン人は、自国

のイタズラ小僧が先進国の100億ドルの間抜け集

団をきりきり舞いさせたことに、内心「ざまみろ」

と思っているらしい。フィリピンのコンピュータ

普及率は全人口の1％以下。どんなに強力なワー

ムがネットを駆けめぐっても、99％以上のフィリ

ピン人は痛くもかゆくもないわけだ。

もっとも、インターネットのグローバル化は、

フィリピンでもそれなりに進んでいるらしい。フ

ィリピンのあるNGOのスタッフから聞いた話だけ

れど、自分でパソコンを持っていなくても、無料

メールサービスにアドレスを持っていて、自転車

で週に1回、パソコンを使わせてくれるセンター

に出かけ、外国に出稼ぎに行った家族とメールの

やりとりをしている人もいるという。毎日のよう

にxDSLだの超高速ネットだのという話を聞き、

どうでもいいようなメールを山のように受け取っ

ていると、自転車で週1回ぐらいのペースでメー

ルをチェックしに行くぐらいのほうが、人間的で

いいなあと思ったりもする。

FBIのパフォーマンス

話はちょっと横道にそれるけど、今回のワーム

は、米国のFBIがILETSという枠組みの中で、何

年も前から日本やヨーロッパの捜査当局を相手に

繰り広げてきたネットワークの規制の根拠として

は、格好の事件だったのだろう。マスコミを通じ

て「被害」が大げさに語られ、第三世界に住む

「犯人」の検挙という見せ場を作ることができた

という点で、沖縄サミットでの議論で世論を盛り

上げるのに一役買ったのである。でも、そんな
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FBIのパフォーマンスにやすやすと乗ってしまえ

ば、それこそ強盗に扉を開くようなことになりか

ねないのである。

実はFBIの本当の狙いは、「I LOVE YOU」み

たいなケチなイタズラを防ぐことじゃない。あん

なワームは、Outlook ExpressからVBScriptが

起動しないようにすればいいだけの話だ。FBIの

本当の目標は、暗号の規制、ネットワークや通信

回線の盗聴の権利を獲得すること。昨年成立した

日本の盗聴法も、こうした米国の努力の成果なの

だが、最近になって米国がECHELONで産業スパ

イをしたり、市民運動を監視していることが暴露

され、問題になっている。日本の当局も、いつま

でも米国の腰巾着をやっていては、決して国益に

はならないと思うんだけれどね。

コンピュータの「多様性の保護」の必要性

ブラジルのNGOで仕事をしていた知人から、世

界で作られている大豆やトウモロコシといった穀

物の品種が急速に減っているという話を聞いた。

便利だから、栽培しやすいから、といった理由か

ら、同じ種類の種ばかりが使われるようになった

のだそうだが、これはつまり遺伝子のバリエーシ

ョンが減るということを意味する。その結果、わ

ずかな気候の変動や病虫害が、作物の収穫に広大

な地域にわたり被害を与えることがあるそうだ。

このような傾向が広がれば、地球規模の大飢饉も

あり得ると彼は警告した。

パソコンの世界も同じだ。電子メールクライア

ントがOutlook系一色になり、ちょっとしたイタ

ズラが世界を揺るがすようになった。また、

Windowsの独占的なシェアに依存することは、

悪質なクラッカーによるセキュリティへの脅威ば

かりでなく、横暴な当局の盗聴をやりやすくし、

それは結果としてわれわれの自由な通信やプライ

バシーをいとも簡単に脅かす。

オープンソースやフリーソフトウェアは、そん

なデジタル世界の「遺伝子」の多様性を確保する

キーワードではないだろうか。

I LOVE YOUには、次々と変種が誕生してい

るのだそうだけど、これはあのワームがVBScript

で書かれた「オープンソース」だったからだ。も

ちろん、だからいいんだなんて言うつもりは毛頭

ないが、ソースが見えていたおかげで、ちょっと

やそっとではへこたれないワームになった（なっ

てしまった、と言うべきだろうか）。ところが、

狙われる側のWindowsのモジュールは、世界中

で同じ物が使われているため、ちょっとした隙が

世界的な被害をもたらすことになった。これは、

単一の遺伝子を持つ作物が、変異しやすい病原ウ

ィルスのおかげで一気にやられてしまうという構

図とそっくりだ。

ワームの作者を弁護する気はないけれど、作者

を逮捕すればいいとか、サイバー犯罪取り締りの

法律を強化すればいいという問題じゃない。そん

なことをしたって、バグやセキュリティホールの

ないソフトウェアはありえず、人騒がせなワーム

を作る連中の種は尽きない。本当にネットワーク

時代の社会的な安全対策が必要なんだったら、現

在のソフトウェアのあり方を根本から問い直さな

きゃいけない。そして、オープンソースソフトが

持つさまざまな社会的価値をしっかりと評価しな

きゃいけない。

マイクロソフト社は、米国司法省の分割という

決定に「ユーザーの不便」を主張して反論してい

る。分割の是非はともかく、ぼくは100億ドルの

間抜けたちの不便よりも、やっぱり最終的には世

界中のアイデアに満ちたオープンソースの豊かな

未来の可能性を確保するほうが、ずっと大切なこ

となんじゃないだろうかと思うのである。
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オープンソース 
・ 

アクティビズム 

Profile

やすだ ゆきひろ
生業はテクニカルライター。原稿書きのかたわら、(株)市
民電子情報網のボランティア社長兼技術スタッフとして、
NGO向けプロバイダのネットワーク運営に携わる。

コンピュータの「多様性の保護」の必要性



I Love Youウィルス来ました？ う

ちにはちっとも来なかったんだけど、

来る人のところには何通も来たのだと

か。来ないのは友達が少ないせいかし

ら。それとも、来るのはつき合いに問

題があるから？ でも、あれが問題にな

るってことは、世界中のほとんどの人

は、Windowsに付いてくるOutlook

Expressをそのまま使っているんでし

ょうね。メールソフトぐらい、ほかに

いいのがいっぱいあるのにねぇ。

Microsoft、大ピンチ？

Microsoftと司法省の独禁法を巡る

裁判は、Microsoftが有罪ということに

なり、現在、その「是正措置」につい

て検討が行われている。司法省は

MicrosoftをOSとアプリケーションの

会社の2つに分割するという案を裁判

所に提出した。もっとも、この裁判は

まだ「地方裁判所」のレベルなので、

実際、司法省の案が通ったとしても

Microsoftが控訴して、さらに裁判が続

くわけなのだが、少なくとも司法省は

そこまでしないと是正できないという

認識をしていることがはっきりした。

Microsoftのほうは、自らに課する

「制限」をプレスリリースなどで提案、

こうした範囲のものであれば和解可能

であるとし、分割案を棄却するように

裁判所に要求した。Microsoftが主張

する「義務」とは、Windowsの起動画

面をOEMメーカーがカスタマイズでき

るようにする、APIを差別なく公開、

新規OSのロイヤリティを既存のOSの

ロイヤリティ以下にする、などという

もの。要は、Windowsのインストール

についても制限しないし、情報は公開、

新しいものは値上げしないというもの

（このほかにOEMによる他社製品の扱

いを妨害しないというものもある）。

だが、有罪になったMicrosoftが提案

する案が受け入れられることがあるん

でしょうか？ とりあえず、今回の裁判

は分割ということになって、控訴とい

う流れになるでしょう。これは、かつ

てのAT&TやIBMの裁判も同じで、必

ず長期化する。ただし、司法省の態度

というのは、その時の大統領によって

違うので、もしかしたら、今度の大統

領選挙の結果によっては、いきなり和

解なんてこともあるかも。

さて、そのMicrosoftが次期主力OS

として開発中のWhistlerがまた、社外

に流出した。3月にも同様の事件があ

ったのだが、今回も同じ社内の人間に

よるものらしいとか。Microsoftは犯人

捜しをしているらしいが、自分たちも

間違って、Macintosh版Officeの情報

を公開してしまったという。やっぱり、

分割に動揺したのか？

インテルはちょっとピンチ

AMDに1GHzのAthlonを先に発表さ

れてしまったインテルだが、いま、

CPU不足を起こしているらしい。なん

でも、需要予測を誤ったのが原因とか。

このため、Celeronの633/667MHzの

製品発表も延期したらしい。

それに加え、最新のチップセットと

組み合わせてSDRAMを使うための

MTH（Memory Translator Hub）に

欠陥があることが判明した。これは、

Direct RDRAM用の設計されたチッ

プセット820でSDRAMを接続するため

の部品。RDRAMが高価なので、これ

を使って安価に入手できるSDRAM対

応にしたマザーボードは多い。なんで

も、高負荷時にシステムがハングする

などの現象が発生するとか。820チッ

プセットを使ったPCを持っている人は

要注意である。
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ドクターShiodaの

ギョーカイSnapShot
PC業界今月の話題

5・10 Intel MTHの欠陥を確認
5・8 SUN Java2 Ver.1.3リリース
5・8 NASDAQ Japan開設
4・28 USB 2.0の最終仕様が確定
4・28 司法省Microsoftの2分割案を裁判所に提案
4・27 AMD、Duronの名称発表
4・11 S3、ディスプレイチップ部門をVIAに売却

文：塩田紳二
Text : Shinji Shioda

Microsoft、大ピンチ？

インテルはちょっとピンチ



なんだが、あまりいいことがないイ

ンテルだが、これもAMDとの競争で

製品計画前倒しを続けた影響か？ 今年

のインテルは少しペースダウンしそう。

これに対してAMDは、いまのとこ

ろずいぶん調子がいい。Athlonの低価

格バージョンにDuronという名前を付

け、Celeronに押され続けているK6が

カバーする低価格分野での巻き返しを

計るようだ。

ちょっと弱り目に祟り目といった感

じのインテルだが、なんかMicrosoftと

同じく弱気になったみたい。というの

は、現在のPentium IIIに組み込まれ

ているプロセッサシリアル番号を、次

期CPUであるWillametteでは組み込ま

ないことに決めたのだとか。実際、利

用例も少なく、ほとんど使われていな

いし、プライバシー保護団体からの突

き上げが厳しかったので、これ以上や

るとかえってマイナスって考えたので

しょうか。それとも、個々のプロセッ

サに番号を入れるコストもやはり切り

つめたいってことでしょうか。

株、株、株

Microsoftが有罪判決を受け、さら

に分割の報道がなされると、米国でハ

イテク株が下がり始めた。Linux関係

でも、株式公開したLinux関連企業の

株価がずいぶんと落ちたようである。

ただし、株はあくまでも株。もともと、

Linux関連企業はほとんどが赤字で、

利益を出せるのは来年以降といったと

ころばかり。業績の悪化で株価が下が

ったわけでもないのである。

日本でも、インターネット関連など

の企業で、どーんと株価が下がったと

ころもあり、株をお持ちの方は気が気

でないのかもしれないが……。まあ、

小金しかない小市民（筆者のその一人

である）は株などに手を出さないほう

がよいのかも。

NASDAQ Japanが5月8日に開設し

たが、ここもハイテク関係が多いよう

だけど、大丈夫かね。最近では、イン

ターネットで簡単に株が買えてしまう

し、ハマる人も出てくるかも。だいた

い、アダルトサイトで国際電話やダイ

ヤルQ2の高額な電話料金払わせられた

人もいるんだから、気軽にボタン押し

て、大損なんてことはありえない話で

はないよね。アダルトサイトには、勝

手にダイヤルするソフトなんかが置か

れているみたいだけど、そのうち、勝

手に株取引するソフトなんかが出てき

たりして……。

QualCommが日本で携帯電話事業？

次世代の携帯電話システムIMT-

2 0 0 0 の国内での事業認可申請を

QualCommが検討しているという話が

出た。国内では、電波割り当ての問題

などから、同一地域で営業できる事業

者は3つまでとなっており、順当なら

NTTドコモ、J-Phone、DDIの3社が

申請して問題なく認可が行われる予定

であった。ところが、QualCommの開

発したCDMA2000方式をDDIが採用せ

ず、NTTなどの開発したW-CDMA方

式を検討しているという話が出てきた。

QualCommの申請は、このDDIの動き

を牽制するもの。なんでも、海外の携

帯電話事業者と組んで、事業申請を行

うのだとか。これを門前払いすると、

国際問題にもなりかねず、ちょっとし

た騒ぎ。申請の締め切りは5月12日だ

ったのだが、DDIはこれに押されて

CDMA-2000を採用することにして、

めでたく国内3社の事業申請になった。

なんだか、米国企業の辣腕を見た感じ

だけど、同時に外圧に弱い日本の姿を

再確認した。

NTTドコモは、iモード機が売れて

しょうがないが、どうもサーバに問題

があるらしい。急激にユーザーが増え

たのはわかるが、サーバ障害でサービ

スができないんじゃねぇ（いったいど

このOS使っているんだ？）。なんでも、

広告を自粛するとか。いまさら広告や

めたって、そんなに変わらないんじゃ

ないんでしょうか？
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株、株、株

QualCommが
日本で携帯電話事業？

AMDはAthlonの低価格バージョンDuronを投入、K6に
代わって低価格分野での巻き返しを計る。
http://www.amd.com/

トラブル続きながら人気の衰えないiモード。広告自粛
後も変わらず1日2万件の契約。総数は700万に迫って
いる。
http://www.nttdocomo.co.jp/
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■

■多言語対応ワープロ

■

5月11～12日に、東京ビッグサイト

で 行 わ れ た 「 L i n u x W o r l d

Expo/Tokyo 2000」（以下 LW2000）

は、85にのぼる出展社と2万5000人近

い来場者を数え、盛況に終わった。こ

の会場でことさらインパクトがあった

の が 、 韓 国 の H a n c o m L i n u x

（http://www.hancom.com/jp/）ブー

スである。

サーバ製品が圧倒的に多い中、展示

してある製品はワードプロセッサであ

り、その名前が「アレア“ハングル”

2000」である。それだけでも目を引く

のに（今回、LW2000への韓国企業出

展社は2社のみだった）、ブース中央の

大型モニタでは、すでに同製品が日本

語化されて動作しているのだ。その、

まるでWindowsアプリケーションのよ

うな派手で取っつきやすそうな外観も

印象的であった（実は、もともとは

Windows用のアプリケーションであ

り、Wineを使ってLinux上で動作させ

ているから、当たり前ではある）。

さて、実際の製品だが、第一に「わ

かりやすい」のが特徴だといえる。

Wordをはじめとしたワープロを使った

経験のあるユーザーならば、インスト

ール直後から使い始めることができる

だろう。実際の機能は、画面を多数キ

ャプチャしたので、そちらをご覧いた

だければと思う。ちなみに、同製品の

日本語化は、ほぼ完了しているといえ

るだろう。若干ダイアログの中にハン

グルが現れたりするが、実用に際して

困ったことはなかった。特筆すべきは

そのマニュアルで、完全に日本語化さ

れた160ページにおよぶマニュアルが付

属している。

■

■ソフト試用中にビッグニュースが！

■

インストールも終わり、製品を色々

といじっていたら、なんと「レッドハ

ット、ハンコムリナックスと提携契約

を締結、ハンコムワード日本版の独占

バンドルによるリリース開始を発表」

というプレスリリースが、レッドハッ

トからメールで送られてきた。それに

よると、アレアハングル2000は「ハン

コムワード日本語版」と改名され、

Red Hat Linux日本語版の次のリリー

日刊アスキー Linuxの舞台裏
～本格的2バイトワープロ「HancomWord」登場!～

5月11日～12日にかけて行われた「LinuxWorld Expo/Tokyo 2000」会場で、
ひときわ目を引いたのが、韓国のHancomLinuxのワープロ「アレアハングル
2000」である。日本語化はほぼ完璧に行われており、使い勝手もなかなか
いい。そして、試用中にさらなるニュースが飛び込んできた！

日刊アスキーLinux
on Linux magazine

多言語対応ワープロ

ソフト試用中にビッグニュースが！

ハンコムワードを起動すると出現する「個人情報」ダイ
アログボックス。文書ごとにプロパティとして保たれる
ようだが、筆者の環境では今のところ入力情報を記録
しておいてくれなかった。

韓国語、繁体／簡体中国語、日本語、そしてUnicode
などが使用できる、マルチリンガルに対応したアプリケ
ーションのため、ファイル操作やクリップボード操作時
に、どのような文字コードを使用するのか設定できる。

画像の貼り付けや文字属性の変更、段組み、Webへの
リンク、表、図形描画といった、一通りの動作はマニ
ュアルを見なくても行えた。

ハンコムワード（旧アレアハングル2000）の起動ロゴ。

http://www.linux24.com/



スからバンドルされるという。同時に

Hancom Linuxは日本法人を設立、本

格的に日本に進出するとのことだ。

注目度は高くても、まだまだ国内で

はマイナーな存在（韓国ではトップシ

ェアの製品）だと思っていたら、いき

なり大手ディストリビューションへの

バンドルとはさすがに驚いた。リリー

スにザッと目を通し、レッドハットに

電話をかけたところ、すでにHancom

Linuxとレッドハットの作業により、

ベータ版の不具合解消作業が進行して

いるという。確かに、アレアハングル

2000改めハンコムワード日本語版ベー

タを試用していると、日本語の入力な

どでいくつかの不具合が見つかった。

その不具合をレッドハットのスタッフ

に告げると「ああ、それも直っていま

すよ」というお返事。製品ではさらに、

DynaFontが使用可能になったり（ベ

ータ版は、Hancom Linuxが用意した

フォントしか使用できない）、lpr（プ

リンタ）周りもきちんと動くことにな

るそうだ。

レッドハットに話を聞いたら、次は

開発元のHancom Linuxに話を聞かね

ばなるまい。Hancom LinuxのWebペ

ージには、前述した日本語ページがあ

るし、日本語のメールも受け付けてく

れているので、早速ハンコムワードの

特徴を教えてほしい旨のメールを出し

てみた。すると、「まず、Linux環境で

ワード作業がすぐにできるというのが

大きなメリットではないでしょうか」

というお返事をいただいた。また、「ユ

ーザーフレンドリー」というのもメリ

ットだという。

●

ハンコムワード日本語版は、Red

Hat Linuxへのバンドルだけではなく、

単体のパッケージ販売も、6月中旬を

目途に計画しているという。さらに、

Hancom Linux製品はワープロにとど

まらず、プレゼンテーションや表計算

ソフトもリリースされるという最新情

報も入手できた。Wineを使ったオフィ

ス製品といえば、カナダCo r e lの

WordPerfect Office 2000ばかりに目

が行っていたが、同じ2バイト圏の国か

ら来たマルチリンガルワープロという

ことと、すでに日本語版が動いている

ということで、Linux上の日本語ワー

プロとして注目したい。次期LASER5

L i n u x にバンドルされる予 定 の

ThinkFree Office Linuxや、ソース公

開が決まった一太郎Ark for Javaな

ど、Linux上のオフィス製品の選択肢

が増え、ユーザーとしては嬉しい限り

だ。

（日刊アスキー編集部・吉川）
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クリップアート素材集「図片集」。「矢印集」や「アラ
ビア数字集」、「昆虫」、「オフィス」、「コンピュータ」
など、8種類のグループが用意されている。

ハンコムワードにも、日付挿入機能がある。オリジナルの記念
日を追加することも可能だ。日本語化に合わせ、きちんと
「平成」と入っているのが分かる。

オフィス系のアプリケーションでは定番ともいえる各種
文書ひな形。「住所録」はもちろんだが「ファッション
名刺」や「駐車券」、「読書日記」や「映画日記」とい
った変り種もある。

キー配列の設定ダイアログボックス。日本語のローマ字
入力やかな入力もサポートされている。「ハングル3ボル
式」という見慣れない設定も。

ハンコムワード日本語版のファイル操作ダイアログボッ
クス。左側のファイルリストは、ツリー形式のほかに、
大きなアイコンを使った形式にすることもできる。ハン
コムワード日本語版が扱えるファイルフォーマットはご
覧のとおりだが、Microsoft Word 2000の「docファイル」
や、Microsoft Word 2000で作成したHTMLファイルは、
読み込んでも表示がおかしかったり、読み込んだとたん
ハンコムワードが異常終了した（テキストファイルは指
定した文字コードさえ正しければきちんと読んでくれ
る）。なお、「Hangle文書」とは、ハンコムワード形式の
ファイルフォーマット。

プレゼンテーション機能。[ツール]－[プレゼンテーショ
ン]を選択すると、ワープロの1ページがそのままプレゼ
ンテーション用のページとして生成される。



今年のゴールデンウィークの話題と

いえば、やはりI LOVE YOUワ
ームの騒動に尽きるだろう。Windows

のVBScriptを悪用したマクロウィルス

の一種だったようだが、伝わってきた

情報から察すると、単に「マクロを悪

用した」というだけでなく、現在の

Windowsが抱えている大きな弱点を突

いているのではと考えることができる。

Windows OSでは、ファイルの名前

に付けられている「拡張子」によって

ファイルの種類を見分け、適切なプロ

グラムに処理させるようになっている。

ところが、現在のWindowsのデフォル

トの設定では、ユーザーにはこの

「拡張子」が見えないようになっ

ているため、一般のユーザーは画面に

表示される「アイコン」の形だけでファ

イルの種類を判別しなければならない。

くだんの「I LOVE YOUワーム」

では、 ワーム本 体 のプログラム

（VBScriptの添付ファイル）の名前が

「love_letter_for_you.txt.vbs」という

ような名前になっているようだが、

Windowsのデフォルトの設定では、こ

のようなファイル名は拡張子の部分

（.vbs）が見えなくなって、「love_letter

_for_you.txt」という、一見すると
無害なテキストファイルのように表示

されてしまう（ 画面 1 ）。 幸 い、

Outlook Expressなどを含めて、多く

のメールソフトは、Windows側の設定

のいかんにかかわらず、添付ファイル

の拡張子を省略してしまうことは少な

いようだが、たとえば添付ファイルを

通常のファイルとして保存してしまう

と、有害なスクリプトファイルをテキ

ストファイルと間違えてしまう危険性

が高い。今回の「LOVEワーム」でも、

Windowsのこのような弱点によって被

害が増えた可能性もあるだろう。

Microsoftがどのような考えから、こ

のような設定をデフォルトにしている

のか分からないが、少なくとも筆者は

この設定ではきわめて使いづら
いと感じるので、Windowsをインス

トールしてまず最初に行うのは、

Explorerの設定を変えて、すべての拡

張子とすべてのファイルを表示させる

ようにすることだ（画面2）。

拡張子がユーザーに見えなくなって

いることは、アプリケーションソフト

を配布したり販売したりする側にとっ

てもやっかいなことと思われる。

Windows用のアプリケーションのイン

ストールマニュアルを読むと、CD-

ROMからの自動起動ができない場合

に、セットアッププログラムを起動す

るのに、Explorerのファイル一覧から

起動させるのではなく、わざわざ面倒

な［スタート］メニューの［ファイル

名を指定して実行］を使うように指示

しているのはなぜだろうかと、つねづ

ね疑問に思っていた。どうやら、

Explorerのデフォルトの設定ではファ

イルの拡張子が表示されないので、た

とえば、「setup.txt」、「setup.exe」、

「setup.hlp」などのファイルが、すべ

て「setup」と表示され、素人には
まったく見分けがつかないこ

とを嫌ってのようだ。setupファイ
ルをクリックしたのに、説明
書が表示されるだけで先に進
まないというような苦情が殺到する
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第10回　ファイルの見分け方
Linuxでいろいろなアプリケーションを使い始めたり、インターネット

などを通じてファイルをやり取りするようになると、いろいろな種類のフ
ァイルが手元に集まるようになってくる。はたして、削除してしまってよ
いファイルなのか、テキストエディタで中身をいじれるファイルなのか、
判断に困ることもあるだろう。そのようなときに役に立つツールが、
Linuxにはいくつか用意されている。 文：竹田善太郎

Text : Zentaro Takeda

画面1 LOVEワーム（もちろんダミー）の本体はこう
見える

拡張子「.vbs」が省略されると、無害な「テキストファ
イル」であるかのように表示される。かろうじて、アイ
コンの画像が「VBSファイル」のものになっていて見分
けがつくのだが、「VBSファイルのアイコン」がこんな
形をしているということを知っているユーザーが、はた
してそれほど多くいるものだろうか？



のを避けたいので、わざわざ面倒な

［ファイル名を指定して実行］からイン

ストールプログラムを起動するように

指示しているのだろう。

■

■ファイルの種類を意識する

■

Windowsがこのようなおかしな
設定になっているのは、おそらく

Macintoshを意識してのことだろう。

Macintoshの場合、ファイルの種類の

区別は、ファイル名の拡張子ではなく、

ファイル自身に記録されているファイ

ル情報で行うようになっている。ユー

ザーから見た画面上では、これもファ

イル自身に記録されているアイコンデ

ータ（あるいはファイルの種別に応じ

てシステムが持っているアイコンデー

タ）を使用して、ファイルの種別によ

って異なるアイコン画像が表示される

ようになっている。

Windowsの場合も、DOSの時代か

ら使い慣れていて、ファイル名や

拡張子を扱い慣れているユーザーは

ともかく、最近になってパソコンを使

い始めたユーザーの場合は、アイコン

の画像を頼りにファイルを区別してい

る人も多いだろう。

使っているアプリケーションの種類

が少ないうちは、アイコン画像による

ファイルの種類の見分けは簡単なのだ

が、多数のアプリケーションをインス

トールして使い分けるようになってく

ると、アイコンの種類は増えて、どの

アイコンがどのアプリケーションに対

応するものなのか、だんだんわかりに

くくなってしまう。また、自分の管理

しているマシンはよいのだが、他人が

使っているマシンや、共用しているマ

シンなどでは、見慣れないアイコ
ンが表示されていると、つい身構えて

しまう。見慣れないファイルのアイコ

ンをクリックすると、思いも寄らない

アプリケーションが起動して、あわて

させられることにもなるからだ。

無害なアプリケーションが起動する

だけならよいのだが、今回のLOVEワ

ームなどの有害なプログラムや、シス

テム設定を変更したり、あるいはディ

スクの中身を書き換えるようなプログ

ラムが起動してしまうと、もっと困っ

たことになる。

な に が い い た い か と い え ば 、

Macintosh、Windows、Linuxを問わ

ず、パソコンを使ううえで、自分が開

こうとしているファイルがどのような

性質のものなのか、中身にはなにが入

っているのか、については、常に注意

すべきであるということだ。その手が

かりのひとつとなるのが、ファイルに

つけられている名前なのだが、現在の

Windowsでは、その重要な情報源であ

る拡張子が、意図的に隠されている。

最近のMicrosoftは（そしてApple

Computerも）、由らしむべし、
知らしむべからずの超保守お
役所的施策が目立つのだが、今回

のワーム騒動の教訓として、エンドユ

ーザーの側でも、もっとファイルの
中身を意識するようになってもら

いたい。少なくとも、見慣れないファ

イルをいきなり実行したりアプリケー

ションで開くようなことは慎むべきだ。

■

■「拡張子」には意味がない

■

Linuxの場合も、Windows以上にフ

ァイルの種類を見分けることは重要だ。

というのも、Linuxではファイル名
とファイルの中身はまったく
関係ないからなのだ。たとえば、バ

イナリ形式のプログラムファイルに

「readme.txt」という名前がついてい

たとする。Windowsの場合はこのファ

イルをダブルクリックすると、そのプ

ログラムコードを実行するのではなく、

メモ帳などのテキストエディタを起動

して、ファイルの中身をそのエディタ

に読み込もうとする（バイナリファイ

ルを開けば、当然、画面には意味のな

い文字列が表示されることになる）。し

かし、Linuxの場合は、コマンドライ

ンで、

$ ./readme.txt

というように入力してやれば（readme.

txtファイルに実行属性がつけられてい

る場合）、ファイルの中身のデータをメ

モリに読み込んで実行（しようと）す

る。「.txt」という「拡張子」の部分は、

Linuxにとっては何の意味もない、た

だのファイル名の一部にすぎ
ないのだ。すでにご存じかと思うが、

通常、Linuxのコマンドファイルは、

「.exe」や「.com」などの拡張子を一

切つけないファイル名になっている。

/binなどのディレクトリをlsコマンド

で表示させてみればわかるだろう（画

Linux magazineJuly 2000 163

初級Linuxer養成講座

ファイルの種類を意識する

「拡張子」には意味がない

画面2 Explorerの設定を変える

Windowsをインストールして真っ先にすべきなのが、
Explorerの設定を「拡張子を省略しない」ように変更す
ることだ。筆者の場合、ついでに「すべてのファイルと
フォルダを表示する」、「保護されたオペレーティングシ
ステムのファイルを表示する」ように変更している。自
分のパソコン上のファイルは、すべて自分で管理できる
ようにしておかないと不安だし不便だからだ。もちろん、
パソコンの使い方によっては、このような設定ではよく
ないこともある。



面3）。Windowsの場合は、「.exe」、

「.com」、「.bat」などの拡張子がファイ

ル名についている場合は、無条件に実

行可能なコマンドファイルであると判

断するようだが、Linuxの場合は、フ

ァイル名にかかわらず、実行可能属性

がつけられているファイルなら、ユー

ザーが「実行せよ」と指示すれば、と

りあえずその内容を読み込んでみて、

それからどのように処理するかを判断

しているのだ（実際には、この処理の

大部分を行っているのはLinuxの本体

ではなく、csh、bash、あるいはX

Window Systemのウィンドウマネー

ジャなどの「シェルプログラム」であ

る）。

通常は、よほどひねくれた人
間でない限り、ファイルの中身が何な

のかを想像できるような名前をつける

し、Linuxでは絶対的な意味がないと

しても、DOSやWindowsのユーザーが

多い現状に則して、「.txt」、「.html」、

「.c」などのよく知られた拡張子
をつけるのが普通だ。また、このよう

に種類別の拡張子をつけておけば、フ

ァイルを操作する場合に「ls ./＊.c」

とか「rm ./＊ .mp3」などといった

「ワイルドカード」的な表現が使えるの

で便利である。

ところで、たった今「Linuxでは拡

張子に意味はない」と書いた直後で、

それを覆すようで恐縮なのだが、最

近 の X Window System のGUI環境

（GNOME環境など）では、ファイル名

からファイルの種類を判断して、アプ

リケーションを起動するようになって

いる場合がある（画面4）。このような

環境では、ファイル名の「拡張子」も

意味を持つようになり、画面上ではフ

ァイルの種類ごとに異なるアイコンが

表示され、Windows環境に似た使い方

ができるようになるのだが、ファイル

の中身と拡張子が正しく対応している

かどうかは保証されておらず、間違っ

たファイルを実行したり、開いてしま

う可能性があることに変わりはない。

■

■ファイルの種類

■

ここで、Linuxにはどのような種類

のファイルがあるのか、おさらいして

おこう。

ファイルの種類分けをする方法はい

ろいろあるし、厳密な分類をするのは

実はとても難しいことなのだが、ここ

ではまず、ファイルを「テキストファ

イル」と「バイナリファイル」の2種

類に分ける。

・テキストファイル

ASCIIコード、あるいは、JIS、シフ

トJIS、EUCなどの文字コードの規格

に沿って、文章やソースプログラムな

ど、文字の羅列されたデータからなる

ファイル。catコマンドやlessコマンド

で画面上に表示すれば、人間にも
意味がわかるようなもの。ここで

「意味がわかる」とは、それが何かを表

現した文字の並びになっていると判断

できることであって、プログラミ
ング言語はさっぱりわからん
という人にとって、プログラムのソー

スコードなどは意味不明の文字の
羅列に見えるかもしれないが、これ

も「テキストファイル」として分類で

きる。乱暴に言ってしまえば、テキ
ストファイルとは人間にもそ
のまま読めるファイルとするこ

とができる。

ところで、ASCIIコードの文字しか

表示できない環境で、たとえば日本語

の文字コードを含むファイルを表示さ

せると、画面上には意味不明の文字列

が表示されることになる。このような

場合、日本語EUCのファイルはバイナ

リファイルとみなすのか、テキストフ

ァイルとみなすのかは難しいところだ

が、ここでは深く考えないで、なにか

しらの文字コードの規則に準拠してい

れば、それはテキストファイルである

と考えることにしよう。

・バイナリファイル

「テキストファイル」に分類されな

いファイルは、すべて「バイナリファ

イル」ということになる。バイナリと

は、2進数という意味で、いわば、コ

ンピュータの側から扱うのに都合のよ

いファイルということになる。バイナ

リファイルをcatコマンドやlessコマン

ドで表示させても、画面上には意味不

明の文字ばかりが表示されるほか、場

合によってはそれ以降の画面表示がお

かしくなってしまうこともある。ワー

ドプロセッサや表計算などのソフトで

作成した文書ファイルは、内部にはテ

キスト形式のデータも含まれていて、

catコマンドなどで表示すると、部分
的には人間にも読める文字が表

示されることがあるのだが、さまざま

な書式設定や付加情報などは、文字コ

ードの規格には収まらないバイナリ形

式のデータとして記録されているので、

このようなファイルもバイナリファイ

ルとみなすことにする。
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ファイルの種類

画面3 Linuxのコマンドファイル

/binや/usr/binなどのディレクトリには、さまざまなコマ
ンドファイルが保存されているのだが、Windowsなどと
は違い「.exe」や「.bat」などの「拡張子」はつけられ
ていない。



ここでバイナリファイルとテキスト

ファイルの違いにこだわるのは、ファ

イルの内容をviやemacsなどのテキ
ストエディタで作成したり変更し

たりできるかどうかが重要だからだ。

Linuxの場合、ワープロソフトなどの

アプリケーションがまだまだ未発達で、

文章の作成やデータ入力には、テキス

トエディタを使うことが多く、また、

最近ではX Window System上のGUI

ツールが増えてきたものの、システム

の各種設定を行う場合でも、テキスト

形式の設定ファイルをテキストエディ

タで編集することが多い。ファイルの

内容がプログラムコードなのか、文章

なのか、データなのかはおいておいて、

ともかくテキストエディタでい
じれるかどうかを第一に意識する

のが重要なのだ。

テキストファイルとバイナリファイ

ルに分類したあとは、それぞれ、その

ファイルがどのような目的に使われる

ものなのかに応じて、さらに細かく分

類することになる。この分類の方法は

いろいろあって、これが正しいと

いう分類法を決めるのは不可能なのだ

が、Linuxのエンドユーザーの立場か

ら見れば、次の2種類に分類できるだ

ろう。

・プログラムファイル

バイナリ形式のプログラムファイル

や、テキスト形式のスクリプト（Perl、

シェルスクリプトなど）といった、

Linux上で「実行」することのできる

ファイル。

・データファイル

アプリケーションからデータを書き

込んだり読み出したりするためのファ

イル。あるいは、アプリケーションや

システムの動作方法を指示するための

記述を行う設定ファイル。

ただし、この分類も「絶対」ではな

くて、たとえば、C言語などのコンパ

イラ型言語で処理するためのソースフ

ァイルは、プログラムファイルと考え

ることもできるが、そのままコマンド

ラインなどから「実行」することはで

きないので、単なるデータファイルと

みなすこともできる。ともあれ、ユー

ザーの立場からは、コマンドライ
ンでファイル名を入力しても、
直接には実行できないファイ
ルはデータファイルと考えてお

けばよいだろう。

■

■ファイルを見分けるコマンド

■

では、目の前にあるファイルが、バ

イナリ形式のプログラムファイルなの

か、テキスト形式のスクリプトファイ

ルなのか、それとも、バイナリ形式の

文書ファイルなのか、テキスト形式の

文書ファイルなのかを見分けるには、

どうすればよいのだろうか。「実行可能

属性がついているから、プログラムフ

ァイルだろう。とりあえず実行し
てみようというのは、大昔ならとも

かく、素性の知れないファイルが紛れ

込む可能性がある、殺伐とした現在の

ネットワーク環境ではかなり危険な行

為だ。特に、rootユーザーとしてログ

インしている状態では、厳として慎ま

なければならない。また、Linuxでは

それほど頻繁に起こるわけではないが、

正しくないバイナリファイル（たとえ

ば、自分のLinux環境とは異なるLinux

システム用にコンパイルされたファイ

ルなど）を実行してしまうと、システ

ムの動作がおかしくなったり、画面が

乱れるなどの不具合が生ずる可能性も

ある。
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画面4 GUI環境でファイルを見る

GNUのファイル管理ツール「Midnight Commander」では、MIMEの設定に基づいて、ファイルの種類別に異なるアイ
コンでファイルを表わすようになっている。ここでは、ファイルの種類を区別するのにファイル名が使われている。ア
イコンを右クリックして「プロパティ」メニューを選択しても、MIMEに設定された情報以上のファイル情報は表示さ
れない。GUI環境においてもfileコマンドは有用なのだ。

ファイルを見分けるコマンド



Linuxでファイルの素性を探る場合、

最初に使うコマンドがfileコマンド
だ。このコマンドは、ファイルの内容

を解析して、どのような目的に使われ

るファイルなのかを表示してくれる、

とても便利なものだ。使い方は簡単で、

コマンドラインに調べたいファイルの

ファイル名を指定して実行するだけだ。

たとえば、「weirdfile」というファイ

ルの素性を知りたければ、コマンドラ

インで次のように入力すればよい。

$ file weirdfile

すると、次のようなメッセージが表

示される。

weirdfile: ELF 32-bit LSB

executable, Intel 80386, version

1, dynamically linked (uses shared

libs), not stripped

すべて英語のメッセージで、しかも

専門用語が並んでいるのでちょっと

手ごわい感じもするが、たとえば上の

例では、

「ELF 32ビット LSB形式の実行ファイルで、

CPUはIntel 80386用、バージョンは1、動

的リンク（共有ライブラリを使用）、デバッ

グ用文字列を含む」

という意味になっている。簡単に言え

ば、Intel CPU用のLinuxで動くバイ

ナリファイル、ということになる。現

在のLinuxディストリビューションの

ほとんどは、「ELF形式」のバイナリ

ファイルが標準になっているので、file

コマンドで「ELF …… executable」

というメッセージが表示されるファイ

ルは、「Linux用のバイナリプログラム

ファイル」であると考えておけばよい。

同じようなプログラムファイルでも、

weirdfile: perl commands text

とか、

weirdfile: Bourne shell script

text

などと表示される場合がある。これら

はそれぞれ、perl用、bash用のスクリ

プトファイルで、テキスト形式のファ

イルであることを示している。このよ

うなファイルは、コマンドラインから

実行できるほか、テキストエディタで

開いて内容を確認したり、変更したり

することができる。

fileコマンドで識別できるファイルの

種類は、Linuxのディストリビューシ

ョンによって異なる（実際には、

/usr/share/magicというファイルに、

ファイルの見分け方が記述されてい

る）。最近では、MPEGやAVIといっ

た画像、音声系のファイルの種類など

も見分けられるようになっていて、か

なり便利である（画面5）。とはいえ、

fileコマンドも常に正しいわけではな

く、よく似た構造のバイナリファイル

を見分けられなかったり、間違った結果

を返す場合もあるので、注意が必要だ。

fileコマンドで判断できない内容のフ

ァイルについては、テキストファイル

である場合には、「English text」や

「ASCII text」などと表示される。バ

イナリ形式のデータファイルの場合に

は、単に、「data」としか表示されない。

問題なのは日本語のテキストファイ

ルで、「International Language」と

表示される場合もあれば、「data」と

しか表示されない場合もあって一定し

ない（画面6）。日本語の文字コードに

JIS、SJIS、EUCなどさまざまな種類

があって、fileコマンドでは判別が難し

いからだろう。このあたりは、今後の
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画面6 日本語のテキストファイル
は……

ほぼ同じ内容の2つのテキストフ
ァイル（日本語EUC）をfileコマ
ンドで判別させてみると、一方は
dataと、もう一方はInternational
Languageであると判断される。
本当なら、文字コードなども含め
てきちんと判別してくれるとうれ
しいのだが……。日本語文字コー
ドの種類を完全に見分けるのは、
実はプログラムを使っても難しい
ことらしいのだ。

画面5 MP3ファイルの種類を見
分ける

fileコマンドでは、ファイルの大
まかな種類だけでなく、内容の
細かな種類まで判別してくれる
こともある。MP3形式の音声フ
ァイルにfileコマンドを使うと、
ビットレートなどの情報も表示
してくれる。かなり便利である。



ディストリビューションでは改善され

てゆくだろう。

■

■バイナリファイルを覗く

■

fileコマンドで判断がつかないバイナ

リファイル、あるいは、さらに詳しく

ファイルの素性を知りたい場合、ヘビ

ーユーザーならodコマンドを使っ

て、ファイルの内容を16進数などの形

式で表示させて、ファイルの構造を解

析するところだろう。しかし、一般の

ユーザーではそこまでしようとは思わ

ないだろう。このようなユーザーでも

stringsコマンドを使えば、ファイ

ルの種類についてある程度の判断がつ

く場合もある。stringsコマンドは、バ

イナリファイル中に埋め込まれている

テキスト文字列を抽出してくれるコマ

ンドだ。stringsコマンドに中身を知り

たいファイル名を指定して起動すれば、

すぐに文字列が表示される。バイナリ

のコマンドファイルなどに対して

stringsコマンドを実行すると、かなり

大量の文字列が表示されるので、lessコ

マンドなどを併用するのが無難だろう。

$ strings ./weirdfile | less

stringsコマンドは、テキストデータ

と思わしき部分をすべて抜き出してく

るので、実際には意味のない文字列も

かなり多く含まれる（画面7）。しかし、

lessコマンドなどで出力された文字列

をスクロールしていけば、ファイルの

素性を知るキーワードがどこかに見

つかる可能性がある。もちろん、

stringsコマンドの出力からファイルの

正体を知るには、Linuxやプログラミ

ング言語についての知識がある程度は

必要になるが、勘を働かせれば大体の

ところはわかるようになるだろう。と

きには、プログラムの作者が埋め込ん

だ、隠しメッセージなどを発見で

きることもあるので、それを探してみ

るのも面白いだろう。

stringsコマンドは、デフォルトでは

4文字以上続くテキスト文字列を見つ

けるようになっているが、-nオプシ
ョンでこの文字数を指定すれば、も

っと長い文字列だけ見つけるようにす

ることもできる。たとえば、10文字以

上の文字列だけ探すようにするには、

$ strings -n 10 ./weirdfile | less

とすればよい。

■

■テキストファイルの先頭だけ見る

■

テキストファイルの中身を知りたい

場合は、catコマンドやlessコマンドで

表示することができる。テキストエデ

ィタで開いてみても一目瞭然だが、い

ちいちファイル全体を開かなくても、

CDプレイヤーやビデオデッキなどの

イントロサーチ機能のように、フ

ァイルの先頭部分（あるいは末尾部分）

だけ見れば事足りる場合もある。この

ようなときに便利なコマンドがhead
コマンドとtailコマンドである。

headコマンドはファイルの先頭部

分、tailコマンドはファイルの末尾の部

分だけを出力してくれる。たとえば、

$ head ./weirdfile

とすると、weirdfileの先頭10行ぶんだ

けを表示してくれる。同様に、

$ tail ./weirdfile

とすれば、weirdfileの末尾の10行ぶん

だけが表示される。どちらのコマンド

も、-nオプションを使えば出力される

行数を変えることができる。

$ head -n 5 ./weirdfile

とすれば、先頭の5行だけ表示してく

れるのだ。

Linuxでファイルの種類を見分ける

には、いままで説明したいろいろなコ

マンドを組み合わせて、自分で推理
することになるのだが、実際にはここ

まで必要になる場面は少ない。たいが

いは、ファイルにはあらかじめわかり

やすい名前（もちろん「拡張子」つき）

がつけられているからだ。しかし、見

慣れないファイルや中身を忘れてしま

ったファイルが見つかった場合には、

ここで説明した方法を使ってファイル

の素性を探るように心がけたほうがよ

いだろう。
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初級Linuxer養成講座

画面7 stringsコマンドを使
う

バイナリ形式のコマンドファ
イルには、ヘルプメッセージ
やエラーメッセージを含む、
表示用に定義されたテキスト
データが埋め込まれているこ
とが多い。これをstringsコマ
ンドで抜き出してみれば、そ
のファイルの用途などが判断
できることがある。ただし、
大部分の文字列は、プログラ
ムが内部で使っている関数名
や、デバッグ用の情報、ある
いは、バイナリコードがたま
たま文字と同じコード範囲に
収まっている部分などである。

バイナリファイルを覗く

テキストファイルの
先頭だけ見る
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■

■　プログラミング入門

■

本誌をお読みになっている読者の中

には、プログラミングに興味を持って

いる方も結構おられることでしょう。

最近は大半の操作をマウスなどで行

えるGUIでの開発が主流になりつつあ

ります。GUIでは部品を画面上に切っ

たり貼ったりして、それらの動きをチ

ョコチョコっと（時にはたくさん）指

定すればプログラミングができるので、

たしかに初心者にもとっつきやすく、

短時間で開発が完了するというメリッ

トがあります（画面1）。

少し昔を振り返ると、Windowsや

Macintosh、X Window Systemが生

まれる以前は、キャラクタベースのC

言語やBASICといったプログラミング

言語を駆使してほとんどすべてのソフ

トウェアの開発を行っていたものです。

グラフィックス中心のゲームを開発す

る場合も同様で、カラフルでスピード

感あふれるゲームほど、何千（万）行

もの無味乾燥したプログラムコードが

必要でした。画面上に色のついた四角

形を1つ表示するにも、数行のコード

（命令）を並べて書く必要があり、し

かもそのコードを書いた時点では正し

く表示されるかどうかもわかりません

（リスト1）。コンパイルしてできたプロ

グラムを実際に動かしてみてはじめて

結果がわかるといったありさまです。

四角形の大きさや位置、色あいなどが

満足できなければ、またコードを修正

してコンパイルして実行して…といっ

た繰り返しがいわばプログラミングだ

ったのです。

とはいえ、経験を積んでくると何度

も書いたことのあるコード、たとえば

線を引くだの、キーボードから入力す

るだのといったことは、コードを書い

たあといちいち実行して確かめずに、

実行結果を想像しながら書けるように

なります。適当なところでコンパイル

して実行し、結果を確かめるのです。

そうすればその都度実行するよりも数

倍効率がよくなりますし、なによりも

想像力を身につけることができるよう

になります。

この想像力は結構重要で、コードを

どう書けばどのように動いてくれるの

かがイメージできるようにならなけれ

ば、プログラミングは上達しません。

特にプロのプログラマーを目指す方に

は必要不可欠な能力といえるでしょう。

もうひとつ、非GUIプログラミング

で得られることがあります。非GUIプ

ログラミングでは、最初からできあが

った部品を使わないので、かなり細か

文：おもてじゅんいち／かざぐるま
Text : Junichi Omote／Kazaguruma

今回から始まるこの連載では、今話題のJava言語を使っ
たプログラミングを基礎から解説していきます。もちろん、
単なるプログラム入門では面白くないので、なんと3Dゲー
ムを作成するという趣旨を含めてみました。極力やさしく説
明していきますので、Java言語の魅力を堪能してください。
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第1回　Javaとは

Javaプログラミング入門
Javaで3Dゲームを作ろう

プログラミング入門

画面1 GUI開発環境で四角形を作る

▼リスト1 非GUI開発環境で四角形を作る

public class paint(Graphics g) {

g.setColor(Color.black);

g.drawRect(20, 20, 160, 100);

}



いところまでその動きやふるまいをプ

ログラミングしてやらなければなりま

せん。それだけ作業が多くなるわけで

すから、一見不便な面と思えるかもし

れませんが（実際、不便で大変です

が…）、おかげでソフトやコンピュータ

が裏側でどう動いているかを理解でき

るのです。これもプログラマーにとっ

て大切なことで、何よりも自分で書い

たプログラムが思い通りの動きをして

くれなかったときに、何が原因なのか、

どう改修すればよいのかを解決する力

が生まれてきます。

もちろん、GUI開発環境はそれらを

おぎなってあまりあるぐらい魅力的な

機能を与えてくれます。ですから今後

のプログラミングの主流になってもお

かしくはないでしょうし、読者諸氏が

GUI開発環境を使っていかれることに

何の異論もありません。ただ、このよ

うな昔ながらの非GUIプログラミングを

通して基礎力を鍛え、うわべだけでな

くじっくり基礎を充実させることがそ

の道をめざすための早道なのです。そ

れはプログラミングのみならず、どの

世界でも同じことなのかもしれません。

■

■　Java言語とは

■

前置きが長くなりましたが、本題の

「Java」です。Javaはインターネット

時代を迎えるようになってから、サン

マイクロシステムズによって開発され

た、新しい「プログラミング言語」で

す。もともと多目的、多用途のために

生まれたJavaですが、これまでのとこ

ろ、インターネットが普及を後押しし

てくれたともいえるようです。生みの

親がサンマイクロシステムズなら、育

ての親がインターネットといったとこ

ろでしょうか。

冒頭でGUI開発環境か、非GUIかと

いう話をしましたが、「JavaはGUI開発

環境か」という議論には意味がありま

せん。というのも、Javaはプログラム

言語であり、GUIか非GUIかというの

は、あくまでもプログラミングをする

ための環境／ツールの問題だからです。

いいかえれば、GUI開発環境を使って

も、あるいは非GUIでもJavaプログラ

ミングはできるということになります。

現状ではまだ、JavaのためのGUI開

発環境は、BASIC、C++などに比べれ

ばそれほど一般に普及していないよう

です。今後、PC用のソフトウェアを開

発するための言語の中で、Javaのウェ

イトが高くなれば、いろいろなGUI開

発環境がリリースされ、普及していく

ことでしょう。本誌でも、先月号から

インプライズの「JBuilder」という

JavaのGUI開発環境が解説されていま

す。先月号の付録CD - ROMには

「Foundation版」が収録されていまし

たので、興味ある方は使ってみるのも

よいでしょう。しかし、むしろJavaの

生まれた経緯を考えると、Javaの世界

の全てをGUI開発環境が占めるという

ようなことはないようです。

そもそもJavaが開発されたのは、各

種家電製品用のソフトウェアを作成す

るためで、たとえば洗濯機などに組み

込むソフトウェアの開発用だったわけ

です。家電向けゆえ、かろうじて小さ

な液晶パネルを使える程度で、大きな

ディスプレイやマウス、キーボードと

いった、PCでは定番のインターフェイ

スが使えません。ですから、ウィンド

ウやボタンといったGUIお定まりの部

品は使う必要がなく、どちらかといえ

ば、開発したソフトウェアが多くのメ

モリを使わないとか、実行速度がどう

だという、よりハードウェア寄りの問

題を解決する必要にせまられます。こ

の種のソフトウェアを開発する場合、

GUIに彩られた開発環境はあまり役に

立たないでしょう。それよりも、シェ

イプアップされてかつ性能の高いプロ

グラムコードが書ける優秀なプログラ

ミング技術が必要になるはずです。

本連載では、まさにその非GUI環境

でのJavaプログラミングを学習します。

残念ながら、洗濯機に組み込むプログ

ラムとまではいきませんが、開発環境

の便利さにとらわれず、プログラミン

グそのものの楽しさと真髄にぜひとも

触れていただけるよう、非GUIのプロ

グラミング環境で、じつにトレンディ

な新プログラミング言語「Java」を学

習してみましょう。

■

■　OSに依存しないプログラム言語

■

もうひとつ、Javaにはとっておきの

セールスポイントがあります。そもそ

もPCはパーソナルコンピュータという

名のごとく個人利用のために生まれた

ものですが、1990年代後半より、イン

ターネットの普及とともに「ネットワ

ーク」を意識するようになりました。

つまり、今やPCは単独で存在するもの
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画面2 Javaアプレットの例

Java言語とは

OSに依存しない
プログラム言語



でなく、世界中に広がるネットワーク

の一部として利用されることが当たり

前になってきているのです。個々のPC

はCPUも違えばOSも違うため、目的

や用途が同じソフトウェアであっても、

違ったプラットフォーム（CPUやOS）

上では当然のように動きません。

そこに一石を投じたのがJavaです。

Javaは生まれてきた経緯からすでにイ

ンターネットのようなコンピュータネ

ットワークを意識しているため、これ

らプラットフォームに依存することな

く、同一のプログラミングが可能なの

です。ようするに、OSやCPUが違っ

ても、全く同じJavaのプログラムコー

ドで、それぞれのソフトウェアが作成

できるということです。

最近では、Webアプリケーションの

ようなインターネットを考慮したアプ

リケーションの登場とともに、多くの

人が好んで使う定番ソフトウェアとい

えるものがよりはっきりしてきました。

最低限、ワープロやWebブラウザ、メ

ールソフトなどがあれば、高価で雑多

なソフトウェアを買い揃えることもな

く、用途に合わせてインターネット上

で配布されているソフトウェアを利用

し、各種サービスを受ければよいとい

うようなオンデマンド（欲しいときに

欲しいものを）的発想に移り変わりつ

つあります。となれば、OSに依存せず、

しかもオールインワンでなく、単用途

で小回りの利くソフトウェアの開発が

必要とされてくるでしょう。

Javaの発想はまさにそこにあります。

Visual C++あたりが得意としてきた

特定のハード向けの大掛かりな製品を

開発するよりも、インターネットや

PDAなどを念頭において、身近なソフ

トウェア環境を充実させる小気味よい

アプリケーション開発に、皆さんも一

役買ってみてはどうでしょうか。

■

■　アプリケーションとアプレット

■

このように、さまざまな用途のプロ

グラムを作成できるJavaですが、PCで

実行可能なプログラムの形態として

「アプリケーション」と「アプレット」

があります。まず、アプリケーション

とは、PC上で直接実行できるプログラ

ムで、皆さんが日頃使っているソフト

ウェアと同じように操作することがで

きます。OSやCPUに依存しないJava

にはからくりがあって、JVM（Java

Virtual Machine）と呼ばれるJavaプ

ログラムの土台というべき実行環境を

必要とします。JVMは多くのプラット

フォーム用に開発されており、Linux

にはL i n u x用の、Wi n d ow sには

Windows用のJVMをインストールして

あれば、Javaアプリケーションを実行

することができます。

一方アプレットとは、Netscape

NavigatorなどのWebブラウザ上で実

行できるのが特徴です。現在、ほとん

どのWebブラウザで実行することがで

きます。つまりJavaアプレット用の

JVMはすでにWebブラウザに組み込ま

れています。さらに、アプレットはネッ

トワークを通じて転送できるので、

Webブラウザを使ってHTMLのホーム

ページなどと同じようにサーバからアプ

レットをダウンロードし、実行すること

ができます。Webブラウザやプラット

フォームを問わず、たったひとつのJava

アプレットを用意するだけで、あらゆる

ユーザーがJavaを使えるわけです。

本連載では、このJavaアプレットの

開発を学習していきます。Webが閲覧

できる環境であれば、誰でも実行する

ことができますし、作成したアプレッ

トは、自分のホームページなどに埋め

込んで広く使ってもらうことができま

す。せっかく学んだプログラミングで

すから勉強だけで終わるのではもった

いないので、実用的に使っていくため

にもアプレットはもってこいでしょう。

Javaアプレットのサンプルは、開発

元のサンマイクロシステムズのサイト

や（http://java.sun.com/applets/）、

その他のホームページで公開されてい

ます。どんなことができるのか、一度

見ておくことをおすすめします。

■

■　3Dゲームに挑戦

■

本連載では、プログラミング入門と

してJavaのプログラミングを学ぶので

すが、あまり教科書然とした題材では

きっと退屈してしまうでしょうから、プ

ログラミングも楽しめて、なおかつ作っ

たあとでも楽しめるゲームを開発するこ

とにします。しかも3Dゲームです。み

なさん、遠慮なく感動してください。

とはいえ、市販されているような高

度なアクションゲームなどを開発しよ

うとすると、この本1冊くらいでは足り

そうもないので、そこそこ遊べるレベ

ルのゲームだと思ってください。

画面3がこのゲームの画面です。奥

行きのある壁の様子と、ボールに影が

あるのがわかると思います。立派（？）

な3Dゲームですね。

図1にこのゲームを構成する部品の

説明があります。基本的に「ブロック

くずし」です。くずされるブロックと、

ブロックをくずすボールと、それを打

ち返すパドルがあればOKです。3Dと

いうことで、ここではパドルの代わり

にラケットと呼ぶことにします。しか

しこのラケット、ガットも張ってなけ

れば、グリップもありません。これは、

できるだけプログラムを省略したせい

です。ゲームを行うには、ラケットの

面だけがあればこと足りるでしょう。
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アプリケーションと
アプレット

3Dゲームに挑戦



ラケットの面に薄く色を塗ることも考

えたのですが、ボールが見えにくくな

るため今回は透明にしました。透明と

いえば聞こえはよいのですが、ようす

るになにも描いていないということで

す。このあたりの装飾は、本連載終了

後の皆さんの力量におまかせします。

もうひとつ、昔のブロックくずしで

も忘れてはならない重要なパーツが、

左右の壁です。プレイしているときに

は、ボールが左右の端ではね返るなん

てことは当たり前で気にすることもな

かったでしょうが、プログラムを作る

場合にはこれが結構重要だったりしま

す。ボールが壁ではね返る動きをプロ

グラムすることを忘れてしまうと、ボ

ールは壁に当たったが最後、そのまま

壁に吸い込まれて永久に戻って来ない

なんてことになってしまうのです。と

もかく、ボールがはね返るとはどうい

うことなのか、どのようにプログラミ

ングすればよいのかなど、プログラム

上では考えることが多くなりそうです。

しかも、2次元のときはボールの動く方

向が前後左右だけでよかったのに、3

次元になると上下も加わります。つま

り天井と床を作ってやらなければなら

ないのです。

さらに、はね返りの方向もややこし

そうです。2次元なら反射角と入射角

などと、とりあえず紙に書いてみれば

比較的理解できたかもしれません。し

かし、3次元での反射となると…。こ

のあたりは、次回以降にコツのような

ものを解説していきますので、ご心配

なく。あわてて数学の教科書を引っぱ

り出すにはおよびません。

■

■　とにかくJavaを書いてみる

■

あれこれ説明ばかりでも退屈でしょ

うから、まずはとにかくJavaのプログ

ラムを実際に書いてみることにしまし

ょう。習うより慣れろというわけです。

Javaのプログラミングには最低限、

「JDK」と呼ばれる「開発ツールキッ

ト」が必要になります。これは、

「JBuilder」のような、プログラミング

を便利にする開発環境ではなくて、

Javaプログラムを動かすために必要な

JVMなどを含んだソフトウェア開発キ

ット（SDK）です。

JDKは、サンマイクロシステムズの

サイト（表1）からダウンロードするか

（約21Mバイト）、6月号の付録CD-

ROMからインストールすることができ

ます。6月号をお持ちでない方は、

Webでバックナンバーを購入すること

ができます（255ページ参照）。

■

■　JDKのインストール

■

JDKをインストールするには、スー

パーユーザーとしてログインします。

次に、JDKの収録されているディレク

トリに移動します。そしてJDKを

/usr/localにインストールします。

# tar  zxvf jdk1_2_2-linux-i386.

tar.gz  -C  /usr/local

これで、/usr/local に、jdk1.2.2と

いうディレクトリができていれば、イ

ンストールは完了です。

続いて、一般ユーザーとしてログイ

ンし、JDKのツールを使うためにパス

を設定します。

$ PATH=/usr/local/jdk1.2.2/bin:$PATH

以降、いつでもこのパス設定を有効に

しておきたい場合は、ホームディレク

トリの.profile（または.bash_profile）

に、この1行を書き加えてください

（シェルがbashの場合）。

JDKが正しくセットアップされてい

れば、

$ java  -version

java version "1.2.2"

Classic VM (build 1.2.2-L . . . . )

と表示されます。

これでJDKの準備が整いました。い

よいよ本題に突入です。
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画面3 3Dブロックくずし
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壁 
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ボールと影 

図1 ゲームの構成部品

URL http://java.sun.com/products/jdk/1.2/ja/download-linux.html
表1 JDKのダウンロードサイト



■

■　最初のJavaプログラム

■

ともかく、まずはJavaのプログラム

に触れてみましょう。リスト2が一番簡

単なJavaアプレットのプログラムです。

このリストを入力して、「app01.java」

というファイル名で保存してください。

ファイル名はかならずこの名前にする

必要があります（理由は後述）。

■

■　アプレットビューア

■

アプレットは、最終的にHTMLとと

もにWebブラウザ上で実行するもので

すが、いちいちそのためのHTMLを書

いて、Webサーバに転送してブラウザ

で確認するというのも大変です。そこ

で、アプレットビューアというJDKの

ツールを使って、アプレットの動作を

確認しましょう。

アプレットビューアはXやGNOME

などのGUI環境で起動しますが、まず、

入力したプログラムをコンパイルする

必要があります。

次のように入力してプログラムをコ

ンパイルします。

$ javac app01.java

javacはJavaのプログラムを、実行

可能なバイナリコードにコンパイルす

るためのツールで、app01.javaという

プログラムファイルをコンパイルする

と、app01.classというファイルが生成

されます。

もし、プログラムに間違いがあれば、

ここでエラーメッセージが表示されま

す。エラーの内容は少し難しいかもし

れませんが、間違っている箇所も一緒

に表示されますので、その部分をリス

トと見くらべてみて、正しい文字（記

号）を入力してください。app01.class

というファイルができあがっていれば

OKです。

コンパイルが無事完了したら、アプ

レットビューアで実行してみましょう。

今度は次のように入力してください。

$ appletviewer  app01.java

画面4が実行画面です。アプレット

ビューアが起動する時に、エラーメッ

セージのようなものが何行も表示され

るかもしれませんが気にしないでくだ

さい。画面4のような画面が現れれば

成功です。

アプレットビューア画面の最下行に

表示されるメッセージは、アプレットビ

ューア自身が出してくるレポートですの

で、プログラムで表示させたものではあ

りません。リスト2で行ったのは、

Hello java world !

というテキストをアプレットビューア

に表示させることです。

どうですか、同じ画面が表示されま

したか。これが、あなたの第1号の

Javaアプレットになります。

■

■　Javaアプレットの構造

■

では、もう一度リスト2を見てください。

冒頭の５行は、アプレットのために

必要な記述です。

最初の2行で、実行に必要なライブ

ラリを呼び出しています。1行目がアプ

レットとして必要なライブラリ、2行目

がグラフィックス表示に必要なライブ

ラリです。

import java.applet.*;

import java.awt.*;

今後、必要とする機能に応じて別の

ライブラリを呼び出すこともあります

が、Webページ上でなんらかの表示を

行うアプレットを作る場合は、最低限

この2つのライブラリが必要になります。

この2行は、いつもプログラムの最初に

書くものだと憶えておいてください。
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▼リスト2 app01.java

import java.applet.*;

import java.awt.*;

/*

<applet code="app01" width=200 height=200></applet>

*/

public class app01 extends Applet {

public void paint(Graphics g) {

g.drawString("Hello java world !",20,100);

}

}
画面4 リスト2実行画面

最初のJavaプログラム

アプレットビューア

Javaアプレットの構造



／＊と＊／ではさまれた次の3行は、

アプレットビューアで実行するためだ

けに必要な記述で、Webブラウザのみ

で実行するなら書く必要はありません。

もともと、／＊と＊／ではさまれた部

分は、コメントといってプログラム上

無視される部分なので、javacがコンパ

イルするときにも一切無視されます。

ただ、アプレットビューアがこのアプ

レットを実行するときに、画面の大き

さをどれくらいにすればよいかという

情報を与えるためだけに存在します

（Webブラウザの場合はHTML内に記

述します）。

ようするに、この5行はどんなアプレ

ットを作る場合にも必要になる部分で

すから、コピーするなどして必ずプロ

グラムの最初に書いてください。

このアプレットは、画面の大きさを

横200ピクセル×縦200ピクセルに設定

しています。その記述が、<applet…の

行の「width=200 height=200」という

部分です。画面の大きさを変えたいと

きは、この2つの値を変えてください。

また、実行するアプレット名を

code="" の部分に記述します。今回

は、app01.classですから、拡張子の

classをとって、「code="app01"」と書

いています。app01がアプレット名に

なります。

先ほど、この先頭の5行はコピーな

どしてと書きましたが、プログラムご

とにこの画面サイズとアプレット名だ

けは書きかえるのを忘れないようにし

てください。特に、アプレット名が違

うとアプレットビューアは実行してく

れません。

さて、いよいよ後半5行がJavaプロ

グラム本体です。

プログラムをアプレットとして動か

したいときは、

public class ～ extends Applet {

の決まり文句で始まります。～の部分

には、先程と同じくアプレット名を書

きます。

classとありますが、Javaのプログラ

ムはすべてこのclass（クラス）単位で

作ることになっています。プログラム

全体（アプレット自体）もクラスです

し、その中に登場する部品や機能もク

ラスとして作ります。実行手順として

のプログラムと、データなどの区別を

せず、すべてをクラスとして扱うとい

う「オブジェクト指向」なのです。こ

こでは詳しくは説明できませんが、興

味があればオブジェクト指向について

学んでみてください。数々の書籍が出

版されています。

とにかく、このアプレット自体もク

ラスになります。このクラス（アプレ

ット）はアプレットビューアやWebブ

ラウザなど、外部から呼び出すことが

できなくてはいけませんので、public

と書いて「外部に公開するよ」と宣言

します。

public class～と書けば、それはそ

れで立派なクラスなのですが、私たち

が作りたいのはアプレットであり、ア

プレットはアプレットとしての基本的

な機能や性質を持っていなければなり

ません。そのようなアプレットとして

の共通機能は、すでにJavaの中に基本

クラスとして用意されています。

これから作るアプレットクラスの基

本部分は「標準のアプレットクラスと

同じでいいよ」というのが、「extends

Applet」という部分です。このApplet

は、Javaが用意している基本アプレッ

トのクラスで、今ここで作る新しいク

ラスは、基本アプレットのextend、つ

まり拡張ですよという意味です。

オブジェクト指向のプログラミングと

いうのは、基本となるクラスに次々と

機能を付け加えていって新しいクラス

とし、またそのクラスを基本として新

しいクラスを作るという手法なのです。

このAppletクラスのように、Javaに

は最初からあらゆる基本クラスが揃っ

ており、あたり前の共通機能について

は改めてプログラミングする必要はあ

りません。自分に必要な機能だけを書

いて、基本クラスを拡張してゆく。こ

れができればりっぱなオブジェクト指

向プログラミングといえるでしょう。
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以上ような理由から、今回のアプレ

ットは、

public class app01 extends Applet {

で始まります。「アプレットの基本クラ

スを拡張して、app01というクラスを

作り、それを外部に公開する」という

意味になるのです。

今後、自分でプログラミングを続け

てゆく場合でも、この読み替えのクセ

をつけておいてください。意味がわか

っていれば、extendsやAppletを書き

忘れるような、とんでもない文法上の

間違いがなくなります。

次の行は、

public void paint(Graphics g) {

で、これはapp01クラスのメソッドと

いわれるもので、クラスに持たせたい

機能をメソッドとして記述します。

通常、自分で作ったクラスは自分な

りにどのような機能を持ってもよいの

ですが、Appletクラスだけは、アプレ

ットとしてWebブラウザなどから実行

される関係上、決まった機能を持つ必

要があります。このpaintメソッドはア

プレットの標準機能の1つで、画面を

描画する機能です。

この行は、paintメソッドの始まりを

表します。publicはクラスの時と同じ

意味で、このメソッドが外部から呼ば

れる必要がある場合に記述します。次

のvoidは、メソッドを実行したあとに

実行結果などのデータを返す必要があ

る場合、そのデータのタイプ（数値か

文字かなど）を記述しますが、paintメ

ソッドの場合、何も返さなくてよいの

で、void（何もなし）と書きます。こ

れを戻り値といいます。

次にメソッド名、ここではpaintと記

述します。その後には（ ）を必ず記

述し、その中に呼び出す側から与えら

れるデータが何であるかを書きます。

これは引数（ひきすう）とかパラメー

タと呼ばれますが、paintメソッドの

場合これも決まっており、描画するた

めの画面はどこなのかを指定します。

この場合、画面そのものもクラスとし

て扱われますので、対象となる画面を

Graphicsクラスとして与えてもらい

ます。

さて、これでpaintメソッドが用意で

きましたので、Webブラウザなどがこ

のアプレットを実行する際に、「画面を

表示しなさい」という命令としてpaint

メソッドが呼び出されます。

アプレットには、それ以外にも必要

なメソッドがあるのですが、とりあえ

ず特別なことをしなくてよいのであれ

ば、先程の基本Appletクラスがすべて

のメソッドを用意してくれていますの

で、そちらに任せることができるので

す。つまり、他のメソッドについては

プログラムに何も書かなくても、自動

的に基本Appletクラスのメソッドが実

行されます。

実は、paintメソッドも基本Applet

クラスに用意されてはいますが、基本

Appletクラスのpaintメソッドは何も

描画しないというメソッドです。

最後になりましたが、次がこのアプ

レットの動作です。

g.drawString("Hello java world !",

20,100);

これは、「Hello java world!」とい

うテキストを表示するためのプログラ

ムです。「g.drawString(.....);」が、「テ

キストを表示しなさい」というメソッ

ドで、パラメータには、「表示するテキ

スト」「表示位置の横座標」「表示位置

の縦座標」を指定します。

つまりこの例では、「画面上の

（20,100）と い う 座 標 に Hello java

world! というテキストを表示しなさ

い」という意味になります。

座標の数値を変えれば表示される位

置が、テキストを変えれば表示される

内容が変わりますので、ぜひ自分でい

ろいろと書き替えてから、実行してみ

ましょう。

■

■　絵を描く

■

次は、画面にグラフィックスを描い

てみましょう。

プログラムはリスト3です。入力し

て、app02.javaというファイル名で保

存したら、app01の時と同じように
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▼リスト3 app02.java

import java.applet.*;

import java.awt.*;

/*

<applet code="app02" width=200 height=200></applet>

*/

public class app02 extends Applet {

public void paint(Graphics g) {

g.fillOval(40,100,30,30);

g.fillOval(70,100,30,30);

g.fillOval(100,100,30,30);

}

}

絵を描く



javacでコンパイルしアプレットビュー

アで実行してみましょう（画面5）。

クラス、メソッドの宣言部分は、名

前が違うくらいでリスト2とほとんど同

じです。今回は、テキストでなく円を

描画しています。

g.fillOval(40,100,30,30);

g.fillOval(70,100,30,30);

g.fillOval(100,100,30,30);

g.fillOval( )というのは、円または楕

円を塗りつぶすメソッドです。パラメ

ータは、「横座標」「縦座標」「横直径」

「縦直径」になります。リスト3では位

置を変えて、3個の円を描画していま

す。ここでも自分なりに数値を変えて、

結果がどのように描画されるかを必ず

試してみてください。

■

■　動きのあるアプレット

■

文字やグラフィックスを表示できて

も、表示して止まったままではプログ

ラムとはいいがたいところです。まし

て、Webページでは静止した文字や画

像などは、なにもアプレットに頼らな

くてもHTMLで十分なのですから。

そこで、最後に本格的なアプレット

を作ってみます。単純に動きのあるア

プレットとはいっても、実は「動かす」

というだけで、考えなければいけない

ことが結構出てきます。プログラムも、

急に行数が増えますが、やっとプログ

ラムらしくなったくらいに思ってくだ

さい（リスト4）。

実行画面は載せてありませんので、

ぜひとも皆さんのアプレットビューア

で見てください。

■

■　次回への宿題

■

Javaはプログラムのすべてがクラス

で構成されていますので、プログラム

の持つあらゆる機能は、必ずいずれか

のクラスのメソッドになります。とす

ると、リスト2の「g.drawString(.....);」

という「テキストを表示する」メソッ

ドは、どのクラスのメソッドなのでし

ょうか。また、そのクラスはリスト2の

中のどこに現れているのでしょうか。

考えてみてください。
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▼リスト4 app03.java

import java.applet.*;

import java.awt.*;

/*

<applet code="app03" width=200 height=200></applet>

*/

public class app03 extends Applet implements Runnable {

Thread t;

int x = 0;

public void init() {

t = new Thread(this); // スレッドを開始する
t.start();

}

public void run() {

try {

while(true) {

repaint(); // 再描画を要求する
Thread.sleep(100); // 100ms制御を解放
x += 10;

if ( x > 200 ) x = 0;

}

}

catch(Exception e) {}

}

public void paint(Graphics g) {

g.fillOval(x,100,30,30);

}

}

動きのあるアプレット

次回への宿題

付録のCD-ROMに「3Dブロックくず
し」が収録されています。Webサーバ
にコピーして遊んでみてください。なお、
3DブロックくずしはWebサーバの設定
に合わせて、Webサーバのルートディ
レクトリの「java3d」というディレクト
リにコピーしてください（たとえば、
/home/httpd/html/java3d）。詳しくは
240ページからの付録解説を参照してく
ださい。
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Apacheは、モジュールによってその

機能が拡張されている。なにげなく使

っているログや、MIMEによるファイ

ルの関連付け、SSIといった機能も、

Apacheのモジュール機能で追加され

ているものだ。

標準的に組み込まれている機能が

Apacheのモジュールのすべてではな

く、モジュールとして組み込まれてい

ないものの、ソースとして存在してい

るモジュールもApacheには多数ある。

そうした中から有用なものを利用した

り、Apacheプロジェクト以外で開発

されたモジュールを組み込むことで、

さらにApacheは拡張されていく。

かつては、モジュールの追加という

と、コンフィグレーションファイルを

修正し、再度makeし直すという作業

が必要で、とっつきにくい機能拡張で

あった。しかし、Apache 1.3以降は

DSO（Dynamic Shared Object）と

いう方法も使え、イメージ的にはサー

バに組み込むというよりも必要なとき

に読み込む形式になっている。まさに

モジュールという名前にふさわしいも

のになってきた。

さらには、DSOを使うことで、

Apache本体の再コンパイルが不要と

なり、モジュールも利用しやすくなっ

たといえる。これまでなら、動作させ

ているサーバの環境を考え、不要なモ

ジュールはできる限り組み込むべきで

はなかったが、DSOならモジュールを

利用するまではサーバのリソースを消

費しない。セキュリティ面や安定動作

を考えると、公開サーバにはできる限

り不要なモジュールを組み込まないと

いうポリシーは生き続けるべきである

が、テスト環境であれば、あまり深く

考えずに手軽にモジュールを組み込み

評価できるようになっている。

また、Apache本体にモジュールを

組み込む方法として、configureプログ

ラムが動 作 環 境 を調 べて適 切 な

Makefileを作成する、APACI（Apache

Autoconf-style Interface）がApache

1.3から導入された。統合化されたコン

フィグレーションインターフェイスで

あるAPACIを使えば、モジュール追加

のためにコンフィグレーションファイ

ルを修正するといったややこしい作業

が不要になっている。

APACIやDSOを使うことで、Apache

のモジュール追加はソースファイルさ

えあれば比較的手軽に実行できるもの

となっている。

DSOで組み込むのは便利だが、何か

問題が生じたときに、原因の追求に手

間取ることになる。また、多くのモジ

ュールを組み込むことは、セキュリテ

ィホールを増やすことにつながるかも

しれない。結局、DSOでテストを行い、

公開サーバは安全性を重視してAPACI

を使って必要なモジュールだけを組み

込むのがよいだろう。

Apacheでごく普通に利用されてい

る機能は、モジュールという形で用意

されている。このあたりをいちど見な

おしてみよう。

文：中島昌彦
Text : Masahiko Nakajima

Apacheは、モジュール化という機能によって成り立ってい
る。なにげなく使っているログの設定機能も追加されたもの
のひとつであり、Apacheのモジュールとして加えられてい
る機能だ。今回はApacheのモジュール組み込みについて簡
単に触れてみたい。
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Apacheの機能を拡張する

Webサーバ構築術（第11回）

Apacheのモジュール機能

標準搭載モジュールの追加



この作業を始める前に、最新の

Apache（http://www.apache.org/dist

/から、近所のミラーサイトを選択する

といい）を入手する。現在の最新バー

ジョンは1.3.12なので、今回はこのバー

ジョンをベースにしていこう。いろい

ろ と 試 し た と こ ろ 、 既 存 の

Apache1.3.xベースのものに手を加え

ていたりすると、モジュールの追加が

うまくいかないケースがあるので、今

回はまっさらな環境で組み込むことに

する。

Apacheのソースファイル一式が/usr

/local/src/apache_1.3.12/以下にある

とすると、その下のsrc/Configuration

でモジュール組み込みを設定している。

けっこう巨大なファイルなので、

AddModuleという名前をgrepコマン

ドで検索してみよう。

# AddModule モジュールオブジェクト

と書いてあるような行がいくつも見つ

かるはずだ。行頭が#でコメントアウ

トされているものは、モジュールとし

て組み込まれていない機能だ。逆にい

ってしまえば、ほとんどのモジュール

がApacheには組み込まれていないこと

に気づくだろう。

かつてなら、組み込みたいモジュー

ルがあれば、コンフィグレーションフ

ァイルを修正し、行頭のコメントアウ

トを外し、モジュールのmake、インス

トールといった作業をしていかないと

いけなかったが、せっかくAPACIがあ

るのだから、APACIを使ったインスト

ールをしたい。

mod_rewriteというモジュールがあ

る。何をするものかといえば、Apache

に渡されたURLを元に、特定の処理を

して、新たなURLを戻すというものだ。

リダイレクトやエイリアスのもっと便

利なものと考えるといい。これは、

Apacheプロジェクトの中で作られてい

て、Apacheのソース一式の中に組み

込まれている。しかし、デフォルトでは

Apacheのモジュールとして有効になっ

ていない。有効になっていないとはい

え、モジュールとして組み込まれるケ

ースが多いと思われるモジュールだ。

mod_rewriteをベースに、標準的なモ

ジュールの追加作業を追ってみよう。

作業として、Apacheのソースディ

レクトリに移動して、APACIを使って

Apacheをビルドする。

# cd /usr/local/src/apache1.3.12/

# ./configure --enable-module=

rewrite

# make

# make install

作業は、4つのコマンドを実行する

だけで、コンフィグレーションファイ

ルの修正や環境ファイルの修正作業は

まったく不要だ。これだけ？とあっけ

にとられるほど手軽だ。makeという作

業が加わっているのでそれなりに時間

はかかるが、mod_rewriteは確実に組

み込まれている。

どんなことをしているかといえ

ば、./configureすなわちAPACIを使

い、rewriteモジュールを組み込んでい

る。ただし、これはDSOとしてではな

く、あくまでもモジュールとしての組

み込みだ。DSOで組み込む場合は、--

enable-sharedというオプションを使う。

make、make installで、そのあとに

Apacheを再ビルドしてモジュールを組

み込んでいる。

本当にmod_rewriteが動いているか

どうか確認するために、次のように行

ってみよう。

1.httpd.accessのAllowOverrideを修

正する

AllowOverrideは、ドキュメントデ

ィレクトリ中の.htaccessによる制御を

受け付けるかどうかの指定だ。テスト

のため、/usr/local/apache/conf/httpd

.conf中にある“<Directory "/usr/local

/apache/htdocs">”の16行下にある、

AllowOverrideの指定を、

AllowOverride All

としておく。

2.ド キュメントディレクトリ中

に.htaccessを記述する

mod_rewriteによる制御をしたいド

キュメントディレクトリ上に、次のよ

うな.htaccessを記述して置いておく。

RewriteEngine On

RewriteRule (.+)

http://www.testserverB.com/$1 [L,R]

RewriteRule行のhttp://...のホスト

名は、自分の環境のテストサーバや公

開サーバにしておく。

たとえば、http://www.testserverA

.com/のドキュメントルートに記述した

場合、testserverA.comへのアクセス

は、mod_rewriteによってhttp://www.test

serverB.com/へリダイレクトされ、ビ

ジターのWebブラウザには、新たな

URLが表示される。mod_rewriteをわ

ざわざ使わなくとも、RedirectMatch

を使えば済む話だが、mod_rewriteは

RedirectMatchにはない高度な指定が

できるので、さらに複雑なRewrite条

件が指定できる。
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mod_rewriteは、Apacheが標準で

持っている機能であったが、それ以外

のモジュールを導入する場合は、もう

少しだけ手間がかかる。

Perlで書かれたCGIを使うなら一般

的ともいわれているmod_perlを組み込

むケースで解説しよう。mod_perlは、

Perlを呼び出さずに処理するもので、

PerlスクリプトをApache内部で処理

する。CGIが呼び出されるたびに、い

ちいちPerlが呼び出されて処理をする

ということがなくなるため、サーバの

負荷を下げられる。しかも、スクリプ

トのバイナリをキャッシングしている

ため何度も翻訳することがなくなる。

CGIの環境によってはかなり明確な速

度差が出てくることだろう。

mod_perlを使うために、当然だが

mod_perlのソースが必要だ。これは、

The ApachePerl Integration Project

（http://perl.apache.org/dist/）から入

手しよう。今回はmod_perl-1.23を使っ

ている（最新版のmod_perlは3月16日

に1.24になっている）。

入手したmod_perl-1.23.tar.gzは、

/usr/local/src/に置き、そのまま展開

する。

# tar xvfz mod_perl-1.23.tar.gz

# cd /usr/local/src/mod_perl-1.23

# perl Makefile.PL APACHE_SRC=../

apache_1.3.12/src DO_HTTPD=1 USE_

APACI=1 PREP_HTTPD=1 EVERYTHING=1

この作業で、環境に合わせたMake

fileができあがる。引き数の内容は、

APACHE_SRCでApacheのソースデ

ィレクトリを、DO_HTTPD=1で、

APACHE_SRCを利用する指定だ。

USE_APACI=1にすることで、Apache

の新たな環境構築インターフェイスで

あるAPACI（Apache Autoconf-style

Interface）を利用する指定となる。

PREP_HTTPD=1は、APACHE_SRC

で指 定 したディレクトリの下 の

modules/perlにApacheモジュールを

構 築 するという指 定 だ。 最 後 の

EVERYTHING=1は、すべてのモジュ

ールを組み込む指定となる。

このあたりの詳細な解説は、mod_

perlディレクトリ中のINSTALL.apaci

の中で解説されているので、そちらを

参照してほしい。

mod_perlのMakefileができあがるの

で、このまま、

# make

# make install

として、mod_perlをインストールする。

ただし、このままでは、mod_perlのイ

ンストールが終わり、必要なMakefile

をApacheのソースディレクトリに作っ

ただけで、ApacheのMakeはできてい

ない。そこで、

# cd ../apache1.3.12

# ./configure --activate-module=

src/modules/perl/libperl.a

# make

# make install

という作業が必要だ。

ここまでの作業では、mod_perlは組

み込まれているものの、動くような状

態 に は な っ て い な い 。 そ こ で 、

httpd.confを修正し、動作状態を確認

するCGIを動かしてみよう。

手っ取り早く動作確認するために、

/usr/local/apache/cgi-binのディレク

トリを使うことにする。手順としては、

次のようになる。

1.httpd.confの編集

/usr/local/apache/conf/httpd.conf

のファイルを開き、mod_perlが有効に

なるように、“<Directory "/usr/local

/apache/cgi-bin">”の行を探す。この

Directory中で指定している「Options

None」を「Options All」に変更し、Exec

CGIを有効にする。mod_perlでは、

ExecCGIになっていないといけない。

2.httpd.confにハンドラを設定

さらに次の3行を追加する（画面1）。
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httpd.confを修正し、
mod_perlハンドラを
設定



SetHandler perl-script

PerlHandler Apache::Registry

PerlSendHeader On

この設定によって、/cgi-binディレク

トリにはmod_perlのハンドラが動く。

3.動作確認

動作確認のCGIは、リスト1（test.cgi）

のようなものだ。これを、test.cgiとい

う名前で、/usr/local/apache/cgi-bin/

に保存する。ファイルのパーミッショ

ンは、0755にしておく。mod_perlを組

み込まずに、http://＜サーバ名＞/cgi-

bin/test.cgiへアクセスすれば、画面2

のような表示になり、正しくmod_perl

が組み込まれていれば、画面3のよう

な表示となる。

正しく動作しているようならば、

cgi-bin以外に置いているCGI中で、こ

うした設定をすればいい。ちなみに、

PerlHandlerは.htaccess中で記述でき

るので、httpd.confのallowOverrideの

設定をしっかりしていれば、好きな場

所で自由に利用できるようになる。

この記述どおりに作業をしていくと、

最初はmod_rewriteが正しく動くが、

mod_perlを組み込んだ段階で、インス

トールしたはずのmod_rewriteが使え

なくなる。現状のAPACIは、そういう

仕様だ。ほとんどのWebサーバは、1

回インストールしたら、セキュリティ

ホールが見つかってOSをアップデート

するとか、機能拡張が必要になったり

するまでそのまま運用するのが普通で、

モジュールの差し替えを年中するよう

なものではない。そういう意味では、

インストールの手間が省けるAPACIの

現仕様は、それなりに意味のあるもの

になっている。

では、複数のモジュールを加えると

きにどうするのだろうか。今回の

mod_rewriteとmod_perlの2つを組み

込むとき、もっとも手間をかけずに確

実なのは、mod_perlしか有効にならな

くなったあとに、次のようにmod_

rewriteを組み込むことだ。

# cd /usr/local/src/apache1.3.12

# ./configure --enablemodule=rewrite 

--activatemodule=src/modules/perl/

libperl.a

# make

# make install

として、. / configureのあとに必要

なモジュールを指定する。

すでに動いているApacheにモジュー

ルを追加するというときには、すでに

組み込んだモジュールがなんであるか

わからないと作業が進まない。そんな

ときは、httpd -lを使う。たとえば、

mod_rewriteとmod_perlを組み込んで

いる状態ならば、画面4のように表示

され、モジュール一覧を参照できる。

ただし、運用中のサーバにモジュール

の追加をすることはかなり危険だ。あ

くまでも一度停止させてメンテナンス

中に作業するか、別サーバにセットア

ップすることを勧めたい。なお、

APACIのconfigureに--helpとすと、

--disable-moduleのあとにモジュールの

組み込み状態のようなものが表示され

る（画面5）。しかし、この内容と現実

は一致していないようなので、何が組

み込まれているかは、httpd -lで確か

めるほうが確実そうだ。
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画面2  mod_perlが組み込まれていない場合のtest.cgi実行結果 画面3  mod_perlが正しく組み込まれていれば、このように表示される

▼リスト1 test.cgi

#!/usr/bin/perl

print "Content-type: text/plain\n\nCGI is running ";

if ($ENV{MOD_PERL}) {

print("under a $ENV{MOD_PERL}.");

} else {

print("under a perl.");

}

複数のモジュールを
有効にする



mod_perlの隠れた効用というか、優

れた機能として、PerlでApacheのモ

ジュールを記述できるという機能があ

る。Apache::RegistryというPerlのモ

ジュールを使うことで、そのAPIを実

現する。http://perl.apache.org/から

Perl Apache Modulesをクリックする

と、詳細の情報を参照できるので、気

になる人はそちらを参照するとよいだ

ろう。いくつか試してみたが、これこ

そはというようなPerl Apacheモジュ

ールは見当たらなかったので、詳細に

は触れない。ただ、Apacheのモジュ

ールを作りたいという人にとって、C

言語でなくても作れるという点は、メ

リットといえそうだ。

mod_perlと比較してよく出てくるも

のが、Embperlである。HTML内に

Perlコードを書き込めるもので、Java

でいえばJSPにあたるもののPerl版だ。

PH P 3 使いの人にとってみれば、

HTML中にEmbedできることは、完

成品ができあがるまでの時間短縮につ

ながる。

mod_perlを組み込むならば、いっそ

ついでにEmbperlもという人には、

http://perl.apache.org/embperl/から

HTML-Embperl-1.2.1.tar.gzを入手し

てmakeするといい。

手順は、Embperlのドキュメントど

おりでうまくいく。

# perl Makefile.PL 

# make

# make install

でできるが、この方式を使うと、

mod_rewriteが使えなくなるので、

mod_perlのときと同じように、改めて

configureをする。

# cd /usr/local/src/apache1.3.12

# ./configure --enable-module=rewrite

--activate-module=src/modules/perl/

libperl.a

# make

# make install

とすると、mod_rewriteとmod_perl、

Embperlの共存がうまくいく。

さらに、Embperlを動かすディレク

トリ上に.htaccessとして次のファイル

を作っておく。

SetHandler  perl-script

PerlHandler HTML::Embperl

Options     ExecCGI

Embperlを利用した例を示そう。リ

スト2のindex.htmlは普通のHTMLで、

FORMを利用して変数に値を入力して

いる。送信ボタンを押すことで、リス

ト3のget .h tmlを呼び出している。

Embperlで拡張された点を利用してい

るのは、“[+$fdat{name}+]”といった

行で、先ほど入力した変数の値に置き

換えられる。
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画面5  APACIのヘルプ出力（./configure --help）

mod_perlがあるなら
Embperlも

mod_perlを使ってApacheに
Perlモジュールを加える

# httpd -l

Compiled-in modules:

http_core.c

mod_env.c

mod_log_config.c

mod_mime.c

mod_negotiation.c

mod_status.c

mod_include.c

mod_autoindex.c

mod_dir.c

mod_cgi.c

mod_asis.c

mod_imap.c

mod_actions.c

mod_userdir.c

mod_alias.c

mod_rewrite.c

mod_access.c

mod_auth.c

mod_setenvif.c

mod_perl.c

suexec: disabled; invalid wrapper

/usr/local/apache/bin/suexec

画面4  Apacheに組み込まれているモジュールを表示



ブラウザで実行すると画面6、7のよ

うになる。単純に実行画面だけを見て

いる限りでは、特別なことをしている

ようには見えないが、FORMの値の受

け渡しをHTMLレベルで制御でき、

FORMのクエリーをそのまま変数とし

て受け取れる。このあたりはPHP3と

同様に便利な点だ。

Embperlは、その文法さえ覚えれば

かなり役立ちそうだが、HTML中に

Embedするにはかなり癖がある。また、

現在のバージョンでは、日本語の引き

渡しがうまくいかない。2バイトコード

を使う環境での導入はまだ早そうだ。

Linux magazine July 2000182

Se
rv

ic
es

画面7  送信ボタンでget.htmlを呼び出すと、入力された値をHTML上で利用できる

▼リスト2 index.html

<HTML>

<HEAD>

<TITLE>HTML POST</TITLE>

<META HTTP-EQUIV="Content-Type" CONTENT="text/html;

charset=EUC-JP">

</HEAD>

<BODY BGCOLOR="#FFFFFF">

<FORM METHOD="GET" ACTION="get.html">

<TABLE BORDER="1" CELLPADDING="0">

<TR>

<TD WIDTH="100">名前</TD>

<TD WIDTH="230">

<INPUT TYPE="text" NAME="name" MAXLENGTH="30"

SIZE="30">

</TD>

</TR>

<TR>

<TD WIDTH="100">年齢</TD>

<TD WIDTH="230">

<INPUT TYPE="text" NAME="year" MAXLENGTH="3"

SIZE="3">

</TD>

</TR>

<TR>

<TD WIDTH="100">郵便番号</TD>

<TD WIDTH="230">

<INPUT TYPE="text" NAME="post" SIZE="8"

MAXLENGTH="8">

</TD>

</TR>

</TABLE>

<INPUT TYPE="submit" NAME="Submit" VALUE="送信">

</FORM>

</BODY>

</HTML>

▼リスト3 get.html

<HTML>

<HEAD>

<TITLE>HTML POST</TITLE>

<META HTTP-EQUIV="Content-Type" CONTENT="text/html;

charset=EUC-JP">

</HEAD>

<BODY BGCOLOR="#FFFFFF">

<TABLE BORDER="1" CELLPADDING="0">

<TR>

<TD WIDTH="100">名前</TD>

<TD WIDTH="230">

[+$fdat{name}+]

</TD>

</TR>

<TR>

<TD WIDTH="100">年齢</TD>

<TD WIDTH="230">

[+$fdat{year}+]

</TD>

</TR>

<TR>

<TD WIDTH="100">郵便番号</TD>

<TD WIDTH="230">

[+$fdat{post}+]

</TD>

</TR>

</TABLE>

</BODY>

</HTML>

画面6  Embperlを使った例（リスト1のFORMで値を入力する）



今月はXlibプログラミングの第3回目である。最初の回

で書いたように、この3回の連載ではXの実践的なプログ

ラミングの解説を第一目的とするのではなく、ネットワー

クを通してやり取りされるXプロトコルの基本概念や、ツ

ールキットの概念など、X Window Systemの設計思想

の理解を目的としている。

これらの概念は、自分ではプログラムを書かずに、単に

Xを使うだけのユーザーにとっても、知っておくと非常に

役に立つ知識である。そして、X Window Systemの歴

史とそのオープンな思想を理解することは、GNUソフト

ウェア、BSD、Linux、そしてGimpをはじめとするすば

らしいソフトウェア文化のより深い理解にもつながるので

はないかと思う。

また、Xがほかのウィンドウシステムと違って、高パフ

ォーマンスで動作できるように設計されているということ

は、LinuxやBSDを他人に勧めるうえでも、有力な説得

材料となるであろう。

先月号では、Xの基本であるXlibを直接扱い、画面1の

ようなサンプルプログラムを作成したが、今月号ではこの

プログラムと同様な動作をするものをGTK+を使って書い

てみる。

GTK+とは、画像を扱うソフトとして有名なGimpを開

発するために作成された「ツールキット」である。なお、
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Xのプログラミング解説として3回目となる今回は、
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第8回　Xのプログラミング（3）

画面2
GTK＋を使用したボタンを表示するプロ
グラム。今月号の付録CD-ROMに収録さ
れているgtktest.cを「make」でコンパイ
ル・実行した結果の画面。

画面1
Xlibを使用したボタンを表示するプログ
ラム。先月号の付録CD-ROMに収録され
たプログラムを「make 3」でコンパイ
ル・実行した結果の画面。

先月号のサンプルプログラムを
GTK+で記述



今回GTK+のプログラムを解説するのは、先月号で解説し

たXlibを直接使ったプログラムと比較することにより、

Xlibとツールキットの関係についての理解をより深めるた

めである。

今月号のGTK+サンプルプログラムを実行するには、ル

ート権限で付録CD-ROMをマウントし、一般ユーザーで

ログインしてから本連載のプログラムがあるディレクトリ

からgtktest.cとMakefileをユーザーのホームディレクト

リにコピーし、

$ make

を実行すると、プログラムが自動的にコンパイルされ、画

面2のようなウィンドウが現れる。

なお、このプログラムは、Red Hat Linux 6.2（英語

版）をフルインストールした状態で動作を確認した。

GTK+がインストールされていないシステムでは、GTK+

をあらかじめインストールしておく必要がある。また、

FreeBSDなどではMakefileのgtk-configの部分をgtk12-

configとする必要がある場合もある。

■ベースとなるウィンドウを開く

先月号のXlibを直接呼び出すサンプルプログラムでは、

XOpenDisplayでXサーバに接続して、XCreateSimple

Linux magazine July 2000184

Pr
og

ra
m

m
in

g

#include <stdio.h>

#include <gtk/gtk.h>

/*---------------------------------------------------------------------------*/

static GtkWidget *

base_window_open(void)

{

GtkWidget *root_window;

int    argc;

char **argv;

argc    = 1;

argv[0] = "command_name";

gtk_init(&argc, &argv);

root_window = gtk_window_new(GTK_WINDOW_TOPLEVEL);

gtk_signal_connect(GTK_OBJECT(root_window),

"destroy", GTK_SIGNAL_FUNC(gtk_main_quit), NULL);

gtk_container_border_width(GTK_CONTAINER(root_window), 20);

gtk_widget_show(root_window);

return root_window;

}

▼リスト1 GTK+でのbase_window_open関数

static GtkWidget *

vertical_box_open(GtkWidget *root_window)

{

GtkWidget *vertical_box;

vertical_box = gtk_vbox_new(TRUE, 20);

gtk_container_add(GTK_CONTAINER(root_window), vertical_box);

gtk_widget_show(vertical_box);

return vertical_box;

}

▼リスト2 vertical_box_open関数

GTK+で書いた
サンプルプログラムの概略

本来はコマンドラインで与えられた数

垂直ボックスの作成

コマンド名だけをダミーで渡す

gtkライブラリの初期化

ベースとなる新しいウィンドウを開く

ウィンドウを閉じる操作

gtkを終了するコールバック関数

ボーダー幅を20ドットに設定

ウィンドウを表示

ベースウィンドウに垂直ボックスを載せる

垂直ボックスの表示



Windowでウィンドウを開いた。またXmapWindowや

XSelectInput関数などのXlib関数を用いてベースとなる

ウィンドウを開いた。

一方、GTK+でのbase_window_open関数は、リスト

1にあるように定義される。ここではgtk_init 関数で

GTK+ライブラリを初期化し、Xサーバとの接続などを行

う。そして、gtk_window_new関数でベースウィンドウ

を作成し、gtk_signal_connect関数でウィンドウが閉じ

られたときの動作を登録し、gtk_container_border_width

関数でウィンドウのボーダー幅を設定する。最後に

gtk_window_show関数でウィンドウを表示している。

■垂直ボックスの作成

GTK+には、「垂直ボックス」という概念がある。これ

は、ボタンなどを縦に均等に見栄え良く並べることを目的

としたもので、gtk_vbox_new関数を使って「垂直ボック

ス」を作成し、gtk_container_add関数を使ってその「垂

直ボックス」にボタンを詰め込んでいくことになる。

これを行うのが、リスト2に示すvertical_box_open関

数である。

■ボタンの作成

先月号のXlibを直接使ったサンプルプログラムでは、ボ

タンを表示するために、button_openという関数を定義し
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static void func_0(void) { printf("push FreeBSD\n"); }

static void func_1(void) { printf("push NetBSD\n");  }

static void func_2(void) { printf("push Linux\n");   }

/*---------------------------------------------------------------------------*/

int

main(void)

{

GtkWidget *root_window;

GtkWidget *vertical_box;

root_window  = base_window_open();

vertical_box = vertical_box_open(root_window);

button_open(vertical_box, "FreeBSD", func_0 );

button_open(vertical_box, "NetBSD",  func_1 );

button_open(vertical_box, "Linux",   func_2 );

gtk_main();

return 0;

}

▼リスト4 main関数

static void

button_open(GtkWidget *position, char *text, void (*func)(void) )

{

GtkWidget *button;

button = gtk_button_new_with_label(text);

gtk_box_pack_start(GTK_BOX(position), button, TRUE, FALSE, 0);

gtk_signal_connect(GTK_OBJECT(button),

"clicked", GTK_SIGNAL_FUNC(func), NULL);

gtk_widget_show(button);

}

▼リスト3 button_open関数

新しく作成するボタンに表示する文字列

クリックされたときに呼ぶ
コールバック関数

垂直ボックスの作成

イベント待ちや再描画などすべての処理を行う

垂直ボックスにボタンをパック

マウスクリック



て、

button_open(20, 20, 100,35, "FreeBSD", func_0 );

button_open(20, 75, 100,35, "NetBSD",  func_1 );

button_open(20,135, 100,35, "Linux",   func_2 );

というようにして、ボタン左上の座標とボタンの幅および

高さの座標を引数に指定して、表示を行った。

今回記述したGTK+の場合も、同様にbutton_open関

数を定義して、

button_open(vertical_box, "FreeBSD", func_0 );

button_open(vertical_box, "NetBSD",  func_1 );

button_open(vertical_box, "Linux",   func_2 );

というようにボタンを表示している。なお、ここで指定す

るvertical_boxという名前の引数が、前述した垂直ボック

スを示す変数である。

このbutton_open関数は、リスト3に示すように定義さ

れ、gtk_button_new_with_label関数の引数としてボタ

ンに表示する文字列を与えて呼び出すことにより、ボタン

を生成している。そして、gtk_box_pack_start関数によ

り、「垂直ボックス」に生成したボタンを上から順に並べ

ていく。また、gtk_signal_connect関数によりボタンが

押されたときに呼び出すべきコールバック関数を定義して

いる。そして最後に、gtk_widget_show関数を使ってそ

のボタンを表示している。

■main関数とgtk_main関数

リスト4に示すのがmain関数である。ここでは、上で

定義したbase_window関数、vertical_box_open関数、

そしてbutton_open関数を使って3つのボタンを表示して

いる。

最後に、gtk_main関数が呼び出されている。この関数

が、上記で定義したボタンが押されたときの処理を一手に

引き受けている。すなわち、マウスやキーボードのイベン

トが発生したら、そのイベントに対応するコールバック関

数を呼び出すなどの仕事をしているわけである。

また先月号で解説した再描画イベントなどの処理も、こ

のgtk_main関数の中で自動的に処理されることになる。

先ほど述べたように、GTK+は「ツールキット」である

が、ツールキットとは具体的には何を指すものなのであろ

うか？　先々月号の本連載では、

「ツールキットライブラリではボタンや、スクロールバー
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筆者は、1996年頃にFreeBSDとLinuxの上で動作するXプログ

ラムを作成したことがある。当時は、GTK+などのように強力で格

好の良いツールキットは存在しなかったし、FreeBSDやLinux対応

の商用Motifを使うことも難しかった。また、最終的にはWindows

95でも同じソースコードを使って動作させることをも視野に入れて

いたため、結局独自のツールキットを作成せざるをえなかったので

ある。

たとえば、Windows 95でボタンを表示する場合、Win32ライブ

ラリ関数を次のように用いている。

CreateWindow("button",  text,

WS_CHILD | WS_VISIBLE | WS_BORDER

| BS_PUSHBUTTON | BS_VCENTER,

x, y, w, h, (HWND)hImageDlg,

(HMENU)(id + IDX_OFFSET),hDSInst, NULL );

極端な話として、Xlibを使えばこの関数をそのままコンパイルで

きるようなXツールキットを作成することも不可能ではない（この

ようなWin32やMFC互換のフリーなXツールキットがあれば、過去

にWindows用に開発されたソフトのXへの移植が進むかもしれな

い）。

しかしながら、Windows 2.0の時代から増築に増築を重ねたため

か、Win32ライブラリやMFCはむやみやたらと数が多く、洗練され

ているとはいいがたい。したがって、完全互換のライブラリを作成

するにはかなりの労力を必要とする。

そこで、筆者が作成したツールキットでは、XとWin32の両方で

使えるような関数を実装することにした。このようなアプローチは

実装が楽で、両方のOSで性能を落とさずに済むため、最近出現し

たいくつかのツールキットでも採用されているようである。

なお、独自にツールキットを作成したため、このプログラムで必

要とするのはlibc.aとlibX11.a（Xlib）の基本関数だけとなり、ライ

ブラリの互換性問題にもあまり悩まされずにプログラムを保守でき

るというメリットもあった。

Column

WindowsとXの両方で使えるツールキット

ツールキットとは何か?



などの部品が用意されていて、簡単なプログラムで、その

部品を使用することができるようになっている」

と解説したが、これだけでは具体的にはどんなものなのか

が、よくわからなかった読者も多かったと思う。

しかしながら、ここまでの解説でウィンドウを開く

gtk_window_new関数や、gtk_button_new_with_label

関数、そしてgtk_main関数などを集めたものが、GTK+

ツールキットの実体であることがわかっていただけたので

はないだろうか。もちろん、これらの関数の内部ではXlib

関数が使われていて、先月号で解説したプログラムと同じ

ような実装が行われてるはずである。

つまり、先月号でのサンプルプログラムのように、Xlib

を直接使って、base_window_open関数やbutton_open

関数を定義することが、ツールキットを作成するというこ

とにほかならないのである。

Xのツールキットとして、Motifなどいくつかのものが存

在していたにもかかわらず、Gimpを作成したメンバーは

自分達で独自にGTK+というツールキットを新規に開発し

た。なぜならばMotifなどのツールキットの仕様やライセ

ンス条件などが、彼らの目的と合致しなかったためである。

しかしながら、GTK+もまた万能ではなく、目的によっ

ては使いにくいことがある。たとえば、ボタンなどの見た

目を好きなように変えたい場合で、オブジェクトの継承で

の実現が難しいような、まったく新しい概念の部品を追加

したいときには、GTK+自体の改造が必要になる。

また、LGPLライセンスを適用したくない商用プログラ

ムを作成したいような場合、GTK+を使うことは難しいと

考えられる（再リンク可能なオブジェクト単位ではなく、

GTK+を再リンク不可能な単一の実行ファイルのみとして

配布したい場合）。

このような場合でも、Xlibの知識があれば、GTK+を自

分の好きなように改造することができるし、GTK+とはま

ったく別の独自の機能やライセンスを持つツールキットを

作成することもできる。もしかすると、数年後には、

GTK+よりももっと優れたツールキットが開発されるかも

しれない。しかし、Xlibの知識はそのときでも無駄になる

ことはないであろう。

さて、ツールキットの本質がどんなものであるかがわか

ったところで、先月号で解説できなかったXlibのいくつか

の概念について説明を続けよう。

■Pixmap（グラフィックイメージデータの入れもの）

先月号で述べたように、ボタンを実現するための情報と

して、次のような構造体を定義した。

typedef struct {

Pixmap     pixmap;

Window     window;

int        width;

int        height;

void       (*callback)(void);

読者の方には、VNCという名前のソフトウェアをインストールし

たことがある方も多いのではないかと思う。このソフトは、遠方に

あるWindowsマシンなどの画面を、ネットワークを通して操作する

というGPLライセンスのソフトウェアで、下記のURLで配布されて

いる。

http://www.uk.research.att.com/vnc/

VNC自体はたいへんすばらしいソフトウェアであるが、肝心の

Windowsには、Xのようにネットワークを通して効率よく描画する

という概念がないため、VNCではWindowsの画面イメージをその

まま転送するしか方法がない。そのため、フォントも再描画データ

もすべてイメージデータとして毎回転送されるので、1.5Mbps程度

の回線で遠方のWindowsを操作すると耐えがたいくらいに時間がか

かってしまう。

イライラしてあまり実用にならないWindowsの遠隔操作と、Xプ

ロトコルを使った快適な遠隔操作を実際に体験してみれば、X

Window Systemの設計がいかに優れているかを実感することができ

るはずだ。

X Windows Systemは、Microsoft Windowsの出現よりも、はる

か前に開発されたことを考えると、その先見性には本当に驚かされ

る。Xプロトコルの詳細を知れば知るほど、多くの優秀な人がオー

プンな開発を行うことのすばらしさを感じることができるだろう。
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VNCを使った遠隔操作とXプロトコル

すべての基本はXlib

Xlibのさらなる理解



} button_t;

ここで定義されているPixmap型の変数pixmapは、先

月解説したようにボタンのグラフィックデータを保存する

変数である。この変数に保存するpixmapは、

XCreatePixmap(base_disp, window, w, h, depth)

という関数で作成することができる。ここで、w, h,

depthは、グラフィックデータの幅と高さおよび色数を示

し、base_dispは、接続しているXサーバを示す識別子で

ある。この場合、window識別子で示されるのと同じスク

リーンにグラフィックデータを保持することになる。

ここで重要なのは、このpixmapに入れるイメージデー

タは、Xクライアントが実行されているマシンではなく、

Xサーバが実行されている側のマシンへ保存されるという

ことである。

先月号で解説したように、ウィンドウが隠された場合に

は再描画する必要がある。しかし、大きなグラフィックデ

ータを再描画のたびにネットワークを通して転送していて

は、たいへん効率が悪い。ところが、Xサーバが動作して

いるマシンにpixmapとして保存しておけば、再描画の際

には、Xサーバを動かしているマシンの中でのメモリ転送

だけで済むことになる。

したがって、ボタンの立体感を出すための枠や、文字列

をあらかじめ書いたpixmapを作成しておき、再描画の際

にこのpixmapをウィンドウにコピーすることにより、ネ

ットワークを通した場合でも、快適なスピードで操作を行

うことができるのである。

さて、勘の鋭い読者はこの説明を聞いて、pixmap以外

のデータもXサーバが動作しているマシン上にロードする

ことにより、パフォーマンスを改善できることに気がつい

たかもしれない。実はその通りである。後述するフォント

データなども、同じような手法によって高速な描画を実現

している。

■Pixmapへの描画とフォントのロード

Pixmapの概念が理解できたところで、Pixmapへどの

ようにして実際に描画を行うのかを見てみる。

pixmapへの描画を行う処理は、button_setup関数とし

て定義されている。この関数が最初に呼ばれたときは、

font_info変数がNULLになっているため、XLoadQuery

Font関数が呼ばれてフォントがロードされる（ステップア

ップ講座参照）。

フォントデータは画像イメージで送ると膨大な量のデー

タとなるが、Xプロトコルで送るのは文字コードだけであ

り、英字であれば1バイト送るだけで済む。このように、

フォントデータはXサーバ上に置くことにより、劇的にパ

フォーマンスを改善できる。

さて、フォントがロードされたら、ボタンの枠の色（黒）、

表面の色、立体感を出すための右と下のボーダーの色、そ

して上と左のボーダーの色を示す数値を、次のように

get_colorという関数を用いて静的変数に保存している。

color_black      = get_color(   0,   0,   0 );

color_surface    = get_color( 178, 195, 223 );

color_down_right = get_color( 138, 154, 182 );

color_up_left    = get_color( 199, 215, 227 );

ここで、get_colorの引数は、赤、緑、青の順で、0～

255の範囲となる。

なお、Xでの色の扱いは結構難しく、解説してある参考

書も少ない。そのため、筆者がXのプログラミングをする

うえで一番難しく感じた部分である。今回は残念ながら誌

面の都合で解説することができないため、詳細はサンプル

プログラムを参照してほしい。

さて、フォントと色の初期化が終わったところで、ボタ

ンを描画するために必要なグラフィックコンテキスト（GC）

を、XCreateGCを用いて作成する。GCは、先月号で解説

したように、パフォーマンスを上げる目的で描画する線の

幅や色をXサーバ上に保持するものであるが、ここでは、

XSetForeground関数を用いて描画する色をGCに設定し

ている。

そして、XFillRectangle関数を使って指定したpixmap
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画面3 立体的なボタンでは、三角形の領域を塗りつぶす



の座標の長方形領域を、GCに設定した色で塗りつぶす。

なお、ボタンの四隅では、画面3のように三角形の領域

を塗りつぶす必要がある。そのためには、多角形を塗りつ

ぶすXFillPolygon関数を用いている。

つまり、この関数では、

・ボタンの表面

・上と左の影

・下と右の影

・左下の三角形領域

・右上の三角形領域

・右上と左下の斜線

を順番にそれぞれ指定した色で塗りつぶしている。

またボタンの文字は、先ほどXサーバ上にロードしたフ

ォントデータをGCに指定して、XDrawString関数により

描画を行い、最後に使用したGCを解放する。

今作成したpixmapは、単なるメモリ領域であるので、

ビデオメモリに転送しないと表示されない。この転送を行

うのがXCopyArea関数である。この関数は、

XCopyArea( base_disp, src, dst, gc,

src_x, src_y, w, h, dst_x, dst_y );

というような引数を取り、srcで指定したpixmapからdst

で指定したウィンドウ、つまりビデオメモリへの転送を行

う。ここで「src_x, src_y」が転送するpixmapの長方形

領域の左上の座標で、「w, h」が長方形領域の幅と高さで

ある。また、「dst_x, dst_y」が転送先のウィンドウの左

上の座標である。なお、「src,dst」はウィンドウ、pixmap

のどちらでもよく、たとえばあるウィンドウから別のウィ

ンドウへのコピーを行うことも可能となっている。ただ、

いずれの場合もXサーバ上にあるデータのコピーであるた

め、XクライアントとXサーバとの通信では、座標データ

だけがやり取りされるだけとなっているわけである。

3回にわたりXlibのプログラムについての解説を行った

が、Xプロトコルがネットワークを通して効率よく実行す

るように作成されていることがわかっていただけたのでは

ないと思う。

しかし、Xプロトコルの概念とXツールキットの役割に

ついては、実際のプログラムソースコードを追いかけてみ

ないとなかなか理解しにくい部分もある。付録CD-ROM

にサンプルソースコードがあるので、ソースコードをいろ

いろと変更しながら、自分で実際にプログラムを実行して

みてほしい。

※来月号は、筆者の都合により休載となります。
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今でこそ、32Mバイトものビデオメモリが搭載されたカードが信

じられないくらい安く売られているが、Xが開発された'80年代には

メインメモリでさえ数Mバイトしかなく、高速アクセスが必要な高

価なビデオメモリを大量に搭載することは非常に難しかった。この

ため、メモリを節約するなどの理由により、ビデオメモリのビット

パターン配列にはさまざまな形式があった。

一方、当時のUNIXマシンのCPUはマニュアルを表示（man ls）

するだけでも数分かかるほど遅く、数Mバイトのビデオメモリを扱

うのは速度的にも困難だった時代である。

このような状況の中、Xでは受け取ったイメージデータを変換し

たりするためのメモリ領域と変換時間を削減するために、どのよう

な種類のビットパターン配列でもそのまま扱えるようなプロトコル

を採用したのである。

このプロトコルでは、Xサーバによりさまざまなビットパターン配

列を扱う必要があるが、同じハードウェア（ビデオカード）でも、

XFree86やWindows上で動作するXサーバの種類によって、配列は

バラバラである。今回のサンプルプログラムでは、Xサーバから

RGB各色のビットパターン配列情報を得て、各色のビットシフトを

行っている。しかし、この方法では時間がかかるため、各色がバイ

ト境界になっている場合などは、もっと最適化してスピードアップ

をする必要があり、結構面倒なプログラミングが必要になる。

以上のように、Xlibでのカラーイメージデータの扱いは、ハード

ウェアやOS環境と密接に関係しており、dib（Windowsビットマッ

プ）という単一のイメージ配置だけを考えればよいWindowsと違っ

て、Xlibでのカラーイメージの扱いはたいへん難しく見える。

しかしながら、Xの実装は効率を上げるためには重要であり、下

層のXlibではメモリ効率とスピードだけを考え、Xlibでの複雑さは

上層のツールキットが吸収すればよいというのは、たいへん理にか

なった考え方である。

Column

Xにおける
カラーイメージデータの扱い

Pixmapを目に見える形で描画する

最後に
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■auto変数とstatic変数

関数内で変数を定義する場合、デフォル

トではその変数はauto変数になる。

auto変数とは、その記憶領域がスタック

上に確保される変数であり、スタックのメ

モリ領域が有効な間だけ、その変数にアク

セスできる。

なお、スタックとは関数を呼ぶ際に、そ

の関数から戻るときのアドレスを保持した

り、その関数を呼ぶ前のCPUのレジスタの

状態を保持するメモリ領域のことである。

この領域は、関数を何段も呼び出すとどん

どん確保されていくが、関数からリターン

するたびに次々と解放されていく、という

性質をもっている。

このため、関数内だけで有効な変数もこ

のスタック領域に割り当てると、メモリの

有効な利用ができるというわけである。

一方、スタックではなく、大域的なメモ

リに固定的に割り当てられる変数を静的な

変数（static）と呼ぶ。

■auto変数とstatic変数の初期値

オート変数を初期値付きで宣言した場合

は、その関数が実行されるたびに、その初

期値が代入されることになる。

たとえば、

int func(void)

{

int i = 0;

if ( i == 0 ) {

i = 1;

printf("Hello!!");

}

}

という関数を3回呼び出したとすると、3回

とも“Hello!!”がプリントされることにな

る。

一方、

int func(void)

{

static int i = 0;

if ( i == 0 ) {

i = 1;

printf("Hello!!");

}

}

としてiをstaticとして定義すると、iが0に

初期化されるのは、プログラムが起動した

直後だけになる。したがって、この関数を

最初に呼び出したときだけ“Hello!!”が表

示される。

つまり、この関数を最初に呼び出したと

きだけ、実行したい処理を行うことができ

るというわけである。

なお、「int i = 0」を関数内でなく、関数

外で定義しても同じ効果が得られる。しか

し、関数外に定義すると、ほかの関数から

もこの値を書き換えることができてしまう。

したがって、ひとつのファイルに多数の

関数が定義されている場合、ほかの関数で

この変数を書き換えている可能性が出てく

る。すべてのコードを詳細に検討しないと、

本当に最初の1回だけしか実行されるかど

うかは判断できないのだ。

■関数の外で定義するstatic変数

関数定義の外で変数を定義すると、デフ

ォルトでは外部変数（extern）として、定

義されたファイルとは別のファイルにある

関数からも参照することができる。

一方、定義の際にstaticを付加すると、

その変数は同じファイル内にある関数から

はアクセスできるが、違うファイルで定義

される関数からはアクセスできなくなる。

つまり、file1.cとfile2.cという2つのファ

イルから構成されるプログラムの場合は、

----------- "file1.c" ---------------

int a;

----------- "file2.c" ---------------

extern int a;

func(void)

{

printf("%d\n", a);

}

というようにプログラムを書くと、file1.cの

aという変数を、“file2.c”でアクセスする

ことができる。

一方、“file1.c”で、

static int a;

として定義すると、“f i l e 2 . c”からは

“file1.c”のaという変数は見えなくなり、

リンク時にエラーが出ることになる。

■static変数の有効な使い方

上述のようにstaticを使うと、ある変数を

関数（正確にはブロック）やファイルの中

だけに閉じ込め、外からは見せないように

することができる。

数百のファイルから成る数十万行の大規

模なプログラムで、むやみやたらと外部変

数を使うのは非常に困る場合が多い。

あちこちのファイルで変数名が重複して

しまうことがあるばかりでなく、間違って、

似たような大域変数に誤った値を代入して

しまうという、きわめて発見が難しいバグ

を生み出す元凶となることもある。

こういったバグを防ぐには、使用する変

数の有効範囲をできるだけ狭くし、余計な

ところからアクセスできないように隠蔽す

ることが重要になる。

また、staticは変数だけでなく関数の定義

時にも指定することができ、変数の場合と

同様にその関数の有効範囲はそのファイル

の中だけとなる。

オブジェクト指向言語では、あるモジュー

ルの内部で行う作業を隠蔽し、そのモジュ

ール外からの余計な操作をできないように

することを可能としている。C言語でも

staticを用いて、ファイルの構成を適切に設

計することにより、外部からの操作が不必

要な変数や関数を隠蔽した、理解しやすい

プログラミングを行うことができる。

static変数

特別講座

ステップアップC言語ステップアップC言語



PostgreSQL用ODBCドライバのインストールとセット

アップ方法は、先月号で解説しました。今回は、ODBCド

ライバを実際に利用して、Windows環境からPostgreSQL

データベースへアクセスする具体的な方法を紹介します。

；；
；；

；；

まず、ODBC利用の解説のために用意したPostgreSQL

側のデータベースについて説明しておきます。Postgre

SQL側には、この連載でも何回か取り上げたことがある、

顧客管理テーブル“customer”を含んだ“ascii9”という

名称のデータベースがあるとします。

ちなみに、customerテーブルの構成は表1のとおりで、

その内容をpsqlコマンド内からSELECT文で表示したと

ころが画面1です。

；；

；；

；；

Windows環境からPostgreSQLデータベースを利用す

る場合の代表的な例として、MS-Access 2000（以下、

Access 2000）での場合を取り上げてみます。ご存じの方

も多いとは思いますが、Access 2000は、それ自体がデー

タベース管理システムでもあります。しかし、ODBC対応
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文：片岡裕生
Text : Hiroki Kataoka

前回よりPostgreSQLとWindowsの連携について
紹介しているが、今回はその続きとしてODBCを
利用したPostgreSQLデータベースの利用例をいく
つか紹介する。なお、この連載は、今回をもってひ
とまず終了となる。

PostgreSQLを極める

D
a

ta
b

a
s

e

最終回　Windowsとの連携（2）

PostgreSQLを極める

ODBC利用の具体例

MS-Access 2000の場合

画面1 customerテーブルの内容

カラム名 データ型 説明

ccode datetime 顧客コード

name1 text 姓

name2 text 名

addr1 text 住所1（都道府県）

addr2 text 住所2

addr3 text 住所3

zip text 郵便番号

email text 電子メールアドレス
表1 顧客テーブル（customer）の構成

ascii9=> SELECT * FROM customer;

ccode |name1 |name2 |addr1   |addr2   |addr3         |zip |email

+ + + + + + +

1 |和栗 |真由美 |東京都 |杉並区 |高円寺北1-15  |166-0002 |mayu@co.jp

2 |松林 |啓介 |東京都 |世田谷区 |代田5-10      |155-0033 |keisuke@co.jp

3 |渡辺 |順子 |東京都 |八王子市 |旭町3-2       |192-0083 |jun@co.jp

4 |斎藤 |純子 |東京都 |中野区 |東中野5-3     |164-0003 |junko@co.jp

5 |須田 |美加子 |埼玉県 |大宮市 |東町4-9       |330-0841 |mk@co.jp

:

(29 rows)



アプリケーションでもあるため、ODBCドライバが提供さ

れているほかのデータベースを取り扱うことも可能です。

そこで、PostgreSQLデータベースをAccess 2000でグ

ラフィカルに扱う方法を紹介します。

Access 2000でODBC経由のテーブルを利用する最も

一般的な方法は、リンクテーブルを利用することです。リ

ンクテーブルとは、実体がAccess 2000の外部にあるテー

ブルのことです。ですから、最初にcustomerテーブルを

指すリンクテーブルを作成します。

まず、Access 2000を起動します。画面2は“ascii9

.mdb”という名前の新しいAccess 2000データベースを

開いたところです。そして、メニューから［ファイル］→

［外部データの取り込み］→［テーブルのリンク...］を選

び、リンク画面を表示します（画面3）。デフォルトでは、

ファイルを選択する画面になっていますので、ここでは

ODBCデータベースを選択する画面に切り替えるために、

［ファイルの種類］欄で“ODBC Datasource”を選びま

す。そして、データソースの選択画面からcustomerテー

ブルにアクセス可能なデータソースを選択して（画面4）、

［OK］を押します。

ここで選択するデータソースは事前に作成しておきます

が、選択したデータソースに必要な情報が足りなかった場

合には、直後にPostgreSQL Connection画面が表示され

て、足りない情報の入力が促されます（画面5）。

データソースの選択が終わると、PostgreSQLデータベ

ース内に含まれるテーブルの一覧が表示されますので、ア

クセスしたいテーブル（ここではcustomerテーブル）を

選択します（画面6）。

これで［OK］を押せばリンクテーブルが作成されるの

ですが、もしも、Access 2000が該当テーブルに主キーを

見つけられなかった場合には、ここで固有レコード識別子

の選択画面が表示されます。Access 2000で主キーが見

つからないままテーブルをリンクすると、そのテーブルは

更新できなくなってしまいますので、更新する予定がある

のであればここで主キーとして代用可能なカラム（ユニー

クな値が格納されたカラム）を選択します。

この画面では複数のカラムを選択することも可能になっ
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画面3 リンク画面 画面6 PostgreSQLデータベースのテーブル一覧

画面5 PostgreSQL Connection画面

画面4 データソースの選択画面

画面2 新規MS-Accessデータベース



ていますが、特にPostgreSQL 7.0以前のサーバでは不都

合が発生することがありますので、必ず1つのカラムだけ

を選択してください。なお、複数のカラムの組み合わせで

なければ主キーにできないテーブルの場合には、代替の方

法としてPostgreSQLのシステムカラムであるoidカラム

が利用できます。oidカラムの値は必ずユニークになって

いますので、これを主キーとして代用するのです。

oid カラムを利用するには、データソースの設定の

Advanced Options（ Driver） 画面内にある［ Show

Column］オプションをチェックします。またこの場合に

は、oidカラムに別途インデックスを作成しておくことを

お勧めします。そうしないとAccess 2000からのアクセ

スパフォーマンスが非常に悪くなってしまいます。

さて、これでリンクテーブルは作成できました。

Access 2000のテーブル一覧には、今作成したcustomer

テーブルへのリンクテーブルが表示されています（画面7）。

それでは、とりあえずcustomerテーブルの中身を表示

してみましょう。customerテーブルをAccess 2000で開

いた状態が画面8です。画面1のSELECT文の結果と比べ

てみてください。たしかに、PostgreSQLのデータベース

にアクセスできているのがわかると思います。もちろんこ

の画面から直接データを書き換えたり、レコードを追加し

たりすることも可能です。

Access 2000では印刷も簡単に行えます。実際に需要

のありそうな例として、次にタックシールへの印刷例を紹

介します。

Access 2000で印刷を行うにはレポートを利用しますの

で、まずは新しいレポートを開きます。そして、利用する

タックシールに合わせて、たとえば画面9のようにレイア

ウトします。ここでのレイアウトはあくまで1件分ですが、

実際のタックシールは左右2段レイアウトになっていたり

しますので、そのような場合には、メニューの［ファイル］
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画面9 タックシールのレイアウト 画面11 集計クエリの設定

画面10 タックシールの印刷プレビュー

画面8 Access 2000に表示されたcustomerテーブルの内容

画面7 リンクテーブル作成後のMS-Accessデータベース



→［ページ設定...］を開き、段組などのレイアウトを調整

します。タックシール印刷に関する作業はたったこれだけ

です。早速、このレポートの印刷プレビューを見てみまし

ょう（画面10）。それらしくできあがっています。

このように、PostgreSQLデータベースのタックシール

印刷も、ODBC＋Access 2000を使えば非常に簡単に行

えてしまいます。

それでは次に、簡単な集計を行ってみましょう。例とし

て、都道府県別の顧客数を降順で集計してみます。

Access 2000で集計を行うには選択クエリを利用しますの

で、新しい選択クエリを開き、画面11のように設定しま

す。そしてこのクエリを実行したものが画面12です。

この程度では、単にCOUNT集合関数とGROUP BY

句を指定したSELECT文の実行となんら変わりません。

そこで今度は、この集計結果をグラフに表示させてみまし

ょう。Access 2000で画面を作成するには、フォーム機能

を利用します。最初に、適当な大きさの新しいフォームを

用意します。そしてメニューの［挿入］→［グラフ...］を

選択してグラフ挿入モードにした後、フォーム上の適当な

範囲をマウスでドラッグしてグラフを配置します。

Access 2000の設定によっては、ここでグラフウィザー

ドが起動することがあります。通常ならばこのままグラフ

ウィザードを利用してもいいと思いますが、グラフウィザ

ードではメモ型フィールドが扱えませんので、今回の場合

はあまり役に立ちません（ODBCドライバのデフォルト設

定ではaddr1フィールドがメモ型になってしまいます）。

そこで、今回はグラフの種類やプロパティは手作業で設

定します。まず、グラフをダブルクリックして環境をMS-

Graphに切り替えます。そして、メニューから［グラフ］

→［グラフの種類...］を選択し、利用したいグラフの種類

を指定します。そのほかの細かな設定を済ませたら、グラ

フ以外のエリアをマウスでクリックして、MS-Graphの環

境から抜け出します。最後にグラフのプロパティを表示し

て、値集合ソースに先ほど作成した集計用のクエリを指定

（画面13）すれば完成です。このフォームを表示させたも

のが画面14です。

Access 2000からPostgreSQLなどの外部データベース

を利用する場合によく見かける誤解として、SQL文の文法

があります。Access 2000上で使用するSQL文の文法は、

アクセス対象のテーブルがPostgreSQLデータベースを指

すリンクテーブルであったとしても、Access 2000の

SQL文法になります。ですからこの場合、PostgreSQL特

有の文法で表現する機能（“::”による型変換など）は利用

できません。

それでは、PostgreSQLのSQL文法を一切利用できない

のかというと、そうでもありません。Access 2000には

「パススルークエリ」という機能が用意されており、これ

を利用した場合にのみ、接続先のデータベース管理システ

ムのSQL文法を利用することができます。つまり、パス

スルークエリを利用すれば、SQL文で可能なほとんどの

PostgreSQL操作がAccess 2000からも可能になるのです。

それではパススルークエリを作成してみましょう。最初

の例は、PostgreSQL特有の機能である“SELECT～

LIMIT～”文の利用例です。SELECT文にLIMIT句を
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画面13 グラフのプロパティの値集合ソースの設定

画面15
パススルー
クエリ画面

画面14
集計フォームの
実行結果

画面12
集計クエリの
実行結果



指定すると、検索結果の件数を制限できますが、これをパ

ススルークエリから実行してみます。

まず、新しく選択クエリを開きます。そしてファイルメ

ニューから［クエリ］→［SQL］→［パススルー］を選択

します。すると、選択クエリ画面がSQLパススルークエ

リ画面に変わりますので、ここにPostgreSQLの文法で

SQL文を記述します。今回は例として、customerテーブ

ルから5レコードだけを取り出す次のようなSELECT文を

指定します（画面15）。

SELECT * FROM customer LIMIT 5;

次に、メニューから［表示］→［プロパティ］を選択し

てクエリプロパティを表示し、［ODBC接続文字列］を指

定します（画面16）。このとき、右端の［...］ボタンを押

すと、ODBC接続文字列を簡単に作成できます。なお、こ

こで指定するODBC接続文字列とは、このパススルークエ

リを実行するときの接続先データベースです。

これで、パススルークエリの準備は整いましたので、実

行してみます。たしかに、PostgreSQL特有のSQL文法で

あるはずのLIMIT句が効いているようで、結果として5件

しか表示されていません（画面17）。

もう1つパススルークエリの例を示します。今度はレコ

ードを返さないSQL文の例として、東京在住の顧客デー

タを別のテーブル（customer_ tokyo）に格納する

“SELECT～INTO～”文の例です。

先ほどのパススルークエリと同様に、新しくSQLパスス

ルークエリ画面を開き、次のSQL文を入力します。

SELECT * INTO customer_tokyo FROM customer

WHERE addr1 = '東京都';

パススルークエリのSQL文法はPostgreSQLの文法で

すから、文字列を囲む記号は“'”（シングルクォーテーシ

ョン）になります。次に、クエリプロパティを表示して、

先ほどと同様に［ODBC接続文字列］を指定しますが、

今回はさらに［レコード表示］を“いいえ”に設定します

（画面18）。ここを“いいえ”にすることによって、レコ

ードを返さないSQL文を実行できるようになります。

これで準備はできました。このパススルークエリを実行

してみます（メニューから［クエリ］→［実行］）。特に、

エ ラ ー が 表 示 さ れ な け れ ば O K で す 。 本 当 に

customer_tokyoテーブルにデータが格納されたかどうか

は、読者の皆さんご自身で確認してみてください。

ところで、PostgreSQLは複数のSQL文を一度に実行す

ることができます。これを利用すれば、パススルークエリ

をもう少し便利に使うことも可能です。

たとえば、上のパススルークエリで作成される

customer_tokyoテーブルは、このままではレコード数が

増える一方です。そこで、先ほどのパススルークエリに、

処理に先だってテーブルを空にするDELETE文を追加し

てみましょう。具体的には、次のSQL文をSQLパススル

ークエリ画面に入力します。

DELETE FROM customer_tokyo;

SELECT * INTO customer_tokyo FROM customer

WHERE addr1 = '東京都';

2つのSQL文を続けて指定していますが、これは正しく

動作します。

以上のようにAccess 2000は、PostgreSQLデータベー

スとともに利用してもたいへん便利なのですが、注意すべ

きこともあります。PostgreSQLのtext型は、ODBCドラ

イバのデフォルト設定では、Access 2000のメモ型に対応

付けられています。Access 97以前ではメモ型フィールド

にインデックスがあることは許されませんので、もしも

PostgreSQL側テーブルのtext型カラムにインデックスが

あった場合、Access 2000から見た場合にはメモ型フィー

ルドにインデックスがあることになってしまいます。

結果として、Access 97以前では、そのようなテーブル
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画面16 クエリプロパティのODBC接続文字列の設定 画面18 クエリプロパティのレコード表示の設定

画面17 SELECT～LIMIT～文の実行結果



のリンクはできないのです。どうしてもリンクしたい場合

には、PostgreSQL ODBC Driverの設定のAdvanced

Options（Driver）画面にて、［Text as LongVarChar］

のチェックを外し、PostgreSQLのtext型をAccess 2000

の文字列型に対応させることで可能にはなります。

しかし、Access 2000の文字列型は254バイトまでしか

扱えませんので、それ以上の長さのデータは正しく扱えな

くなってしまいます。いずれにしても注意が必要です。

；；
；；

；；

次に、Access 2000よりも身近なアプリケーションと思

われるMS-Excel 2000（以下、Excel 2000）での場合を

取り上げてみます。Excel 2000もODBC対応アプリケー

ションですので、PostgreSQLデータベースにアクセスす

ることができます。ただし、基本的には、PostgreSQLデ

ータベースからデータを読み込んでワークシートに貼り付

けるという、参照中心の使い方になります。

それでは、Excel 2000で、先ほどのcustomerテーブル

にアクセスする例を紹介します。

Excel 2000でODBCデータベースにアクセスするには、

メニューから［データ］→［外部データの取り込み］→

［新しいデータベースクエリ...］を選択します。すると、裏

でMS-QueryというODBCアクセスツールが起動して、

データソースの選択画面が表示されます（画面19）。そこ

で、customerテーブルにアクセス可能なODBCデータソ

ースを選択して［OK］を押します。

その後の操作はクエリウィザードを使うかどうかで異な

ってきますが、最終的にMS-Queryの画面上にcustomer

テーブルのデータが表示された状態が画面20です。この

画面で、レコードを絞り込んだり並べ替えたりしながらデ

ータを確認し、最後にメニューから［ファイル］→［MS-

Excelにデータを返す］を選択して、MS-Queryを終了し

ます。すると、Excel 2000への外部データの取り出し画

面（画面21）が表示されますので、データを貼り付ける

先を指定した後に、［OK］を押せば作業は完了です。

PostgreSQLデータベースの内容がExcel 2000のワーク

シートに貼り付けられました（画面22）。

ここまでくれば、あとはごく普通にワークシート操作を

すればいいわけです。なお、Excel 2000には、いったん

ワークシートに貼り付けた外部データを最新に保つ機能が

ありますので、時間とともに変化するPostgreSQLのテーブ

ルをExcel 2000で解析するというような利用も可能です。

；；
；；

；；

最 後 に 、Visual Basic（ や Visual Basic for Appli

cation）からPostgreSQLデータベースにアクセスする場

合のヒントをいくつか紹介します。Visual Basicから

ODBCデータベースにアクセスする一般的な方法は、

DAO、RDO、ADOなどのライブラリを使うことだと思

いますが、ここでは筆者がよく使うDAOやRDOを利用し

た場合の注意点などを紹介しておきます。
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画面20 MS-Queryに表示されたcustomerテーブルの内容

画面19 MS-Queryのデータソースの選択画面

画面22 Excel 2000に表示されたcustomerテーブルの内容

画面21 外部データの取り出し画面

MS-Excel 2000の場合

Visual Basic利用のヒント
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リスト1は、DAO（Jetワークスペース）を使ってcus

tomerテーブルにアクセスするコードの例です（ODBC接

続文字列は省略してあります）。

この環境からPostgreSQL ODBC Driverを利用する場

合の注意点としては、次のものがあります。

・主キーがないテーブルは更新できない

Jetワークスペースの制限のため、UPDATE文などの

SQL文を利用した場合でも、更新はできません。だたし

パススルークエリは除きます。

・利用可能なレコードセットの種類

キーセット――dbOpenDynaset

静的――dbOpenSnapshot

前方参照のみ――dbOpenForwardOnly

・トランザクションは実質的に利用できない

DAO（Jetワークスペース） では、単独のSQL文の実

行時に複数の接続を張ることがあり、またPostgreSQLは

トランザクションを接続単位で管理するため、この環境か

らトランザクションを利用すると、矛盾やデッドロックな

リスト1 DAO（Jetワークスペース）利用の例

Sub ScanByDAOJet()

Dim wsp As DAO.Workspace

Dim dbs As DAO.Database

Dim rst As DAO.Recordset

Dim i As Integer

'ワークスペースの作成
Set wsp = DAO.CreateWorkspace( _

"", "admin", "", dbUseJet _

)

'データベースへ接続
Set dbs = wsp.OpenDatabase( _

"", dbDriverComplete, False, _

"ODBC;DRIVER=PostgreSQL; … ;" _

)

'レコードセットのオープン
Set rst = dbs.OpenRecordset( _

"SELECT * FROM customer", _

dbOpenSnapshot, 0, dbOptimistic _

)

'レコードの取り出し
While Not rst.EOF

For i = 0 To rst.Fields.Count - 1

Debug.Print rst.Fields(i).Name;

Debug.Print " = """;

Debug.Print rst.Fields(i).Value;

Debug.Print """"

Next i

rst.MoveNext

Wend

'クローズ
rst.Close

dbs.Close

wsp.Close

End Sub

リスト2 DAO（ODBCワークスペース）利用の例

Dim wsp As DAO.Workspace

Dim dbs As DAO.Database

Dim rst As DAO.Recordset

Dim i As Integer

'ワークスペースの作成
Set wsp = DAO.CreateWorkspace( _

"", "", "", dbUseODBC _

)

'カーソルライブラリの指定
wsp.DefaultCursorDriver = dbUseODBCCursor

'データベースへ接続
Set dbs = wsp.OpenDatabase( _

"", dbDriverComplete, False, _

"ODBC;DRIVER=PostgreSQL; … ;" _

)

'レコードセットのオープン
Set rst = dbs.OpenRecordset( _

"SELECT * FROM customer", _

dbOpenSnapshot, 0, dbOptimisticValue _

)

'レコードの取り出し
While Not rst.EOF

For i = 0 To rst.Fields.Count - 1

Debug.Print rst.Fields(i).Name;

Debug.Print " = """;

Debug.Print rst.Fields(i).Value;

Debug.Print """"

Next i

rst.MoveNext

Wend

'クローズ
rst.Close

dbs.Close

wsp.Close

End Sub



どの致命的な障害を起こすことがあります。

・SQL文法の違い

DAO（Jetワークスペース）で用いるSQL文は、パス

スルークエリを除いて、JetデータベースエンジンのSQL

文法であり、PostgreSQLのSQL文法ではありません。

リスト2は、DAO（ODBCDirectワークスペース）を

使ってcustomerテーブルにアクセスするコードの例です

（ODBC接続文字列は省略してあります）。この環境から

PostgreSQL ODBC Driverを利用する場合の注意点とし

ては次のものがあります。

・利用可能なカーソルドライバの種類

ODBCカーソルライブラリ――dbUseODBCCursor

・利用可能なレコードセットの種類

静的――dbOpenSnapshot

前方参照のみ――dbOpenForwardOnly

・利用可能なロックタイプ

読み取り専用――dbReadOnly

行の値に基づいた共有的ロック――dbOptimisticValue

リスト3は、RDOを使ってcustomerテーブルにアクセ

スするコードの例です（ODBC接続文字列は省略してあり

ます）。RDOからPostgreSQL ODBC Driverを利用する

場合の注意点としては次のものがあります。

・利用可能なカーソルドライバの種類

ODBCカーソルライブラリ――rdUseODBC

クライアントバッチカーソルライブラリ――rdUse

ClientBatch

・利用可能な結果セットの種類

静的――rdOpenStatic

前方参照のみ――rdOpenForwardOnly

・利用可能なロックタイプ

読み取り専用――rdConcurReadOnly

行の値に基づいた共有的ロック――rdConcurValues

バッチモード更新を用いた共有的ロック――rdConcur

Batch

■ありがとうございました！

一歩踏み込んだPostgreSQLの使い方を中心に紹介して

きた連載「PostgreSQLを極める」ですが、気が付くと今

回で9回目となっておりました。連載は、今回をもって終

了です。長い間ありがとうございました。
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リスト3 RDO利用の例

Sub ScanByRDO()

Dim env As RDO.rdoEnvironment

Dim con As RDO.rdoConnection

Dim rst As RDO.rdoResultset

Dim i As Integer

'環境の作成
Set env = RDO.rdoCreateEnvironment( _

"", _

"", _

"" _

)

'カーソルライブラリの指定
env.CursorDriver = rdUseOdbc

'データベースへ接続
Set con = env.OpenConnection( _

"", _

rdDriverComplete, _

False, _

"ODBC;DSN=;DRIVER=PostgreSQL; … ;" _

)

'レコードセットのオープン
Set rst = con.OpenResultset( _

"SELECT * FROM customer", _

rdOpenStatic, _

rdConcurValues _

)

'レコードの取り出し
While Not rst.EOF

For i = 0 To rst.rdoColumns.Count

Debug.Print rst.rdoColumns(i).Name;

Debug.Print " = """;

Debug.Print rst.rdoColumns(i).Value;

Debug.Print """"

Next i

rst.MoveNext

Wend

'クローズ
rst.Close

con.Close

env.Close

End Sub



この連載では、このところ具体的なプログラムなしで解

説してきたので、ややおもしろみに欠けたようです。今回

は反省して、例題を中心にして解説してみようと思います。

今回の例題は「Rubyクイズ」です。プログラムの実行

例を図1に示します。

プログラムの実行を終了しても情報を保存するには、フ

ァイルのような外部記憶に頼らなければなりません。外部

記憶の使い方には、いろいろと気をつけなければならない

点があるのですが、それはおいおい説明するとして、まず

は簡単なファイルからの情報取得を考えてみることにしま

しょう。

Rubyクイズプログラムにおいて、外部からの情報取得

といえば、クイズ内容の取得があります。どこからクイズ

の内容を読み込んでくるかは、いろいろな方法が考えられ

ますが、今回はまず一番簡単な「プログラムそのものから

読み込む」方法から考えましょう。

プログラムそのものから読み込む？ 外部からの情報取得

じゃないのでは、と思われた方は鋭いです。しかし、

Rubyのようなインタプリタ言語の場合は、プログラムそ

のものも単なるテキストファイルにしか過ぎません。ファ

イルからの入力と見なしてもよいでしょう。とりあえず一

番簡単ですし。

ファイルにクイズを埋め込んだバージョンのRubyクイ

ズを、リスト1に示します。

なんだか手抜きなプログラムですが、動作を説明するに

はこれで十分でしょう。手続きquiz()は、クイズの内容を

以下のような形式の配列で返します。

[[問題, [選択肢, 正誤],..],...]

「問題」と「選択肢」は文字列、「正誤」はtrueまたは

falseです。プログラム中盤のfor文以降からが本体で、ク
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プログラムが終了すると、そのプログラムが作り出
したすべての情報は煙のように消えてしまいます。
プログラムの実行が終了しても、情報を保存するこ
とを「データの永続化」と呼びます。今回はこの
「永続化」について考えてみましょう。

Rubyで行こう
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第7回　データよ永遠に

ファイルからの情報取得

Rubyの作者の名前は？ 

1: まつもとゆきひろ 

2: まつもとあきひろ 

3: まつもとひろゆき 

4: まつもとひろのぶ 

解答終了 

成績: 2問中1問正解 

正答率: 50％ 

answer? 1 

正解 

answer? 2 

はずれ 

Rubyの開発が始まったのは？ 

1: 1986年 

2: 1989年 

3: 1993年 

4: 1996年 

図1 Rubyクイズ実行例



イズ内容のデータに対してループを回し、入力を受け付け、

解答をチェックしています。

最後に、手続きresultで成績を集計して表示しています。

このプログラムでは、グローバル変数を2つ使っています。

それぞれ正答の数($yes)と問題の総数($total)になっていま

す。グローバル変数はあまりお勧めでないと言われますが、

この程度のサイズのプログラムであれば、さほど問題にな

らないでしょう。

とはいえ、プログラムに問題を埋め込むというのは手軽

でよいのですが、クイズの問題が固定的になるという欠点

があります。やはり、クイズの内容は別のファイルに置い

たほうがよかったかもしれません。

そこで別ファイルからクイズを読み込むバージョンを作

ってみましょう。要するに、ファイルを読み込んで、手続

きquizが返していたのと同じ構造の配列を返す手続きを書

けばよいわけです。そのようにして書き換えたものがリス

ト2です。

例によって手抜き例題なので、読み込むファイル名はカ

レントディレクトリのquiz.datに固定です。読み込むファ

イル名やそのディレクトリを任意に指定する方法は、読者

への宿題として残しておきます。

quiz.datのファイルフォーマットは、以下のようになり

ます。

Rubyの作者の名前は？

o まつもとゆきひろ

x まつもとあきひろ

x まつもとひろゆき

x まつもとひろのぶ

Rubyの開発が始まったのは？

x 1986年

x 1989年

o 1993年

x 1996年

つまり、問題と選択肢が空行をはさんで繰り返す形式で

す。選択肢には、正解の前に“o”を、間違いの前には“x”

を置くことにします。問題が空行を含む場合には、“.”（ピ

リオド）だけからなる行を置けば、空行に置換されます。

この手続きquizで注意すべき点は、以下の2点になります。
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▼リスト1 quiz0.rb（問題埋め込み版）

#!/usr/bin/ruby

def quiz

[

["Rubyの作者の名前は？",

["まつもとゆきひろ", true],

["まつもとあきひろ", false],

["まつもとひろゆき", false],

["まつもとひろのぶ", false]],

["Rubyの開発が始まったのは？",

["1986年", false],

["1989年", false],

["1993年", true],

["1996年", false]],

]

end

$yes = 0

$total = 0

def result

STDOUT.print "解答終了\n"

STDOUT.printf "成績: %d問中%d問正解\n", $total, $yes

STDOUT.printf "正答率: %d％\n", 100*$yes/$total

end

for quiz, *answer in quiz()

STDOUT.print "-"*10, "\n"

STDOUT.print quiz, "\n"

n = 0

loop do

i = 1

for a, in answer

STDOUT.printf "%d: %s\n", i, a

i += 1

end

STDOUT.print "answer? ";

STDOUT.sync

line = STDIN.gets

if /^\d+$/ =~ line

n = line.to_i

break

end

print "数字を入力してください\n"

end

$total += 1

if answer[n-1][1]

STDOUT.print "正解\n"

$yes += 1

else

STDOUT.print "はずれ\n"

end

end

STDOUT.print "-"*10, "\n"

result()



・readline("")で、行単位ではなく段落をまるごと読んで

くること。

・ファイルの終端でgetsはnil を返すが、readlineは

EOFError例外を発生させること。この例外はrescueで

捕捉される。

あとは、行末の改行を取り除くchomp!であるとか、“.”

を空行に置換するsub!などと、正規表現のマッチした部分

より後ろが格納されている変数“$”を押さえることさえ

忘れなければ、この手続きを読み解くのは難しくないと思

います。

さて、これでファイルから読み込む版の「Rubyクイズ」

プログラムが完成しました。しかし、やはりクイズ内容が

カレントディレクトリになければならないという仕様は、

いくらこれが手抜きプログラムだとはいえあんまりです。

そこで、ファイルが見つからなければ、プログラムから読

み込むという仕様にしてみましょう。

このためにはRubyの__END__という機能を使います。

実は、Rubyインタプリタは__END__という行に出会う

と、そこでプログラムが終了したと見なし、ファイルの残

りの内容はDATAという定数で参照されるIOオブジェク

トから読み出すことができます。そこで、ファイルが見つ

からなかったときには、DATAから情報を読み出すよう

にすればよいということになります。変更点は、次の2カ

所です。

まず第1点は、ファイルをオープンする部分を「見つか

らなければDATAから」という処理に変更します。具体

的には、プログラムの末尾に__END__という行を置き、

その後ろにクイズの内容を追加します。

第2点は、手続きquizのopenのある行を、以下のよう

に書き換えます。

begin

f = open("quiz.dat")

rescue

f = DATA

end

これで、open()でファイルが見つからなかったときに発

生する例外を捕まえて、その場合にはDATAから読み込

むことになります。たったこれだけの変更で、「ファイル

が見つからなければ、プログラムから読み込むという仕様」

が実現できてしまいました。さすがはRuby。

さて、ここに示したRubyクイズプログラムは楽しむに

はあまりにも手抜きです。実際にRubyクイズで遊ぶには、

もっともっと手をいれないといけないでしょう。具体的に

は、以下のような改造が考えられます。

・たくさん問題を用意する

・乱数で問題を選ぶ

・途中であきらめたりした場合も集計する

これらは読者への宿題にします。とはいっても、「たく

さんの問題」はなかなか用意できないでしょうから、いく

つかの問題を含んだデータファイルをCD-ROMに収録し

ておきます（といっても8問しかありませんが）ので、そ

ちらを利用してください。

ただ単に、データをファイルから読み込むだけなら、話

はそれほど難しくはありません。永続化の最初の難関は、

情報の保存と共有にあります。

外部にデータを保存する場合、特に複数のプログラムか

ら共有する場合に、まず考えなければならないことは「排
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▼リスト2 ファイル読み込み手続きquiz

def quiz

f = open("quiz.dat")

data = []

begin

loop do

entry = []

question = f.readline("")

question.sub!(/^\.$/, '')

question.chomp!

entry.push question

answers = f.readline("")

for line in answers

line.chomp!

if /^o / =~ line

entry.push [$', true]

elsif /^x / =~ line

entry.push [$', false]

end

end

data.push entry

end

rescue EOFError

end

data

end

データ保存



他制御」です。あまり聞きなれない言葉ですから、少々説

明しましょう。複数のプログラムが同時にファイルに書き

込みにいくと、いろいろとまずいことが起きる可能性があ

ります。まず考えられるのは、出力が混じってしまうこと

です。これにより、書き込み結果が「ノイズ」のようにな

ってしまう可能性があります（図2）。

もうひとつの問題は、操作の順番が狂うことにより、一

見正しそうに見えますが、実は間違った結果になってしま

うことです。たとえば、銀行口座の操作を考えてみましょ

う（図3）。ちょっと現実的でない例ですが、あくまでも説

明のためなので我慢してください。

操作Aは口座の残高を取得し、引き出した分の2000円

を引いた額を新しい残高として設定しています。一方、操

作Bも同様に、口座の残高を取得し、引き出した分の3000

円を引いた新しい残高を設定しています。結局、1万円の

口座から計5000円を引き出したわけですから、残高は

5000円になっているはずです。しかし、図3に示すように

これらの操作が同時に行われると、場合によっては正しく

ない結果が得られる場合があります。この場合には、計

5000円引き出しているのに、残高は7000円も残ってます。

引き出すほうにとってはありがたいことですが、銀行にと

っては死活問題です。こんなプログラムを作ったら、すぐ

にクビになってしまいます。

このような変なことが起きないためには、同時にファイ

ルの変更が起きないようにする必要があります。これを

「排他制御」と呼びます。排他制御とは、同時に行われる

可能性のあるそれぞれの操作が、あたかも別々の順番に実

行されたと同じ結果を保証することです。このような制御

を「直列化」あるいは「シリアライズ」と呼ぶこともあり

ます。

ややこしいのは、永続化には「シリアライズ」という単

語を使うもうひとつ別の局面があることです。もうひとつ

の「シリアライズ」については後述します。

例題であるRubyクイズに戻りましょう。情報保存の例

として、過去の成績の統計をとってみましょう。とりあえ

ず統計は /tmp/quiz.stat というファイルに格納すること

にしましょう。そのためにはquiz.rbの手続きresultをリ

スト3のように修正します。

このバージョンの手続きresultでは、通常の成績表示の

後、データファイルである/tmp/quiz.statから読み込みを

行い、今回の成績を追加したうえで、新しい成績を書き込

みます。排他制御のために、今回はflockメソッドを使っ

ています。flockメソッドによってファイルをクローズする

まで、そのファイルをロックすることができます。

最初の実行では、/tmp/quiz.statファイルは存在しない

ので、エラーになります。「rescue Errno::ENOENT」の
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▼リスト3 過去の統計を取る手続きresult

def result

STDOUT.print "解答終了\n"

STDOUT.printf "成績: %d問中%d問正解\n", $total, $yes

STDOUT.printf "正答率: %d％\n", 100*$yes/$total

begin

f = open("/tmp/quiz.stat", "r+")

f.flock(File::LOCK_EX)

yes, total = f.readline.split

$yes += yes.to_i

$total += total.to_i

f.rewind

f.printf "%d %d\n", $yes, $total

f.close

rescue Errno::ENOENT

f = open("/tmp/quiz.stat", "w")

f.printf "%d %d\n", $yes, $total

f.close

end

STDOUT.printf "累計成績: %d問中%d問正解\n", $total,

$yes

STDOUT.printf "累計正答率: %d％\n", 100*$yes/$total

end

口座残高 

10000円 

8000円 8000円 

8000円 7000円 

残高取得 
10000円 

3000円引き出し 
残高設定 
7000円 

残高取得 
10000円 

2000円引き出し 
残高設定 
8000円 

 

操作A 操作B

図2 複数の同時書き込みによる「ノイズ」の例

図3 操作の順番間違いによる銀行口座の操作例

プログラムA（"ABCD"を出力） 

プログラムB（"abcd"を出力） 

"ABaCbcDd"



部分でそのエラー（例外）を捕捉して、新たにファイルを作

っています。複数ユーザーから使うためには、このファイ

ルのパーミッションについても考える必要があるでしょう。

共有情報の保存の方法には、いま使った通常ファイルの

ほかにも、さまざまな方法があります。そのうちの主なも

のをメリット・デメリットとともに紹介しましょう。

■ファイルによるデータ保存

通常、ファイルはデータ保存の基本で、最もよく用いら

れる手段でもあります。一方、ある意味で原始的であるた

め、毎回データ保存のために「車輪の再発明」を強制され

るような気分になることもあります。メリットは単純なこ

と、デメリットは明示的な排他制御が必要なことと、保存

したいデータが単純なテキストデータでない場合、特に構

造を持つデータの場合にはやや手間がかかります。

ファイルの排他制御のためには、以下の方法が使えます。

・flock

flockメソッドによってロックをかけると、ロックが解

除されるまで、ほかのflockは待たされます。ファイルを

クローズすると自動的にロックが解放されます。

・ロックファイル

flockメソッドを使う代わりに、あるファイルがロック

されていることを示すためのファイルを作成する手法で

す。あるファイルにアクセスする前に、そのファイルに対

応するロックファイルがあるかどうかを確認します。ロッ

クファイルがあれば、なくなるまで待ちます。ロックファ

イルのチェックと作成の間にほんのわずかでも時間差があ

ると、タイミングによっては先ほどの銀行口座の例と同様

の問題が発生する可能性があるので、ロックファイルの作

成には工夫が必要です。UNIXでは、一般的にディレクト

リとシンボリックリンクがチェックと作成が同時に行える

というロックファイルに向いた性質を持っています。

flockのほうが少々高級で使いやすいのですが、クロー

ズされた瞬間にロックが解放されてしまうので、場合によ

っては使えないことがあります。なお、ロックファイルも

flockも、いずれも強制力はありません。ロックをチェッ

クしなければ、ロックされているかどうか分からないため、

意図的であるにしろ、ないにしろ、ロックを無視してデー

タを破壊することは可能です。これらのロックは、いわば

紳士協定というところでしょうか。

■DBM

DBMは、ほとんどのUNIXで使える一種のデータベー

スで、プログラム同士で文字列を受け渡すことができます。

Rubyからは、dbm（またはgdbm）拡張ライブラリによ

って利用することができます。使い方は以下のようになり

ます。

require 'dbm'

f = DBM.open("/tmp/quiz.stat")

f["yes"] = $yes.to_s

f["total"] = $total.to_s

f.close

前後にopenとcloseがあるほかは、ほぼハッシュと同じ

ように使うことができます。文字列から文字列へのハッシ

ュで実現できる構造の表現には、非常に適しています。

DBMのデメリットは以下のとおりです。

・ロックを行わないため、排他制御が必要。しかし、

flockは使えない

・キー、バリューともに文字列のみという制限がある

・要素となる文字列に大きさの制限がある（実装ごとに違

うが、多くのdbmでは4Kバイト）。要素数の制限はゆ

るい

これらの問題（2番目を除く）を改善したBerkeley DB

ライブラリというものも存在します。しかし、残念なこと

に、このライブラリに対するRuby用拡張ライブラリはま

だ存在していません（開発中との噂も聞きますが）。

■関係データベース

「関係代数」理論に基づいたデータベースです。という

と難しそうですが、PostgreSQL、Oracle、InterBase、

MySQLなどのいわゆるデータベースシステムは、ほとん

どこの範疇に入ります。これらのデータベースシステムに

対するインターフェイスを実現するRuby用拡張ライブラ

リが開発されています。

関係データベースは、もともと情報の保存と共有を目的

として開発されているので、排他制御や検索などの機能を

含んでいます。データタイプとしては、文字列以外にも数

値や日付などの豊富な型を持っていますが、オブジェクト

同士の参照やリンクなどの情報もテーブルの形で表現しな
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ければならないという点は、少々面倒に感じることもあり

ます。

さて、ファイル、DBMあるいはデータベースなどを使

って情報を保存するにしても、保存できるデータタイプは

限られたものです。Rubyで定義したオブジェクトなどを

そのまま保存することはできません。特に、オブジェクト

による情報は、複数のオブジェクト間で相互にリンクされ

ることによって表現されているものも多く、ファイルやデ

ータベースへの保存には、なんらかの変換が必要になりま

す。前に示した手続きresultのような単純なものでも、数

値を文字列に変換していましたね。

このようにオブジェクトと保存に適した形式（多くの場

合には文字列）の間で、相互に変換することも「シリアラ

イズ」と呼ぶことがあります。また、「マーシャリング」

と呼ぶこともあります。シリアライズのほうは、前に登場

した別のシリアライズと混同しそうな気がするので、ここ

ではマーシャリングのほうを用います。

多くの場合には、保存するデータに合わせて相互変換す

るマーシャリング手続きを用意する必要があります。手続

きresultにあった、

f.printf "%d %d\n", $yes, $total

のようなものも、そのようなマーシャリングの一種です

（極端に簡単なものですが）。

しかし、楽をしたいのが人間というものです。「お気楽

プログラミング」をめざすRubyなら、なおさらです。さ

いわいなことに、Rubyにはそのようなニーズをサポート

する仕掛けが組み込まれています。「Marshal」というモ

ジュールがそれです。

Marshalモジュールには、ほぼ任意のRubyオブジェク

トをマーシャリングするメソッドdumpと、逆にマーシャ

リングされたデータから元のオブジェクト（のコピー）を

復元するメソッドloadが提供されます。下記を参照してく

ださい。

・dump(object[,io][,limit])

objectをマーシャリングします。IOオブジェクトが指

定されたときには、そのIOに対してマーシャリングの結

果を書き出します。そうでないときには、マーシャリング

した文字列を返します。整数limitが指定されたときには、

limit段以上深くリンクしたオブジェクトは、マーシャリン

グしません。

・load(string_or_io[, proc])

マーシャリングされた文字列、またはマーシャリングさ

れたデータを保存したIOオブジェクトを引数に取り、元

のオブジェクトと同じ状態を持つオブジェクトを返しま

す。手続きオブジェクトprocが指定されたときには、復

元されたそれぞれのオブジェクトに対してprocが呼び出さ

れます。

Marshalを使えば、複雑な構造を持つデータも簡単にフ

ァイルに書き出すことができます。Marshalはリンクが図

4のように複雑になっても対応できます。

しかし、Marshalも万能ではありません。なかなか完璧

なものはないものです。Marshalの欠点とは、ダンプでき

ないオブジェクトがあることです。具体的には、以下のオ

ブジェクトは保存することができません。

・特異メソッドを定義したオブジェクト

・IOやソケットなど基本的にプロセスを越えて保存できな

いオブジェクト

・拡張ライブラリが定義したような、Rubyが保存方法を

知らないオブジェクト

もっとも、このようなオブジェクトを保存したいと思う

ことはまれなので、さほど問題にはならないようです。

しかし、人間の楽したい気持ちには限りがありません。

いっそ、なにも考えずにオブジェクトがそのまま保存でき

たらどんなによいでしょう。普通だったら、そうそう簡単
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図4 Marshalが対応する複雑な構造を持つデータ

あちこちから参照されている 

参照が循環している 

Emacsの特徴オブジェクト永続化



にはいきません。

ところが、そんなうまい話があるんです。それが

「PStore」です。PStoreは、Persistent Store（永続的保

存）の略のようです。

PStoreは、Ruby本の「6.2 pstore.rb」（251ページ）

に解説してあります。しかし、読者の皆さん全員が、あの

本を持っているわけではないでしょうから、もう一度説明

します。ただ、Ruby本を持っていて損はありませんよ。

持ってない人は購入を検討してみてください。

PStoreクラスの機能の抜粋を以下に示します。

・ps = PStore::new(path)

データベースオブジェクトを生成します。データは、

pathで指定されたファイルに格納されます。

・ps.transaction { }

トランザクション（一連のデータベース操作）を開始し

ます。このtransactionメソッドの範囲内でだけ、データ

ベースの内容にアクセスできます。

・ps[name]

データベースにnameという名前をキーとして格納され

ているオブジェクトを取り出します。

・ps[name]=obj

データベースにnameという名前をキーにしてオブジェ

クトobjを格納します。実際にファイルに保存されるのは、

そのオブジェクトから（Marshalを使って）再帰的にアク

セスされるすべてのオブジェクトで、トランザクション終

了時の状態が保存されます。

・ps.root?(name)

データベースにnameという名前のキーが登録されてい

るかどうか調べます。

・ps.commit

トランザクションを終了します。このメソッドを呼び出

した時点で、transactionメソッドの終了にジャンプする

ことになります。

・ps.abort

トランザクションを中断します。ps.abortの場合も、こ

のメソッドを呼び出した時点で、transactionメソッドの

終了にジャンプします。abortでは、トランザクション中に

データベースに対して行った変更はすべて無効になります。

PStoreは、自動的にマーシャリングをしてくれるだけで

なく、flockによる排他制御まで行ってくれるので、非常

に使いやすいライブラリになっています。

しかし、わずか143行（コメント含む）で実現されてい

るだけあって、あまり大量のデータの取り扱いには向きま

せん。トランザクション開始時に全ファイルを読み込んで

きて、終了時には全部を書き出すのですから、当然と言え

ば当然ですが……。PStoreは、ごく小規模のデータ保存

にだけ使うのが賢そうです。

しかし、大規模データにも対応できるPStoreのような

ものがあればよいのに、といつも思います。難しそうな気

もしますが、原理的には不可能ではないと思うので、いつ

かだれかが作らないでしょうかねえ。

ここでRubyクイズに戻って、手続きresultをPStoreを

使って実現してみましょう（リスト4）。手続きの中身がず

いぶん簡略化されているのが分かると思います。仮に、保

存するデータが整数2つではなく、もっと複雑なものであ

れば、簡略化の効果はもっともっと大きなものになったで

しょう。

あ、そうそう。PStore版のクイズプログラムも情報を

保存するファイル名が共通です。したがって、まず/tmp

/quiz.statファイルを削除してから実行してください。
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▼リスト4 PStoreを使った手続きresult

require 'pstore'

def result

STDOUT.print "解答終了\n"

STDOUT.printf "成績: %d問中%d問正解\n", $total, $yes

STDOUT.printf "正答率: %d％\n", 100*$yes/$total

ps = PStore::new("/tmp/quiz.stat")

ps.transaction do

unless ps.root?("stat")

stat = [0, 0]

end

stat[0] += $yes # ただ代入するだけ
stat[1] += $total # transaction終了時に保存され

る
$yes = stat[0] # 後で参照するため
$total = stat[1] # グローバル変数に代入しておく

end

STDOUT.printf "累計成績: %d問中%d問正解\n", $total,

$yes

STDOUT.printf "累計正答率: %d％\n", 100*$yes/$total

end



今回、開発した「Rubyクイズ」プログラムを本誌付録

CD-ROMに収録してあります。CD-ROMに収録されてい

るファイルは、以下のとおりです。

quiz0.rb リスト1に示された版

quiz1.rb quiz.datを読み込む版

quiz2.rb DATAからも読み込む版

quiz3.rb 成績を保存する版（テキスト）

quiz4.rb 成績を保存する版（PStore）

quiz.dat クイズデータファイル

今回はRubyクイズプログラムを中心にデータの永続化

について学びました。

ただ単に、データを保存するだけでも、いろいろ考えね

ばならないことがあるものですね。

個人的にはPStoreは非常に使いやすいので愛用してい

ます。たいていの場合は、必要なデータをそのまま放り込

めばよいので、これほど便利なことはありません。速度の

問題が解決されて、もっと大規模な場合にも心配なしに使

える日が来ないかなあと願っています。実現可能かどうか

は知りませんが。

今回は説明しませんでしたが、CGIのようなプログラム

は、しばしばこの永続化を必要とします。たとえば、Web

掲示板の書き込みなどはまさにそれです。CGIは、Rubyに

向いた分野ですから、今後ぜひ説明したいと思っています。

皆さんも知りたいことがあれば、linuxmag@ascii.co.jpま

でメールでリクエストしてください。
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■新正規表現

Perl5正規表現のうち、Rubyに欠けてい

たものの一部が実装されました。実装され

たのは以下のものです。

・¥G

前回のマッチの末尾にマッチします。gsub

やscanにおいて有効です。

・(?>...)

独立正規表現です。この範囲内でマッチし

たパターンはバックトラックしません。で

すから、(?>a＊)abは決してマッチしません。

というのも、a＊がすべてのaの並びを「飲

み込んで」しまうので、abにマッチできな

いからです。(?> )で囲まれていなければ、

バックトラックにより、aを1つ戻った地点

でマッチできるのですが。

これらをどう使うかというと……。うー

ん、正規表現は難しいなあ（笑）。

■正規表現オプション

Ruby1.5では、改行に対する特別扱いを

中止するpオプションがなくなりました。こ

れに対応するのは、「複数行オプション」を

意味するmオプションです。

ただし、pオプションとmオプションでは

少々挙動に違いがあります。そのために名

前が変わったわけですが。

それは、mオプションでは、正規表現の^

や$が改行を無視しないという点です。以

前の pオプションでは、^は文字列の先頭

に、$は文字列の末尾にマッチしていました。

mオプションでは、これらは文字列中の改

行ともマッチします。Perlになぞらえると、

pオプションは「単独行モード」に、mオプ

ションは「純粋複数行モード」に対応する

ようです（『詳説 正規表現』オライリー・

ジャパン発行の256ページを参照）。

1.5ではpオプションを使うと警告が出力

されます。将来pオプションは使えなくなる

かもしれませんから、早期のmオプション

への移行をお勧めします。

Column

今月のRuby 1.5

『オブジェクト指向スクリプト言語

Ruby』

まつもとゆきひろ／石塚圭樹 共著

アスキー発行

本体価格4000円

ISBN4-7561-3254-5

プログラムについて

リクエストをお待ちしています

Rubyの開発者であるまつもとゆきひろ氏と、オブジェクト指向

の専門家である石塚圭樹氏によるRubyの公式解説書。Rubyと

はどんな用途に向いている言語であるかといった基礎から、

Rubyの言語仕様、Rubyによるオブジェクト指向プログラミング

など、Rubyのすべてを紹介している。また、Rubyの応用プログ

ラミングや内部構造、Rubyの拡張についても深く解説されてい

る。そのため、総ページ数は600ページ近くにもなっており、さ

らに、付録として、Rubyの言語仕様や関数、クラスライブラリ

や、Ruby関連用語集なども収録されている。本連載でも、しば

しば「Ruby本」という呼び方で登場している。Ruby使いの必

携書である。 （編集部）
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;;
;;
;;

近頃のIDEハードディスクの大容量

化、低価格化は、ちょっと前では考え

られないほどの水準になっている。筆

者も25Gバイトのハードディスクを先

月約2万円で購入した。まったくあり

がたい世の中になったものである。

さて、この大容量ハードディスク、

パーティションを切ってext2ファイル

システムとして使用する場合、root（/）

や/usrなどのシステムパーティション

に5Gバイトを割り当て、残り10Gバイ

ト～20Gバイトにユーザーデータを格

納するための専用パーティションを割

り当てることが一般的な構成だと思わ

れる。

ディスクが大容量になると、それま

で遭遇することのなかった問題に悩む

ことになる。それはfsckにかかる時間

だ。ちゃんとshutdownされていなか

ったファイルシステムは、次回のブー

ト時にfsckの対象となる。また、ext2

ではファイルシステムのスーパーブロ

ックにmount回数を保持する領域があ

り、決められた回数に達すると安全の

ために無条件にfsckの対象となる。デ

フォルトでは20回mountするとブート

時にfsckが有無を言わさず実行されて

しまう。

;;
;;

;;

ではこのfsckは一体何をしているの

だろう。簡単にいうと、ファイルシス

テムの整合性をチェックし、不整合が

あった場合はそれを修復するという処

理を行っている。

たとえばシステムクラッシュなど不

測の事態が発生すると、更新されたフ

ァイルシステムの管理領域の情報がデ

ィスクに書き込まれる前に強制終了し

てしまうため、OSが実行すべきファイ

ルシステムの更新処理が途中のままで、

スーパーブロックやブロックグループ

内に保持されている空きブロック数や

空きi-node数の値と、実際の空き状態

を表したビットマップ領域の内容が一

致していないなど、ファイルシステム

の実際の内容と管理領域の内容に食い

違いが生じている状態である。

具体的には、すでに解放されている

はずのブロックがブロックグループの

ビットマップ上では使用中のままにな

っていたり、反対に割り当てたはずの

ブロックがブロックグループのビット

マップ上では空き状態のままだったり

する。i-nodeの管理も同じようにビッ

トマップで管理しているので、同様の

状態が起こり得る。

fsckはこのような管理領域の情報と

実際の内容が合っていないファイルシ

ステムの状態を検出し、ファイルシス

テムの管理情報を正しい内容に更新す

る役割を担う。整合性の取れていない

（cleanでない）ファイルシステムを、

fsckを実行しないでmountして使用した

場合、知らず知らずのうちにファイルシ

ステムの内容が壊れていくので、clean

でないファイルシステムはmount前に必

ずfsckを実行する必要があるのだ。

さて、以上の説明でfsckの必要性は

理解できたと思うが、同時に現在の

fsckによる方法では、ファイルシステ

文：長岡モイチ
Text :Moichi Nagaoka

動画やMP3データなどのマルチメディアデータはファイル
のサイズが数Mバイトから数十Mバイトもある。また、最近
ではPCエミュレータであるVMwareが流行っており、
VMware上で動かすOS用の仮想ディスクを作成するために、
大きなパーティションを用意する人もいることだろう。今回
は、その大容量パーティションを使う時に問題となるfsckに
かかる時間を解決するジャーナリング機能を解説する。
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大容量ディスクの憂鬱

fsck
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ムの容量が大きくなりチェックすべき

ブロック数が多くなってくると、fsck

の実行時間も相対的に長くなってしま

うことが理解できるだろう。fsckによ

るファイルシステムのチェックはブー

ト時の早い段階で行われるから、fsck

の時間はそのままサービスのダウンタ

イムに直結することになる。

もしもNFSサーバやSamba、FTPサ

ーバなど、一般に大容量ファイルシス

テムを必要とされるサーバが不意の電

源断などでクラッシュした場合、リブ

ート後にサービスが再開されるまで30

分以上もかかってしまったら、クリテ

ィカルな状況においては大問題になる

はずだ。たとえば、Eコマース、ネットオ

ークション、ネットトレーディング関係

のWebサーバなどが挙げられるだろう。

;;
;;

;;

ジャーナリングは、fsckで見られる

クラッシュリカバリ時の長い待ち時間

を大幅に短縮できる技術である。もと

もとはデータベースのトランザクショ

ン処理に使用されていた技術をファイ

ルシステムに対して応用した技術であ

り、今日のミッションクリティカルな

企業サーバで使用されているファイル

システムのほとんどにはジャーナリン

グ機能が備わっている。

ジャーナリングはファイルシステム

に対する変更をディスク上のログ（ジ

ャーナルとも呼ばれる）に記録するこ

とで、ファイルシステムのチェックを

変更された箇所に限定して行うことが

できるようにしている。そのため、ク

ラッシュリカバリの時間を大幅に短縮

できるのだ。

たとえば、ext2ファイルシステムな

どジャーナリング機能を持たないファ

イルシステムでは、システムクラッシ

ュした直前にそのファイルシステムに

対してどのような変更が行われていた

のかわからないので、fsckでは管理領

域（スーパーブロック、ビットマップ、i

-node領域、間接ファイルブロックな

ど）のすべてをチェックして整合性を

確認する必要がある。そのために大容

量ファイルシステムではどうしても

fsckの時間が長くなってしまう。

対するジャーナリングファイルシス

テムでは、ファイルシステムを実際に

変更する前に、まずログにその変更内

容を記録する。実際のディスク上のデ

ータの変更はログに記録されるまで行

われない。システムクラッシュ後にフ

ァイルシステムの整合性を調べるには、

ログに記録された変更内容をチェック

する。ログには記録されているが実際

のファイルシステムには反映されてい

ない処理に対しては、ログの内容に基

づき作業を行い処理を完了させる。こ

れはログのリプレイとも呼ばれる。ロ

グに記録されている内容が途中で切れ

ている場合は処理を捨てて、ファイル

システムが不安定な状態にならないよ

うにする。

このように、ジャーナリングファイル

システムとは、システムクラッシュでフ

ァイルシステムにどのような変更を行

おうとしていたか忘れないように、ファ

イルシステムに変更を加える前にその

内容をログとして記録する機能を持っ

たファイルシステムということができ

るであろう。このことからロギングファ

イルシステムと呼ばれることもある。

誤解を招きやすいが、巷で用いられ

ているジャーナリングファイルシステ

ムとはジャーナリング機能を持つファ

イルシステムという意味にすぎず、フ

ァイルシステムの内部構造や内部動作

まで決めるものではないことに注意し

て欲しい。

;;
;;

;;

さて、ジャーナリングファイルシス

テムの概要については以上で理解でき

たと思う。要は「ファイルシステムに

変更を反映させる前にログに記録する」

ことがミソなわけだ。しかしながら、

具体的にどんな内容を記録するのか、

どのタイミングで記録するのかなどの

方法に関しては、ファイルシステムご

とに差別化を図っており、それぞれに

特徴がある。

そこで今回は、単純なジャーナリン

グファイルシステムの構造を説明した

後、基本的な動作について例を挙げて

解説していきたいと思う。ここで述べ

るのはあくまで基本的な話であり、実際
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①まずはじめにログに書き込む 
②データ更新はログに記録されたあとに行われる 

ログ領域 

ディスク 

データ領域 

システム 

① 

② 

ファイルシステムのマウント動作 

・ログから未更新のデータを取り出し反映させる 
・基本的にマウント前のfsckの必要がない 

ログ領域 

ディスク 

データ領域 

システム 

① 

② 

図1 ジャーナリングファイルシステムの特徴

ジャーナリング
ファイルシステムとは

ジャーナリングファイルシステム
の構造と動作



のジャーナリングファイルシステムはキ

ャッシュやバッファ管理など他の要素

が絡み合う複雑な実装になっている。

;;
;;

;;

ジャーナリングファイルシステムの

内部構造は、図2に示すようにログ領

域と通常のファイルシステム領域の2つ

に大別することができる。ファイルシ

ステム領域はファイルシステムを実装

するために必要な管理領域とデータ領

域の構成になっている。ログ領域はフ

ァイルシステムに対する変更内容を表

すログデータを格納するための領域で

ある。ログの場所は実装によって異な

り、専用パーティションに作成するも

のもあれば、ファイルシステムの先頭

や末尾の領域を予約してログ領域とし

て使用するものもある。また、Win

dowsのスワップファイルのように特殊

なファイルとして実装しているファイ

ルシステムもある。

このように、ディスク上の構造だけ

を見てみると、ジャーナリングファイ

ルシステムとは通常のファイルシステ

ム領域にログを追加しただけの単純な

構成であることがわかるだろう。実際、

ジャーナリングファイルシステムと呼

ばれているファイルシステムの多くは

ジャーナリングをoffにすることができ、

ジャーナリングなしでもファイルの読

み書きなどの普通の操作は使用可能に

なっている。ジャーナリングファイル

システムはファイルシステムに対して

変更内容の保存場所と記録する処理を

追加することにより、可用性を向上さ

せているのだ。

■ログの構造

ログの構造は一般に環状バッファに

なっており、ログの末尾まで来ると先

頭に戻って書き込まれる。有効なログ

レコードが含まれている領域の先頭と

末尾を指すポインタが存在し、ログが

書き込まれると先頭のポインタが移動

する。一方、ログの内容がフラッシュ

されると末尾のポインタが移動する。

ログにはファイルシステムの変更内

容を表したログレコードが書き込まれ

る。このレコードは、ファイルシステ

ムへの操作を表した値とそのデータか

ら構成される。ログの領域は追加書き

込みされていくだけであり、通常のフ

ァイルシステムの運用ではログの内容

を読み込んだり、すでに書かれている

内容を変更したりすることはない。

ログにi-nodeに代表されるファイル

を管理するためのメタデータとユーザ

ーデータの両方を記録する方式を「フ

ルジャーナリング」と呼ぶ。通常のジ

ャーナリングでは、システムクラッシ

ュ後のファイルシステムの整合性を確

保するという目的から、メタデータの

変更のみ記録される。したがって、シ

ステムクラッシュが発生した場合、ユ

ーザーデータの部分の復旧はできない。

重要なデータの場合は同期書き込みを

行う必要がある。

一方、フルジャーナリングの場合は

ユーザーデータもログとファイルシス

テムの両方の領域に書き込まれること

になるので、システムクラッシュ後も

ログに残っているユーザーデータを復

旧することができる。しかしながら、

ユーザーデータをログ領域とファイル

システム領域に二重に書き込むオーバ

ーヘッドのため、通常のジャーナリン

グに比べパフォーマンスは低下する。

■トランザクション

ジャーナリングファイルシステムで

は、ログに記録する内容をトランザク

ション単位で行う。トランザクション

とは、ユーザーがファイルシステムに

対してある操作を行うときに必要な、

ファイルシステム内部で行う一連の操

作をいう。

たとえば、ディレクトリ以下にファ

イルを作成する場合を考えてみよう。

ユーザーモードで動作しているアプリ

ケーションでは、ファイルを作成する

にはcreatシステムコールを発行する。

アプリケーション側からはこのシステ

ムコール1つだけでファイルが作成され

るので、単一の処理に見えるかもしれ

ないが、カーネルモードで動作するフ

ァイルシステムのコードは、指定され
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図2 ジャーナリングファイルシステムの内部構造
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の内部構造



たファイルシステム上にファイルを作

成するために、図3のように①～⑤の処

理をすべて完了させなければならない。

これらの一連の処理、つまりファイ

ルを作成するトランザクションが無事

完了すると、ファイルシステムの状態

は新しいファイルが追加された整合性

の取れた状態となる。

ジャーナリングファイルシステムの

場合、ディスク上の空きブロックビッ

トマップやi-nodeが含まれたブロック

の更新を行う前に、必ずログにトラン

ザクションを記録する。ログに書かれ

る内容はジャーナリングの実装によっ

て異なるが、一例として挙げると、①

から⑤の操作を、同一トランザクショ

ンIDが付いた個々のログレコードとし

て書き込む。システムクラッシュ時の

ログのリプレイ用にメタデータがログ

に書き込まれるので、空きブロックビ

ットマップやi-nodeが含まれる更新さ

れたイメージのブロックがログに含ま

れる。XFSなどはブロック全体ではな

く、ブロック内の変更のあった部分だ

けがログに書き込まれるようだ。

さて、ファイルを作成する話に戻ろ

う。ファイルを作成するトランザクシ

ョンがどのようにログに書き込まれて

いくかこれから説明したいと思う。

Step1 トランザクションの割り当て

まず、①の処理を行う前に、新しい

トランザクションの割り当てを行い、

これから行うファイル作成のトランザ

クションに対するIDを取得する。

Step2 ファイル操作のトランザクショ

ンへの追加

トランザクションIDの割り当てが成

功したら、このIDを用いてトランザク

ション内で行う①～⑤の操作をトラン

ザクションに加えて行く。ジャーナリ

ングでない普通のファイルシステムの

場合、①から⑤で行うメタデータの変

更はディスクに同期的に書き込まれる

ことが多いが、ジャーナリングの場合

はディスク上のブロックを変更する前

に必ずログに記録する必要があるので、

この段階では書き込みを行わず、トラ

ンザクションごとに割り当てられてい

る管理データとリンクされメモリに保

存されていくような処理になる。ちな

みに、この段階ではログにはまだ記録

されず、内容はトランザクションにロ

ーカルなまま保持されている。

Step3 トランザクションのコミットま

たはロールバック

上記の名前でデータベースの操作を

思い出した人もいるかと思うが、内容

も同じである。トランザクションのコ

ミットは、Step2で構築したトランザ

クションの内容をログに記録する処理

を行う。ロールバックは、トランザク

ション中に行った変更を無効にしたい

場合の処理であり、エラーが発生した

場合などに呼び出される。

■ログの管理

各トランザクションがコミットする

ことによってログに記録されていくと、

やがてログの環状バッファはいっぱい

になる。ログ領域の末尾にある古いロ

グレコードが新しいログレコードに上

書きされないように、ジャーナリング

ファイルシステムはログ領域がいっぱ

いに近づいてくると古いログレコード

を削除するための処理が必要になる。

ログから削除可能なレコードは、レ

コードの内容がすでにファイルシステ

ムに反映されているレコードである。

実際にファイルシステムに反映される

タイミングは実装依存だが、トランザ

クションがコミットされてログ領域に

記録されたあとは、システムクラッシ

ュしてもログのリプレイによって復旧

できるので、更新は非同期で行われる

こともある。この場合、非同期書き込

みの完了時点で書き込みの該当トラン

ザクションを占めるログ領域を開放す

ることができる。

一般にログレコードの削除を専用の

スレッドが行う実装が多い。ログがい

っぱいにならないように気をつけない

と、ログの空き領域を待ってI/Oが滞

ってしまい、パフォーマンスが大幅に

低下することにもつながるのだ。
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① 新しいファイル（a.txt）用に空きi-nodeを割り当てる 
   → 空きi-nodeビットマップの更新 
② 新しいファイル（a.txt）のi-nodeの初期化 
   → i-nodeの更新（日付、mode、ユーザーIDなど） 
③ ディレクトリ（dir1）のブロックに新しいファイルのエ
　ントリを追加する空き領域がない場合、ディレクトリエ
　ントリにファイルを追加するために空きブロックを割り
　当てる 
   → 空きブロックビットマップの更新 
   → ブロックの初期化（0クリア） 
④ ディレクトリのブロックに新しいファイル（a.txt）のエ
　ントリを追加 
   → ブロックの更新 
⑤ ディレクトリ（dir1）のi-nodeを更新 
   → ディレクトリi-nodeの更新（日付、サイズ） 

例: ディレクトリdir1にファイルa.txtを作成する際の処理 

ブロック 
ビットマップ 

i-node 
ビットマップ 

i-node 
テーブル 

データ 

ブロックビットマップ 
・管理ブロック 

i-nodeビットマップ 
空き→使用に更新 

i-node

・dir1関連 

ディレクトリブロック 

① 

③ 

④ 

③ ⑤ 

② ③ 

a.txt

i-node
・a.txt関連 

uid

サイズ 

日付 

図3 ファイル作成トランザクション処理の場合
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今回はLinuxカーネル2.4のネットワーク機能を見てい

こうと思いフィルタ機能を中心に調べていたのだけれど、

部屋の片付けの際中にふと何かを見つけてしまいそちらに

気が移ってしまった時のように、別のことを行ってしまっ

ていた。

前々回くらいにノートPCにLinuxをインストールした

ものの利用できるハードディスク容量が少ないので、ロー

カルネットワークに接続している場合はNFSを使用してデ

ィスク容量に余裕のあるLinuxコンピュータ（特にサーバ

的な仕事をさせているわけではないし、複数のOSをイン

ストールしてさまざまなテストに使用しているのだけれど、

これといった用事のない時は、リモートから効率よく利用

できるLinuxでとりあえず稼動させている）に作業領域を

確保したという話をした。

その際、スーパーユーザーにスイッチしなくてもマウント

できて、ファイルの実行パーミッションも有効にして、さ

らにrootユーザーでも作業が行えるような設定を施したわ

けなんだけど、これらに加えて転送パフォーマンスを向上

させるためにmountコマンドのオプションとしてrsize／

wsizeというNFSレベルの読み書きサイズを紹介した。

実は僕自身、この時点ではrsize／wsizeオプションに

関しては調べてみたこともなく、いにしえの言い伝えをそ

のまま伝承しただけで、これといった確信があるわけでは

なかった。けれども我が家のネットワークインフラを整備

し直すことになったので、今回はこのことについて少し調

べてみることにする。

；

；ネットワークを100BASEのスイッチングハブ構成に

；

今まで我が家のネットワークインフラは、10BASE-Tベ

ースの特別な機能など何も付いていないハブを利用してい

たのだけれど、NFSを利用するようになって、そのローカ

ルディスクとのレスポンスのギャップは予想を越えてかな

りのストレスを感じていた。

僕の所有する形を成し稼動するコンピュータは計5台。

このうち3台はノーマルPentiumの200MHz以下、あと2

台はCeleronの400MHz台、とまぁお粗末なもので、

Linuxをインストールして使用できるようになっているコ

ンピュータでは、最近購入したノートPCのCPUが一番高

速だったりする。こういった事情もあって、Linux関連は

できればノートPCのCPUを利用して作業を行いたいわけ

なんだけど、先に述べたディスク容量の問題を解決すべく

導入したNFSが低速なネットワークインフラに足を引っ張

られてしまい、思惑通りにすんなりとはいかない状況であ

った。

ここで誤解しないでほしいのだけれど、10BASEネット

ワークでNFSが実用に耐えないと言っているわけではな

い。/usrや/usr/local以下など、実行プログラムを共有し

たり、/homeを共有したりすることに関して、10BASE

ネットワークでもそれなりに実用的だし、実際に利用され

NFS設定のそれから
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文：政久忠由
Text : Tadayoshi Masahisa

ネットワークを100BASEの
スイッチングハブ構成に



てきた。実行プログラムのサイズは、100Kバイト以下が

ほとんどで1Mバイトを超えるものは希だし、一般ユーザ

ーの扱うデータサイズもそれほど大きなものはないからだ。

しかもそれぞれの作業過程では数個のファイルのネットワ

ーク転送が発生するだけだ。けれども、僕が求めているワ

ークステーション的な利用というか、数十Mバイトのソー

スコードを展開してそれをコンパイルしたりするのに使用

するとなると、実質600Kバイト／秒程度のネットワーク

転送速度では、最たるボトルネックとして著しく表面化し

てしまうのだ。

現状、10万円もあればそこそこの性能（僕の所有するも

のよりはるかに高速な）のパソコン一式を入手できるご時

世である。少し前までは決してメーカー製PCを購入する

ことはないと思っていたんだけど、ここ最近はハードウェ

アをいじるのも面倒だし、最速、最新ということにもトン

と興味が薄れてしまっていて、とりあえずご機嫌に動いて

くれさえすればいいや、というデカダンス傾向（不景気と

言われているのはこのせいか？）にあるので、10万円を切

る完成品でも買ってLinuxの作業マシンにしちゃおうかな

とも考えていた。でも、そもそもの目的を考えるとネット

ワークを高速にしてみるという手段が今の僕の環境では将

来的にももっとも効果的でコストパフォーマンスもよいよ

うな気がしたので、とりあえずはネットワークインフラを

100BASEにリプレースしてみることにしたのだ（無線

LANにもそそられたのだが、やはり速度優先）。

ずいぶん前から100BASEが当たり前だよ、と思う人も多

いであろう。でも僕は100BASEにしたとしても期待ほどに

は実質転送速度が向上しないケースをあまりにも数多く見

てきてしまったのだ。だから今まで導入を躊躇してきたの

だけれど、現状、100BASEのスイッチングハブ（10BASE

にも対応）が7000円程度で入手できるんだなぁ、これが。

この金額だとリスクはほとんどないといっていい。幸い我

が家のネットワークカードのほとんどは100BASEにも対応

しているので買い足す必要はないし、ケーブルもカテゴリ

ー5を使用しているので、単にスイッチングハブを買ってき

てそのポートにケーブルを差し替えるだけで済む。

というわけで、我が家のネットワークインフラは

100BASEのスイッチング環境となった。5台のPCのケー

ブルを接続し直しただけで特に何の問題もなく利用できる

ようになり、移行はあっさりと完了した。5人のユーザー

がいてそのそれぞれがネットワークを利用している環境と

違い、1人のユーザーが5台のPCを使用しているだけなの

で、各ポート間のパケット処理といった本来気になるスイ

ッチング能力はそれほど重要ではない。だからそのテスト

はここでは見送り、とりあえず各PC間のFTPの転送速度

を見てみることにした。

結果は予想通りまちまちで、8Mバイト／秒を越える転送

速度をたたき出す組み合わせもあれば、なぜか500Kバイ

ト／秒程度にとどまるケースもあった。特に同一のコネク

ション間でもputとgetで結果が大きく異なる場合もある。

一応、スイッチングハブでもあり、全二重通信もサポー

トしているので、パケットの衝突を気にせずがんがんに送

信してくれてもそれなりに処理されるわけなんだけど、サ

ーバ／クライアントソフトウェアレベルの処理のタイミン

グやネットワークデバイスドライバ／チップセットのパケ

ットの送出タイミングなどさまざまな部分が影響している

ので、一概に原因を特定することは非常に難しく、ものす

ごく面倒くさい。この問題についてはおいおい気が向いた

ときに調べることにする。

；

；NFSでの性能

；

さて、本題のノートPCとLinuxサーバPC間のNFS接

続の性能について見ていくことにしよう。それぞれのPC

ではLinux 2.3系のカーネルを使用している。カーネルの

パージョンによってはNFSサーバ側でストールというかリ

セットが発生してしまうケースがしばらく続いて、テスト

にならないかなと危惧していたが、現在使用している

2.3.99-pre8では今のところそのような問題は発生していな

いので、ここではこのバージョンを使用してテストを行っ

ている。またネットワークのチップセットは In t e l

82557/82558 OEMとVIA Tec. VT86C100Aで、それぞ

れカーネルに含まれるeepro100とvia-rhineのデバイスド

ライバモジュールを使用している。

環境としては、クライアント／サーバのPCともNFSの

設定を次のようにしている。NFSv3の実装に関しては多

少不安定という話も聞くが、僕のところではこれといった

障害もないので有効にしている。

File systems  --->

Network File Systems  --->

<M> NFS file system support

[*] Provide NFSv3 client support (EXPERIMENTAL)

<M> NFS server support

[*] Provide NFSv3 server support
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参考値としてFTPのテスト結果を紹介しておくと、ノ

ートPC側からのgetで8.5Mバイト／秒、putで8.5Mバイ

ト／秒（いずれも標準ftpコマンドを使用、サーバはwu-

ftpd 2.6.0）である。当然多少のばらつきがあるものの、

安定してこの速度を維持している。ただ希に3Mバイト／

秒程度に低下してしまうことがあり、ncftpを使用すると

300Kバイト／秒程度の転送速度しか出ないこともある。

ではncftpだと性能が出ないのかというとそういうことで

もなく、他のサーバからの転送では8Mバイト／秒程度の

パフォーマンスを発揮する（うむ～結構厄介）。一応参考

値として最初に示した8.5Mバイト／秒を目安にすること

にしよう。

NFSのテストは、rsize／wsizeをそれぞれ1024、2048、

4096、8192、16384、32768、65536にしてファイルの転

送に要する時間を計測することにした。またその際のよう

すをtcpdumpで取得している。

●rsize／wsizeが1024の場合

$ mount linux01:/mnt/1 /mnt/1 -o rsize=1024,wsize=1024

linux01:/mnt/1 on /mnt/1 type nfs (rw,rsize=1024,wsize=1024)

$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=1024 count=10000

real 0m6.144s user 0m0.030s sys 0m1.220s

$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=2048 count=5000

real 0m6.061s user 0m0.050s sys 0m1.270s

$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=4096 count=2500

real 0m6.041s user 0m0.020s sys 0m1.190s

$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=8192 count=1250

real    0m6.039s user    0m0.010s sys     0m1.050s

$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=65536 count=153

real    0m5.934s user    0m0.000s sys     0m1.080s

$ time dd if=/dev/zero of=test.dat bs=4096 count=2500

real    0m0.094s user    0m0.000s sys     0m0.100s

$ time cp test.dat src/test.dat

real    0m6.122s user    0m0.020s sys     0m1.210s

＃tcpdumpのログの抜粋

notepc.4046049708 > linux01.nfs: 1160 write [|nfs] (DF)

linux01.nfs > notepc.4046049708: reply ok 136 write [|nfs] (DF)

notepc.4062826924 > linux01.nfs: 1160 write [|nfs] (DF)

linux01.nfs > notepc.4062826924: reply ok 136 write [|nfs] (DF)

notepc.4079604140 > linux01.nfs: 1160 write [|nfs] (DF)

linux01.nfs > notepc.4079604140: reply ok 136 write [|nfs] (DF)

コマンド実行のオーバーヘッドも含めての時間を計測し

ているので正確なネットワーク転送速度ではないが、約

10Mバイトの転送に6秒ちょっとということで1.6Mバイ

ト／秒という値が導き出せる。なおbsのサイズを大きくす

れば処理のオーバーヘッドが減るために多少時間が短くな

る傾向にあることは付け加えておく。

テストの最後の2つはローカルディスクに書き込んだもの

と、それをcpコマンドで転送した結果である。ローカルデ

ィスクへの書き込みではバッファキャッシュへの書き込みな

ので100Mバイト／秒という値になってしまうが、実質的な

物理ディスクの性能は12Mバイト／秒程度のものである。

tcpdumpのログでは、1160というwriteサイズに注目

してほしい。このパケットサイズは、NFSのwsizeで指定

した1024というデータサイズにIPヘッダとUDPヘッダ、

そしてRPC要求コマンドとNFS操作コマンド（合計136

バイト分）が付加されたものだ。またbsの指定サイズを

大きくしてもNFSレベルの書き込みアライメントは1024

のまま変わらない（ここが重要）。まぁそのためのwsize

指定なんだけど。

なお、計測ではbs=512の場合も行ったのだが、10Mバ

イト分の転送では送信の途中でお休みが多発してしまい意

味のある値が取れなかった。ただし、この場合writeパケ

ットサイズは648バイトとなる。つまり512バイトのデー

タサイズに先ほどのヘッダ（136バイト分）が付加された

ものであることがわかる。当然パケットが小さい分だけ転

送速度が低下することは容易に想像できると思う。テスト

の最後に行っているcpコマンドの転送でパケットサイズが

648になることはないので、あまり心配することはないだ

ろう（たぶんだけど）。なお、cpコマンドでは4096バイト

単位（通常Writeシステムコールはメモリページサイズが

基準）での書き込み要求を行っているので、bsの指定サイ

ズ4096の場合とほぼ同じ処理内容と考えていい。

ちなみにtcpdumpのログからは、NFSはUDPパケット

なのでTCPのような余計なハンドシェイクが行われてい

ないということと、それぞれの書き込みパケットに対する

返答はサーバ側のアプリケーションレベルから行われてい

ることが見て取れると思う。

●rsize／wsizeが2048の場合

$ mount linux01:/mnt/1 /mnt/1 -o rsize=2048,wsize=2048

linux01:/mnt/1 on /mnt/1 type nfs (rw,rsize=2048,wsize=2048)

$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=1024 count=10000

real 0m6.149s user 0m0.030s sys 0m1.290s
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$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=2048 count=5000

real 0m4.455s user 0m0.040s sys 0m0.860s

$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=4096 count=2500

real 0m4.309s user 0m0.020s sys 0m0.710s

$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=8192 count=1250

real 0m4.308s user 0m0.000s sys 0m0.720s

$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=65536 count=153

real 0m4.287s user 0m0.000s sys 0m0.810s

$ time cp test.dat src/test.dat

real 0m4.455s user 0m0.000s sys 0m0.820s

＃tcpdumpのログの抜粋（書き込みサイズ2048バイト以上の時）

linux01.nfs > notepc.3701332396: reply ok 144 setattr [|nfs]

(DF)

notepc > linux01: (frag 18100:712@1480)

notepc.3718109612 > linux01.nfs: 1472 write [|nfs]

(frag 18100:1480@0+)

linux01.nfs > notepc.3718109612: reply ok 136 write [|nfs] (DF)

notepc > linux01: (frag 18356:712@1480)

notepc.3734886828 > linux01.nfs: 1472 write [|nfs] 

(frag 18356:1480@0+)

linux01.nfs > notepc.3734886828: reply ok 136 write [|nfs] (DF)

wsize=2048では、bsの指定サイズが1024の場合は、

wsize=1024のケースと同じ1.6Mバイト／秒、bsの指定

サイズが2048以上の場合は、2.3Mバイト／秒となった。

この違いはtcpdumpのログを見ると一目瞭然である。bs

の指定サイズが1024の場合はネットワークの書き込みも

1024バイト単位で行われることになるが、bsの指定サイ

ズが2048以上の場合は、それとは異なり、fragというフ

ラグメント化パケットが使用されている。

フラグメント化とはパケットを分割して送っていること

を表している。これはどういうことかというと、IPパケッ

トレベルでは1つのパケットとして送信するものの、イー

サネットレベルでの1パケット（普通フレームと呼ぶが）

のサイズ制限（MTU）があるため、ネットワーク上では

分割されて送信されているということなのだ。ちなみに

MTU（メッセージ転送ユニット）はifconfigコマンドな

どで次のように確認できる。通常イーサネットのMTUは

1500バイトである。

$ /sbin/ifconfig

eth0 Link encap:Ethernet  HWaddr 00:80:45:10:AB:34

inet addr:192.168.0.12  Bcast:192.168.0.255  

Mask:255.255.255.0

UP BROADCAST RUNNING  MTU:1500  Metric:1

RX packets:1068993 errors:0 dropped:0 overruns:0 frame:0

TX packets:1302162 errors:0 dropped:0 overruns:0 carrier:0

collisions:0 txqueuelen:100

このMTUの制限のために、IPレベルで1つのパケット

は2つに分割され、次のようなバケットとなっている。

notepc > linux01: (frag 18356:712@1480)

notepc.3734886828 > linux01.nfs: 1472 write [|nfs]

(frag 18356:1480@0+)

最初のパケットではデータサイズがそのまま表示されて

おり、712バイトである（このパケットの実サイズは20バ

イトのIPヘッダが付加され732バイト）。続くパケットで

はヘッダサイズ136バイトを引くとデータサイズが求めら

れ、1336バイトであることがわかる。これらを足すと

2048バイト、すなわちNFSのデータサイズ2048バイトの

パケットとして転送先では展開されることになる。

フラグメント化されたパケットは番号で管理されていて、

上記の場合は18356がその対応番号である。またこれに続

く数字はパケットを組み立てる際の順番を表している。

ネットワーク上では、各パケットが到着する順番は不確

定なため、この番号を頼りに受け取り側ではパケットを再

構築（アセンブル）するのだ。このことを悪用したネット

ワークの攻撃を耳にしたことがあると思う。フラグメント

の指定がなされたパケットを受け取った場合、受け取り側

はそれを再構成するためにネットワークリソースの一部分

を使って待ちの状態になる。が、攻撃はフラグメントに対

応するパケットをはじめから送信していないため、待ち受

け側は待ちぼうけを食らうというわけだ。当然ネットワー

クリソースは有限なため、それを大量に送りつけられると

待ちぼうけ処理でシステムは手いっぱいとなり、正常なパ

ケットの処理まで滞ってしまうのである。

さて話は戻るが、フラグメント化を利用するとなぜ転送

効率が向上するかというと、それは送信側ではIPパケット

生成処理回数が減り、それにともない受け取り側では返答

が少なくて済むからだ。wsizeが2048バイトの場合は、ネ

ットワーク上ではパケットは2つに分割されているが、そ

れに対する返答は1回で済むのである。このことが1.4倍程

度の転送効率の向上につながっているのだ。
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●rsize／wsizeが4096の場合

$ mount linux01:/mnt/1 /mnt/1 -o rsize=4096,wsize=4096

linux01:/mnt/1 on /mnt/1 type nfs (rw,rsize=4096,wsize=4096)

$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=1024 count=10000

real    0m3.212s user    0m0.010s sys     0m0.180s

$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=2048 count=5000

real    0m3.187s user    0m0.000s sys     0m0.170s

$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=4096 count=2500

real    0m3.188s user    0m0.000s sys     0m0.130s

$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=8192 count=1250

real    0m3.175s user    0m0.000s sys     0m0.140s

$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=65536 count=135

real    0m2.738s user    0m0.000s sys     0m0.090s

$ time cp test.dat src/test.dat

real    0m3.197s user    0m0.010s sys     0m0.230s

＃tcpdumpのログの抜粋

notepc.4156939180 > linux01.nfs: 152 setattr [|nfs] (DF)

linux01.nfs > notepc.4156939180: reply ok 144 setattr 

[|nfs] (DF)

notepc > linux01: (frag 23134:1280@2960)

notepc > linux01: (frag 23134:1480@1480+)

notepc.4173716396 > linux01.nfs: 1472 write [|nfs] 

(frag 23134:1480@0+)

notepc > linux01: (frag 23390:1280@2960)

notepc > linux01: (frag 23390:1480@1480+)

notepc.4190493612 > linux01.nfs: 1472 write [|nfs] (frag

23390:1480@0+)

linux01.nfs > notepc.4173716396: reply ok 136 write [|nfs] (DF)

wsizeに4096を指定した場合、転送速度は3Mバイト／

秒を超えた。また僕の予想に反し、bsの指定サイズが

4096未満の場合（512も含めて）でもネットワークパケッ

トを4096バイトでアライメントして転送を行っている。

tcpdumpのログからパケットのフラグメント化の状態

は、4096バイトが1280バイト、1480バイト、1336バイト

の3つに分割されていることがわかる。特に1480バイトの

データサイズのパケットは、MTUの制限1500バイトのう

ち、最低限のヘッダ情報20バイトを付加しただけのもっと

も転送効率のよいパケットとなっている。さらにリプライ

が多少遅れて記録されていることからもわかるように、パ

ケットの送出は前のパケットの成功、不成功に関わらず

次々と行われていることも見てとれる。

●rsize／wsizeが8192の場合

$ mount linux01:/mnt/1 /mnt/1 -o rsize=8192,wsize=8192

linux01:/mnt/1 on /mnt/1 type nfs (rw,rsize=8192,wsize=8192)

$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=1024 count=10000

real    0m2.553s user    0m0.020s sys     0m0.150s

$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=2048 count=5000

real    0m2.512s user    0m0.000s sys     0m0.120s

$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=4096 count=2500

real    0m2.501s user    0m0.010s sys     0m0.140s

$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=8192 count=1250

real    0m2.436s user    0m0.000s sys     0m0.140s

$ time dd if=/dev/zero of=src/test.dat bs=65536 count=135

real    0m2.161s user    0m0.000s sys     0m0.090s

$ time cp test.dat src/test.dat

real    0m2.574s user    0m0.000s sys     0m0.200s

＃tcpdumpのログの抜粋

linux01.2348998060: reply ok 144 setattr [|nfs] (DF)

notepc > linux01: (frag 64062:936@7400)

notepc > linux01: (frag 64062:1480@5920+)

notepc > linux01: (frag 64062:1480@4440+)

notepc > linux01: (frag 64062:1480@2960+)

notepc > linux01: (frag 64062:1480@1480+)

notepc.2365775276 > linux01.nfs: 1472 write [|nfs] 

(frag 64062:1480@0+)

notepc > linux01: (frag 64318:936@7400)

notepc > linux01: (frag 64318:1480@5920+)

notepc > linux01: (frag 64318:1480@4440+)

notepc > linux01: (frag 64318:1480@2960+)

notepc > linux01: (frag 64318:1480@1480+)

notepc.2382552492 > linux01.nfs: 1472 write [|nfs]

(frag 64318:1480@0+)

linux01.2365775276: reply ok 136 write [|nfs] (DF)

wsizeに8192を指定した場合、転送速度は4Mバイト／

秒を超え、プログラムによっては5Mバイト／秒程度まで

向上することがわかる。また4096を指定した場合と同様、

bsの指定サイズがどのような場合でもネットワークパケッ

トは8192バイトでアライメント、そして送信されている。

tcpdumpのログの内容からは、最大限にデータパケッ

トを納めたパケット4つと936バイト、1336バイトを納め

るパケットの6つで1つのパケットが構成されており、リ

プライの回数がかなり軽減されていることがわかる。
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●rsize／wsizeが8192より大きい場合

rsize／wsizeに8192より大きな値、16384、32768、

65536を指定した場合、残念ながら現時点では8192が設定

されるようになっている。すなわち結果は8192の時と同じ

であった。

；

；まとめとあとがき

；

NFSv2まではパケットサイズの最大値に影響を与える

FSINFOという構造体のrtmaxとwtmaxはそれぞれ8192

が最大となっていたのだけれど、NFSv3では32768まで拡

張されている。そこでNFSv3の設定を有効にしてカーネ

ルを作成してテストを行ってきたのだが、マウントの段階

でのネゴシエーションはNFSv3プロトコルで行われてい

るもののNFSサーバからの返答はrtmax、wtmaxともに

8192のままであった。そのためrsize／wsizeで8192より

大きい値を設定しても8192の設定にしかならないのだ。

ちなみにLinuxカーネルに含まれるNFSの実装では、

NFSv2でrsize／wsizeのオプションを指定しないときの

デフォルト値は1024、NFSv3で8192となっている。つま

るところNFSv3を有効にしている場合は、何も設定しな

くても現時点でもっともパフォーマンスのよい設定になっ

ているということだ。たぶん近いうちにNFSv3の実装は

変更されると思うので注意しておくことにしよう。

あと32768バイトではなく65536バイトを指定できたほ

うがさらに効率が上がるはずだが（システムの最大I/Oサ

イズによくある数値）、ネットワークのパケットを扱う処

理部のオブジェクトメモリサイズ制限、rmem_max、

wmem_maxの設定が65536バイト（Linuxはデフォルト

値もこのサイズ）となっているので、IPヘッダ情報などを

含めるとNFSのデータサイズは当然これらより小さくなく

てはならない（先を越されたわけだ）。そのためにこの条

件でのメモリアクセスの処理効率を考慮したアライメント

となると、32768バイトというサイズになってしまうのだ。

そういえばフラグメント化パケットで隙間がもったいな

いと感じた人も多いと思う。たとえばアライメントが8192

の場合、データパケットサイズが936バイトのものにはあ

と544バイトも追加できる。しかし、NFSはファイルシス

テムの中間に位置し、アプリケーションからはシームレス

にファイルシステムとして利用されていることを考えてほ

しい。アプリケーションからの要求の多くはセクタサイズ

（512バイト）を意識しており、cpコマンドの例のように

Cランタイムやシステムコールレベルではメモリページサ

イズ（Intel系は4096バイト）が処理単位として一般に使

用されている。もしネットワークのパフォーマンスをよく

しようとして8192ではなく、544バイトを追加して8736

バイトでアライメント処理を行ったとすると今度はネット

ワークの出入り口で余計な中間バッファリング処理が発生

してしまい全体のパフォーマンスに悪影響を与えてしまう

ことになる（バッファキャッシュの割り当て単位はページ

メモリと同じだし、最終的なディスクI/Oだってクラスタ

やセクタ単位なのだ）。これらを考慮するとどうすべきか

が自ずと見えてくるだろう。パケットサイズのアライメン

トも512バイトの偶数倍、できればページメモリサイズの

倍数であることが一番スムーズに流れるのだ。実際、

mountコマンドのrsize／wsizeオプションで5000といっ

た中途半端な値を指定したとしても1024の偶数倍に丸め

られるようになっている。

今回のテストで明らかなようにIPレベルのパケットサイ

ズを大きくすればするほど生成の手間、そして返答すべき

回数が減り（送出側も確認の手間が減る）、ネットワーク

の転送パフォーマンスは向上する。ただこれにはやはり注

意点がある。それはミスしたときのペナルティが大きいこ

とだ。フラグメント化パケットは確かに効率はよい。しか

し、関連するパケットのうちどれかひとつでもロスしてし

まうとその全体を再送する必要がある。さらにパケットの

衝突の多い（コリジョンが頻繁に発生する）ネットワーク

ではこのまとめ送りが影響し、輻湊状態となる危険性も非

常に高くなる。よって一般的には最高の速度性能を求める

だけではだめで、ネットワークの特性に応じて適切な設定

を行うことが大切になってくるのだ。まぁ普通ローカルエ

リアネットワークで、しかもスイッチングハブを導入して、

全二重通信が可能であれば、パケットのロスや衝突はほと

んど心配しなくてもよいのだけれど（テスト中パケットが

ロスしたこともないし）。

以前使用していたダムハブを用いた10BASEネットワー

クではさすがに無茶な要求だなと思っていたのだけれど、

スイッチングハブを用いた100BASEネットワークにリプ

レースすることで予想以上に使えるじゃんというのが率直

な気持ちだ。NFSでコンスタントに4Mバイト／秒、とき

には6Mバイト／秒の転送速度が得られたという事実は、

8Mバイト／秒程度のローカルディスクがあるのに匹敵す

ると個人的にほくそ笑む次第である。実際使用していてス

トレスを感じない。今後NFSv3がきちんと実装されて、

NFSのパケットサイズをさらに大きくできればFTPの転

送レートに肉薄するだろうから、言うことなしだね。
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じめじめと蒸し暑い季節ですが、皆さん元気にEmacs

してますか。出歩くのも億劫なので家でコンピュータばか

りいじっていると、指の間がカビたりしますが、Emacsな

らコントロールキーをよく使うので指が開いてとっても健

康的ですね。などと、わけのわからない出だしになってし

まいましたが、今月も引き続き「Emacsでメールをやりと

りしよう」というテーマでお送りしましょう。Mewの高

度な操作を紹介し、ほかのツールとも組み合わせてより実

用的に使ってみます。これで家に閉じこもっていても大丈

夫……?

Windowsだと、ブラウザ付属のメーラだとか、愛を全

世界にばらまいてしまうメーラで、ちょちょっと画像ファ

イルをつまんで入れて「添付ファイル」（正確には

「MIMEマルチパートメッセージ」といいます）なんてこ

とができるのに、Linuxではどうしてこんなに苦労しなけ

ればならないのじゃあ、というあなた。Mewを使えば、

MIMEなメッセージも簡単に表示したり作成したりできる

のですよ。

■MIMEなメッセージを読む

さて、サマリ表示の画面をもういちど見てみましょう。

メッセージ番号の次に“M”がついているものがあったら、

それはMIME形式でエンコードされたマルチパートからな

るメールです（画面1）。画像やプログラムなどのファイル

をメールに添付すると、添付したファイルはメールの本文

テキストとは別のパートとして送られます（図1）。だれか

からのメールを転送するときも、もとのメッセージは画像

と同様に添付ファイルとして本文とは別のパートで送られ

ます。封筒の中に、書状のほかさらに現金入りの封筒が入

っている状態を想像してください（ちなみに、普通郵便で

現金を送ってはいけませんよ）。

Mewは〈SPC〉キーを押していくだけでメールが読め

る、楽ちんなツールですが、これはマルチパートメッセー

ジについても例外ではありません。本文を表示していると

きにそのまま〈SPC〉キーを押していけば、通常は次のパ

ートが表示されます。メッセージがあまりにも巨大だと、

MIMEの解析はせずに、〈.〉で解析が始まります（とミニ

バッファに表示されます）。また、添付した内容が転送し

たメールなどのテキストならそのまま表示されますが、バ

イナリなら画面2のようになります。C-c C-eでMIME

タイプに対応しているアプリケーションが起動され、〈y〉

でセーブすることもできます。画面2の例では、パート内

のデータ形式を示すタイプが“images／x-MS-bmp”で、

アプリケーションとしてxvが指定されています。
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査によれば、インストールはLinuxを使う大きな喜びだ
といいます（近隣の友人・知人調べ）。今回は、Mewを
とりまくお助けツールも各種登場し、そういった点も満
喫いただけるはず。

Emacsはじめました
第5回　続・メールを使う

はじめに

より高度なMewの使い方

ツールを組み合わせることの妙

Illustration : Manami Kato

文：佐々木太良
Text : Taroh Sasaki



タイプが“text/html”でも、C-c C-eでNetscapeが立

ち上がるのがうっとうしいときは、C-c 〈TAB〉でパート

の内容をEmacsのバッファに表示できます。

■MIMEマルチパートメッセージを作成する

作成中のメールにMIMEパートを付加したい場合は、

まずC-c C-aを押します。この時点で、本文末尾に添付

領域が用意され、空の新しいパートが付いて、そこにカー

ソルが移動します（画面3）。

この状態から、〈c〉でファイルを新しいパートにコピー

することができます（このとき、展開されたあとのファイ

ル名を聞いてきます）。

取り込まれたファイルには内容が何かを表すデータの型

（MIMEタイプ）やファイル名が自動的に付けられ、画像

やプログラムなどのバイナリファイルであれば、通信規約

どおり7ビットデータで送れるように、自動的にASCII文

字データに変換されます（画面4）。もしもバイナリデータ

がテキストと判断されてしまっている場合は、〈B〉で

Base64エンコーディングして文字化します。いったん文

字化したファイルは、MIME対応のメーラで復元できるは

ず。さらに、ファイルに付けられたMIMEタイプが違っ

ていると思われる場合は、〈T〉でタイプを変えることがで

きます。どんなタイプがあるかは、補完を試してみてくだ

さい。

さて、このようにして添付領域にいくらでも新しいパー

トを付け加えていくことができますが、本文の編集に戻り

たくなったら、一番上のパートまでカーソルを移動させて

からC-b、さらにC-pで本文の領域に戻ることができます。

このほかにも豊富な操作があるので、詳細はメニューの

［Mew/draft］－［Attatchment commands］などを一
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キー操作 動　作

C-c C-a 末尾に新しい空のパートを用意する

c ファイルをコピーして添付

B Base64エンコード（バイナリファイルの場合）

T MIMEタイプ（テキスト、画像、音声……）を変更

C-b C-p （先頭パートから）本文に戻る

画面4 ファイルを添付する

画面3 空のパートを追加する

画面2 マルチパートメッセージ

画面1 サマリバッファに表示されているMIMEメッセージ

表1 MIMEメッセージを書くのに使用するコマンド
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マルチパートのタイプとアプリケーション

図1 マルチパートメッセージ

マルチパートメッセージの添付領域では、各パートの中身がどう

いう性質であるかを示すために、「タイプ／サブタイプ」の形式の

MIMEタイプ（Content Type）がヘッダに含まれています。これは、

RFCで規定されたものです。たとえば、JPEGの画像であれば、

Image/Jpegとなります。タイプには以下のようなものがあります。

Text ……テキストファイル

Image ……静止画像

Video ……動画像

Audio ……音声

Application ……そのほかのバイナリファイル

Message ……ほかのメールを丸ごと

Multipart ……さらに他のMIME形式を含んでいる場合

どのファイルのときどのアプリケーションにどうやってデータを

渡すか、という記述は、Mewがインストールされているディレクト

リ下のmew-unix.elファイルにあります。立ち上げるアプリケーショ

ンを変更したいときは、このファイルを見てカスタマイズするとよ

いでしょう。

From kuma@ascii.co.jp Wed May 24 07:34:51 2000
From: kuma@ascii.co.jp
To: taroh@ascii.co.jp
Subject: Happy Birthday!
Date: Wed, 24 May 2000 16:34:51 +0900
Received: from localhost by mail.pb.ascii.co.jp (8.8.8/3.6W) id QAA22150 for <taroh@ascii.co.jp>; Wed, 24 May 2000 16:38:28 +0900 (JST)
X-Mailer: Mew version 1.94.1 on Emacs 20.5 / Mule 4.1(葵)
Message-Id: <20000524163451N.kuma@ascii.co.jp>
X-Dispatcher: imput version 990905(IM130)
Lines: 56
X-UIDL: fcadd5c4e620323632faaa2ffbf28228
MIME-Version: 1.0
Content-Type: multipart/mixed; boundary="V2VkLCAyNCBNYXkgMjAwMCAxNzozNjo1NyArMDkwMA=="
Content-Transfer-Encoding: 7bit

--V2VkLCAyNCBNYXkgMjAwMCAxNzozNjo1NyArMDkwMA==
Content-Type: text/plain

お誕生日おめでどう。

ぼくが作った詩と、好物(の絵)をあげよう。

  くま

--V2VkLCAyNCBNYXkgMjAwMCAxNzozNjo1NyArMDkwMA==
Content-Type: image/gif; name="honey.gif"
Content-Disposition: attachment;
 filename="honey.gif"
Content-Transfer-Encoding: base64
--V2VkLCAyNCBNYXkgMjAwMCAxNzozNjo1NyArMDkwMA==
Content-Type: application/octet-stream; name="sonet.txt"
Content-Disposition: attachment;
 filename="sonet.txt"
Content-Transfer-Encoding: base64

gq2C3ILMjl2JzA0KDQqCvYLngsGBQYK9gueCwYFBgr2C54LBgUENCpCwguqCvYvzgUGCzYK/gt2C
woKigsGCz4KigUkNCoK9gueCwYFBgr2C54LBgUGCvYLngsGBQQ0Kl3qLQ4LIjEaQtg0K

--V2VkLCAyNCBNYXkgMjAwMCAxNzozNjo1NyArMDkwMA==--

ヘッダ 

本文のパート 

添付ファイルのパート（gif） 

添付ファイルのパート（日本語テキスト） 

区切り 

区切り 
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覧してみるとよいでしょう。

メールの末尾には、署名がついているのがマナーとされ

ています。もちろん、本文をすべて書き終わったあとに、

あらかじめ用意しておいたシグネチャファイルを挿入して

もかまわないのですが（ごく普通のEmacsのコマンドと

してC-x iで挿入できることは覚えていますか？）、Mew

では文章を書いている最中でもC-c C-iでシグネチャを末

尾に付加できます。

このとき付加されるのは、̃/.signatureというファイル

の内容です。あらかじめ凝ったものを（いや凝ってなくて

も別にいいんですが）用意しておきましょう。

日本語圏以外の友人やメーリングリストに投稿すること

が多い場合、複数のシグネチャファイルを切り替えたいこ

とがあります。ISO-2022-JPコード（通称JISコード）を

使っているかぎり、本文に日本語を書くことはネットワー

クの規約には違反しませんが、英語圏の人が使っているメ

ーラだとメール全体が化けて表示されたりと、トラブルも

あるようです（メーリングリストにうっかり日本語のシグ

ネチャがついた記事を投稿して怒られたことがあります）。

こんなときのために、c-sigというシグネチャを選ぶツー

ルがあります。http://www.threeweb.ad.jp/̃kshibata

/c-sig/ を参照してみてください。このページからダウン

ロードしたファイルをEmacs Lisp（elisp）のディレクト

リに置きます。Emacs Lispのディレクトリはディストリ

ビューションによって違うのですが、C-h v のあとに

“load-path”と入力してごちゃごちゃ表示されるディレク

トリ……/usr/local/emacs/site-lispなどです。その後

.emacsにリスト1を書いておくと、対話的にいろいろなシ

グネチャを切り替えられるようになります。

いろいろ試してみた結果、

●日本語のシグネチャは、̃/.signatureをC-c C-iで付加

する。

●英 語 （ 英 数 記 号 の み ） の シ グ ネ チ ャ は 、

̃/.ascii.signatureをC-x i . a s 〈TAB〉で付加する。

（̃ /の状況によって手間は違う）

で使い分けるのが一番楽に感じます。

ところで余談になりますが、メールの書きだしは、「佐々

木です。」などとすることが多いようです。もちろん、ヘ

ッダのFrom:（差出人）行を見れば誰のメールかわかるの

ですが、Mewの快適メール環境だとスペースを叩いてい

くだけでぽんぽんメッセージを斜め読みできるので、本文

の最初にも入れておくと注目度200%アップ、というわけ

です（文章の書きだしで名乗らないとその後の筆が進まな

い、という人もいるようです）。

こんな人は、リスト2を .emacs に入れてみましょう。

̃/Mail/.draftに用意されたファイルが自動的に挿入され
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▼リスト1 .emacsにc-sigの設定を付け加える

(autoload 'add-signature "c-sig" "c-sig" t)

(autoload 'delete-signature "c-sig" "c-sig" t)

(autoload 'insert-signature-eref "c-sig" "c-sig" t) ……シグネチャを対話的に選択する
(add-hook 'mew-draft-mode-hook   ……メッセージの作成中、C-c C-iをシグネチャの挿入に使用する

(function (lambda () (define-key mew-draft-mode-map 

"\C-c\C-i" 'insert-signature-eref)))

) 

(add-hook 'mew-draft-mode-newdraft-hook   ……メッセージの新規作成時の処理を追加
(function (lambda() (let

((p (point)))

(goto-char (point-max))

(insert-file "~/Mail/.draft")         ……書きだしの文句を挿入
(goto-char p)))

))

▼リスト2 .emacsに書きだしの自動化を付け加える

書きだしも入れてしまおう

シグネチャを付ける



るようになります。

メーラとして専用に作成されたアプリケーションのなか

には、差出人やSubjectを見て到着したメールをフォルダ

にほうりこんでくれる、自動振り分け機能がついているこ

とがあります。まぁ、かなりの達人でも使っていない人は

使っていない機能なので、ついているから良いメーラだと

いうわけでもありません。ではMewはというと……先月

号で見てきたように手動でメールを整理することはできま

す（当たり前ですね）が……自動でメールを振り分ける機

能はないんですよ（しくしく）。

しかしそこは、単体で完結してしまっているスタンドア

ロンのメーラと違うところ、他のツールと組み合わせたり

Emacsのマクロを作ったりで、いくらでも機能を付加する

ことができるのです。この点、どんなにプログラミング能

力があっても、自分でツールを改良できる可能性がゼロの

ソースコード非公開の製品とはわけが違います。多くの人

が改良に加われることによって、時間の経過とともに、ソ

フトウェアの到達点もずいぶん違ってくるでしょう。筆者

がMewなどのEmacs上のメーラを使い「続ける」理由の

ひとつは、そういうところにあるのです。

Mewでのメッセージの整理――手動振り分けを復習し

てみましょう。たとえば、+inboxなどのサマリの一覧に

カーソルがあるとき、〈o〉を押すと、

Folder name: （default +hoge）: +

と表示されます。デフォルトのフォルダ名でよければその

まま〈RET〉キーを押し、別のフォルダにしたいときは

“+”の後ろに入力する（補完もききます）のでした。一

番簡単な振り分け方法は、これを「繰り返し実行」してし

まうことです。たとえば、出したメールが相手のMTAの

デーモンさんから戻ってきたときは、たいていSubject: の

先頭が“Returned mail:”となっています。そこで、こ

れをあらかじめ作成しておいた+daemonフォルダに振り

分けるには、まずサマリバッファでマクロを定義する次の

シーケンスを1回実行します。

M-x goto-line 1〈RET〉 ……1行目に移動する

C-x (                 ……キーボードマクロの始め

C-s r e t u r n e ... ……“Returned...”を検索

C-a                   ……検索終了（行頭に移動する）

o d a e m o n〈RET〉 ……+daemonフォルダに整理

C-x )                 ……マクロ終了

このあとで、

C-u 1 0 0 0 0 C-x C-e

とすると、マクロが1万回実行され、サマリ末尾まで走査

してすべてのReturned mail:の行に整理マーク（o）を付

けてくれます。あとは〈x〉で整理するだけですね。

なお、マクロの手順中 の行をC-u 1 dとすると、条件

にあてはまるメッセージを削除してくれます。どうして単

純に〈d〉にしないかというと……試しに不要なメッセー

ジに対してこの2つを手で実行してみてください。後者は

メッセージウィンドウを開いてメッセージを表示してしま

いますので、キーボードマクロから1万回（やらないと思

いますが）繰り返し実行した場合は、数倍の時間がかかっ

てしまいます。

話を元に戻しましょう。削除ならこのように時間を節約

することもできるのですが、今回の主目的である〈o〉で

整理する場合は、どうやってもメッセージウィンドウが開

いて、上記の繰り返し実行がスローに実行されてしまいま

す。遅いマシンだと整理しているのが目で見えるほどです

（泣）。

そんなわけで、ここで述べた方法はかなり原始的ですが、

後述のprocmailを用いたかなり先進的な方法を日常的に

使っている場合でも、わざわざ整理ルールを書くほどでは

ないときや、すでに+inboxに取り込まれてしまったメー

ルを整理したいときなど（たとえば、だれかのパーティー

に関するメールが2～3日飛び交ってそれでおしまいのと

き）、筆者はいまだに常用しています。

どうですか、検索と繰り返しという、Mewのためでは

ない機能を活用して整理ができることからも、Emacsの懐

の深さがうかがい知れるでしょう。

ここで紹介するものも基本的には「その1」と同じ方法

ですが、Mewの機能をもう少し活用してみましょう。「そ
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メッセージを振り分ける

半自動振り分け――その1

半自動振り分け――その2

a

a



の1」では、サマリが表示されているバッファをテキスト

ファイルとして検索した結果、合致するものを選び出して

いました。したがって、サマリバッファに表示されないほ

ど長く“Re: Re:……”（返信に返信を繰り返すと、しばし

ばこうなります）がついたときは、Subject: のパターン

では検索できず、そもそもサマリに表示されないCc: のパ

ターンは条件として設定できないことになります。

先月号で説明したとおり、こうしたパターンはMewの

コマンド〈/〉で検索できます。したがって、先ほどと同

じことをするには、サマリ表示バッファで、

/〈RET〉

として検索を開始します。“Folder: （+inbox）”と聞い

てくるので、+inbox（現在いるフォルダ）でよければそ

のまま〈RET〉を押します。次に“pick pattern:”と聞

いてくるので、条件として、

subject=Returned mail: 

〈RET〉

を入力します。subject以外の条件がわからなければ、

〈SPC〉を押してみましょう。しばらく待つと、条件に当

てはまるものだけが+inboxに再表示されます。こうして

おいてから、次のシーケンスを1回実行します。

M-x goto-line 1〈RET〉 ……1行目に移る

C-x ( ……キーボードマクロの始め

o d a e m o n〈RET〉 ……+daemonフォルダに整理

C-x ） ……マクロ終了

このあとで、

C-u 1 0 0 0 0 C-x C-e

のようにマクロを1万回実行します。後半の手順は、先ほ

どと同じですね。これで表示されているものがすべて整理

されて（削除されて）+inboxが空になったように見えま

すが、別になくなってしまったわけではありません。整理

が終わったら再度、

s all〈RET〉 ……スキャンしなおし

で+inboxの全サマリを表示しておきましょう。

次はいよいよ、メールを自動振り分けしてみましょう。

これは、Emacsとはまったく関係ない外部コマンドによる

振り分けです。シンプルな道具を組み合わせて、何でもつ

いた巨大なアプリケーションより強力なことができるとい

うのがUNIXの精神です。実際、この方法ではほかの専用

のメーラでは不可能なほど変な振り分けが可能です。

ここで使う外部コマンドは、procmailというものです。

Red Hat系のLinuxの場合、RPMを使って簡単に導入す

ることができます。procmailの機能というのは、

●入力からメッセージを1つ読む

●特定のフォーマットに当てはまっていたら

－あるディレクトリに（番号を適当につけて）保存する

－またはメールとして送りなおす

－または……（省略）

というシンプルなものです。ここで想定されている使用環

境というのは、常にオンラインにあるワークステーション

です。MTAは1通のメールを受信したとき、個人のシス

テムメールボックスそれぞれに保存するのではなく、個人

別の設定によってprocmailを起動し、しかるべきフォル

ダに整理したり別のアドレスに転送します。MTAに

sendmail を使っているマシンであれば、procmail は

̃/.forwardファイルから起動されます。
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MAILDIR=$HOME/Mail

LOCKFILE=$HOME/Mail/.lock

LOGFILE=$HOME/Mail/from-log

:0                                   レシピ
* ^Subject: testa  ……パターン
testa/.            ……アクション

:0

* ^Subject: testb

testb/.

:0

* ^From: taroh@taroh.org

from/taroh/.

:0

inbox/.

▼リスト3 .procmailrcの例

自動で振り分け



先月紹介したように、ダイヤルアップした際にPOP3／

IMAPを使ってメールを取りに行くだけのパーソナル

Linuxマシンでは、MTAはプロバイダのマシンで動いて

いてメールを取りに行く過程はMewが全部やってくれる

わけですが、procmailの出る幕はないのかというと、そん

なことはありません。メールを取りに行くMewの機能を

使わず、オフラインでメールを読む機能だけを使えばよい

のです。すでに先月号でMewのインストールと設定に成

功している人は、ネットワークに接続していないときでも

Mewを起動すれば（パスワードを聞かれて、〈RET〉な

どで無視するとコネクションエラーが出るでしょうが）メ

ールボックスにあるメールを読めることをご存じでしょう。

そこで、メールを取りに行くのに、Mewではなく専用の

fetchmailというツールを導入して使うことにします。

これで自動振り分けは達成できるのですが、いきなり到

着したメールが振り分けられてしまっていると、Mew

（Emacs）を起動したときにどれが新着メールか見落とす

おそれがあります。それを回避できるのがprom-mewと

いう、Emacsのマクロで書かれたMewお助けツールです。

な～んか面倒だな～、ですって？　たしかに次から次へ

とツールをインストールして、振り分けするだけで1個大

隊ですが、カスタマイズが自由で機能は超強力、Mewと

関係ないところでも使えるというおまけまでついているの

で、勘弁してお付き合いください。

さてさて、次から次へと新しいツールを紹介しましたが、

順を追って設定していかないと、動かなかったときにどこ

が原因かわからなくなります。まずは、procmail本来の使

い方で動作を確かめてから、プロバイダにある自分のシス

テムメールボックスに取りに行くことにしましょう。

RPM からの導入が終わったら、リスト3のように

procmailの設定ファイル̃/.procmailrcを作ります。

先頭の3行は、̃/Mai lというディレクトリに自分の

Mew用メールフォルダを作ることを指定します。その次

の“:0”と書かれた行ごとに、振り分けルール（procmail

のレシピ）を書いていきます。

はじめの2つのレシピは、テスト用に作ったものです。

これは、このあとのテストに使います。“:0”の次の“＊”

で始まる行は、単純にUNIX系のegrepコマンドと同様の

働きをしますが、大文字と小文字を区別しません。この行

に指定したものがメッセージのヘッダに含まれるとき、最

後の行のアクションが実行されます。マッチングはegrepと

同様ですので、たんなるパターンの一致だけではなく、正

規表現による超強力な条件を与えることができるのです。

パターンは省略したり、複数書くこともできます。パタ

ーンを省略すると（リスト3の例では、最後のレシピがそ

うです）すべてのメッセージに合致します。複数書くとす

べてのパターンに合致したときにアクションが起こります。

そのほかprocmailは、

●パターンと合致しないものを処理する

●1通のメッセージに対して複数の処理をする

●ボディ（ヘッダではなく本文！）に含まれるパターンと

合致するとき処理をする

など、いろいろなことができるので、興味のあるかたは

“man procmailrc”を読んで研究してみてください。

さて、procmailをテストしましょう。自分のLinuxマ

シンでsendmailが動いていれば、実際にテストメールを

受信してみて害のないフォルダに振り分けられるかどうか

調べるのが一番です。シェルから、

% ps -aux | grep sendmail

としたときになにか表示されれば、sendmailが動いている

ので、自分の̃/.forwardに、

| procmail

と書いておいてください。こうすると、自分のLinuxマシ

ンのMTA （sendmail）が受信した自分あてのメールは、

procmailくんが振り分けてくれます。先月号で紹介した

imsetupを使った設定では、Mewを使ってメールを書く

と、ローカル（自分の）マシンのMTAに渡さずにプロバ

イダのMTAに直接渡してしまってテストになりません。

そこで、ここは原始的にシェルから、

% mail taroh

Subject: testa  ……振り分け条件に設定したSubject:

this is a test.

^D              ……行頭でCtrl-Dをタイプ

のようにメールを送ってみてください。̃/Mail/testa/の

中に、なにかファイルができていれば成功です。
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% ls ~/Mail/testa/

/home/taroh/Mail/testa:

1

%

“1”というファイル名は、自動的にやってきたメール

につけられた番号です。このあと同じテストを繰り返すと、

ファイルが2、3、……のように増えていくはずです。

sendmailがローカルのマシンで動いていない場合は、仕

方がないのでprocmailに直接メールを渡してテストしまし

ょう。まず、通常の手順で自分あてに“Subject: testa”

というメールを出します。受信したら、このメールの

+ i n b o x での番 号 を覚 えておきます。 たとえば

+inbox/1234は、̃/Mail/1234というファイルと対応して

いるので、

% cat ~/Mail/inbox/1234 | procmail

% ls ~/Mail/testa/

/home/taroh/Mail/testa:

1

%

としてみて、これまでなかったはずの+testa/1というメッ

セージにコピーされていればテストは成功です。どちらの

場合でも、同様に“Subject: testb”というメールもテス

トしてみましょう。さらに+testb/1というメッセージが

できていることを確認してください。

上記のテストが終わったら、

●̃/.procmailrcの中のテスト用レシピ

●̃/.forward

●̃/Mail/testa/ 、̃/Mail/testb/ディレクトリと中のファ

イル

は、念のため消しておいてくださいね。

POP3またはIMAPによってメールを取りに行くのは、

fetchmai l というこれまた外部のツールに任せます。

fetchmailもRPMから導入できます。

fetchmailの設定は、̃/.fetchmailrcというファイルに

します。RPMにはサンプルがついてきますが、いつも1カ

所のプロバイダに取りに行くだけだったら、リスト4の2

行だけ書いておけばOKです。

パーソナルなマシンではおおむね問題ないと思います

が、上記ファイルにはプロバイダに接続するときのパスワ

ードが生で書いてありますので、PPPの設定ファイルなど

と同様に安全のため、次のようにしておきましょう。

% chmod 0600 ~/.fetchmailrc

fetchmailの設定が終わったらPPPでダイヤルアップ接

続し、シェルからfetchmailを実行してみます。成功すれ

ば、さまざまなメッセージとともにメールが取り込まれて

いくはずです。これまでの方法でprocmailがうまく設定

できていれば、振り分け先のフォルダにはいつのまにかメ

ッセージが増えているはずです。

このツールはEmacsの起動とは関係ないので、PPPツ

ールなどから、プロバイダに接続したときに“fetchmail -

d”でデーモンとして起動し、プロバイダから切断すると

きに“fetchmail -q”で終了すると便利でしょう。

なお、POP3ではなくIMAP4を使ったり、読み出した

メールをサーバから消さずに残しておくなど、細かい設定

は“man fetchmail”してみてください。

自動的に振り分けられたメッセージは「いつのまにか増

えている」と書きましたが、実はこれは偽らざる感想です。
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poll mail.taroh.org with protocol POP3:

username sasaki.taroh, password hogehoge, mda "procmail -d taroh";

▼リスト4 .fetchmailrcの設定

fetchmailの導入と設定

新着メッセージを追いかけよう

プロバイダのPOPサーバ名

POPサーバでのアカウント名 POPサーバでのパスワード ローカルマシンでのアカウント名



一見、便利そうな機能であっても、メッセージの見落とし

につながるとすれば、使うのをためらう人もいるでしょう

（達人でも自動振り分けをしない人がいる、と書いたのは

このような理由からです）。

prom-mewというマクロは、procmailのログ（動作記

録）を解析して、「新しいメッセージが、フォルダ○と×

にあるよ」と教えてくれるものです。

これまたRPMから導入したことを前提に、テストをス

タートしてみましょう。導入時に注意しなければならない

のは、prom-mewはMewのEmacs Lisp変数を活用して

いるため、Mewのバージョンがちょっとでも違うと動き

ません。また残念なことに、prom-mewはEmacs19に対

応したMuleに対してのみ開発されているようです。した

がって、Emacs20またはXEmacs21を利用している場合

は、それに対応するMewがあるからといってprom-mew

を使えるわけではありません。

このような環境で、どうしても自動振り分けがないと嫌

いやイヤという人は、原始的な振り分け方法に頼るか、次

回紹介予定のWanderlustを使うしかありません。

さて、procmailのテストの結果として、リスト5のよう

なログファイルが ̃/Mail/from-log に残っているはずで

す。ここでおもむろにM-x mewで起動するのではなく、

M-x prom-mewとして起動してみましょう。表示は画面

5のようになるはずです。

1行目の+inboxにカーソルを移して〈SPC〉キーを押す

と、prom-mewが勝手にMewを呼び出して+inboxフォ

ルダが開き、新着メッセージの1番目にカーソルが位置づ

けられて内容が表示されます。

あとは、〈SPC〉キーで次々と読み進めることができま

す。また、返事を書いたり転送したり……という操作も、

Mew同様に（いや、ここでの操作は完璧にMewの中なの

で）できます。

+inboxフォルダの最後までメッセージを読み進むと、

「これ以上のメッセージはない」と言われて次に“（Type

SPC to +mailnews）”という表示が出てきますね。そう、

ここで〈SPC〉キーを押すと、次のフォルダに自動的に移

れます。最後のフォルダの最後のメッセージを読み終わる

と、最初のProm-Mewというバッファに戻ってきます。

ここで〈q〉をタイプすると、prom-mewから脱出できま

す。

どうです、いやに簡単ではありませんか。あまり簡単な

のでポンポン読み飛ばして、つい相手に礼を欠いたり（返

事を出さなかったり）しないようにご用心。

メール話が続いて恐縮ですが、次回はEmacs上で動く

もうひとつのメールツール、Wanderlustを取り上げまし

ょう。なんか、実用ということになると、どうしてもメー

ラの説明には力が入ってしまいますね……。これにかぎら

ず、この連載で取り上げてほしいEmacs上のアプリケー

ションなども、taroh@taroh.orgまでリクエストください。

WanderlustはIMAP4メールサーバとお話しすること

もできるし、ネットニュースの読み書きもできます。また

メールの保存方式が同じなので、Mewの環境をそのまま

移行したり、Mewと併用することもできるため、先月、

今月と学んだことはけっして無駄にはならないはずです。

引き続いてHappy Hacking!!
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>From taroh  Sun May 14 17:38:17 2000

Subject: testa

Folder: testa/1                                                 1234

>From taroh  Sun May 14 17:41:22 2000

Subject: testb

Folder: testb/1                                                 1236

▼リスト5 procmailのログ

画面5 prom-mew起動直後のようす

さて次回は……
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さて、わが家のOCN接続もほぼ一段

落した。最初は、開通から1週間もあ

ればどうにかなるだろうと思っていた

のであるが、風邪で寝込んだり、その

おかげでほかの仕事が切羽詰まったり

ということで、なかなか時間が取れず、

結局、本運用開始まで2カ月近くかか

ってしまった。まぁ、運用といっても、

namedとsendmailとnatd（編注：

LinuxでいうところのIPマスカレード）

を動かし、ルータのフィルタ設定を行

った程度なのだが。

今度は新しいメールアドレスをまわ

りに周知させなければならない。メー

リングリストのアドレス登録を変更し

たり、仕事や遊びで個人的にメールを

やり取りする相手にも通知しなければ

ならない（やっと新しい名刺ができた

ところだ）。というわけで、古いUUCP

接続のメール環境は、まだ当分稼働さ

せておかなければならない。まじめに

やるのであれば、OCN側のSMTP接続

のsendmailにUUCP用の設定も統合す

ることになるのだが、おいおいUUCP

を止めるつもりなので、今のところは

別々のメールサーバ、別々のメールク

ライアントを動かし、2つのメール環境

を使い分けている。ネットワーク型ダ

イヤルアップの契約は解約した。とは

いっても、解約までの時間があるので、

もうしばらく基本料金だけは払い続け

なければならない。

さて、やっとインターネット接続環

境の移行と、次の仕事のための環境の

セットアップが終わったというところ

で、またもや試練が降りかかってきた。

仕事部屋の模様替えである。筆者は、

今の家に引っ越してきて8年ほどになる

が、その間に、いわゆる大掃除という

のは数回しかやっていない。最初の頃

は物が少なかったので、単に搬入して

並べるだけでよかったのだが、その後、

それでは済まなくなった。徐々に物が

増え、新たに大型機材を搬入するため

には、設置場所をまず確保し、そして

搬入のための通路を整備しなければな

らなくなったのである。そして、これ

を大々的にやる時に、ついでに大掃除

をするようになった。最後にこれをや

ったのは、ビデオ編集機材を搬入した

時である。部屋に高さ180cmのEIAラ

ックを搬入するために大掃除をした。

このラックは、中身が空の状態で約

50kg、搬入時の状態でも30kg以上あ

る代物である。そこで、移動のために

キャスターを付けた。しかしキャスタ

ーがあると、その高さの分、ドアを通

らなくなる。結局、寝かせた状態で部

屋に搬入し、室内で立てて移動するこ

とになった。そんなこんなの作業をす

るために、大掃除になってしまったの

である。

今回の大掃除の直接のきっかけは、

ディスプレイの追加導入である。去年

から今年にかけて、マシン台数がかな

り増えたので、ディスプレイが足りな

くなった。そのため、新しいディスプ

レイを購入することにしたのである。

せっかくなので、作業性のよい21イン

チクラスのもの、また、平面ブラウン

管というのを使ってみたかったので、

SONYのG500というのを選んだ。しか

Linux日記
第10回　名前解決（3）

文：榊正憲
Text : Masanori Sakaki

illustration ; Aki

名前解決の話ももう3回目。今回はちょっと特殊な
名前解決の説明に続き、いよいよUNIX標準のDNS
サーバ、BINDの解説に入ります。



し新しいディスプレイを置く場所がな

い。そこで、現在のテーブルベースの

環境（家具屋で見つけた立食パーティ

用テーブルというのをずっと使ってい

た）を棚と長テーブルベースにするこ

とにした。そこで倉庫などで使う幅

180cm、高さ180cm、奥行60cmの物

品棚と、多少おしゃれな幅120cm、高

さ180cm、奥行45cmというスチール棚

を新たに購入した。いままで物でいっ

ぱいだった部屋にとても入るとは思え

なかったのだが、図面をひいてみると、

理論上は置けることがわかった。実際

に入れてみると収まるから不思議だ。

これらの棚を組み立てるためには、室

内の物をいったん外に出さなければな

らない。当然大掃除である。

掃除の間、OCN環境のネームサー

バ／メールサーバのダウンタイムを極

力短くしなければならない。そのため、

適当な場所に仮設置し、その状態で運

用した。とてもドメインを代表するサ

ーバとは思えないような状況で運転し

ていた。

機材の搬入が一段落し、とりあえず

コンピュータ類をまず稼働させた。パ

ソコンとはいえ、10台あまりもあり、

それらがネットワークでつながってい

るとなると、結構な量のケーブル類を

接続しなければならない。だが、それ

よりすごいのがビデオ編集機材まわり

のケーブルだった。コンピュータ用の

ケーブルや小物が引っ越し用段ボール2

箱、ビデオ用ケーブルもそれ以上あっ

たのだ。

模様替えや大掃除の楽しみは、とん

でもないガラクタ（我楽多?!）を発見

できることだ。今回は部屋と物置にあ

ったすべての箱を確認したので、結構

いろいろ発見された。まず、シャープ

のX68000が掘り出された。本体、ディ

スプレイ、外付けハードディスク、イ

メージユニット、サイバースティック

とアスキースティック、各種ゲームソ

フト、開発環境、完全なドキュメント

まで揃ったフルシステムである。つい

懐かしくなってしまい、組み立ててし

まった。難点はLANカードがないこと

である。そのうちフリーソフトを拾っ

てきて、適当にシリアルでつなげよう

と思っている。

もうひとつ出てきたのが、紙テープ

リワインダである（写真1）。これは、

紙テープリーダで読み込み、とっ散ら

かった紙テープをロール状に巻き直す

ための道具である。紙テープリーダか

ら吐き出されたテープは、カゴの中に

たまる。読み終わったテープをこの機

械のリールに巻きつけるのだ。ハンド

ルを回すと、このリールがぐるぐる回

ってテープを巻き取り、紙テープのロ

ールができあがるという非常に便利な

道具である（現在では使うことはない

が）。ほかにも、ASR-33テレタイプ用

の新品インクリボン、昔自作したZ-

80Aシステム、HITAC-10用のライブ

ラリの紙テープなども発掘された。

■少し特殊な名前解決

前置きはこれぐらいにして、ネーム

サーバの話の続きを始めよう。前回は、

ドメイン名からIPアドレスを求めるも

っとも基本的な仕組みを紹介した。今

回はその続きとして、少し特殊な名前
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写真1 紙テープとリワインダ

付録CD-ROM No.4にカラー画像データを収録。

ここでいっているラックは、世間でいうオ

ーディオラックのようなものではない。産業

用／業務用のものである。電話局とか放送局

にずらっと並んでいるような奴だ。家庭で使

うにはかなり高価で重いものだが（キャスタ

ーで移動すると床がミシミシいう。機器を装

着した状態だと、たぶん200kg弱くらいだろ

う）、多数の機材を収容する際のスペースフ

ァクターがありがたい。また収納機器はスラ

イドレールマウントできる（あるいはレール

付きの棚板に置ける）ので、メンテナンス時

や配線時には手前に引き出すことができ、と

ても便利だ。

X68000

日本のパソコンがNECのPC-9801一色だっ

た1980年代後半に、シャープが発売した意欲

的なパソコンである（シャープではパーソナ

ルワークステーションと呼んでいた）。CPU

は68000で、MS-DOSと同等の機能を持つ独

自のDOSが動作した。また、簡単なウィンド

ウシステムも付いていた。だがこのマシンの

最大の特徴は、（当時としては）ゲーム機能

が充実していたことである（なんといっても、

グラディウスというゲームがシステムに標準

で付属してたくらいだ）。

発掘後、動作確認と称して当時のゲームを

いくつか動かしてみた。今見ると妙にスロー

ペースな感じがする（だからといってステー

ジをクリアできるわけではない）。マシンの動

作チェックをしているところを子供に見つか

ってしまい、ゲームをやらせろとうるさいの

でちょっと困っている。

Column

ラック



解決の話から始める。

アスキーから離れてちょっと違うと

ころを見てみる。膨大なトラフィック

が集中するサーバのIPアドレスを調べ

てみよう。

試しに、日頃お世話になっている検

索サービスのIPアドレスを調べてみた。

その結果がリスト1である。Addresses:

フィールドに、複数のIPアドレスが現

れている。トラフィックが集中するサ

イトでは、複数のWebサーバを用意し、

負荷分散を行う必要がある。Yahoo!で

は、6台のWebサーバを用意している

ようだ。

ここでDNSの重要な点に気付いてほ

しい。インターネットドメイン名とIP

アドレスは1対1対応とは限らないので

ある。ある名前を指定すれば、常に特

定の1台のホスト（アドレス）が選ば

れるわけではないということだ。組織

や国を識別するドメイン名に対して複

数のネームサーバ情報が返されるのと

同じように、あるサービスを提供する

ホストを識別するドメイン名に対して、

複数のIPアドレス（すなわち複数のホ

ストコンピュータ）が返されることが

ある。これは、負荷分散という面にお

いては有利なことだ。1つの名前で複

数のホストを指定できることにより、

簡単に負荷分散を図れる（リゾルバは、

複数の情報が返された場合、通信コン

ディションが同等であれば相手をラン

ダムに選択するということを思い出そ

う）。複数の電話回線に同じ電話番号

を振る代表番号と同じような仕組みで

ある（各回線がIPアドレス、代表電話

番号がドメイン名に相当する）。

もっとも、これだけでは十分ではな

い。組織内でマシンの管理や保守を行

う際に、ホストを識別するドメイン名

を指定して特定のホストに接続できな

いのでは話にならない。そのため、「代

表番号」ドメイン名とは別に、きちん

と1対1対応するドメイン名も用意する

必要がある。たとえばWebサーバが4

台あるのであれば、それら4台を示す

wwwという名前とは別に、各ホスト

にwww1、www2、www3、www4と

いうドメイン名を割り当てることがで

きる（これは、前述した別名とは違う

ものだ）。もちろん、これらの名前には

IPアドレスを1つずつ定義する。この

ような名前を指定することにより、

www1につなぎたい時にwww2につな

がってしまうということはなくなる。

これをホストの側から見ると、同じ名

前に複数のホストを割り当てるのと対

になる処理であることがわかる。

www1という1台のホストは、www、

www1という複数のドメイン名を持つ

のである。先の代表電話番号に対して、

1回線に複数の番号を割り当てるダイ

ヤルインサービスのようなことも行え

るのである（表1）。

実際の運用では、まず、各マシンを

一意に識別するドメイン名（www1な

ど）を定め、それに1つずつIPアドレ

スを割り当てる。そしてサービスの形

態に応じて、複数の異なるマシンに同

じドメイン名（www）を割り当てる

という形になるだろう。また、ルータ

やファイアウォールとして設定し、ネ

ットワークインターフェイスを複数持

つ（複数のIPアドレスを持つ）マシン

の場合は、各ネットワークインターフ

ェイスごとに別々の名前を割り当てる

といったこともできる。

DNSでは、1つのIPアドレスに複数

のドメイン名を割り当てることと、1つ

のドメイン名に複数のIPアドレスを割

り当てることのどちらも完全に合法で

ある。整合性の取れていないデータベ

ースのように見えるかもしれないが、

名前解決とサービスの提供という両面

で見た場合、これは合理的な構造なの

である。

■BIND

インターネットドメイン名からIPア

ドレスを求める際に、ルートサーバか

ら始めて多数のサーバに順に問い合わ

せを行い、最終的に、目的のIPアドレ

スを知っているネームサーバにたどり

着くという仕組みはだいたいわかった

だろうか。

そろそろUNIXで使われているネー

ムサーバの解説に入ろう。UNIXで使

われている標準的なインターネットド

メイン名のネームサービスは、BIND

（ Berkeley Internet Name Domain）

というパッケージで提供される。DNS

（ドメインネームシステム）は、インタ

ーネットで使われている名前解決シス

テムの名称である。そして、BINDは、

DNSをUNIXプラットフォームに実装

したパッケージのひとつである。しか
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% nslookup 引数を指定しないと対話モードになる
> www.yahoo.co.jp. Webサーバのアドレスを求める
Name:    www.yahoo.co.jp

Addresses:  210.140.200.60, 210.140.200.61, 210.140.200.62

210.140.200.9, 210.140.200.15, 210.140.200.16

▼リスト1 Yahoo! JapanのWebサーバをnslookupで調べる

ドメイン名 IPアドレス その実体

www 192.1.1.1 ホストA

www 192.1.1.2 ホストB

www 192.1.1.3 ホストC

www 192.1.1.4 ホストD

www1 192.1.1.1 ホストA

www2 192.1.1.2 ホストB

www3 192.1.1.3 ホストC

www4 192.1.1.4 ホストD

表1 複数の名前とIPアドレスの対応付けの例



しBINDは、インターネットの中核を

なしているUNIXでもっとも広く使わ

れてきたシステムなので、結局のとこ

ろ、もっとも標準的なDNSの実装なの

である。Linux、FreeBSDもこのパッ

ケージを使っている。また、Windows

用のDNSパッケージにも、これをベー

スにしているものがある（Windows用

のBINDもある）。

当然、今回からの記事もBINDにつ

いて説明する。BINDには、大きく分

けて4.Xと8.Xという2種類のバージョ

ンがある。4.Xに比べて8.Xは、セキュ

リティ対策などが充実している（4.Xで

も、最新のバージョンはかなりセキュ

リティが強化されている）。またBIND

8.Xは、DHCPを使った動的なIPアド

レス割り当てにも対応しているので、

現在の環境で使うなら8.Xを選ぶこと

になるだろう。この記事も、8.Xについ

て解説する。

■named

BINDをインストールし（最近の

Linuxパッケージでは、いわゆる「サ

ーバモード」のインストールを行えば、

BINDがインストールされるようだ）、

適当な初期化スクリプトを記述すると、

システム上でnamedというデーモンが

稼動する。これがネームサーバのプロ

セスである。ネームサーバはバックグ

ラウンドでデーモンとして動作するの

で、管理するための対話は、基本的に

シグナルで行う。適当なシグナルを

namedに送ることで、サーバの停止、

データの再ロード、現在の状態をファ

イルにダンプ（出力）するといったこと

ができる。よく使うシグナルを表2に示

しておく。

ネームサーバが出力したファイルを

調べることで、ネームサーバが正しく

動作しているかといったことを調べる

ことができる。また、スレーブサーバ

（後述）の場合、リブート時にマスタ

サーバと通信できなくても、停止前に

出力したデータベースファイルをロー

ドすることで、（データは最新のもので

はないかもしれないが）サービスを続

けることができる。

ネームサーバに登録するデータベー

スは、いくつかのテキストファイルの

形で記述することになる。また、ネー

ムサーバの動作モードなどを指定する

パラメータも、テキスト形式の設定フ

ァイルに記述する。namedは起動時に

（あるいは再ロードを指示された時に）

これらのファイルを読み込み、動作を

始める。

ネームサーバにはいくつかの動作モ

ードがあり、モードごとに動作が変っ

てくる。まず、動作モードについて簡

単に説明しよう。

■マスタサーバとスレーブサーバ

マスタサーバとは、あるゾーンを管

轄するネームサーバで、そのゾーンデ

ータベースをローカルディスク上に持

っているものである。前に述べたよう

に、分散データベースの一部を担って

いるネームサーバは、（複数レベルのド

メインも含めて）ドメイン名空間の一

定の部分について、責任を持って名前

解決（IPアドレスを返す、ネームサー

バを紹介するなど）を行う。この責任

範囲のことを、そのネームサーバのゾ

ーンという。このゾーン中の正式な

DNS情報は、データベースファイルと

いう形で、そのネームサーバの管理者

が手作業で記述しなければならない。

管理者が保守するデータベースファイ

ルを保持しているネームサーバがマス

タサーバである（プライマリサーバと

も呼ばれる）。
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ドメイン名（ネームサーバに登録されてい

る名前）とIPアドレスは1対1対応とは限らな

いわけだが、UNIXマシンに設定するホスト名

（hostnameコマンドで設定、参照される名前）

は、各ホストに1つずつである（複数のネッ

トワークインターフェイスを持っていても、

ホスト名は1つである）。通常の使用形態であ

れば、このホスト名とIPアドレスを1対1で対

応付けるドメイン名をネームサーバに登録す

ることになる。これにより、そのホストに対

して、ホスト名を使ってネットワーク接続す

ることが可能になる。しかし、ドメイン名は

ホスト名と同じでなければならないわけでは

ない。クライアントはネームサーバにドメイ

ン名を問い合わせ、IPアドレスを受け取る。

そして、そのIPアドレスを使って目的のホス

トと接続する。名前解決と接続の段階では、

相手のマシン上で定義されているホスト名は

まったく関与しないのである。もっとも、ド

メイン名とホスト名が食い違っていると、接

続後に問題が生じることがあるので、組織内

で使用する場合は、ホスト名とドメイン名を

同じにしておくというのが基本である。そし

て、何らかの理由で別のドメイン名も割り当

てたいのであれば、改めてその名前を登録す

ればよい。

Column

ドメイン名とホスト名

SIGHUP 設定ファイル、データベースを再ロードする。設定ファイルなどを変更した場合、その内容

は再ロード後に有効になる。

SIGINT 現在のデータベースの内容、キャッシュの内容をファイルに出力する。

SIGTERM データベースファイルを出力し、終了する。

表2 namedが受理するシグナル



そのゾーンで何らかの情報の変更が

必要な場合は、マスタサーバ上のデー

タベースを更新する。これにより、こ

のサーバに問い合わせを行う別のネー

ムサーバやクライアントは、新しい情

報を得られるようになる（DNS情報は

キャッシュされるので、更新が反映さ

れるには、多少の時間がかかる）。

スレーブサーバは、マスタサーバか

らネットワーク経由でゾーン情報をコ

ピーし、その内容をほかのネームサー

バやクライアントに提供するネームサ

ーバである。情報はマスタサーバから

もらうので、管理者が手作業で管理す

るデータベースは持っていない（再起

動にプリロードできるキャッシュファ

イルは指定できる）。スレーブサーバ

は、セカンダリサーバとも呼ばれる。1

つのゾーンについて、マスタサーバは1

台だが、スレーブサーバは（0台も含め

て）任意の数だけ設置できる。スレー

ブサーバが存在することにより負荷分

散が図れ、また、システムダウン時の

バックアップとなる（図1）。

マスタサーバからスレーブサーバに

データベースを転送する処理を、ゾー

ン転送という。マスタサーバとスレー

ブサーバは定期的にゾーン転送を行い、

データの同期を行う。ゾーン転送を行

う頻度は、マスタサーバの持つデータ

ベース中に記述する。どれだけの頻度

で行うかを決めるのは管理者である。

頻度が高ければ、更新が速やかに伝播

されるが、ゾーン転送のトラフィック

が増えることになる。大規模なネーム

サーバでは、莫大な量の情報を転送し

なければならないので、そんなに頻繁

に行うことはできない。しかし、間隔

が長すぎると、いつまでも新しい情報

がスレーブサーバに送られず、マスタ

サーバとスレーブサーバの情報が食い

違っている時間が長くなってしまう

（システム管理者はデータ更新時に、

明示的にゾーン転送を行うように指示

することもできる）。

マスタサーバとスレーブサーバは、

どちらも、そのゾーンについて権威の

あるサーバとなる。スレーブサーバの

場合、ゾーン転送遅れにより最新の情

報を返せないことがあるが、それでも

権威のあるサーバなのだ。クライアン

ト側は、これらの情報を正しいものと

して受け取る。システム管理者は、情

報更新の伝播遅れまで考慮して、ネッ

トワーク情報の更新を行わなければな

らない。つまり、データベースを更新

してすぐにマシンを撤去したりすると、

トラブルが発生する可能性があるとい

うことだ。賢明な管理者は、新しい情

報が伝播されるまで待ってから撤去す

るだろう。

■キャッシュサーバ

あるネームサーバがクライアントか

ら名前解決リクエストを受けた時、そ

のネームサーバが検索対象ドメインに

ついてマスタサーバかスレーブサーバ

であれば、権威のある情報を返すこと

ができる。そうでなかった場合は、前

に解説したような手順で目的のドメイ
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ゾーン転送 

リクエスト 

権威ある応答 

リクエスト 

権威ある応答 

ゾーン 
データベース 
ファイル 

マスタネームサーバ スレーブネームサーバ 

図1 マスタサーバとスレーブサーバ

ゾーンデータベースファイルはシステム管理者がメンテナンスする。

①リクエスト 

⑤応答 

② 

② 

③ 

③ 

④ 

④ 

ルート 
ネームサーバの 

情報 

応答データの 
キャッシュ 

キャッシュネームサーバ インターネット 

ascii.co.jpサーバ 

co.jpサーバ 

ルートサーバ 

紹介 

紹介 

図2 キャッシュサーバ



ン名を検索し、別のネームサーバとや

り取りし、最終的な結果を得て、それ

をクライアントに返すことになる。

この時ネームサーバは、ほかのネー

ムサーバから受け取った応答をキャッ

シュし、以後同じリクエストを受け取

った時は、キャッシュされたデータを

クライアントに返すことができる。ま

た、ネームサーバをマスタサーバとし

てもスレーブサーバとしても設定しな

かった場合、そのネームサーバは権威

のある応答をクライアントや別のネー

ムサーバに返すことはできないが、ほ

かのネームサーバに問い合わせを送り、

名前解決を行うことはできる。未知の

名前を解決し、その結果をキャッシュ

するという動作モードを、キャッシュ

サーバという（図2）。

マスタでもスレーブでもないキャッ

シュサーバは、負荷分散のために使用

される。またマスタサーバやスレーブ

サーバも、自身のゾーン以外のドメイ

ン名については、キャッシュサーバと

してクライアントにサービスを提供す

ることになる。

■フォワーダの指定

キャッシュサーバは、名前解決を行

うために、ルートサーバから始めて順

に多数のネームサーバに問い合わせを

行う。つまり、あるリクエストを解決

するために、ほかのネームサーバに複

数回の問い合わせを行うのである。こ

れに対して、このような複数回の問い

合わせを行わないという動作モードも

ある。これがフォワーダの指定である。

（図3）

この動作モードは、クライアントか

らリクエストを受けると、自身では何

も解決を行わず、その名前解決リクエ

ストを別のネームサーバ（フォワーダ

として指定したサーバ）に丸投げする

のである。それを受け取った別のネー

ムサーバが複数回の問い合わせを行い、

名前を解決し、その結果を元のネーム

サーバに返す。そしてクライアントは、

最初にリクエストを送ったネームサー

バから応答を受け取るのである。もち

ろん、この応答はネームサーバ上でキ

ャッシュされ、以後の同じリクエスト

に備える。

別に、フォワーダなど指定しなくて

も、ただのキャッシュサーバで十分だ

ろうと思う読者もいるだろう。しかし、

サイトとプロバイダが低速回線で接続

されている時などは、フォワーダを指

定すると有利なのである。たとえば、

プロバイダとサイトが64kbps回線で繋

がれているとしよう。そのサイト用の

ネームサーバはプロバイダ側にあると

する。

図4を見てほしい。サイト側にネー

ムサーバがまったくない場合（Aのパ

ターン）、クライアントからの名前解決

リクエストはすべて、64kbps回線を経

由してプロバイダ側に送られる。クラ

イアントは基本的に応答をキャッシュ

しないので、非常に多数のリクエスト

と応答が64kbpsの回線を通ることにな

る。サイト側にキャッシュサーバを用

意すれば（Bのパターン）、クライアン

ト―ネームサーバ間のトラフィックは

サイト内のLANだけで済み、また、ネ

ームサーバがデータをキャッシュする
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ネームサーバの問い合わせには、再帰的な

ものと非再帰的なものがある。再帰的な問い

合わせとは、それを受け取ったネームサーバ

がさらに複数回の問い合わせを行い、最終結

果を返すというモードである。クライアント

がネームサーバに送る問い合わせは、再帰的

な問い合わせである。

非再帰的な問い合わせを行うと、ネームサ

ーバは再帰的な問い合わせを行わず、自身が

持つデータだけを返す。末端のネームサーバ

であれば、本来の対象であるIPアドレスなど

を返すことができるが、ルートサーバや組織

名を解決する中間のネームサーバは、より詳

しく知っているネームサーバを紹介する情報

を返すことになる。

クライアントから名前解決リクエスト（こ

れは再帰的な問い合わせである）を受けたネ

ームサーバ（キャッシュサーバ）は、ほかの

ネームサーバに非再帰的な問い合わせを何回

か送り、名前を解決する。フォワーダ指定を

行ったネームサーバは、クライアントから問

い合わせを受けると、その内容を「再帰的な

問い合わせ」として別のネームサーバに送る

のである。

Column

再帰的な問い合わせと
非再帰的な問い合わせ

①リクエスト 

⑤応答 

キャッシュ 

ネームサーバ 

②リクエスト 

④応答 

別のネームサーバ 
（フォワーダ） インターネット 

③名前を解決 

図3 フォワーダの指定



ので、クライアントに対する応答性が

向上するだろう。しかしキャッシュサ

ーバは、1回の名前解決を行うために、

多数のネームサーバとやり取りを行う。

この多数のやり取りは相変わらず

64kbps回線を経由して行われる。この

キャッシュサーバの動作モードを変更

してフォワーダを指定し、問い合わせ

をすべてプロバイダのネームサーバで

解決してもらうようにするとどうなる

か（Cのパターン）。多数の問い合わせ

を行い、名前解決を行うのは、高速な

回線に繋がっているプロバイダのネー

ムサーバになる。64kbpsの回線を通る

のは、サイト内のネームサーバからプ

ロバイダのネームサーバに送られるリ

クエストが1つ、その応答が1つだけに

なる。DNSのトラフィックが減った分、

その帯域をほかのサービスに回すこと

が可能になるのだ。
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クライアント 
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指定した 

ネームサーバ 

キャッシュ 

C　サイト側でフォワーダを指定した場合 

図4 フォワーダを使った例





スクリプト言語
【すくりぷとげんご】

C言語習得時、ポインタ

どころか文字列操作で挫

折した編者のようなへっ

ぽこプログラマーを救う

もの。特定の作業を簡単

な記述で実現できるよう

に作られたコンピュータ

言語のこと。非生産的だったプログラミング現場に登場し

たスクリプト言語のおかげで、多くのプログラマーがメモリ

リークの発生を心配をすることなくバグの生産に熱中でき

るようになった。

スクリプト言語の多くは、作業の手順を記した“スクリプ

トファイル”を逐次読み込みして動作するインタプリタ型言

語となっており、これがその名の由来ともなっている。“ス

クリプト”とは、もともと英語の「台本（script）」を意味

し、プログラマーが作った台本どおりにインタプリタが動作

するというイメージでこう呼ばれているというのが俗説だ。

しかし、実際にスクリプト言語を使用してみればわかるとお

り、これは誤りである。現実には、スクリプトを書いた人間

のほうが、言語の仕様、バグ、予期しない動作に振り回さ

れ、あやつり人形のように動かされている。編者は「スクリ

プト言語」に代わり、より受け身性を強調した「スクリプト

られ言語」という呼称を提唱したい。

AWK
【おーく／えーだぶりゅけー】

Aho、Weinberger、Kernighanの3人が作ったスクリプト

言語。それぞれの名の頭文字をとって“AWK”と名付けら

れた。Kernighanは、不純にもCにふけったプログラマーと

して有名。Weinbergerは開発当時の米国防長官。残るAho

とは、もちろん吉本興業所属のアーティスト、Aho坂田氏を

指す。つまり、核戦争などの有事に備えて強力なスクリプト

言語を作りたかった米国防省、メディアミックス展開を見越

した吉本興業がKernighan氏に出資してAWKが作られたの

だ。開発は困難を極め、納期が翌朝に迫った夜、ストレスに

耐えかねた坂田氏が「アホちゃいまんねん。パーでんねん」

と語ったという話は、今もプログラマー達の語り草だ。

──で「Hello, World!」を表示する：

#!/bin/awk -f

BEGIN {

h = "Hello, World!";

}

{

if ( NR > length(h) ) {

exit;

}

printf substr(h, NR, 1);

}

END {

printf "\n";

}
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※helloとして作成後、./hello hello として実行する

Perl
【ぱーる】
インターネットで掲示板を運営したり、アクセスカウンタ

を作ったりするのに利用されるスクリプト言語。非常に豊富

な機能をもつため、多機能な掲示板を実現したり、多機能

なアクセスカウンタを作成することもできる。データベース

へのアクセスも容易で、活用すればバックエンドにリレーシ

ョナルデータベースを置いた掲示板や、よりスケーラブルな

アクセスカウンタを動かすことも夢ではない。

Perlの特徴として、豊富な表現力と略記バリエーションの

多様さが挙げられる。この Perlの精神を表したことばが

「There's More Than One Way to Go the Wrong Way」（間違

えるには何通りもやりかたがある）だが、このことは同時

に、Perlスクリプトの保守を難しくさせている。2000年元

日、インターネット中の掲示板で「19100年 1月 1日」の表

示が見られたのは好例といえよう。

──で「Hello, World!」を表示する：

#!/usr/bin/perl

$H = '48 65 6c 6c 6f 2c 20 57 6f 72 6c 64 21';

foreach ( split(/ /, $H) ) {

system("echo -n \'" . pack("H2", $_) . "\'");

}

print "\n";

シェルスクリプト
【しぇるすくりぷと】

sh、csh、bashなど、

Linuxのコマンドシェルは

スクリプト言語として使

用することができる。この

際のスクリプトを“シェル

スクリプト”と呼ぶ。シェ

ル上で使用できるコマン

ドを列記するだけなので、習熟が楽なのが特徴。

シェルの中でも、sh（/bin/sh）はスクリプト言語としての

用途にもっとも適しているといわれており、なおかつ「最強

のスクリプト言語」とも呼ばれている。これは、shで書か

れたスクリプトが、なんでもできる柔軟さを有しているため

である。shスクリプトを使えば、フィルタツールはもちろ

ん、CGIスクリプトや高度なシステム管理、通信さえもが可

能となる。たとえば、指定URLからWebページの内容を取

得するshスクリプトは、実質わずか6行で記述できる。

#!/bin/sh

# * requires perl 5, LWP

while [ "$1" ] ;

do

perl -e 'use LWP::Simple;

print get($ARGV[0]) . "\n";' $1

shift

done

──で「Hello, World!」を表示する：

#!/bin/sh

#|Hello, World!

grep '^#|' $0 | sed 's/^#|//;'

Ruby
【るびー】
最近流行のきざしを見せはじめている純国産のスクリプ

ト言語。その最大の特徴は「オブジェクト志向」。とにかく

オブジェクト＝モノを重要視する物神崇拝志向の言語なの

である。名前が Perl（pearl：真珠）より高価な「ルビー」

になっている点からも、モノへの執着ぶりがうかがえる。ま

ったく資本主義（編注：以下、Rubyへのいわれのない中傷

が続くので削除）だ。私見だが、今のプログラミング業界は

モノにこだわりすぎる。このあたりで精神世界への回帰を問

うべきではないか。「Iyashi」や「Astral」といったスクリプ

ト言語の登場が望まれる。

オブジェクト志向をのぞけば優秀な言語であり、「スレッ

ド対応」により紡績業界での活躍に期待が寄せられている。

──で「Hello, World!」を表示する：本誌連載「Rubyで行こ

う」、アスキー刊「オブジェクト指向スクリプト言語Ruby」

で勉強しよう。

Tcl
【てぃくる】
どこへ行ったんだろう……。
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みなさんはLinuxをどのような目的でお使いだろうか？　よく耳にするのは、サーバとして、

あるいはテキスト編集やインターネットアプリケーションの利用といったところだ。ムービ

ー再生やMP3などはWindowsでなければできないと思っている方も多いのではなかろうか。

ああ、なんともったいない。Linuxは遊びの分野でも活躍できるOSなのだ。本書は、Linuxユ

ーザー向けの遊び方入門だ。具体的には、CD-Rを焼く、MP3を作成／再生する、VMwareで

他のOSを動かす、ムービーを再生する方法を取り上げている。それぞれ、必要なソフトウ

ェアのインストール方法と使い方を丁寧に解説しているので、Linux初級者でも安心だ。

Linuxの入門書は数多くあるが、ホビー用途に主眼を置き、使い道を提案する書籍は

数少ない。インストールが済み、設定方法もあらかた修得した。さて、次は何をしよう

かというユーザーにお勧めしたい。もっとLinuxで遊ぼうではないか。

B ooks
荻原達也著

毎日コミュニケーションズ

B5変形判／192ページ 本体価格 1800円

Linuxをホビーで使おう

「Linuxをインストールしたら、あなたはもうシステム管理者なのだ。」という言葉をよく

聞く。しかし、WindowsだろうがMacintoshだろうが、システムの管理はユーザー自身が行

わなければならないのは同じだ。では、Linux（やBSD）の管理者とは何が特別なのだろう

か？　最近のLinuxディストリビューションには、数々の設定ツールが付属するが、どれも

帯に短したすきに長しといった具合で、ちょっと複雑な設定をしたい場合は、各種のコマン

ドラインツールを駆使したり、エディタで設定ファイルを書き換えることになる。ツールの

使い方や設定ファイルの書式など、システム管理者が知っておくべきことは膨大な量になる。

本書は、Linuxのシステム管理を行ううえで必須の知識を凝縮した虎の巻だ。基本的なコ

マンドの使い方から、日常的な管理作業に必要な知識までを、平易な文章で詳しく解説して

いる。自分のLinux Boxをキッチリとメンテナンスしたい方に広くお勧めする。

川井義治／米田聡著

ソフトバンクパブリッシング

B5変形判／350ページ 本体価格 2500円

Linuxメンテナンスブック

Emacsといえば、viとともにUNIX系OSの代表的なエディタであることはいうまでもな

い。Emacsは、その中からメールを読み書きしたり、ファイルを操作したり、プログラム

をコンパイルするなど、さまざまなことができるため、単なるエディタではなく、ひとつ

の環境なのだという意見もある。一度Emacsを起動したら、すべての作業はそこで行うと

いうユーザーもいるくらいだ。このように、使い方を覚えたら手放すことができない

Emacsだが、初心者が利用するには、独特のキーバインドなどがハードルとなるようだ。

本書は、GNU Emacsの最新版、Ver.20.6の公式マニュアルを日本語訳したものだ。

Emacsの使い方を、画面構成、起動／終了の方法、テキストの編集はもちろん、メールの

読み書き、カスタマイズにいたるまで詳しく説明している。圧倒的な情報量にも関わらず、

良心的な価格設定には驚かされる。Emacsを利用するなら、常備しておきたい1冊だ。

Richard M. Stallman 著　赤池英夫／大木敦雄／粕川正充／久野靖／鈴木悦子／高汐一紀／田中聡訳

アスキー

B5変形判／680ページ 本体価格 3800円

GNU Emacs マニュアル 20.6
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MkLinux

インターネット利用者が増えれば、数々のコミュニティが生まれるのは必然だ。その

なかには、少々あやしげな情報がやりとりされる場もある。それがUG（アンダーグラウ

ンド）だ。UGの世界では、日夜、隠語によるコミュニケーションが行われている。その

ため、UGとは無縁の人がアングラサイトを覗いてもさっぱり意味がわからないだろう。

たとえば、「厨房」という単語。これは決して台所のことではない。厨房→中坊→中学生

という連想により、まるで子供のようだという罵倒語なのだ。

本書は、このようなUG用語を解説する辞典だ。辞典といっても、眉間にシワを寄せて

言葉の意味を調べるようなものではない。用語解説だけでなく、正しい使い方、間違っ

た使い方や、周辺事情なども面白おかしく書かれているので、ちょっとおバカな読み物

として楽しめる。このような奇書を世に送り出した著者陣と出版社には拍手を送りたい。

栗林彰／稲村匠馬／三上洋／山本ちず著

フォレスト出版

A5判／320ページ 本体価格1600円

アングラインターネット　裏用語辞典

B o o k s

Rich Morin 編
コスモ・プラネット訳

アスキー

B5判／352ページ／
CD-ROM 3枚付き

本体価格3600円

MN128-SOHOで作るホームオフィス
Slotin・SL11版

塩田紳二／北川達
也／清水隆夫／諫山
研一著

インプレス

B5変形判／324ページ

本体価格2200円

Linuxで作る
ネットワーク実践構築ガイド

笠野英松著

技術評論社

B5変形判／396ペー
ジ／CD-ROM付き

本体価格3480円

MySQL ＆ mSQL

Randy Jay Yarger／
George Reese／Tim King
著
ソフトエージェンシー監訳
高見禎成／寺田美穂子訳

オライリー・ジャパン

B5変形判／534ページ
本体価格1380円
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帰宅途中の乗換駅で、偶然にもLinux

Japanの風穴編集長にお会いしました。い

ろいろとお話をうかがい、いつもは裏寂し

い終電の車中も楽しく過ごすことができま

した。編集部にもぜひお立ち寄りくださ

い＞風穴編集長。

6月号のアンケートハガキへのおハガキ
裏のマークシート間違ってません？

（岡山県　越智成人さん）

裏の回答欄は滅茶苦茶だ（質問と選

択肢の数が合っていない）。

（新潟県　八重倉 孝さん）

同様のご意見をたくさんいただいており

ます。

編集部のチェックミスです。ご迷惑をお

かけして大変に申しわけありません。以後、

このようなことがないよう、十分に注意い

たしますのでご容赦ください。

6月号、特集1へのおハガキ
「Linuxマシンを作る！」は参考に

なりました。Intelのi810チップセット

でも問題なくインストールできるよう

なので、予算5万円以内でもう1台組も

うかなと考えています。

（東京都　平川 信さん）

3万円の中古パソコンでPC-UNIXを

始めました。Pentium 133MHzで32M

バイトだけど、結構いけます。6月号

の5万円自作機より安く、インストー

ルも一発でOKでした。

（秋田県　唐牛豊さん）

自作マシンが動く瞬間は嬉しいものです

ね。シリアル、パラレルポートだけではな

く、最近ではグラフィックスやサウンドも

オンボードになった低価格マザーボードが

増えてきました。このようなマザーを選べ

ば、あっという間にマシンを作ることがで

きます。また、利用目的によっては、唐牛

さんのように中古マシンを狙うのも堅実な

選択です。

6月号、特集2へのおハガキ
6月号の「ゲーム中毒になる！」は最

高です。特にglTronは、映画『TRON』

を生で見たオジサンにはウレシイ限り

です（TRONがディズニー映画だって

知っている人は少ないんですよね）。

（東京都　綾部孝志さん）

こんなに表現力豊かなゲームがLinuxで

動作するようになるとは思いませんでした。

特に3Dゲームの完成度はゲーム専用機に

肉薄するほどです。3Dモノを快適にプレ

イする場合は、それなりのマシン環境も必

要ですが……。ちなみに、担当のお気に入

りはTux Racerです。編集部のPentium

Ⅲ 733MHz＋GeForce256マシンで暴

走ペンギン化しています。

6月号、ハードウェア特集へのおハガキ
「100BASEイーサネットカード＆ハ

ブ」は大変参考になりました。ちょう

ど、現在使用中の10BASEイーサネッ

トカードが、新しくインストールした

ときに認識されなくて困っていたとこ

ろでした。これを機に、100BASEイー

サネットカードに買い換えようと思い、

どのカードが良いか迷っていました。

（静岡県　森田康正さん）

NICの記事は大変参考になりました。

○ビな私にとっては“低価格”という文

字が一番嬉しいです。

（静岡県　中尾典孝さん）

イーサネット機器は本当に安くなりまし

た。メルコからも、6800円の10／

100Mbpsスイッチングハブ「LSW10/

100-8D」が限定1万台発売としてアナウ

ンスされたところです。編集部内もほぼ

100BASE化が済んでいます（編集長の

EPSON PC-386を除く）。

女性読者急増中！＼(^o^)／てへへ
Linux magazineを毎月買い、歩く

コマーシャルとしてお友達にこの雑誌

を紹介し続けて約1年が過ぎました。

パソコンオタッキーと呼ばれながらも、

日々情報を欠かさずチェック。お友達

に負けぬよう、これからも読み続ける

ぞー。これからも、歩く宣伝Prettyウ



ーマンとして仲間を増やしていきます。

（和歌山県　上田なおさん）

6月号付録のRed Hat Linux 6.2（英語

版）、ありがとうございました。せっかく

パソコンもらったのに（ソー○ックのミ

ドルタワー）、ビデオカードが新しめなせ

いか、少し古いディストリビューション

だと、つっかえて、ぜーーーーんぜんイ

ンストールできなかったの……。

この前、着メロのダウンローダを、

小学生がキッチリいぢっているのを見

た。たしか、あれはLinuxベースですよ

ね。URLも知らない子が、インターネ

ットを使いこなしているなんて、スッ

ゴイ時代……。

（熊本県　佐伯ひとみさん）

ご支援、ありがとうございます＞上田さ

ん。Linux magazineの制作・デザインチ

ームにはゲームオタッキーの女性がいます。

担当はゲームに明るくないので、いろいろ

と教えてもらうのですが、オタッキーと呼ば

れる人って、話がとても面白い気がします。

着メロ販売機もLinuxな時代なんですね。

通常のデスクトップ画面が見えないように

なっているので、わかりにくいのですが、

Linuxに限らず、意外な機械が身近なOS

で動いていたりします。消費者金融の自動

契約機がOS/2で動いていたり、コンビニ

の情報端末がWindowsで動いていたり…

…。担当が家で使っている無線LANのベー

ス機もLinuxで動作しているのだそうです。

Linux magazineも、着実に女性読者

が増えてきました。ありがたいことです。

今後ともよろしくお願いします。

さらに広がる読者層
小学生にもLinux。

（長野県　飛田空さん）

VMwareの話は聞いておりましたが、

「VMware for Linux 2.0を使おう！」

の内容が大変参考になりました。日本

に販売代理店があって、容易に入手で

きればなおよいのですが……。

2年前にCaldera Open Linuxでパソ

コンを始めて、Windowsをまったく知

らない昭和2ケタ直後生まれですが、

L i n u x に夢中です。カミさんの

Windowsノートマシンにデジカメの画

像を入れてあげられず、「それでもパソ

コン知ってるの？」とオコられました。

（東京都　三井 洵さん）

飛田さんは小学2年生、三井さんは60

代半ばの方です。幅広い年齢の方に読んで

いただいております。Linuxを楽しむのに

年齢や性別は関係ないのだなあと、Linux

の奥深さを再認識しました。

PCエミュレータのVMwareはすごいソ

フトウェアです。Linuxのデスクトップで

Windows 98が動いているのを見たとき

にはビックリしました。動作内容を考えれ

ば仕方がないのですが、結構なマシンパワ

ーを必要とするのが玉にきずでしょうか。

表紙
毎号フルーツの表紙を楽しみにして

います。他の雑誌と比べてセンスもい

いし、書店でもとても目立っています。

ところで、前から気になっていたので

すが、4月号の果物って何ですか？

つぶれて変形した、少し腐ったオレン

ジなわけないですよね。

（兵庫県　笠井隆敏さん）

う、腐ったオレンジ……。表紙も含め

たデザインを監督しているアートディレク

ターのスガノが泣いております。あれはマ

ンゴーなんです。5月号からは目次ページ

に果物の名前を入れるようにしました。あ

わせてご覧ください。

月刊 遠藤さん 7月号
どーも山形の遠藤ッス。とうとう常

連の仲間入りッス。今月の小話は、な

んと自作機を作ってしまったッス。

CPUは、Pentium 600MHzですが、サ

クサク動くッス。ところで、まだ本題

のLinuxをインストールしていないッ

ス。6月号は自作の特集ッス。ちょっ

と気になるのでしっかり読んでみるべ

ー。なんと5万円で1台完成ッス。また

もう1台私も挑戦ッス。禁煙して早1年

半、吸ったつもりで妻にナイショの禁

煙貯金。結構貯まるッス。自作機で使

ってしまったのでまた1からッス。あっ、

このビデオカード動作確認が……。あ

れっ？（・・;）

（山形県　遠藤浩二さん）

今月も、お便りをありがとうございま

す。禁煙貯金でマシン増設……。担当もや

ろうかしら。でも、締め切り前にタバコが

ないと辛いッス（^^;）。ところで、マシン

が増えることに奥様は疑問を持たないので

しょうか？　担当は未だ独身ですが、マシ

ンが増えると家族がうるさいので、先月会

社に1台持ってきてしまいました。私財を

投じて、仕事環境を改善するのだと主張し

ていますが、まわりの編集部員からは会社

をゴミ捨て場にするなと非難されています。

バレてたか……。

来月お目にかかるころにはすっかり暑く

なっていそうです。それまでは、梅雨のジ

トジトに耐えながら、楽しくLinuxしまし

ょう。では。
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2
インストーラの起動
CD-ROM、もしくは作成したフロッピーをマシンにセットしてイン
ストーラを起動します。インストーラが起動すると、「boot:」というプ
ロンプトが表示されるので、［Enter］を押します。GUIインストーラ
がうまく起動しないときは、「boot:」の箇所でtextと入力して［Enter］
を押し、テキスト画面でインストールを行います。

1
ブートフロッピーの作成方法
使用するPCがCD-ROMからの起動に対応していない場合は、イン

ストーラ起動用のフロッピーディスクを作成します。Windows環境で
の作成手順は以下のとおりです。
（1）CD-ROMと空のフロッピーディスクを各ドライブへセット
（2）DOS窓を開きD: [Enter]と入力。CD-ROMドライブが「D:」
以外の場合は、そのドライブ名をタイプします。
（3）cd ¥dosutils［Enter］
（4）rawrite -f ¥images¥boot.img -d a［Enter］
（5）「Please insert a formatted diskette into drive A: and
press --ENTER-- :」と表示されたら、再度［Enter］をタイプして
フロッピー作成を開始します。

Red Hat Linux 6.2J
Vine Linux 2.0
Kondara MNU/Linux 1.1
のインストール

付録CD-ROMに収録した

本誌付録CD-ROM収録のディストリビューションはFTP版で

す。非商用ソフトだけが含まれています。また、製品版を販売

している各社からサポートを受けることはできません。

Red Hat Linuxのインストール画面

Kondara MNU/Linuxのインストール画面

Vine Linuxのインストール画面
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使用言語とキーボードの設定
使用言語とキーボードの設定は、ディストリビューションによって若干異なります。
日本語106キーボードを使用するものとして、ディストリビューションごとに説明し
ます。

■Red Hat Linux 6.2J
まず「Language Selection」で「Japanese」を選択します。
次の「キーボードの設定」では、

「モデル」→「Japanese 106-key」
「レイアウト」→「Japanese」
「デッドキー」→「デッドキーを無効にする」

を選択します。

■Vine Linux 2.0
キーボードの設定で「形式」→「Japanese 106-key」、「レイアウト」→

「Japanese」、「バリエーション」→「None」を選択します。しかし、Vine Linux
のインストーラでは、ここでの設定が反映されないので、インストール後にスーパーユ
ーザーでログインして次の設定を行います。viやEmacsなどのエディタで
/etc/sysconfig/keyboardを開き、

# KEYBOARDTYPE="pc"
KEYTABLE="jp106"

と記述します。これで次回Linux起動時から日本語キーボードが使用できます。

■Kondara MNU/Linux 1.1
使用言語とキーボードの設定のみテキスト画面で操作します。「Choose a

Language」で「Japanese」を、次の「キーボード タイプ」では「jp106」を選
択してOKを押します。

マウスの設定
2ボタンのPS/2マウスを使用する場合は、「2 Button Mouse(PS/S)」を選択し
ます。「3ボタンマウスのエミュレーションを設定する（3 ボタンエミュレーション）」
にチェックを入れると、2ボタンマウスのボタンを2つ同時に押すことで、3ボタンマ
ウスの真ん中のボタンを押す効果が得られて便利です。

Red Hat

Vine

Kondara
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5
6

各種設定の開始
ディストリビューションによって画面が異なりますが、「次」を押すと各種設定が始
まります。

インストールタイプの選択
「GNOMEワークステーション」、「KDEワークステーション」、「サーバー（サーバ）」
を選択してインストールすると、ブートマネージャLILOをMBRへインストールしま
す。LILO以外のブートマネージャを使うときは、この3タイプを選択してはいけませ
ん。また、サーバを選ぶとハードディスクをすべて初期化するので、すでにある
WindowsやLinuxパーティションをそのままにする場合は選択してはいけません。こ
のあとは、自由度の高い「カスタム」を選択したものとして解説します。

7
スワップパーティションの作成
Disk Druidを用いて、Linux用のパーティションを作成します。Linuxには最低限
スワップパーティションと、システム用パーティションの2つが必要です。「追加」を
押すと、画面のようなダイアログが表示されます。搭載している物理メモリの1～2倍
程度のサイズを指定し、パーティションタイプはLinux swapを選択します。「OK」
を押すと作成したパーティション情報が表示されます。



8
9
10
11

システム用パーティションの作成
Linuxシステム用パーティションは、マウントポイントに/を選択し、サイズは使用

するディスク容量に合わせて指定します。ここで解説している3種類のディストリビュ
ーションは、フルインストール時に1.3～1.5Gバイト程度必要です。ハードディスク
に余裕があれば、2Gバイト確保しておくとよいでしょう。

フォーマットするパーティションの選択
Linuxで使用するパーティションをフォーマットします。「フォーマット中に不良ブ

ロックをチェックする（フォーマット中に不良セクタを検出する）」にチェックを入れ
ると、フォーマット中に、ディスクに異常がないかどうかをチェックしてくれます。一
度フォーマットすると、その領域にある情報はすべて削除されます。「次へ」をクリッ
クする前に、誤ったパーティションをフォーマットしようとしていないかどうか、もう
一度確認してください。

LILOの設定
「LILOブートレコードをインストールする場所（LILOを入れるレコード）」は場合

に応じて選択します。
/dev/hdaマスターブートレコード（MBR）
・LILOを使用してWindowsとLinuxを起動時に選択する
・ディスクにはLinuxのみをインストールする
/dev/hda3ブートパーティションの最初の（第1）セクタ
・System Commanderなど、LILO以外のブートマネージャを使用する
緊急時のために「ブートディスクを作成する（ブートディスクの作成）」をチェックし
ておくのもよいでしょう。

ネットワークの設定
イーサネットを使用するときの設定です。DHCPサーバからネットワークアドレス

を取得する場合は「DHCPを使用する（DHCP使用時の設定）」をチェックし、それ
以外のときは、各欄にIPアドレスやDNS情報を入力します。「起動時にアクティブに
する（ブート時に有効にする）」にもチェックを入れます。
ネットワークカードが装着されていない場合には、この画面は表示されません。ダ

イヤルアップでインターネットを使用する場合は、インストール終了後にPPP接続ツ
ール（PPxP、netcfg、kpppなど）を使ってネットーワークの設定を行います。
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アカウントの作成
Linuxで使用するユーザーを作成します。まず、「Rootパスワード（管理者のパス

ワード）」と「確認」に同じパスワードを入力します。次に一般ユーザーを「アカウン
ト名」、「パスワード」、「パスワード（確認）」、「フルネーム」に入力し、「追加」を押
して作成します。この手順を繰り返すことで、複数のユーザーを作成できます。設定
を終えたら「次」を押します。

12
タイムゾーンの選択
日本でマシンを使うときは、世界地図上の日本をマウスで指し、下の欄で

「Asia/Tokyo」が有効になるようにします。

ユーザーの認証設定
標準で「MD5パスワードを有効にする（使用）」と「シャドウパスワードを有効に

する（使用）」にチェックが入っています。通常はこのままで構いませんが、複数のサ
ーバのユーザーアカウントを一元管理するNISを用いて、認証するネットワークへ接続
する場合は、NISの設定も行います。NISの情報に関しては、ネットワーク管理者へ
問い合わせてください。

15
パッケージグループの選択
インストールするパッケージグループを選択します。ハードディスクに余裕があった
り、パッケージグループの違いがわからないときは、一番下の「Everything」（全て）
を選択するとよいでしょう。
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Xの設定

■Red Hat Linux 6.2J
使用するモニタが自動認識されない場合は、リスト中からモニタを探します。リス

ト中にない場合は、「Generic Monitor」を選択します。次にビデオカードの設定で
すが、一般的なビデオカードは自動で認識されます。自動で認識されたビデオカード
の情報に誤りある場合は、リスト中からビデオカードが使用するチップと、ビデオカ
ードに搭載されているメモリ量を選択して「次」を押します。

■Vine Linux 2.0とKondara MNU/Linux 1.1
ほとんどのビデオカードが自動で認識されます。デスクトップ環境を使用するなら

「GUIによるログイン」にチェックを入れて「次」を押します。

この箇所でXの設定がうまくいかないときは、Xの設定をスキップして、Linuxのイ
ンストールが終了したあとで、Xconfiguratorや、XF86SetupといったツールでX
を設定することもできます。Xがうまく設定できなくても焦らないでください。

パッケージインストールの開始
「次」を押すとパッケージのインストールが始まります。終了するまでしばらく待

ちましょう。

インストール終了
Linuxのインストールが終了しました。「終了（閉じる）」

を押すと、インストールプログラムが終了して、マシンが再
起動します。再起動中にCD-ROMやフロッピーディスクを
抜いてください。お疲れさまでした。
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Plamo Linux 2.0のインストール
付録CD-ROMに収録した

（1）Plamo Linuxのインストーラは、ビデオカードを自動認識しません。また、ネット

ワークカードも自動認識しない場合があるので、インストール前に、あらかじめマ

シンのハードウェア情報を調べておく必要があります。

（2）以下のインストール解説は、PC/AT互換機用です。NEC PC98x1へインストールす

る場合は、起動用フロッピーディスクの作成法などが若干異なります。

1
2

インストーラ起動用フロッピーの作成
CD-ROMブート可能なマシンでは、CD-ROMからインストーラを起動します。

CD-ROMブートができないマシンの場合は、インストーラ起動用のフロッピーディス
クを作成します。手順は以下のとおりです。まずCD-ROMと、空のフロッピーディス
クをマシンにセットします。
次に、コマンドプロンプトを開き、以下のように操作します（ここではCD-ROMド
ライブ名をD:やQ:としましたが、マシン環境に合わせて入力してください）。

■PC/AT互換機の場合
（1）d:[Enter]
（2）cd at¥install[Enter]
（3）rawrite ¥boot¥bootdsk a[Enter]

■NEC PC98x1の場合
（1）q:[Enter]
（2）cd 98¥144[Enter]
（3）makeplfd[Enter]
（4）デスクトップ用だと「3」を選択

インストーラの起動
作成したフロッピーディスクか、CD-ROMをセットして、マシンを起動します。イ
ンストーラが起動して、「boot:」が表示されたら[Enter]を押します。しばらくする
と「plamo login:」と表示されるので、「root」と入力して[Enter]を押します。さ
らに「setup」と入力したあとで、[Enter]を押せば、Plamo Linuxのインストール
が始まります。

3
キーボードの設定
画面に設定メニューが表示されます。まず「KEYMAP」を選択して、キーボード

の設定を行います。メニュー画面の操作方法は、矢印キーや[Tab]で選択し、
[Enter]で次へ進みます。「KEYMAP」を選択すると奥の画面が表示されます。日本
語106キーボードを使用する場合は、デフォルトのまま<OK>でよいですが、CTRL
キーとCapsLockを入れ替えたり、[全角／半角]キーを[ESC]に割り当てるときは、
必要な項目に[Space]キーで[X]とチェックを入れて設定します。
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パーティションの作成
Plamo Linuxではパーティション作成時にfdiskというツールを使います。ここで

は、ハードディスクが、プライマリマスタに接続されているものとします。画面のよう
に「fdisk」を選択して<OK>とすると、Linuxをインストールするディスクの選択画
面になります。Linuxでは、プライマリマスタが/dev/hdaとなるので、/dev/hdaを
選択して<OK>を押します。

fdiskの操作
Linuxをインストールするには、システム用とSwap用の2つのパーティションが必
要です。fdiskというツールを使い、パーティションを作成します。

■Linuxシステム用パーティションの作成
nコマンドを用いて、Linuxシステム用パーティションを作成します。お勧めパッケ

ージをインストールする場合は、500Mバイト程度確保すればよいでしょう。

■Swap用パーティションの作成
nコマンドで物理メモリの1～2倍程度のパーティションを作成します。次にtコマン
ドを使い、パーティションIDを82にセットします。pコマンドを使い、システム用と
Swap用の2つのパーティションが作成されたことを確認します。最後にwコマンドで
パーティション情報を書き込みます。

インストール開始
それではPlamo Linuxのインストールを始めます。メニューから「install」を選択
して<OK>を押します。

Swapパーティションの設定
すでにキーボードの設定は終わっているので、インストール後にSwapパーティショ

ンが使えるように、上から3番目の「ADDSWAP」を選択して<OK>を押します。
インストーラがSwap領域を表示するので、<Yes>を押します。このあとで、いくつ
かの質問が続きますが、「Linuxをインストールするパーティションの選択」まで
[Enter]を叩いていけばよいでしょう。
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システムパーティションの作成（その2）
ファイルシステムの単位であるi-nodeは、デフォルトのまま「4096」を選択して

<OK>を押せばよいでしょう。i-nodeという言葉に興味がある読者は、先月号から始
まった、連載「Linuxファイルシステムの現在と未来」を参考にしてください。Linux
システム用パーティションのフォーマット終了まで、しばらく待ちます。

8
システムパーティションの作成（その1）
今度はLinuxシステムをインストールするパーティションの設定です。Linuxシステ
ム用として使用できるパーティションが表示されるので、リストの中から1つ選択して
<OK>を押します。有効なパーティションが1つしか表示されない場合は、そのまま
<OK>を押します。
次にLinuxシステム用のパーティションをフォーマットします。選択するのは

「Format」か「Check」のどちらかです。ハードディスクのフォーマットのみ行う場
合は「Format」を、ハードディスクに異常がないか確認しながらフォーマットする場
合は「Check」を選択して<OK>を押します。

インストール元の選択
インストールするメディアを選択します。ここでは本誌付録のCD-ROMを使ってい
るので、「CD-ROMからインストール」を選択して<OK>を押します。次にマシンに
接続されたCD-ROMドライブを探すため、「scan」を選択して<OK>を押します。

11
インストール方法の選択
インストーラがCD-ROMドライブを探し出すと、画面のように表示されます。次の

「インストール方法の選択」では「plamo」を選んで<OK>を押します。
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12
13
14
15

パッケージの選択
インストールパッケージの選択です。デフォルトで「お勧めパッケージセット」がチ
ェックされているので、そのまま<OK>を押します。次の画面では、インストールす
るマシンがノートPCかデスクトップか、使用する日本語入力プログラムはCannaか
Wnnかで、メニューが分かれます。デスクトップマシン上でCannaを使う場合は、右
の画面のように「deskc」を選択して<OK>を押します。

パッケージインストールの開始
<Yes>を押して、選択したパッケージのインストールを始めます。インストール状

況が表示されたら、終了するまでしばらく待ちます。

Xサーバのインストール
Plamo Linuxはビデオカードを自動認識しません。マシンを開けてビデオカードの
チップを調べるか、Windowsでビデオカード情報を調べておきます。デフォルトでは
どんなビデオカードでも使用できる「16色用 Xサーバ」がチェックされています。こ
れに加えて、Xがきれいに表示できるように、ビデオカードに対応したXサーバにチェ
ックを入れて<OK>を押します。このあと、しばらくの間パッケージインストールが
続きます。

カーネルのインストール
「お勧めパッケージセット」を選択していれば、Linuxカーネルは自動でインスト

ールされているので、「skip」を選択して<OK>を押します。
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17
18

モデムの設定
ダイヤルアップ用にモデムを使う場合は、「モデムの設定」で<Yes>を押します。

次の画面では、モデムをどのポートに接続しているかを選択して<OK>を押します。
多くのマシンでは「ttyS0」か「ttyS1」のどちらかでしょう。

16
起動用フロッピーディスクの作成
パッケージのインストールがひと通りおわったので、各種設定に入ります。「システ

ム設定」で<Yes>を押して次へ進みます。緊急時に使う、Plamo Linuxの起動ディ
スクを作成します。まず、空のフロッピーをセットし、「format」を選択して<OK>
を押します。フロッピーのフォーマットが終了したら、「simple」か「lilo」を選択し
て<OK>を押します。ここでは「simple」を選択して、Linuxカーネルのみをフロッ
ピーへ書き込みます。起動用フロッピー作成が終わったら、「continue」を選択し
て＜OK＞を押します。

マウスの設定
PS/2タイプのマウスを使う場合は、画面のように、上から2番目を選択して<OK>
を押します。

19
LILOのインストール（その1）
複数のOSをマシン起動時に選択するブートマネージャLILOをインストールします。
ここではデフォルトのまま「simple」を選択して<OK>を押します。
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20
21
22
23

LILOのインストール（その2）
LILOのインストール場所を選択します。System Commanderなど、LILO以外

のブートマネージャを使うときは「Root」を選択し、それ以外の場合は「MBR」を
選択します。「Floppy」を選ぶと、Linuxの起動は遅くなりますが、OSの起動で問題
が出ないので安全です。

ネットワークの設定
この場面では、DHCPを利用するための設定が行えないので、IPアドレスなどの値
を直接入力します。モデムやTAを用いてネットワークを使用する場合は、<No>を押
してスキップします。ネットワークカードを使用する場合は、<Yes>を押して以下の
項目を入力していきます。

・ホスト名 ・ゲートウェイ
・ドメイン名 ・ネットマスク
・IPアドレス ・DNS

タイムゾーンの設定
日本でPlamo Linuxを使うときは、デフォルトのまま「Japan」を選択して

<OK>を押します。

終了
インストールが終了しました。[Ctrl]、[Alt]、[Delete]を同時に押して、マシン

を再起動します。お疲れさまでした。
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